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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　コンコンココン。

　と、嘴はし打うちというよりは、ノックに似た音が近付けていた耳に触ふれた。

　そのくすぐったいような音に耳を離はなして、掌てのひらに載のせていた卵を見下ろせば、さっきまで傷一つ無かった殻からに丁度亀裂ひびが入ったところで。

　けれど、そのひびをゆっくり眺ながめる猶ゆう予よも俺に与あたえず、卵は内側から割れた。

　否いな、それは割れたというより小爆ばく発はつで、俺は反射的に目を閉じることしか出来なかった。

　爆ばく風ふうは俺の髪かみを乱し、眼鏡めがねを少し鼻からずらした。

　しかし一番ダイレクトに伝わってくるはずの熱は、いつまで経たっても俺の手に届かない。

　代わりに俺の手に感覚として伝わってきたのは重さ──米２キロとか、そういう物に近い確かな重みにゆっくりと目を開けば。

　ソレ、としっかりばっちり目が合った。

　右は黒、左はミルク色がかったピンクのその目は丸いガラス玉。もしかしたら貴石の類たぐいかもしれないが、明らかに無機物な目がわずかながら上下するのを見て、俺はソレが動くのだと知る。

　そんな目を持つソレは、両りよう眼めを除く全すべての部分が銀色の鎧よろい──いわゆる西洋甲かつ冑ちゆう──で覆おおわれていた。一応人形をとっているものの、二等身な上、全長も30センチに足りているかどうかというところ。

　文鳥のごとく手に載ったままの玩具おもちやのような物体から視線を外せないまま、俺はこの状じよう況きように至るまでの経けい緯いを振ふり返り、整理してみようと決め、早さつ速そく実行に移した。







　季節は初夏から向暑へと移ろう六月。

　梅雨つゆ入りにはまだ間があり、空も風も目に映る緑もいたって爽さわやかで天気は快晴。

　全校遠足がそんな天気にあたったのは、ひとえに俺──秋あき庭ば多た加か良らの日ひ頃ごろの行いの良さによると、確信しながら俺は今朝学校へ向かった。

　叶野かのう学園高校では二年生の遠足はウォークラリーと決まっていて、そのコースに多少の変へん更こうが加えられても、毎年スタートとゴールは叶野学園というのもまた決まっていることだからだ。

　そして、学園に到とう着ちやく後ごまもなくスタートの号令を兼かねた出発の会が行われ、そこでなぜか校長に代わって壇だん上じように登り、ウォークラリーの名めい称しようを〝ぼくときみのらぶらぶロード第１１７章〟に変えて挨あい拶さつしようとした鈴すず木きを俺はウォーミングアップを兼ねて引きずり下ろした。

　次の選挙に向けて俺の有能さを教師陣じんにもアピール出来ただろう。これで相変わらず俺を始めとする生徒会執行部メンバーに仕事を押しつけて遊び回っている鈴木の天下が、選挙を待たずして終わりを迎むかえる可能性はまた高くなった。

　壇上から下ろすと同時に鈴木は逃のがしたものの、その結果に満足していれば、まもなく号ごう砲ほうがちゃんと校長によって鳴らされて、ウォークラリーはスタートとなった。

　尾お田だのいる二年一組と羽は黒ぐろのいる二年五組から各五グループごと、十分おきに校外へと出発して行って、二年四組の限りなく最終組に近い俺がスタートしたのは八時を半分以上過ぎた頃ころだった。

　同じグループの松まつ原ばら、早はや川かわ、山やま野の井い達とまずは第一ポイント──これは学校から程ほど近ちかい叶野ラビュリントスか叶野芸術公園の二つから選べるので、俺達は距きよ離り的に少し近いラビュリントスを選んだ──を目指して歩き始めた。

　だが、まもなく俺の耳には妙みような音が聞こえ始めて、それはどうやらリュックの中から聞こえてくるのだと気付く。

　中に入れた水すい筒とうや、折りたたみ傘がさがぶつかり合う音と思って放ほうっておけば、その音はやがて松原達が首を傾かしげるまでになり、結局俺は足を止めて荷物を検あらためることにした。

　リュックを開けば、音がしているのは弁当の包みからだとすぐにわかって、俺はとにかく包みを解ほどいてみた。

　そうすると、コンコンという音の発生源は卵と判明した。今日、弁当箱におかずを詰つめたのは俺で、テーブルの上に置いてあった卵を最後に丸ごと入れたのも俺だ。ゆで卵だとばかり思って詰めたのだがどうやら違ちがっていたらしい。

　ここでの問題は卵が生か否いなかという点にはないと承知した上で俺は一いつ瞬しゆんそんなことを考え、それからとりあえず鶏けい卵らんにしか見えないそれを、俺の手に載せてみた。

　と、その次の瞬しゆん間かんから卵は、鶏にわとりからダチョウの卵サイズへ、ダチョウの卵から子どもの頭部サイズへとどんどん大きさを増し、ノックのような嘴打ちの音も大きくなり、そして。

　割れた。







　これまでの出来事を脳内で振り返るのに、そう時間はかからなかった。

　回想を終えると、俺は卵から孵かえった、正体不明の物体にもう一度意識と視線を集中した。

「……いったいいつまで見つめ合ってたら気が済みやがるんです？　っていうかじろじろ見るのはいい加減にしやがれです！」

　すると、俺の眼まな差ざしを受け止めて、ソレは言葉を発した。

　声こわ色いろは外見に似合わず少女というより幼女に近い、鈴すずを転がすような可愛かわいらしいものだった。しかし、口調は概おおむねぞんざいで、とりあえず俺に苛いら立だちを感じさせるには十分。

「じろじろ見るのもいい加減にしろ、だと？　そりゃ弁当の卵おかずからお前みたいなのが出てくれば驚おどろいて凝ぎよう視しするだろうが！　人に文句つける前にまず名乗れっ！」

　玩具のような鎧人形が喋しやべったことに俺は特別驚かず、そう言い返した。

　最近の玩具が精せい巧こうだといっても、この鎧よろい人形が巷ちまたで売られているような物と異なるのは誕生の仕方からも、もちろん承知している。だが、不本意ながら某ぼう妖よう怪かいもどきに鍛きたえられたせいで、正直このくらいの異常事態では驚かなくなっているのだ。

「名前はまだありやがりませんっ！　だって生まれたてですから。だから、生まれてすぐに出会ったお前が名前をつけやがれです！　そうすればお前が親なのです！」

　すると、鎧人形は二色の目オツドアイをチカチカと光らせながら、機械にインプットされているだけならこうはいかないだろう勢いとタイミングで俺に言い放ってくれた。

　そして、俺の優ゆう秀しゆうな頭脳は、こんな厄やつ介かい事ごとの臭においがぷんぷんするモノの親になど義理でもなってはならないという警告を発し、俺は即そく座ざに従うことにする。

「名前が無いのはわかった。けど、俺はお前の親になるつもりはないから名前はつけないぞ」

「むむぅ？　困ったです。では、どうすればいいです？　それにお前を何と呼べばいいですか？」

　俺がそう言えば、鎧人形はぎこちなく首を傾かたむけて、途と方ほうにくれた声で尋たずねてきた。

「俺は秋庭多加良だ。多加良さんと呼べ」

　ほだされたわけではないが、名前くらいは良いだろうと俺が名乗れば、

「わかったです。多加良……多加良って呼んでやるです。あ、あとさっきは卵から呼ばれて飛び出て驚かせて、ゴメンナサイ」

　鎧人形は嚙かみしめるように俺の名を繰くり返して、それからガチャガチャと甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら腰こしを折ると謝罪の言葉を口にした。

　突とつ然ぜんの謝罪に、俺はそこで初めてこの正体不明の鎧人形に対して戸と惑まどいを覚える。

「……いや、大して驚いていないから、気にするな」

　俺を襲おそった困こん惑わくは同時に冷静さを与あたえてくれて、静かに語りかければ鎧人形は顔を上げ、再び俺達の視線は交こう錯さくし、沈ちん黙もくが落ちた。

　しかし、その静せい寂じやくは長くは続かなかった。

　それを破ったのは軽い破は裂れつ音おん。俺はその音を聞くと反射的に身構えた。

「イーシシシシシッ！　大当たりおめでと～うっ！　いや、めでたくてよかったじゃん！　もちろんオレサマがだけどっ！　さあさあ卵は割れた！　ってことで、オレサマのオレサマによるオレサマのゲームを始めようじゃん！　っつーかもう始まってるけどなっ！」

　音の正体がクラッカーだということは、その筒つつから必要以上に放出された紙かみ吹雪ふぶきと蜘蛛くもの糸が俺の視界を塞ふさいでくれればわかった。

　だが、一方的に宣言した少々掠かすれた男の声──少年と言うには強くて、壮そう年ねんと言うには若すぎるそれ──に覚えはない。覚えはないが。

　眼鏡めがねに張りついた紙片を指先で払はらってから、俺は声が降ってきた方へゆっくりと目を向けた。背筋をはい上がってきている嫌いやな予感に眉み間けんに力を込こめながら。

　そして、俺が見た存在モノは声から予想した通り青年の姿をしていた。

　肌はだは褐かつ色しよくで瞳ひとみはカラスの羽のような漆しつ黒こく。着ているのは黒の作業着ツナギ。元の形はシンプルかつスタンダードな物なのだが、腕うでの先から足までこれでもかという数のカラフルなポケットが付いている。

　頭にはターバンの様な布を無造作に巻いており、その隙すき間まからバラバラと零こぼれ出ている髪かみは鮮あざやかな七色。腰帯ベルトで止めている曲きよく刀とうが本物かどうかはわからないが、履はいている先の尖とがった靴くつと共にどこかアラビアンナイトを思わせた。

　全体的な印象を問われれば、正直人間でもお近付きになりたくないタイプだった。加えて、宙に浮ういているとなれば、近付かないに越こしたことはない。

「卵を見事に引き当てたのはお前かぁ。イシシ、中々いい面つら構がまえじゃん。で、大当たりの卵を引いたお前にはいまからオレサマのゲームの駒こまとしてゴールを目指して貰もらうぜ！」

「……ゲームなら他ほかの場所で他の人間とやってくれ。ゲームならあいにく間に合っているからな。それに俺は当たりに卵が入っているような抽選くじに参加した覚えがない」

　つまり、きっぱりと断るのが最善策だ。そう、こういうのは最初が肝かん心じんなのだ。相手が99パーセント人外だろう場合は特に。

「イシシシ。結構冷静じゃん？　けど、そこは強制参加ってことで！　いやー、色々なところに卵をばらまくのはちょっと面めん倒どうだったし、オレサマはもうゲームの開始を大きな声で元気よく宣言しちゃったわけだし。つまり中止はもう不可能。そしたら駒は動くしかねぇじゃん。な、わかるだろ副会長？　オレサマは間ま違ちがったこと言ってねぇよな、な？」

　口くち許もとににやにやとした笑えみを浮かべ、あくまで尊大に言いながら、男はそこで同意を求めるように鎧人形を一いち瞥べつした。

　けれど、黒光りする双そう眸ぼうを向けられた鎧人形は声を返すどころか、怯おびえるように短い手足を縮め、顔を背そむけてしまう。

「だ、誰だれですか？」

「ん？　ああ、わかんねぇか。ま、お互たがい卵の頃ころしか知らねぇし……オレサマは魔ま神じんのギエナ様だぜ！」

　そうしながらも小さな声で鎧人形が問えば、男は自ら名乗りを上げたが、その素す性じようを聞いた鎧人形は更さらに怯えたように体を小さくした。

　そうすれば、自じ称しよう魔神──ギエナは軽く肩かたを竦すくめ、それ以上鎧人形に言葉を向けることはしなかった。

　代わりに改めて俺に視線を据すえると、そのままストンと地面に着地して、足を着くと同時に斜しやに構えた。その姿は、町の不良に見えても、神様族かみさまには見えない。

「ま、この魔神のギエナ様のすることに間違いは無いってことだ、副会長！」

　だが、とりあえずこの男の正体や見た目の印象はどうでもいい。俺がいま最も気になっているのは別のことなのだから。

「……俺を駒呼ばわりしてくれたのは、百歩譲ゆずって聞かなかったことにしてやる。でもな？　俺は初対面の人間に副会長と呼ばれる覚えは一いつ切さい無いっ!!」

　そう、たとえ選挙の結果でも、次期生徒会長になると胸に誓ちかったこの俺を副会長と呼ぶことを、俺は何なん人ぴとたりとも許しはしないし、それは魔神も例外ではない。っていうか、どうして名前以前に俺の役職名を呼ぶ？　地方紙にでも掲けい載さいされているのか？　おい？　なけなしの理性で、俺は鎧人形を地面に下ろすと、そこからギエナに向けて拳こぶしを突つき上げた。

「うひょっ！　危ないじゃん！」

　不意をついたつもりだったが、ギエナは余よ裕ゆうで俺の拳をかわすと、そのままカウンターの要領で俺に向けて真っ直すぐ拳を放ってくる。

　当然俺はその褐色の拳を避よけた。けれど、ギエナの拳が頰ほおの横を掠めて戻もどっていった後、俺の頰にはピリピリとした痛みが遅おくれて走り、小さな裂れつ傷しようから血が伝っていた。

「イシシシ！　色男が台無しじゃん！　でも、オレサマに拳を向けるってのはこういうことだから、次からは気をつけろよ？」

　言いながらギエナは真っ黒な目を三日月の形に細めてみせたが、その目の奥は決して笑っていなかった。

　更に剣けん吞のんな空気を発しながら、腰こしの曲刀に手をやってみせるギエナを見て、俺はひとまず拳を収める。怖おじ気けづいてなどいないが、相手の武器が拳だけでないのなら、それなりに用心が必要だ。

　俺は深い呼吸を一つすると、理性を取り戻して、自称魔神と改めて対たい峙じした。

「んん？　これでもまだ怖こわがってないじゃん。いいねぇ。……でも、オレサマを睨にらむよりまず、周りがどうなってるか見た方がいいんじゃねぇか？」

　軽く睨みつける俺に対して、ギエナはにやにやとした笑みを取り戻し、たくさんあるポケットの一つに手を入れながらそう言った。

　そして、その言葉に俺が首を捻ひねる間も与あたえず、ポケットの中から取り出したヨーヨーを下ではなく横方向へと飛ばしてみせた。

　ヨーヨーが手から遠ざかるその軌き道どうを俺は反射的に目で追って──そこで見たものに声を失う。

　もしもいま、俺が録画映像を見ている途と中ちゆうだったら、それを一時停止された状態として理解しただろう。

　けれど、静止した世界は画面の向こうではなく、手を伸のばせば容易に届く場所にあった。

　さっきまで一いつ緒しよに歩いていた松原達も、足を前に踏ふみ出した形のまま止まっていて。出勤途中のサラリーマンも通学中の学生も、子どもを乗せたバスを見送る主婦も。みんな朝の光の中で停止していた。

「どういう……ことだ？」

　呆ぼう然ぜんとしながらも俺が問えば、

「ん？　だって、ゲームの背景は動かねぇじゃん。だから、駒以外の時間は止めちゃった」

　ギエナは手でヨーヨーを操あやつり続けながら、至し極ごく軽い調子でそう答え、強こわばっていく俺の表情とは対照的に笑みを深める。

「……本当にもうゲームは始まってるってわけか。いったい、何のゲームをさせる気だ？」

　そうして、周囲の状じよう況きようを把は握あくした上で俺は改めてギエナに問いかけた。

「ゲームはすごろく……オレサマが作ったから名前は〝魔神すごろく〟じゃん」

「すごろく？　そんなゲームでいいのか？」

「あ、いま馬ば鹿かにした？　〝魔神すごろく〟がそんじょそこらのすごろくと同じだとか思っちゃったわけ？　なら、甘いじゃん？　だってすごろく盤ばんはこの叶野市だぜ。その上オレサマは楽しい課題イベントを色々と用意してやってるしさ！　イシシシ!!」

　ギエナの指し摘てき通り、確かに俺は一いつ瞬しゆんそのゲームを侮あなどった。だが、間かん髪はつ容いれず聞かされた詳しよう細さいに、ギエナのように笑うことはおろか声を発することさえ出来なくなる。

　叶野市全体がゲームのフィールドになっているのなら、駒プレイヤーの俺はどれだけの距きよ離りを移動することになって、どれだけの時間がかかるのかわからない。

　何よりも叶野市が使われる以上、アレが一枚嚙かんでいないはずがない。

　そして、俺の脳のう裏りを銀ぎん髪ぱつ金きん瞳とうのその姿が掠かすめたのだが──妙みようなことにかのうはこの期ごに及およんでもその姿を現さない。

　現れないに越こしたことはないのだが、叶野市全体が巻き込まれている状況で、いつものようにかのうが現れない状況に俺は胸むな騒さわぎを覚えて、

「……かのうは、このゲームのことを知っているのか？」

　あえてその名を口にしながら、ギエナに尋たずねてみた。

「ん？　ああ、かのうちゃんと知り合いなんだっけ。かのうちゃんってばオレサマに博ばく打ちで借りがあってさ。でも交こう換かん条件でそれをチャラにするって言ったら、快く叶野市このまちをゲームに貸してくれたってわけじゃん！」

　するとギエナは至って軽い口調でそう説明してくれて、俺はかのうが俺の前に姿を現さない──否いな、現せない理由を正しく理解する。

「……博打で借金なんて、いつの間に作ったんだ。っていうか、どうしてかのうの作った借金の為ために俺が苦労しなければならない？」

　憤いきどおりのあまり、逆に抑よく揚ようも少なく尋ねれば、

「ま、大おお当あたりの卵を引いちゃったんだから、しょうがないんじゃん。イシシ」

　ギエナはヨーヨーはそのまま、空いている手をポケットに滑すべり込ませながら、あくまで他人ひと事ごとの口調で笑ってくれて。激しく俺の敵てき愾がい心しんを煽あおってくれるギエナをせめて眼まな差ざしで射い貫ぬいてやろうと俺が目に力を込こめた、その次の瞬しゆん間かん。

　大きく地面が揺ゆれた。

　足あし下もとから伝わってくる揺れに、タマちゃんがよろめくのを俺は咄とつ嗟さに抱かかえ上げた。

「イシシ、順調順調！　オレサマ、実はまだすごろくのコースをいじってるところでさ。オレサマと多加良がより楽しめちゃうように、普ふ段だんの叶野市とは違ちがう地形に組み替かえちゃってるわけ！　つまりパズル的に！」

　そうして、地面が揺れたのと同時に空中に逃のがれていたギエナは揺れが収まると、更さらにとんでもないことを言ってくれて、俺はその内容に愕がく然ぜんとする。

　相手が神様族かみさまである以上、そんなことが出来るのか、というのは愚ぐ問もんだ。それ故ゆえに、俺の脳裏には神の気まぐれで、パズルのようにばらばらに崩ほう壊かいした叶野市などという想像がよぎる。

「ま、地形も背景ひとも多加良が無事にすごろくをクリアすれば元に戻もどるけどな！　イシシ……なあ、いい加減、このゲームから降りられないってわかったよな？　この世の全すべてはな、オレサマの玩具おもちやなんだぜ？」

　そしてギエナは、再び俺の前に降り立つと強い眼差しと声を寄よ越こし、それからポケットの中に入れていた手を俺の目の前に突つき出して、ゆっくりと開いてみせる。

　そこには子どもの拳こぶしほどもあるサイコロが一つ載のっていた。

　このサイコロを手に取れば、ギエナの言う通り、もう盤上ゲームからは降りられない。だが、俺が盤ばん上じように登らなければ、叶野市の時間は止まったまま、魔ま神じんの気まぐれで崩壊することもあり得る。

　俺は覚かく悟ごを決めると、ギエナの目のように黒いそのサイコロを摑つかんだ。

「俺はお前の玩具には絶対ならない。でも、このゲームには勝って、必ずゴールしてやる……俺にクリア出来ないゲームなんて無いからな！」

　そして、真っ直すぐにギエナの顔を見み据すえて、一度は摑んだサイコロを投げ返し、宣言した。

　ついでにゴールの暁あかつきには、この魔神に必ず一発お見み舞まいしてやると、先さき程ほどつけられた頰ほおの傷を撫なでながら胸に誓ちかう。

「そう、その意気だぜっ！　オレサマの為に頑がん張ばれよっ！」

　そうと知らない魔神は、顔の横でサイコロを受け止めると、あくまで自分本位な台詞せりふを寄越して笑い。

「俺は、俺と叶野市の人間の為には頑張るが、お前の為には頑張るつもりは一いつ切さいない」

　当然俺はその言葉を切って捨ててやったが、ギエナはギエナで軽く肩かたを竦すくめただけで俺の台詞をさらりと受け流してくれた。

「さぁーてと、いい加減スタートしてもらわねぇとな。その二本の足でな！　あ、そうだ……そのおまけ、っていうかマスコットに名前はつけたか？」

　そのままギエナは視線をタマちゃんへとスライドさせるとなぜかそんなことを言い出して、怯おびえるタマちゃんと目が合うと、にやりと笑った。

「いや、まだだ」

「んじゃ、スタートの前に名前をつけな。なんたって、こいつはこれからお前のゲームに付き合ってくれるマスコットだし、こっそり色々持ってるから連れてけば便利だぜ。何か足りない物があったら振ふってみるといいし」

　俺が首を振ると、ギエナは七色の髪かみをくしゃりと混ぜながらそう言った。

「……名前、つけやがれです」

　すると、顔を上げると鎧よろいが重いのか、後ろに傾かたむく体を俺の足に摑まり支えながらも、鎧人形もぼそりと呟つぶやいて。

　卵がくじの役割を担になっていたことは既すでにわかっているし、その中から出てきたこの人形はギエナ自身も言ったように、便利なマスコットくらいに捉とらえておけばいいはずだ。ならば名付け親にはなっても問題ないと判断して、俺は二秒だけ思案した。

「……命名・タマちゃん」

「ださっ」

　実にシンプルに、最速で俺が命名するとギエナはそう声を上げたが、当事者から文句が無いので、俺は気にせず、

「でも、仲間は本当にタマちゃんだけか？　他ほかに誰だれか連れて行けないのか？」

　代わりにだめもとでギエナにそれを尋たずねてみた。

　俺の足下に隠かくれるタマちゃんをこのゲームに伴ともなうのはいいとして、体の小ささもさることながら、突き詰つめればオマケの玩具は、相棒と言うには正直頼たよりない。

「んー、二人だけじゃ寂さびしいわけ？　案外寂しがりや？　夜はぬいぐるみがないと眠ねむれないタイプ？」

「……別に寂しくはない。二人ならそれでどうにかする」

　だが、案の定、ギエナから返ってきたのはからかいの台詞で、俺は早々にこの話を切り上げることにした。

「ふ～ん、そう？　でも、まあ、ずっと二人旅じゃねぇから安心すれば。卵はあと二つある……つまりあと二人、卵を持ってる人間がいるってことじゃん。お前同様動けてるはずだからすぐわかるぜ。あとはそいつらと一いつ緒しよにすごろくすれば、寂しくないじゃん？」

　すると、天あまの邪じや鬼くな性格らしいギエナは逆に説明を始めて、だが、その内容に俺は少々焦あせる。

「卵があと二つ？　まさか、まだ二体もタマちゃんみたいなのが出てくるのか？」

「いやいや、タマちゃんは一体だけ。言ったじゃん？　大当たりの卵だって。んー、あとは知ってる顔見たら手を取って、ナンパでもしてみりゃいいじゃん？　上手うまくいったら仲間にしてもいいぜ、イシシ、やっぱオレサマ寛かん大だい！」

　ギエナは首を振り、その仕し種ぐさと共に言い足された条件はなしに、俺はひとまず胸を撫で下ろしたのだが──ほっとするのは早過ぎた。

「ただし……駒こまは全員ゲーム中はコレを着るっと。イシシ」

　ギエナはふいに──まるでそこに引き出しがあるように──空中で手を動かすと、何かを取り出した。次いで、いたって軽い声と共に俺の目の前に突つき出されたそれは、ギエナ自身が着ているのと同じツナギだった。

　ただしその色は黒ではなく、目が痛くなる程に鮮あざやか過ぎるビタミンオレンジ。

「ギエナ……お前は俺を引っ越こし業者にしたいのか？　それともレスキューか？」

「イシシシッ！　あえて言うなら運び屋じゃん？　でも、ツナギの動きやすさはオレサマが保証してやるから、安心して着ろよ！」

「着るかっ！　俺は既に動きやすい格好をしているだろうが」

「着ろよ！　オレサマはジャージは認めない派なわけ！　それに盤上を動く駒は派手な色でなきゃ見づらいだろ、オレサマが！　もしそいつを着ないって言い張るなら、いまここでゲームオーバーじゃん！」

　一向に譲ゆずらないギエナに俺は、学校ジャージの機能性を説こうと口を開きかけたが、伝家の宝刀とばかりにそれを突きつけられれば、黙だまってツナギを受け取るしかなかった。ただし、これでゴールで俺がギエナにぶつける拳の数は確実に増えた。

「つーことで、〝魔神すごろく〟始めるぜ！　記念すべき第１投はオレサマが振る！」

　そうして改めて宣言した次の瞬しゆん間かんには、ギエナは先さき程ほどの黒いサイコロを手にして、上じよう昇しようを始めていた。

「なんだ？　逃にげる気か？」

「魔ま神じんさん、どこに行きやがるです？」

　ギエナというよりはその靴くつ底ぞこを見上げて、俺とタマちゃんがそれぞれ問えば、

「逃げねぇよ！　駒じゃないオレサマは、駒の動きを上から見てすごろくを楽しむの！　つまり、お前らの動きはちゃんと見てるから、絶対ズルは出来ないじゃん！」

　ギエナはそう答え、ここからギエナは別行動と知った俺は正直安あん堵どして、タマちゃんは目を短く点てん滅めつさせた。それがどういった感情に依よるものかはわからなかったけれど、その光が消えるのと同時に、

「さーあ、景気よく転がれよっ！」

　魔神は天高くサイコロを放った。

　つまり──賽さいは投げられた。
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「イシシのシッ、イッシッシ！　首しゆ尾びは上々後は仕上げをご覧遊ばせ～っとな！」

　叶野市を見下ろす叶野山の頂。その少し上空の、町が大きくも小さくもなく見み渡わたせる場所に、自分の空間へやを設しつらえ、透とう明めいなスツール──玩具おもちやのような椅い子すにギエナは上じよう機き嫌げんで腰こしを下ろした。

「さぁ、楽しく高みの見物といこうじゃん」

　ひとりごちながら、ギエナが盤ばん上じようの駒達に目を凝こらそうとしたその時。

　しゃらん、という重みのない金属音と共に濃のう密みつな気配が滑すべり込んできて、それを察知したギエナは椅子から腰を浮うかし、振ふり向いた。

「楽しそうで、何よりですのう」

　すると、そこには予想通りの存在がいた。身にまとう気配と反比例するように、何の重さも持たない一人の女が。

　ギエナとは対照的な白はく皙せきの肌はだに黄金きん色いろの双眸ひとみ。その髪かみもまた、本来漆しつ黒こくの彼のそれとは対極にあるような銀色で、しなやかな肢し体たいも含ふくめ、女の美び貌ぼうには文句のつけようがない。

　しかしギエナは、女の容貌に決して油断することなく、

「よう、かのうちゃん……二度目まして。オレサマの空間に入ってこられるなんて、やっぱすごいじゃん」

　けれどあくまで和なごやかに、称しよう賛さんの言葉で女を迎むかえた。

「不意をつかれたは妾わらわも同じですからのう……なれど、これでおあいこといたしましょう」

　そうすれば、この叶野という土地では誰だれよりも強大な力を持つ女は、ギエナが許可を得ず叶野市に立ち入り、ゲームまで始めたことをやんわりと責めたものの、これ以上は追つい及きゆうしないと続けた。

「あれ、寛大じゃん。ああ、でもこの間貸し借りについてはしっかりと話をつけたわけだから、問題ないでしょ？」

　だが、まるで自分に貸しを押しつけるような口くち振ぶりに、ギエナはそう遠い日ではない、自分との勝負ばくちとそこで成立した話を思い出すよう促うながした。

　すると女は金色の双眸をしばし彷徨さまよわせて、

「ほほ、そういえば、そうでしたのう」

　やがて、ぽんと一つ手を打つと、紅あかい唇くちびるに笑えみを刻みながら頷うなずいた。

　その笑みにギエナもまた口角を上げて応こたえれば、女は更さらに笑みを深くして──直接会うのはまだ二度目とはいえ、つくづく内心を窺うかがわせない女だとギエナは思う。

　でもそれはお互たがい様さまかと、相手の腹を探さぐり少しでも自分の立場を優位に置く為ための言葉を探しながら、ギエナは笑みを保つ。

「まあ、用が済んだらとっとと出てくからさ。あいつみたいな物好きじゃないから、オレサマは」

「さようですか。なれど、妾も楽しいげーむは好きですからのう。一言声をかけてくだされば、お膳ぜん立だてをしましたものをのう？」

「いやいや、かのうちゃん。オレサマが今回借りたいのはどっちかっつーと、人の手だったからさぁ」

「ほう、神の手ではなく、人の手を使って……何をなさるつもりですかの？」

　そして、そんな言葉の応おう酬しゆうの中、相手の喉のど元もとに先に鋭するどい言葉やいばを突きつけたのは女の方。

「多分、かのうちゃんにとっても面おも白しろい実験になるんじゃん？　オレサマはここで……神を創つくる」

　突つきつけられたその切っ先を、すごろくゲームという建前でかわすことも考えたが、ギエナは結局、女にそれを明かした。

　神を創ると、途と方ほうもない話を聞かされた女は、束つかの間目を瞠みはり、それから艶えん然ぜんと微笑ほほえんで。

「なるほどのう……妾にも得るところがあるとおっしゃいますかの」

　紅い紅い唇に浮かんだ笑みにギエナの背筋は粟あわ立だち、息を吞のんだ。

　でも、全すべては一いつ瞬しゆんのことで、女は何事もなかったかのように一つ頷くと、普通の笑みを取り戻もどしていた。

「ほほ……〝壊こわし屋〟の二つ名を持つギエナ殿どのが神を創るとは、これは面白いことですのう。ならば妾は静かに物見をさせて頂きましょう。それと……一つ贈おくり物をいたしましょうかの」

　言いながら、女は着物の袂たもとから、小さな小さな、女の小指の爪つめほどのソレを取り出して掌てのひらに載のせると、もう一方の指先でギエナに弾はじいて寄よ越こす。

　反射的に掌で受け止めて、ギエナは女と同じように唇だけで笑った。

「……ああ、これが噂うわさの〝願いの原石たね〟か。……誰かにどっきりで飲ませたいところだけど、ここはオレサマが飲まなきゃならねぇんだな、っと」

　つまり、原石を飲むことが、この地を──女の仕し掛かけを使うことの本当の代だい償しようかつ保険なのだと理解して、覚かく悟ごを決めるとギエナは、小さな原石を飲み込んだ。

「それでは……ギエナ殿のげーむの成功と、願いの成じよう就じゆをお祈いのりいたします」

　原石がギエナの喉のどを落ちていったのを見届けると、女は慇いん懃ぎんに腰こしを折り、そこから姿を消したのだった。

「……サンキュー。おまじないの効果があればいいけどな、イシシシ」

　そうして独りになるとギエナは、再び眼下の町に目を凝らし、軽かろやかに笑ったけれど。それが人の耳に届くことはなかった。
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　指先で触ふれたところから雪は融とけて。

　指先で触れただけで花びらは落ちる。

　きれいなものは壊れやすいことをぼくはもう知っている。

　大切なものは弱いことをぼくはもう知っている。

　だからぼくは、もう、誰にも触れさせない。

　それが大切なものを守る一番の方法だとあなたが言うのなら。

　ぼくは、誰にも触れさせない。




　　　　１




「幸さい先さきいいじゃん！　最初の目は６だ!!」

　放ほうり投げたサイコロを追って、三回転ジャンプのようなひねりを加えながら上じよう昇しようしていったギエナは、それだけ言い残すと姿を消した。

　その後、俺はまず、ツナギに着き替がえなくても済む方法を三十秒ほど思案したが、結局妙みよう案あんは浮うかばず、時間を無む駄だにするよりはいいと判断して着替えを済ませた。

「タマちゃんの前で脱ぬごうとするなんて、とんだロシュツキョーがいたもんです」

　俺が着替えようとすると、タマちゃんがきゃーきゃー騒さわいだので、俺はわざわざ物もの陰かげで着替えたというのに、約一体はまだぶつぶつと文句を垂れていて、

「鎧よろい人形を前に恥はじらう方が人として問題だろうが」

　そう言いながら、俺はタマちゃんの頭を軽く叩たたいた。

「な、何をしやがりますか！　いいですか、タマちゃんは繊せん細さいなのです。何の為ための鎧と思っていやがりますか？　壊れないようにです！　とにかく触さわる前には一声かけやがれです！」

　すると、タマちゃんはさっきまでは自分から俺の足にしがみついていたというのに、強い声で抗こう議ぎをしてきて、俺はその勢いに手を引いた。

「悪かったな。でも、このくらいじゃ壊れないだろ？　そもそもその鎧の中身はどうなってるんだ？」

　一応詫わびてから、俺はタマちゃんの発言に好こう奇き心しんをかき立てられ、尋たずねた。

「中身？　はっ、多加良は乙女おとめの秘密をのぞきやがる気ですか？」

「誤解だ……いや、誤解以前に外見ＳＤガン○ムにどんな劣れつ情じようを抱いだけと？」

　大体、今は時間が止まっているからいいが、今の俺のように人形と喋しやべってたら、普ふ通つうは立派なダメ人間だ。

　その事実に思い至った俺は、軽く打ちのめされる。そして、人形のくせに自意識過か剰じようかつ口の減らないタマちゃんの相手に少々疲つかれて、俺はしばしタマちゃんを視界から追い出すことにした。

「上がりゴールは叶野学園って言ってたよな。でもすごろくってことは決まったマスを進まなきゃならないはずだろ？」

　呟つぶやきながら俺は東西南北を確かく認にんした上で、叶野学園のある方向へ体を向けて……目め眩まいに襲おそわれた。

「……ゴールがわかりやすくて結構だけどな？　いつからあんな高台に？」

　十数分ぶりに目にした、我が叶野学園高校は、隆りゆう起きし、崖がけと化した大地の上に建ち、いまや叶野市で一番目立っていると言ってよかった。

　もともと坂の途と中ちゆうに建っている建物だったが、あんな断だん崖がいにそびえ立ってはいなかった。だが、何度瞬まばたきを繰くり返しても、目に映る景色は変わらなかった。

　俺と学園の距きよ離りは随ずい分ぶん離はなれてしまっていて、つまりそれがさっきの地じ震しん──ギエナのいう〝組み替かえ〟の結果なのだろう。多分、動いたのは俺の方だと思うが、

「この地図は役に立たないわけか」

　そう呟きながら、一度は取り出したウォークラリー用の地図をリュックに仕し舞まい込んだ。

　こんな時は桑くわ田たの入れてくれるお茶でリラックスしたいが、今日はそれは望めない。俺は一つ息を吐はくことで、気持ちを落ち着けた。

「タマちゃん。ギエナは必要な物があったらお前を振ふるようにって、言ったよな」

　それから、タマちゃんに水を向けた。

「確かに言いやがりましたが……多加良、本気でタマちゃんを振る気でやがりますか？」

　タマちゃんは肯こう定ていしながらも、身構えて、じりじりと俺から距離をとる。

「現在の地形に対応した地図が欲しい……できればナビの方がいいな」

　俺はタマちゃんに要求を告げながら、タマちゃんが下がった分だけ前に出る。

「い、いやです！　乱暴に扱あつかわれるのは、ごめんこうむるです。怖こわいです！」

　両りよう眼めを短い間かん隔かくで、連続的に点てん滅めつさせながら、タマちゃんは怯おびえ、俺の手を拒こばんだが、見るからに視界の狭せまいタマちゃんは、背後に民家の塀へいが迫せまっているのに気付いておらず、俺はタマちゃんの背中が塀についたところをすかさず捕とらえた。

「安心しろ。扱いは丁てい寧ねいにしてやるからっ！」

「う、うわ～ん。放しやがれ～。怖い～」

「大だい丈じよう夫ぶだ、すぐに済む」

　泣き叫さけぶタマちゃんに、子どもに注射をする医者のようなことを言いつつ、俺はタマちゃんを逆さまにすると、正月に引くおみくじの要領で、軽く二度振ってみた。

　すると、タマちゃんの口を覆おおう鎧が一いつ瞬しゆん開いて、そこから手帳サイズに折りたたまれた紙し片へんが出てきた。

「お、本当に出た。地図か？　いや、これはすごろくか？」

　しかしそれは、俺が要求したものではなく、紙製のすごろくで、俺はため息を吐ついた。

「すごろくをやってるのに、すごろくが出てきても意味がないだろう……よし、次だ」

「ま、待ちやがれです！　もっとよく見てからにするです！」

　そして俺は再びタマちゃんに手を伸のばしたのだが、怯えながらそう言われれば、

「それもそうだな……ん？」

　確かにそれも一理あると、俺はすごろくを広げて見て、そこでこのすごろくが地図に似ていることに気付く。

　いや、似ているというより、明らかに叶野市が一番土台となる部分に描えがかれている。その上に碁ご盤ばんのように、いくつかの区画に町を仕切る薄うすい線の書き込みが重なり、その上に更さらに、マス目が繫つなげられた石いし畳だたみの道のようなコースが置かれていた。

　コースの間には大きさの異なるマス目も所々に配されていたが、ゴールとなる叶野学園はすごろくの左上に殊こと更さら大きなマスで囲まれている。

　ならば振り出しはどこかと探せば、地図上で一カ所だけ、緑色のマスがあり、また、緑色のマスの中でもっと小さなオレンジ色の点が光っているのが見える。そして、そこから丁度６マス目までは白いマスが黄色に塗ぬり替えられていた。

「緑と黄色のマスが架かかっている区画は……やっぱり久く春ばるだ」

　紙に目を近付け、本来ならば叶野学園を含ふくむ、久春という地区が緑色のマス目の下にきていることを確かく認にんする。

　本当にパズルのピースかブロックのように叶野市が動かされている事実、同時に、ギエナの力を改めて俺に見せつけていた。

　けれど、俺とギエナの勝負はあくまですごろくというゲームを通して行われるのだ。単純な力勝負でないのなら、俺に勝ち目がないはずがない。

　むしろ、ゲームは面おも白しろくなってきたのだと自分に言い聞かせて、俺は顔を上げた。

「緑のマスが現在地なら、このオレンジ色の点は俺達だろうな。タマちゃん、ちょっと歩いてみろ」

「むぅ、タマちゃん使いが荒あらいです」

　地図上の光点が間ま違ちがいなく俺達なのかを確かめたくて俺が声をかければ、タマちゃんは渋しぶ々しぶ歩き出した。

　その動き方は亀かめの歩みのように遅おそかったが、オレンジ色の点はタマちゃんの歩みに同調して確かにマスの中を移動した。

「どうです？　何かわかりやがったですか？」

「ああ、これは〝すごろくマップ〟だな。これがあればとりあえずゴールを目指せる。じゃあ、行くか」

「よし、ついてきやがれです！」

　そう言って俺が促うながせば、タマちゃんはオッドアイをピカピカと光らせ、腕うでを大きく振りながら、道も知らないはずなのに俺の前を歩き出し──すぐに問題は生じた。

　俺が一歩で進める距離にタマちゃんは五歩必要とするのだ。その上、鎧よろいの重さも手伝ってか、小走りでも速いとはいえないスピード。

　叶野市内の時間が止まっているとしても、こうして動いてる俺達の時間だけは流れている。そして、俺は一刻も早くゲームを終わらせて、叶野市を正常な状態に戻もどしたい。

　ならば、タマちゃんのスピードに合わせることは出来ない──ということで、俺はタマちゃんを抱だき上げた。

「タマちゃんは、俺が運んでもいいんだよな」

「ななっ、放しやがれです！　タマちゃんは自分の足で進めるですよ！」

「あー、はいはい。先を急ぐ旅と理解して大人しく運ばれろ」

　タマちゃんの声は、静まり返った町の中で賑にぎやかに響ひびいてくれた。だが、それはまだ良いが、いかんせん腕の中で暴れられるのはかなわないと俺は命じた。

「だっこなんて不安定で危険なのは好かんのです！　つるっと落とされたらタマちゃんは壊こわれます！　怖こわいのです！」

　しかしタマちゃんは俺の言葉を聞き入れず、腕の中で暴れてくれて。

「大丈夫だ。俺はそんなにうっかりしてないから信用しろ」

　歩みは止めないまま、俺は自分の言葉を裏付けるようにタマちゃんをしっかりと抱かかえ直す。

「いくら名付け親でも、今日会ったばかりで信用しろとは、多加良は太い奴やつでやがりますね。……でも百歩譲ゆずってその袋ふくろの中になら入ってやるです。その手よりは安全なはずです」

　尚なおもタマちゃんは首を縦に振ふらなかったが、そこでようやく譲じよう歩ほを見せて、俺のリュックを指さした。

「わかった、リュックの中だな……お前は、卵から孵かえったばかりなのに、随ずい分ぶん怖がりだな」

　俺もまたここで譲り、リュックに入れるために、タマちゃんを一度地面に下ろしたが、口からはついそんな言葉が漏もれてしまう。

「そんなこと言われても、壊れるのは怖いんですから、理解しやがれです」

　タマちゃんは俺の言葉にそう答えると、短い足を懸けん命めいに持ち上げて、今度こそリュックの中に収まった。

　それは、意志があり、喋しやべるといっても、あくまで無機物の体で生まれてきたタマちゃんという存在ものの本能なのだろうかと、まだその硬かたい感かん触しよくの残っている手を見ながら、俺は少しだけそんなことを考えた。

「さあ、キリキリ出発進行しやがれです！」

　だが、リュックから頭だけを出して、偉えらそうに命じられて、俺は玩具おもちやにも教育は必要だと判断する。

「とっとと出発するのは賛成だ……でもな、俺に命令出来るのはコレが最後だと覚えておけよ？」

　悪人顔を最大限に活いかすべく、片かた頰ほおだけで笑ってみせれば、タマちゃんはゼンマイでも切れたように一いつ瞬しゆん動きを止め、カッと目を一度だけ強く光らせた後、ぎくしゃくと頷うなずいた。

　ああ、やっぱり聞き分けのない雛鳥こどもにはこれに限る。

　そしてタマちゃんの反応にひとまず満足すると、俺はタマちゃん入りのリュックを背負い、改めてゴールを目指し歩き出したのだった。
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　実際に歩いてみた結果、俺の目測ではすごろくマップの１マスは約４００メートルというところで、十分足らずで俺とタマちゃんは６マス目に到とう達たつすることが出来た。

　でも、その移動中には、すごろくのような、或あるいはウォークラリーのようなイベントは起こらなかった。

　だからこそ、俺は６マス目に入った時点で周囲への警けい戒かいを始めたのだが、今のところ、異変はなく、ただ景色が流れていく。

　現在、俺の目に映る景色は、住宅街の中に昔ながらの商店──というよりは老舗しにせという感じの店がちらほらと見える町並み。これらの店が構えているのは久春地区でも学園から離はなれている区画、つまり坂の下の方だった。

「……このまま、何も起こらないってことはないよな？」

　呟つぶやきながら、俺はもう一度すごろくマップに目を落とした。

　通り過ぎた５マスは既すでに白に戻っていて、緑色なのは、いま俺達がいる６マス目だけ。

「変化無し……」

　と、俺が背中のタマちゃんに向けて声を放った、その時だった。

　俺達の立っている緑色のマスは突とつ如じよ赤へと色を変えて──ホログラムのように文字が浮うき上がる。

〈エッグプラント発見・接せつ触しよくせよ〉

「エッグプラント？　茄な子すじゃないよな？」

「茄子、って何です？」

　リュックから這はい出て、肩かたの上からすごろくマップを覗のぞき込みながらタマちゃんは、俺の呟きに幼児レベルの質問で応じてくれた。

「茄子は八百屋を通りかかったら教えてやる。……この場合はエッグは卵、近くに卵を持った人間がいるってことだろう。タマちゃん、近くに動いている人間は見えないか？」

「動いている人間、でやがりますか？　よく見えんです」

　改めて推測して尋たずねれば、タマちゃんはゆっくりと頭部を動かしたものの、どうやら視野が狭せまい上に、あまり首が回らずに頼たよりない声を上げるのみ。

　頼りにならない相棒に、叶野市ではまだ殆ほとんど実績を上げていないが、探し物が特技だという羽黒のことを思い出すが、ここにいないのはどうしようもない事実だ。

「そうだな……とにかく貴重な仲間だ」

　正直に言えば、俺は見ず知らずの人間にあまり期待を抱いだいていなかった。

　それでもいないよりはましだと、俺は仲間となる人間を探し周囲に視線を巡めぐらせて、

「あ……」

　俺はそこに桑田の姿を見つけた。

　二年六組の桑田はウォークラリーのスタートが早かった。ギエナが叶野市の時間を止めた時、既にウォークラリーの第一チェックポイントをクリアしていたならば、この辺りを歩いていてもおかしくはない。

　どうやら桑田は骨こつ董とうを扱あつかっている店の前で足を止めている時に、今回の災さい厄やくに見み舞まわれたらしい。

　顔は店の方へ向けたまま、誰か呼ぼうとしたのか、それとも何か他の意図があるのか、その手は横に伸のばされたままで静止していた。風に揺ゆれる髪かみまでもそのままに時を止められた桑田には容よう姿し端たん麗れいという言葉が似合いすぎて、ほんの少しだけ人形めいて見える。

　だが、何を見ているのか店内に向けられたその目め許もとがわずかに和やわらいでいれば、俺が桑田を人形と見誤ることはなかった。

　俺はそんな桑田の視線を辿たどってみようとして、そこで窓に映り込んだ少年の姿を捉とらえた。

　桑田を挟はさんで俺の反対側に立っている少年は、ランドセルを背負っているのだから小学生だ。真ん中できっちり半分に分けられた前まえ髪がみは生き真面目まじめそうだが、顔立ちそのものは柔やわらかく、ほんの少しだけ少女めいている。

　ただ、俺が少年を見て強く抱いたのは、その白い肌はだのせいか、白ずくめの服装──白いシャツの上に重ねたコットンセーターに、更にズボンまでも白なのだ──のせいか「寒そう」というものだったけれど。

　そして、彼は一心に桑田を見つめながら近付いていき、その手を桑田のそれへと伸ばしていく──ん？　伸ばして、いく？

「多加良、あの人間、動いてやがります！　小さい人間だから、お子様でやがります」

「なっ、えっ、誰だれ!?」

　ほぼ同時にそうと気付いたタマちゃんが声を上げれば、少年はびくりと肩を震ふるわせた。

　それから声の主を探すように慌あわてて周囲に首を巡らす様子を見て、俺は確信を抱く。

　桑田も含ふくめ、周囲の人間──見れば、桑田と同じクラスの筒つつ井い、森もり重しげ、設楽したらの姿も近くにあった──は動きを止めている。

　そんな中で少年は動き、タマちゃんの声に反応したということはつまり、

「お仲間発見だ」

　ということだった。

「あのお子様が仲間でやがりますか」

「えっ、えっ？　玩具おもちやが喋しやべった？　何コレ……すごいんだけど。で、でも夢だよね」

　しかし、少年はタマちゃんの滑なめらかな喋りにまず驚おどろき、次いで興奮した声を上げた。

　うん、そうだ。これがタマちゃんのような物を見た時の正常な反応だ。よく覚えておけ、俺。普ふ通つうの感覚を忘れてはいけない。

「ね、ねえ、これお兄さんの？　なんていうおもちゃ？　もしかしてごはんも食べる？」

「ごはんとやらは食べたことがないので、知らんです！」

　俺が胸に固く刻み込んでいる間にも、タマちゃんと少年は会話を続け、タマちゃんに至っては俺の肩の上で腕うでを振ふり上げた。

「あまり暴れるなよ、タマちゃん」

「あ、自動で腕も動いた！　え、あ、そういえばお兄さんも動いてるんだけど。さっきまでは誰も動いてなかったのに……あれ？　お兄さんは……サイボーグとかじゃないよね？」

「ははは。頭のキレはコンピュータ並みだけどな、俺は人間だ」

　ようやく少年が俺の存在も視界に入れてくれたのはいいが、そこはきっぱり否定しておく俺だ。それとも、俺の悪人顔はあれか、映画に出てくる殺人マシンばりに子どもの目には映るわけですか？

「みんな急に動かなくなって変だと思ってたんだけど。やっぱりこれって夢じゃないの？」

　と、そこでようやく少年は興奮状態から脱だつして少し冷静になったのだが、それに伴ともない夢と認にん識しきしていたことを現実として意識し始めたようで、焦こげ茶ちや色の目を不安に揺らす。

「そうだな……あー、まず自己紹しよう介かいをしておくか。俺は秋庭多加良だ」

　その不安を晴らすべく俺は少年に説明しようとして、言い淀よどみ、とりあえず自己紹介なんてものを始めてしまう。

　というのは、この〝魔ま神じんすごろく〟に関する諸もろ々もろを今の時点で少年──

「ぼ、ぼくは五十嵐いがらし温つつむです。温かいっていう字を書いて、つつむ、です」

　温にどう説明するのがベストなのか迷ったからだ。下手な説明では不安を増大させるだけだろうから。

「えっへん！　タマちゃんは便利で可愛かわいい玩具です！」

「そう、タマちゃんって言うんだ。で、でも、夢じゃないなら喋るおもちゃなんて、怖こわいんだけど」

　だが、この状じよう況きようを現実と認識し始めた温はタマちゃんまでも怖がり出している。

　タマちゃんについては最さい先せん端たん玩具と言って納なつ得とくさせることも出来るだろうが、問題はその先だ。

　タマちゃんですら怖がっている温が、正直何が起こっても不思議ではない──というか、確実に不思議なことが幾いくつか起こるだろう──〝魔神すごろく〟を現実として受け止め、かつゲームに参加できるだろうか。

　と、そこまで考えて、夢として話す方向に俺の気持ちは半分以上傾かたむいていたが、

「と……そうだ。温、卵を持っているか？」

　念の為ためここで、俺はギエナが言っていた目印を確かめておくことにした。

「卵？　お昼は給食だからぼくは卵なんて持って……あ、もしかして、これ？」

　やや唐とう突とつな感のある俺の問いに、温は最初は首を傾かしげるばかりだったが、ふと思い出したようにランドセルの中を探さぐり出すと、やがて〝卵〟を取り出した。

　ただし、その表面はつるりと光っていて、一目でプラスチック製だとわかる──中に小さな玩具が入っている、いわゆるチョコエッグだった。

「ぼくが持ってる卵はこれくらいなんだけど」

　温は手で、慎しん重ちようにそれを持つと、捧ささげるように俺の前にそれを近付けた。

「むむん？　確かに卵……でありやがります」

　するとタマちゃんは俺の肩かたに摑つかまりつつ、卵を検分すると目をゆっくりと二度三度点てん滅めつさせて、俺より先に判定を下した。

　確かに今のところただのチョコエッグにしか見えないが、俺の卵がゆで卵だったことを考えれば、これもまた魔神が用意した卵なのは間ま違ちがいないだろう。

「でも、黄身はありやがりますか？」

「これに黄身なんてないだろ。温、ちょっと貸してくれるか？」

　それでも、もっとよく見てみたいと、俺が手を伸のばせば、温は素す直なおに俺に卵を手て渡わたそうとしたが──それはいつまでたっても俺の手に渡ってこなかった。

「えっ、あれっ？　離はなれない!!」

　温が慌あわてたように、その卵は接せつ着ちやく剤ざいでもついているみたいに温の手から離れない。

　俺も手を貸して引っ張ってみるが、やはり取れなくて、

「本当に取れないな」

　そこで俺は温の手を押さえながら卵を取ろうと、手を伸ばした。

「さ、触さわらないでっ！」

　だが、俺の手が温の手に触ふれる寸前で、温は突とつ然ぜん大声を上げると、卵ごと自分の手を背中へ回し隠かくしてしまう。

「び、びっくりしたです」

「温？　いったいどうした？」

　驚きに目をピカピカと光らせるタマちゃんと同じように少々驚きながら俺は温に声を向けた。

「あ……驚かせてごめんなさい。でも、ぼくには触らないで。ぼく触られるの嫌きらいで、だから、いつも長なが袖そで着てるんだけど」

　俺の声で温は我に返ると同時に頭を下げ、そう言ったが、

「触られるのが、嫌い？　どうしてだ？」

　更さらに理由を尋たずねても、温は硬かたい表情のまま首を振ふってそれ以上の説明を頑かたくなに拒こばんだ。

　となれば、無理矢理聞き出すわけにもいかず、俺はひとまずこの件の追つい及きゆうを止やめるしかない。

「わかった、触らない……でも、卵は取れなきゃ困るだろ？」

　俺が約束すれば温は頰ほおを緩ゆるめたが、その事実の前で途と方ほうにくれる俺達を見て、そこで口を開いたのはタマちゃんだった。

「でも、さっき温は普ふ通つうに持ってやがりましたよ」

「そういえば。なら、温が持つ分には問題がないってことか？　温、もう一度持ってみろ」

「うん。あ……本当だ」

　そして、タマちゃんの言葉を受けて俺が促うながし、温が実じつ践せんしてみれば、卵は簡単にその手から離れてくれた。

　つまり、卵は取れなくなったわけではなく、その卵が温をプレイヤーとして示す目印だから、他ほかの人間の手には渡らない、ということなのだろう。

「……この不思議卵っぷり、ギエナの用意した物なら納得だな。温は間違いなく卵に選ばれたプレイヤーだ」

　温がプレイヤーであることは殆ほとんど確信していたが、俺が改めて言った台詞せりふに、タマちゃんは何度も頷うなずいてくれた。その度たびに、がしゃがしゃと鎧よろいの音は俺の耳みみ許もとで鳴ってくれたわけだが、まあいいだろう。

「プレイヤーって何のことかわからないんだけど。それにギエナって……あ、もしかして勇者？　それとも賢けん者じや？」

　そうして、俺の話の中から幾つか単語を拾うと温はそう尋ねてきた。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、俺の脳のう裏りには温に〝魔ま神じんすごろく〟の件を説明するいい方法が閃ひらめいた。

「プレイヤーというのは目印の卵を……」

　余計なことを喋しやべりそうなタマちゃんをリュックに押し込むと、今は怖こわさよりもわずかに好こう奇き心しんが勝まさっている温の目を、俺は正面から見つめた。

「いいや、ギエナは魔ま神じんだ。賢者の俺は魔神を倒たおす勇者を探していたんだ……実は、魔神ギエナの手によって、叶野市の時間は止められてしまったんだ」

　多少棒読みの部分はあったかもしれないが、とにかく真顔で語り続ければ、俺の即そつ興きようのシナリオに温は目を輝かがやかせていく。

「それで俺は、魔神ギエナと戦う勇者を探していたんだ。勇者しか魔神の出す問題をクリアして、叶野市を救うことは出来ないからな。そして見つけた……温、この希望の卵と卵の妖よう精せいタマちゃんに選ばれたお前こそ叶野市のみんなを救える勇者だ。さあ、俺と一いつ緒しよに、叶野市を救う旅に出よう」

　一通り物語を語り終えると、俺は温の肩かたに手を置いて、改めて真しん摯しな眼まな差ざしを向けた。

　ようするに俺はこの状じよう況きようにファンタジーＲＰＧ的な要素を加えて、温に説明することにしたのだ。これならば様々な課題イベントにも柔じゆう軟なんに対応できるはず。しかもエンディングを夢オチにすることも可能な設定だ。

「ぼくが卵の妖精に選ばれた勇者なんて、やっぱりこれは夢だよね。でも……夢ならぼくも卵の妖精に認められた勇者でいいんだ。うん、だったらぼく頑がん張ばる、賢者多加良！」

　そうすれば、夢と認にん識しきした温は表情から怯おびえを消して力強く頷いてくれた。

　最終的に俺の言葉よりもタマちゃんの存在に説得力があったようだが……それは悪人顔の俺よりもタマちゃんの方がファンタジー向きだったからにすぎない、きっとそうだ。

「ふうっ、やっと出られました！　多加良、いったい何のつもりでやがりますか！」

　俺と温の話がついたところで、自力でリュックからはい出すことに成功したタマちゃんは、抗こう議ぎの声を上げた。

「タマちゃん、勇者温は一緒にすごろくの旅をしてくれるそうだ。良かったな」

　だが、俺がそう言えば、タマちゃんは小さく首を傾かしげたものの、

「で、温が勇者で、俺が賢者、タマちゃんが卵の妖精ってことを頭に入れといてくれ」

「勇者に賢者……卵の妖精？　よくわからんですが、わかったですよ」

　次いで俺が設定を告げれば、タマちゃんはその単語の意味はわからないと言いつつも、ガシャンと頷いてくれたので、俺は胸を撫なで下ろす。

「よし、これで温が仲間になったわけだから……このマスはクリアか？」

　呟つぶやきながら俺は再度すごろくマップを確認すべくツナギのポケットを探さぐった。

　そうしながら、何気なく周囲に目を配れば──なるべく見ないようにしていた、動かない桑田の姿が目に入る。自分のよく知る人間がこうして動かないのは、やはり堪こたえて、俺は唇くちびるを嚙かんだ。

「桑田……待ってろよ」

　そして、小さく呟くとすごろくマップに目を落とし、俺はまた目を瞠みはることになる。

　さっきまで、エッグプラントうんぬんと書いてあったマスには、違ちがう課題もじが書き込まれて、というか浮うかび上がっていた。

「賢者、それは何？　冒ぼう険けんの書ならぼくも見たいんだけど」

「それはすごろくでやがりますよ、ゆ、勇者？」

　あくまで俺に触ふれない距きよ離りですごろくマップを覗のぞき込む温と、かなりぎこちなく温を勇者と呼んだタマちゃんに挟はさまれて、俺は一つため息を吐ついた。

　そのまま無言で、緑色のマスの上に浮かび上がった文字を指で示す。

「……これが冒険の書と、イベントなの？」

「何て書いてありやがるんです？」

「ええと〈超ちようキザなポーズと台詞で、同い年の女の子に声をかける〉だって。これ、本当に冒険の書？」

「とにかく、さっさとその通りにしやがれです、多加良」

「タマちゃん、なぜ俺を指名する？」

　タマちゃんに請こわれるまま文字を読み上げた温が戸と惑まどいを顔に浮かべたのはわかるが、何の迷いもなく俺に命じてくれたタマちゃんに、冷たい眼差しを向けて俺は問う。

「だって、この辺りには温……勇者みたいに小さい人間はいやがらないです」

　すると、思いがけず道理の通った答えが返ってきて、逆に俺が言葉に詰つまる。

　実際、桑田達以外には人ひと影かげもまばらで、温と同い年の女の子の姿などどこにもなかった。

「確かにそうだな。小学校は学校が始まる時間が俺達より少し早いから……」

　叶野市の時間が止められたのが九時前で、その時間を基準に考えても小学校の登校は終わっている時間だ。

「あれ、温。もしかして遅ち刻こくか？」

　そこに思い至って俺が尋たずねれば、温は悪びれることもなく頷いて、

「うん、そうだけど。ぼく今日は、荷物が届くのを待ってて、それから家を出たから。あれ？　でも夢で受け取ったからまだ届いてないのかな？」

　そう言いながら首を傾げた。それが遅刻の理由として認められるのか正直疑問だったが、温にとってこれは夢なのでつっこまないでおく。

　とにかく、このマスの課題を行えるのは俺だけというのははっきりしたわけだ。

「……仕方ないから、俺がやる。けど、温とタマちゃんは目を瞑つぶってろよ？」

　気が重いことこの上なかったが、背に腹は替かえられない。タマちゃんをリュックごと地面に下ろすと、俺は覚かく悟ごを決めて、桑田を含ふくむ同い年の女の子、の方へ足を向けた。

　不幸中の幸いにして、俺達以外の人間の時間は止まっている。ならば、きっと何も見えないはずだ。そうだ、大だい丈じよう夫ぶだ俺。思い切ってやれ。

　それでも、よく知っている相手にしておこうと、俺は桑田の隣となりに立つと、肩に軽く手を置き、下からその顔を覗き込むようなアングルを取る。更さらにもう一方の手で眼鏡めがねのブリッジを軽く持ち上げてから、

「そ、そこの夏の朝日のようなきらめきを放っているお嬢じようさん？　この僕と夜明けのモンブランでもいかがです？」

　この間ちらっと見た──鈴木所有の──漫まん画がの、なんだか無む駄だに光を放っていたキャラクターの台詞せりふをそのまま声にした。

『ぶふっ』

　次の瞬しゆん間かん、背後から空気の漏もれるような笑いの二重奏が聞こえて、俺は二人が言いつけを守らなかったことを悟さとる。

「……タマちゃん、温。いま見たモノを十秒以内に脳内から消去しろ。そうすれば特別に許してやる」

　肩かた越ごしに振ふり向きながら、全すべての負の感情を目に込こめて、俺は二人に言った。

『は、はいぃっ！』

　そうすれば、二人は首振り人形のごとく何度も首を縦に振った。

「よし、いい返事だ」

　これなら今度は間ま違ちがいなく俺の言いつけを守るだろうと確信して、俺は目め許もとを緩ゆるめた。

「お嬢さんって、私？　夜明けのモンブランって……どういう意味かしら？」

　その直後。聞き慣れたアルトの声が俺の耳じ朶だを打ち、反射的に俺は首を巡めぐらせる。

　そうすれば、未いまだかなりの至近距離に桑田の顔があった。だが、横へ伸のばされていた手は、心なしか紅あかい頰ほおに添そえられていて、開いたままだった目は何度も瞬まばたきを繰くり返し。

「……桑田？　動けるの、か？」

「本当だ、動いた……やっぱり、似てるんだけど、夢だからかな。でも、お姉さんの方が可愛かわいいんだけど」

「お、おお？　どういうことでやがります？」

　動き出した桑田を見て、三者三様に驚おどろけば、夢から覚めたばかりのような顔をしていた桑田の面おもてにも徐じよ々じよに困こん惑わくが浮かぶ。

「森重さん？　つっちゃん？　え、みんなどうしたの？」

　更に、クラスメイトの異変に気付けば、桑田は戸惑いを隠かくせなくなる。それでも、パニックの手前で留とどまっているのは、俺と一いつ緒しよに厄やつ介かい事ごとの経験値を積んできたからだろう。

　そこで俺もようやく驚きよう愕がくから醒さめ、同時にギエナの言っていた「ナンパ」の意味を理解する。

　確実に嫌いやがらせとしか思えない方法だが、それでも桑田が動き出したという状じよう況きようを喜ばしいものとして受け止めると、

「……なるべく短く説明するから、落ち着いて聞いてくれ」

　まずはそう言ったのだった。







　単純明快に説明する為ため、タマちゃんと温から少し離はなれ、そこで俺は朝から今までの経けい緯いを桑田に話した。

　桑田は途と中ちゆうで二、三質問を挟はさんだが、それでほぼ状況を理解してくれた。

　そして俺が話を全すべて終えると、桑田は深いため息を一つ吐ついて、

「……鈴木君が大人しくしていても、叶野学園の行事は結局何かが起こる運命なのね」

　声に静かな諦てい観かんを滲にじませ、どこか遠くを見ながら言った。

「ああ。もちろんそんな運命に流されるままでいる気はないけどな」
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　だが、桑田を元気づけようという気持ちも込めて、俺が不敵に告げれば、桑田はわずかに頰を緩め、

「そうね。だから……私も一緒にゴールを目指すわ。夜明けのモンブランも、逃のがしたことだし、ね」

　俺にとって願ってもない申し出をしてくれたのだった。

「ありがとう。桑田が加わってくれれば百人力だ。……でも、夜明けのモンブランについては忘れてくれ」

　その申し出はありがたく受けたが、先さき程ほどの台詞を桑田がまだ覚えているのは羞しゆう恥ち以外の何物でもなく、俺は両手で顔を覆おおい懇こん願がんした。

「………………わかったわ」

　俺の願いを桑田は聞き入れてくれたが、その前にあった長い沈ちん黙もくは気にしなくてもいいはずだ、きっと。

　そうして、タマちゃんと温の許もとに戻もどった俺達は、桑田の紹しよう介かいと共に、ゲームへの参加を二人に伝えた。

「桑田美み名な人とです。温君、タマちゃん、よろしくね」

「……美名人さん、ですか。よろしくお願いします。名前までなんだか似てるんだけど。……あの、女魔ま法ほう使つかい、ですか？」

　温は少々はにかみながら桑田に挨あい拶さつをすると、ＲＰＧ設定に従って桑田に問う。

「私は武道家ね」

　その質問に、桑田万ばん能のう流師し範はん代だいは迷わず答えた。

「むぅ、顔がちっちゃいです……でも仲良くしてやらんこともないです」

　一方タマちゃんは、自分と桑田の顔の大きさを比べて、束つかの間肩かたを落としたように見えたが、問題はなさそうなので放ほうっておく。

「よし！　じゃあこのマスの課題もクリアしたし、今度こそ先に進むぞ」

「よし、多加良、サイコロを振ふりやがれです！」

　俺がみんなの志気を上げようと、声を張ればまずそれに応じて、拳こぶしを振り上げたのはタマちゃんだった。

「やっぱりすごろくみたいなんだけど？」

「でも、サイコロが見あたらないわね？」

　続いて温と桑田は揃そろって首を傾かしげる。

「そういえば、２投目からは俺がサイコロを振るのに、ギエナはサイコロを持ってっちまったな……ということは、だ」

　桑田の疑問に声を返しながら、俺が近付いていくと、タマちゃんはびくりと震ふるえ、力なく拳を下ろす。

　そんなタマちゃんを俺はおもむろに抱だき上げると──逆さまにして振った。

「たた、多加良っ、ゆっくり、ゆっくり振りやがれです！　怖こわい！」

　そしてタマちゃんは目が回ったというように、目を弱く点てん滅めつさせながらも、抗こう議ぎの言葉と同時に口から荷物を吐き出した。

「タマちゃんって、便利なんだけど！」

「サイコロの他ほかに出てきたこれは、何かしら？」

　温はタマちゃんから荷物が出てきたことに子どもらしく目を輝かがやかせたが、桑田はサイコロと一いつ緒しよに出てきた物に僅わずかに眉まゆを寄せる。

「……このツナギは、魔ま神じんの呪のろいだ。着ないと前には進めない」

　そして俺は、この正直どうでもいいと言いたい呪いルールをうんざりとしながら二人に告げたのだった。
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「……ツナギなんて初めて着たわ」

「だろうな。でも、その……暖色も似合ってる」

　俺の目に触ふれないところで着き替がえを終えて、現れた桑田のツナギ姿を見ると俺はそう言った。制服はともかく、桑田には寒色の方が似合うと思っていたから、新しん鮮せん味みを覚えて。

「そ……そうっ。ありがとう」

　すると桑田は一いつ瞬しゆん口ごもり、次いで俺から顔を背そむけた。そこで俺は、ツナギ姿を褒ほめられても女子としてはどうなのかという点に思い至ったわけだが、もう遅おそい。

「温、サイズはどうだ？　ちゃんと着られたか？」

　以後気をつけようと胸に刻みながら、俺は温へと視線をスライドさせた。

「うん、ちょっと大きいみたいだけど、足の方は裾すそをまくれば大だい丈じよう夫ぶ」

　本人も言う通り、ＳＳサイズのツナギは温には少し大きかったが、動くのに問題を生じる程ではない。それに白ずくめよりも心なし顔色もよく暖かそうに見える。

「けど、ちょっと寒い気がするから、上に一枚着ようっと」

　しかし、次に温の口から飛び出した台詞せりふは俺の感想を裏切るものだった。さっきまでも温は厚着だったが、今日の気候は半はん袖そでとまではいかなくても、長袖のシャツ一枚で丁度良いくらいだというのに。

「寒い？　風邪かぜでも引いているのか？」

　故ゆえに俺はその可能性を疑ったのだが、温は首を振り、さっさとツナギの上にセーターを重ねて着てしまう。

「本当に病気じゃないのね？」

「うん、違ちがうんだけど」

　桑田が確かめるように尋たずねても温の答えは変わらず、となればこれは体感温度の違いと考えるしかない。

　それでも微び妙みような違い和わ感かんは胸に残ったのだが、タマちゃんが再びリュックの中に収まり、全員の準備が整えば、

「じゃあ、サイコロを振るぞ」

　俺はゲームを優先して、すごろくマップの上に銀色のサイコロを軽く放り投げた。

　サイコロは緩ゆるやかに転がって、やがてコロンと動きを止めた。

　そうして、サイコロが示した目は２。

　第２投にして、記念すべき俺の第一投に、

「たった２マス……とんだ振られ損です」

　タマちゃんの言葉は容よう赦しやが無かったが、さすがに俺も申し訳無さを覚え、タマちゃんを睨にらみはしたものの反論はしなかった。けれど、俺とタマちゃんの間には微妙な沈ちん黙もくが流れて。

「でも１マスよりいいわよ。さあ、進みましょう」

　桑田はそこに割って入ると、常よりも少し明るい調子で俺とタマちゃんを促うながしたのだった。

　そして、俺達にそう言う一方で、桑田は温に手を差しのべた。

「え……あの？　なに？」

　真っ直すぐに伸のばされた手に、温は戸と惑まどい、わずかに体を引く。その顔に浮うかんでいる表情は、さっきのはにかみとも、単純な羞しゆう恥ちとも違うように俺には見えた。

「途と中ちゆうではぐれないように、温君は私と手を繫つないでいきましょう？」

　でも、桑田はその変化に気付かず、ただ意図を説明して、更さらに温に手を伸ばした。

　そうすれば、温はその手をおずおずと桑田に伸ばしかけたものの、

「ぼく、人に触さわられるの、嫌いやだから」

　結局、腕うでごと自分の体に引きつけるとそう言って、首を振った。それは、自分で自分を抱きしめているようにも見えて、俺はまた温を寒そうだと思ってしまう。

　一方桑田は、温の言葉の意味を問う視線を俺に向けてきたが、俺は首を振ってみせることしか出来なかった。

　もしかしたら温は潔けつ癖ぺき症しようなのかもしれないと、俺が考えたその次の瞬しゆん間かん。

　ずくん

　そんな音が体のどこかで響ひびいた気がして。それと同時に、俺の目の底で痛みは生じた。

　実際に傷つけられているわけではないが、眼球ごと、細く小さなたくさんの棘とげにくるまれたようなその痛みに、俺は奥歯を嚙かんで苦鳴を殺す。

　発ほつ作さのように、予告もなく訪おとずれるこの痛みは、間接的にそれをもたらしている相手によく似ていると最近思う。確かに存在するのに、手で触れることは出来ないところが。

「……秋庭君？　発芽、なの？」

　苦鳴を吞のみ込む為ために、俯うつむき、目を押さえれば、さっきの延長で俺が沈黙しているわけではないと悟さとった桑田が小さく問いかけてきて、俺は頷うなずいた。

　そう、これは願いの植物はな──宿主ともいうべき人間の一番の願いに反応して芽め吹ぶき、願いが叶かなった時にだけ咲さく、その植物が芽生えたという合図サイン。

　なぜ、その合図が俺に送られてくるかといえば、願いの植物を百本咲かせて摘つみ取ること、それが俺と、この植物の原石たねを蒔まいたかのうの勝負だからだ。

　俺が植物を百本咲かせられたら勝負は俺の勝ちとなり終わるのだが、それまでまだ何十回もこの痛みに苛さいなまれるのかと思うと、うんざりしてくる。

「あれ、賢けん者じや多加良、どうかしたの？　様子がおかしいんだけど？」

「本当でやがります。もしかして乗り物酔よいでやがりますか？」

　痛みが続く時間はそう長くないが、事情を知らない人間にも異変を気け取どられそうになる位は続く。

「乗り物酔いって、何にも乗ってないでしょう？　秋庭君は、その、ちょっと魔ま法ほう陣じんを描えがいているだけよ」

　そんな時、痛みを堪こらえるのに精せい一いつ杯ぱいの俺の代わりにフォローしてくれるのは桑田達仲間なのだが、魔法陣はちょっと、どうかと思う、桑田。

「ええっ、魔法陣なんてすごいんだけど！　さすが賢者だよね。っていうか、ぼくの夢が凄すごいのかな？」

「まほーじん？」

　しかし、温は素す直なおにそれを信じ、その単語を知らないタマちゃんはそのまま沈黙してくれた。

「でも、魔法陣ってどうやって描くの？」

　ただし、温の好こう奇き心しんの強さは桑田にとって完全に誤算だったろう。

「魔法陣は……その」

「魔法陣は賢者の目にしか見えないんだ」

　温の質問に桑田が言い淀よどんだところで、目の痛みは余よ韻いんも残さず消えて、今度は俺が桑田のフォローに回ることが出来た。ただ、気分的なもので顔と眼鏡めがねの隙すき間まに手を入れて、何度か目を擦こすりながらだったが。

「そうかぁ……やっぱり賢者は違ちがうんだ」

　俺のことを賢者と思い込んでくれている温はそれで納なつ得とくしてくれた。

「魔法陣なんて、タマちゃんもその内どうにかしてやるです！」

　微び妙みように俺に対たい抗こう心しんを燃やすタマちゃんの方は放ほうっておいてもいいだろう。

　そして俺は目を擦るのを止やめると、しっかりと目を開き──そこに飛び込んできたのは、真っ白な布地だいちに芽生えたライトグリーンの小さな小さな双ふた葉ば。

　俺は自分の肩かたに更にもう一つ荷物が載のせられたのを知る。既すでにすごろくとタマちゃんで積せき載さい量は十分だというのに、だ。

「……やっぱり、しっかり一枚嚙んでるだろう」

〝魔ま神じんすごろく〟自体はギエナの主しゆ催さいだとしても、この発芽のタイミングと植物の宿主を見ればかのうが便乗する気なのは間ま違ちがいない。何しろあいつは筋金入りの腹黒妖よう怪かいだ。

「本当に……どこまで面めん倒どうにすれば気が済むのかしら？」

　俺の視線を辿たどって、発芽したのが温と認にん識しきした桑田は、俺の台詞せりふに幾いく分ぶん低い声でそんな相づちを打ってくれた。

「魔神のダンジョンには、きっとすごい宝物があるはずなんだけど。タマちゃんはどう思う？」

「怖こわそうな魔神のことなんて、タマちゃんは知らんです」

「こ、怖いんだ。でも、ぼくにはお守りがたくさんあるから大だい丈じよう夫ぶだよね。それに魔神は怖い方がすごい宝物を持っていそうなんだけど」

　一方、問題の温は自分の胸に植物が芽生えたことなど知りもせず、タマちゃんの傍かたわらにしゃがみ込み、ある意味無む邪じや気きに怯おびえていた。

「でも、やることはやらないとな」

　そんな温を見ながら俺は言った。どんなに面倒で、大変でも植物を咲かせて摘めるのも、〝魔神すごろく〟を攻こう略りやく出来るのも俺だけなのだから。

　この状じよう況きよう下かでも発芽したから成長自体は心配しなくても大丈夫だろうが、叶野市がすごろく盤ばんの状態ではこの先影えい響きようが出ないとも限らない。それに、以前の経験を元に考えると、温のような子どもが発芽すると、その成長は大人のそれよりも少々早い可能性がある。

　ならばまず、〝魔神すごろく〟を片付けて、その後植物に集中しよう。その為に、今は早く前に進むことだ。

「さあ、行くぞ」

　タマちゃん入りのリュックを背負い直して、俺は全員に号令を発すると、とにかく２マスを進むことにしたのだった。




　　　　４




　全部で８マス目、新たに進んだ２マス目に辿り着くと、すごろくマップはさっきと同じように緑色に変わり、文字が浮うかび上がった。

「どうも、止まったマスのところでのみ、課題が浮かび上がるみたいだ……今度は何だ？」

「なんて書いてあるんです？　早く読みやがれです」

　そう理解して、俺はすごろくマップに目を近付けたが、その傍そばからタマちゃんが騒さわいでくれて、集中出来ずにいると、

「タマちゃん、急せいては事をし損じる、っていう諺ことわざを知ってるかしら？」

「むぅ？　教えやがれです」

「急ぐばかりじゃ失敗するってことよ」

　桑田は至って冷静な対応でタマちゃんを黙だまらせてくれた。ああ、やっぱり気心の知れた人間が仲間にいるのはいい。

「タマちゃん、一つ賢かしこくなったね。でも、次が勇者への試練だったらぼく、心配なんだけど」

　と、そんな感かん慨がいを嚙かみしめている俺の隣で、ふいに温は声を不安げに曇くもらせた。

「大丈夫よ。もし勇者への試練でも温君なら」

　でも、そんな温にも桑田が勇気づける言葉を向ければ、温はあくまで静かな桑田の顔を束つかの間見上げて、それで落ち着いたのか頰ほおを緩ゆるめて頷うなずいた。

「は～や～く～し～や～が～れ～」

「……ゆっくり言えばいいわけじゃないぞ、タマちゃん。まあ、いい。読むぞ……このマスのエリアにいる十匹ぴきの犬に触さわる……は？」

　タマちゃんもうるさいので、とにかく俺はすごろくマップの課題を読み上げて、そこで首を傾かしげた。

「え、ただ犬に触るだけでいいの？」

「犬に触るだけならぼくにも出来るんだけど……でも、本当にそれだけ？」

　あまりに単純な課題に、桑田と温も顔を見合わせて、逆に困こん惑わくを露あらわにする。

「ああ、それ以上は書いてない。ならここは深く考えなくていいはずだ」

　俺は、戸と惑まどう二人にそう伝えた。確かに俺も一いつ瞬しゆん戸惑いを覚えたが、意味がわからないという点ではさっきの課題も同じだったし、

「何しろ、これはふざけた魔神による〝魔神すごろく〟だからな」

　まだギエナと面識のない二人も、俺がきっぱりとそう言い切れば、ひとまずわかったと頷いてくれた。

「じゃあ、とっとと課題を片付けよう」

　そうして、俺は改めて皆みなを促うながしたのだが、

「多加良……いぬってなんですか？　怖いものでやがりますか？」

　そこで、幼い声で、またも幼児レベルの問いを発したのはタマちゃんだった。

「え？　タマちゃん、犬を知らないの？」

「だってタマちゃんは今日生まれたばっかりなんです！」

　温が思わずといった感じで聞き返せば、タマちゃんは腰こしに手を当てて、開き直ってみせた。

「そうだったんだ。じゃあ知らないことの方が多いよね。えっと、犬っていうのは足が四本で、毛むくじゃらで……」

「あ、足が四本で、もじゃもじゃ!?　ここ、怖そうでやがります！」

　すると温はさっそく説明役を買って出たのだが、イメージは上手うまく伝わらず、タマちゃんは理解どころか怯え始めてしまう。

「百聞は一見にしかず……ここは、まず一匹見つけて実物を見た方が早いな。とりあえず、怖いものじゃないから、タマちゃん安心しろ」

　そこで俺は二人の間に割って入ると、そう提案した。その方が話は早いし──制限時間は設定されていないが──課題も早く終えられる。

　そうすれば温もタマちゃんも頷いて、とにかく俺達は近くで犬の姿を探すことにしたのだった。







　そうして、最初に犬の姿を見つけたのは桑田だった。

「みんな、こっちよ」

　桑田の呼びかけに応こたえて、村むら山やまさん宅の軒のき先さきに集まれば、確かにそこには番犬──犬小屋の表札によるとライスという名前の柴しば犬いぬがいた。

「タマちゃん、これが犬だよ。足が四本で毛むくじゃら、ぼくが言った通りなんだけど」

　温が実物を前に改めて説明すれば、タマちゃんはリュックから這はい出し、間近でライスを観察した後、

「ほほう、これが犬……確かに恐おそるるに足らんです。それにタマちゃんの方が可愛かわいさでは勝ってやがります！」

　前半はともかく、後半は根こん拠きよのない勝利宣言をしてくれた。

「……そうか。じゃあ、さっそく触ってみろ」

　とりあえずその台詞せりふの後半は聞こえなかったことにして、俺が促せばタマちゃんはおずおずと半分ほど腕うでを伸のばしたものの、犬に触ふれる寸前で動きを止めてしまった。

「タマちゃん、大だい丈じよう夫ぶよ」

「うん、いまは動かないから嚙まれる心配もないし。ほら」

　先さき程ほどの自信満々の言葉を裏切り、鎧よろいをカタカタと鳴らし震ふるえているタマちゃんを、桑田も温も促す。だが、それでもタマちゃんが動かなければ、温は率そつ先せんして犬に触ってみせた。

　その躊躇ためらいの無い動きに、温が潔けつ癖ぺき症しようではないことを俺は確信し、タマちゃんは安全を確かく認にんしてようやく犬に触れる。

「さ、触ってやったです！　やっぱり恐るるに足らんですよ！」

　指先でほんの少し触っただけだというのに、偉い業ぎようを成し遂とげたように胸を反らすタマちゃんに、温は懸けん命めいに笑いを堪こらえて俯うつむいた。

　一方、俺の脳のう裏りには潔癖症でないなら、温はなぜ人に触れられたくないのだろうという新たな疑問が浮うかんでいた。でも、その理由は温の植物の成長と同じように、ゆっくり観察しながら探さぐった方が良いのだろう。

　そう決めると俺は二人が犬に触ったことを踏ふまえ、すごろくマップを見てみた。

　すると現在地のマスの上には、いつの間にか犬の肉球のマークが十個描えがかれていて、また、その内の一つだけが足あし跡おとのように黒く塗ぬり潰つぶされていた。

「普ふ通つうに考えて、一匹目クリア、だな。この調子であと九匹ひき見つければいいってことだ」

　ギエナ自体は普通の枠わくから外れまくりの存在だが、そこは考こう慮りよに入れず、足跡を示しながら俺がそう判断すれば、桑田と温も頷うなずいて、

「では、とっとと次の犬を探しやがれです」

　不本意ながら約一体の号令を受けて、俺達は犬探しを再開したのだった。







　犬はペットとしての歴史が長いだけあって、１マス分という狭せまい範はん囲いでも、

「これで……七、八匹目だよ」

　そう時間をかけず何とか八匹の犬を見つけることが出来た。

　温が靴くつ屋や──と言いつつ、ここで扱あつかわれているのは下げ駄たや草履ぞうりが主なのだが──の店先で見つけた看板犬の二匹はどちらも焦こげ茶ちや色をしていて、見たところ親子のようだった。

　雑種ミツクスだが毛が長く、ふわふわとした母親の腹に抱だかれ、すやすやと眠ねむった状態で子犬は時を止められていた。

「可愛いわね」

　そう言いながら、桑田がまず子犬の頭に触れれば、続く温は背中の方へ手を伸ばす──桑田の手が自分には触れないように。

　そして俺は最初に約束した通り、温に触れることがないよう、親犬の方を撫なでることにした。実際に触れるとその毛は意外と硬かたく、でも滑なめらかで、撫でながら何となく幸せな気分になる。

「温、大きい方には触さわりやがらんのですか？」

　と、そこで温にそんな疑問を向けたのは、この課題に早くも飽あきてリュックに収まったままでいるタマちゃんだった。

「タマちゃん、大きい方じゃなくて、お母さんだよ」

　すると温は、タマちゃんの言葉をなぜかそう正し、けれど、親犬の方に手を伸ばそうとはしなかった。

「こっちも子犬とは違ちがう手触りでいいぞ」

　となれば俺も気になって、わざわざ勧すすめてみたのだが、

「うん、あったかそうなんだけど……でもぼくは子犬の方でいいから」

　温は微笑ほほえみながら親犬を見つめるだけで、やはり触れようとしない。

　でも、その目にわずかだが羨せん望ぼうの光が見えた気がして、俺はその理由を問おうと口を開きかけた。

「さあ、あと二匹！　早く探そうっと！」

　しかし、温は俺の追つい及きゆうを避さけるようなタイミングで立ち上がると、既すでに瞳ひとみからその色を消していて、結局俺は言葉を飲み込んだのだった。

　そうして、早さつ速そく歩き出した温のランドセルを背負った背中をしばし無言で見つめていると、

「あら、温君のランドセル、すごくたくさんのお守りがついてるのね」

　隣となりでふいに桑田が声を上げた。

　言われて俺も見れば、温のランドセルの側面には十個以上、お守りの類たぐいがぶら下がっていた。

「……確かに。でも何か逆に御ご利り益やくなんて無さそうだな」

「そうね。まあ、私達は神様から御利益なんて貰もらったことないけど、ね」

「そうだな……厄やつ介かい事ごとなら山ほど押しつけられてるけどな」

　桑田のもっともな台詞に、俺は乾かわいた声で返しながら、この先も神の加護などというものは信じまいと心に決めた──のだが、その傍そばから、俺の脳裏をついさっき通り過ぎた場所の映像がよぎって。

「そういえば……あれも犬だよな。しかも二匹いる」

　と同時に、残る二匹の犬の居場所が閃ひらめく。

「温、次の犬はこっちだ」

　そして俺は先を行く温の背中に呼びかけると、自分も早速踵きびすを返した。

「そっちにはもう犬はいやがりませんよ」

「秋庭君、どこに行くの？」

　タマちゃんと桑田は俺の行動に揃そろって首を傾かしげたが、

「さっき、小さい神社を通り過ぎただろ」

　足を止めずにそれだけ言えば、桑田はぽんっと手を打って、後に続いてくれたのだった。







「狛こま犬いぬっていうのは元々は獅し子し……ライオンだって言われてるけど、名前に犬ってついているんだ、この二匹を触ればクリアだろ」

　民家と民家の間に挟はさまれた小さな神社の境けい内だいで、本ほん殿でんを守るように立っている狛犬を示しながら説明すれば、温とタマちゃんも俺がみんなを神社に案内した意味を理解してくれた。

「な、なかなか怖こわい……いえ、硬そうな犬でやがりますが、タマちゃんは怖くないですよ。でもここは多加良と温に譲ゆずってやるです」

　しかし、理解はしたものの、見るからに厳いかめしい顔をした狛犬にタマちゃんは明らかに声を震ふるわせて、虚きよ勢せいを張りつつ自分はその役目を放ほう棄きした。

　元より、台座も含ふくめて俺の身長より高いところにある狛犬本体にタマちゃんを挑いどませる気はなかったが、臆おく病びような鎧よろい人形に俺は小さくため息を吐つく。

「でも……こんな高い場所にいる犬を触るなんて、危ないんだけど」

　だがタマちゃんに続いて温の口からも敬遠するような台詞せりふが出て、上からその顔を覗のぞき込んでみれば、狛犬が落とす影かげのせいばかりでなく温の表情は翳かげりを帯びていた。

「温は高いところが怖いのか？」

　そこで俺はまず頭に浮うかんだ推測を温に向けてみたのだが、

「高いところは、ぼくは、怖くないけど……でも、おかあさんが高いところは危ないからダメだって。ぼく、前にアスレチックで落ちたから」

　温は首を振ふるとそう言って、またどこか寒そうに腕うでを組んだのだった。

「お母さんが言ったから、だめなの？」

　温が俺達に告げた理由は理り不ふ尽じんなものでは無かったが、それでも桑田が聞き返すと、

「そうだよ。おかあさんが心配するから、ぼくは高いところには登らないんだ」

　温はやや表情を硬くして、言葉を重ねると、俺達と狛犬に背を向けてしまった。

　そして、そんな風に態度でも拒きよ否ひを示されれば、俺達も無む理り強じいは出来ない。

　温が背中を向ける寸前、俺の目はわずかに育ち揺ゆれる植物を捉とらえ、そこに温の抱かかえている問題と、願いの結び目が見えたような気がしたのだが、それは一いつ瞬しゆんのことで。

　俺は焦あせりは禁物と自分に言い聞かせ、まだぼんやりとしたそれに手を伸のばす前に、まずは桑田と共に、狛犬の鼻に手を伸ばすことにした。

　罰ばち当あたりを承知で台座を足がかりに登れば、その高さも俺達にとっては難関ではなくなって、俺と桑田はほぼ同時に狛犬に触ふれることが出来たのだった。

　そうして、台座から降り立つと同時にすごろくマップを広げてみれば、肉球マークは全すべて足あし跡あとマークに変わり、緑だったマスは白に戻もどっていた。

「……よし、このマスは確かにクリアだ」

「結構早くクリア出来たわね」

　俺がそう宣言すると、自分にとっての最初の課題をクリアしたからか、桑田はほんの少しだけ声を弾はずませて、小さく笑えみをこぼした。

　背を向けていた温も振り向きながら拍はく手しゆで称たたえてくれ、

「うん、早く出来たよね。あの、じゃあさ、みんなでおみくじ引こうよ」

　次いで、本殿の端はしに置かれた小さな箱を指さしながら、そんなことを言い出した。

　言いながら、温は俺達を置いて早くもそちらへと歩き始め、もう先さき程ほどの翳りの無いその顔に、俺は少し拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　でも、その一方で、明るい表情を取り戻してくれたことに安あん堵どし、俺は温の提案を受け入れることにして、後を追った。

「おみくじとはなんでやがりますか？」

「そうね……あの箱の中に何種類か紙が入っているんだけど、それを引いて自分のこの先の運勢を占うらなうの。大だい吉きちが一番良くて、凶きようが一番悪い結果ね」

　案の定、おみくじの説明を求めたタマちゃんに、桑田は言葉を選びつつ、簡潔に答えてやった。対するタマちゃんの理解度は正直微び妙みようだったが、

「紙じゃなくて、タマちゃんみたいに振って木のくじを出すのもあるけどな……まあ、おみくじの結果は絶対じゃない」

　俺が言い添そえた言葉にはちゃんと頷うなずき返したので、ひとまずそれでよしとした。







　そうして俺達はおみくじ箱のところに到とう着ちやくすると、初穂料おかねを納めて、一いつ斉せいに箱の中に手を入れた。

　そして、ごく小さな封ふう筒とうに小さく畳たたまれて入っていたくじを開いた俺は──天を仰あおぎ、そのまましばし立ち尽つくした。やはりこの叶野市に俺の味方をする神はいないという事実を嚙かみしめながら。

　まあそんなことは、わかっていたさ。それに所しよ詮せん占いだ。だからこの結果にも、問題は無い、問題は無い、が。

「……タマちゃん、訂てい正せいよ。一番悪いのは大だい凶きようみたい」

「ようするに、多加良が引きやがったやつですか。イヒヒ、実はタマちゃん、多加良はくじ運が悪そうだと思ってたんです」

　だが、桑田のどこか気き遣づかわしげな声に続いて、耳に届いたタマちゃんの嘲ちよう笑しようには問題ありと俺は判断した。

　と同時に俺はタマちゃんの入ったリュックを肩かたから外すと、それごとタマちゃんを抱だき上げ、次いでおもむろに上下への攪かく拌はんを開始した。

「ほーら、タマちゃん。高い高いだぞ～。楽しいか～？」

「や、やめやがれです！　こんなことをされたら壊こわれますっ！　壊れるのはっ！」

　この躾しつけの為ための行動に、タマちゃんはリュックにしがみつき、泣きそうな声を上げる。

「いいか、タマちゃん。俺はいざという時の為に運を節約しているだけなんだよ。わかるか？　節約だ」

「ちょっ、賢けん者じややめてよっ！　タマちゃんが妖よう精せいだとしても壊れたらどうするのっ！」

　それでも俺が腕の上下運動を続けていると、そこで止めに入ったのは温だった。

　その表情は真しん剣けんで、俺の腕を摑つかむ手には存外に強い力が籠こもっていて、温自身からならば人にも触れられるのだと俺は知る。

　そして、温の触さわっているところから子どもの高い体温が伝わってくると、それに俺の怒いかりは削そがれてしまって。

「……じゃあ、温に免めんじて今回はこれで許してやるぞ、タマちゃん。だから、温、手を離はなしてくれるか？」

「あ、ごめんなさい。賢者、腕大だい丈じよう夫ぶ？」

　実際に手を止めてから俺がそう言えば、温は慌あわてた様子で手を離し、更さらに心配そうに尋たずねてきた。

「俺の腕うではそんなに柔やわじゃないぞ？」

「だよね。ぼくと違ちがってたもん」

　少々過か剰じような気遣いに困こん惑わくを覚えながらも俺が頷くと、温はほっと息を吐はいて、頰ほおを緩ゆるめたのだった。

「ふ、ふぅ。危き機き一いつ髪ぱつでやがりました。まったく多加良は凶きよう暴ぼうで……」

　一方、温に救われたタマちゃんは、俺が地面に下ろすと同時にまた減らず口を叩たたいたが、今度は俺の一ひと睨にらみで沈ちん黙もくする。

「それで、私は中ちゆう吉きちだったけど、温君のくじの結果はどうだったの？」

　桑田はそんな俺達に一いち瞥べつをくれたものの、すぐに視線を温に戻すと、何事もなかったかのように静かな声こわ音ねでそう問うた。

「あ、うん。ぼくは末吉だった……ぼく、まだ一回も大吉って引いたことないんだけど」

　温は問われるまま素す直なおに答えると、少々残念そうに表情を曇くもらせた。

「どうやら、お守りの御ご利り益やくはないみたいね」

　温の言葉を聞くと桑田は温のランドセルに視線を送り、冗じよう談だんめかしてそう言った。

　神様族かみさまに先入観のある俺もまた相づちを打とうと口を開きかけたのだが、

「あるよ！　だって、そのお守りは全部おかあさんが貰もらってきてくれたやつで、つけてからぼくは怪け我がとかしてないんだから！」

　激げつ昂こうした温の声に俺の言葉は遮さえぎられた。

　その怒りは桑田だけでなく俺にとっても思いがけないもので、俺達は揃そろって温の顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　怒りに顔を赤くして、肩で息をしている温の足あし下もとでは、タマちゃんがチカチカと目を点てん滅めつさせたまま動きを止めていた。

「……ごめんなさい。でも、悪気はなかったの」

　けれど桑田が深々と頭を下げ、真しん摯しな謝罪を送れば、今度は温が驚おどろいた様子で目を瞬しばたたかせて。

「え、あ、あの、ぼくの方こそ急に大きい声を出してごめんなさい」

「いいのよ。誰だれだって大切なものを悪く言われたら怒おこるもの」

　我に返ると同時に温も詫わびれば、桑田もそれを受け入れて、わずかに視線を上げた。

「お守りが大切っていうか、その……おかあさんはぼくの本当のおかあさんじゃないから、後妻だって悪口を言う人がたくさんいるから」

　そして、温はその眼まな差ざしを受け止めると、過剰に反応してしまった理由を語ってくれた。温は出来るだけ何でもない風を装よそおって話そうとしたが、その声はだんだんと沈しずんでいき、結果的にその試みは失敗した。

　ただ、それで逆に温の気持ちは十分俺達に伝わった。

「そうか。温にとって大切なのはお守りじゃなくて、義母親ははおやなんだな」

　だから、温の努力を無む駄だにしない為にも俺はあえて明るい口調で言ってやる。本当は肩の一つも叩いてやりたいところだが、そこは堪こらえて。

「うん、そうなんだ。おかあさんは……ぼくを守ってくれるから。大切にしてくれるから」

　そうすれば温は大きく頷うなずき、その胸の植物は小さく揺ゆれる。

　だが、温の顔に俺が期待したような笑え顔がおは浮うかばず、代わりに温は桑田の方に顔を向けると、

「だから……おかあさんは、大切なぼくには触らないんだ」

　焦こげ茶ちや色の瞳ひとみに寂さびしげな光を宿らせながら、消えそうに小さな声でそう言って。

　実際、桑田にはその声が聞こえなかったのだろう、温の眼差しを受け止めると小さく首を傾かしげる。

　そうして、温の胸の植物はまた頼たよりなく揺れて。俺は、いま自分の耳が捉とらえた言葉が気のせいではないと確信した。

　でも、義理とはいえ自分の子どもに触らない親がいるのだろうか？　温の話を聞く限りでは十分温を可愛かわいがっているようなのに、本当は違ちがうのだろうか。

　そう考えると、胸の奥がちりちりとして、温にかける言葉も見つからず、境けい内だいには再び沈黙が落ちる。

「多加良……人間は五歳で母親になれるんですか？」

　と、そこでふいにタマちゃんは声を上げ、温はそれに反応して俯うつむきかけていた顔を上げた。

「は？　五歳で母親？」

　俺もまたその意味不明の問いに面めん食くらいながらも説明を求めれば、

「だって、温はおかあさんは五歳だって言いやがりました！」

　タマちゃんは腰こしに手を当てて、ふんぞり返りながらそう言ってくれた。

　静かにしていたと思ったら、どうやらタマちゃんはぐるぐるとそれを考え続けていたらしい。

「タマちゃん、それは……響ひびきは同じでも意味が違う言葉なのよ」

　表情だけは静かに、けれどどこか疲つかれた声で桑田が教えてやると、タマちゃんは両りよう眼めを一ひと際きわ光らせた。

「な、なんと！　そういうことは早く教えやがれです！」

「で、でも……普ふ通つう間違えないと思う」

　そして温は慌てるタマちゃんに、懸けん命めいに笑いを堪えながら言う。確かに、五歳と後妻はなかなか間違えない、というか間違えられない。

「た、タマちゃんは今日生まれたばかりだから、間違いも愛あい嬌きようでやがります！　間違いながら大きくなっていくんです！　でもっていつかはセクシーバディーになるんです！」

　それに負けじとタマちゃんが硬かたい腕を懸命に腰に当ててポーズを取ってみせれば、

「……セクシーバディーは無理だと、思う」

　温はついに堪えきれず、噴ふき出した。

　お腹なかを抱かかえて笑う、子どもらしい笑顔が出たことに俺は安あん堵どする。

　温は笑顔を失っていない。だからきっとまだ大だい丈じよう夫ぶだ。

　何より温の胸には植物があって、俺が必ずその願いを叶かなえてやるのだから。

　その為ためにはまず温が人に触さわられたくないという理由から探さぐってみよう。そうすれば恐おそらくその根本にある義母親ははおやの存在に、そして温の願いに触ふれられるはずだから。

　そう具体的なプランを決めれば、俺の気持ちも少し軽くなって、タマちゃんのセクシーポーズを口の端はしで笑う余よ裕ゆうも出てきた。

「むっかー！　お年とし頃ごろになって後こう悔かいしても温と多加良には見せてやらんです！　イ、イヒヒ」

　温と俺に笑われたタマちゃんは、一いつ瞬しゆん目を光らせたものの、最後には自分も笑い出した。

　俺は温を笑わせたタマちゃんに、少し感心して、少々皮肉を混ぜた褒ほめ言葉を送る。

「……伊達だてに玩具おもちやじゃなかったか」

「そうですよ、タマちゃんは可愛いマスコットでやがります！」

　タマちゃんはそれを素す直なおに受け取ると、重い頭を揺らしながら、また胸を張ってみせて、その様子に桑田は小さくため息を吐ついたけれど、それはどこか優やさしかった。

「……うん、やっぱりタマちゃんはすごいんだけど。タマちゃんがぼくの家にいてくれたらきっと楽しいと思うんだけど、妖よう精せいはコレクション出来ないか。それに、夢だしね」

　そして温はそう呟つぶやきながら、しゃがみ込むとタマちゃんに目線を合わせ、

「でも、もしもタマちゃんが、夢の世界から抜ぬけ出せるならさ、ぼくのところにおいでよ。大切にするから」

　真しん剣けんな面おも持もちでタマちゃんに語りかけた。

「……大切に、ですか。でも、タマちゃんはだめです。タマちゃんはまだ……だめです」

　タマちゃんは温の顔を見上げると、迷うように声を揺らしたが、結局温の願いに応じることはなかった。それは温に問題があるというよりは、タマちゃん自身に何かがあるという言い方で、俺は微かすかな違い和わ感かんを覚えたが、具体的にそれを問うことはしなかった。

　一方、きっぱりと断られた温は再び肩かたを落とし、元気を失う──かと思われた、が。

「もしかするとタマちゃんは、いま玉たまの輿こしを逃のがしたのかもしれないわよ？」

　桑田が珍めずらしく軽口を紡つむげば、笑顔を浮かべて。

「そうだよ……玉の輿を逃したんだけど？　タマちゃんどうする？」

「いや、温。タマちゃんは返品不可だからな、きっと手に入らなくて正解だ」

「多加良にはタマちゃんの素敵さがまだわかりやがらないんです」

　俺も温達の軽口に便乗すれば、タマちゃんはそう嘯うそぶいて。

　小さな境内は再び笑いに包まれたのだった。




　　　　５




　二つ目の課題をクリアして俺達が鳥居の外に出ても、太陽は相変わらず同じ位置で、人の営みが停止したままの町は静せい寂じやくに満ちていた。

　腕うでの時計は十時を少し回ったところで──どうやらこの時計だけは正確に時を刻んでいるらしい──それを確かめると、俺はツナギのポケットに手を入れた。

　さっきタマちゃんから出した銀色のサイコロを探さぐり当てると、そのまま広げてあったすごろくマップの上に転がして──出た目は５。

「よし、一気に５マス進めるぞ！」

「おお、多加良、やりやがったです！」

　６とはいかなかったものの、それに準ずる数にタマちゃんは嬉うれしそうにピカピカと目を光らせ、温と桑田は拍はく手しゆで俺を称たたえてくれた。

「タマちゃん……これが運の節約の成果だ。ということで、行こう」

　そして俺は、タマちゃんにそれだけはしっかりと告げて、それから全員を促うながし、再び叶野市すごろくを歩き出したのだった。







　俺の目測が正しければ、１マス４００メートル、全35マスの〝魔神すごろく〟は軽く10キロを超こえる距きよ離りを歩くことになる。

　体力のある俺達や、リュックで運ばれているタマちゃんは別として、温がどこまで歩けるのかわからない。

　俺達より一枚多く着き込こんだその顔に疲つかれの色はまだ無いが、神社を出発した後、結局俺は常よりもゆっくりと歩くことを選んだ。

　急ぎたい気持ちはあるものの、それで仲間を欠いたらどうにもならないだろう、という考こう慮りよの結果だったが、それが問題になるとは考えなかった。

　あの揺ゆれを再び体に感じるまでは。

　ゆっくりと、だが着実に３マス目に到とう達たつして、その時俺達は４マス目に向かって進んでいた。

「本当にモンスターは出てこないんだけど」

「モンスターがなんぼのもんか知らんですが、タマちゃんの可愛かわいらしさの前にはめろめろに決まってやがります！」

　温は俺の背中のタマちゃんと仲良く会話を続けていたのだが、さすがにそれは肯こう定ていしかねて沈ちん黙もくを答えとしたのだが。

　その一瞬を狙ねらい澄すましたかのように──景色が揺れた。

　体に伝わってくる震しん動どうは縦揺れとも横揺れとも判断がつかない。けれど、危険な状じよう況きようを認にん識しきするにはそれで十分。

「う、うぎゃー」

「わ、わわぁっ！」

　視界がぶれて焦しよう点てんを合わせることもままならない中、二人の悲鳴を聞いて、俺は反射的にタマちゃん入りのリュックを抱だきしめ、温のランドセルを摑つかんだ。

「桑田っ」

「……大だい丈じよう、夫ぶ」

　次いで、後ろを歩いていた桑田の名を呼び、声が返ってきたのに安あん堵どすると、俺はその後数十秒に亘わたり続いた地震を、体を低くすることで温達と共にやりすごした。

「……も、もう、地震止まった？」

　揺れが止やんでもしばらくじっとしていたが、温が震ふるえる声で尋たずねてきたところで、

「ああ、止まった」

　俺は短く答えを返すと、ランドセルごと温を立たせてやる。

「きゅ、急に揺れやがったです」

　そうすれば、俺と温の間で縮こまっていたタマちゃんもリュックから顔を出した。

「ああ……でも、ただの地震か？　桑田？」

　どうもギエナの起こした地震のような気がして、俺は周囲を見回しながら桑田の姿を探す。

　体に感じた揺れは震しん度ど３程度だったが、近くに落下物や、壊こわれたものは見当たらず、桑田のピンと伸のびた背中もすぐに見つけることが出来れば、問題は無さそうだと俺は判断した。

「桑田？」

　けれど桑田は、目前に迫せまった交差点に目を向けたまま、再三の呼びかけにも振ふり向かない。

　そんなに真しん剣けんに何を見ているのかと、温とタマちゃんを伴ともない、その隣となりに立って──俺の視線もまた、眼前に釘くぎ付づけとなる。

「……ここは中なか手て一丁目の交差点だったわよね」

　信号機の下のプレートを見ながら桑田は呟つぶやくようにそう言ったが、俺はそれに頷うなずけない。

「ああ、さっきまではな。でもいまは原はら三丁目、だ」

「原って、ぼくの家があるところなんだけど」

　俺達と同じように交差点を見ているが、温は状況がいま一つ飲み込めていない様子で首を傾かしげる。

　だが、温に相づちを打つよりも先に、俺はギエナによる組み替かえが行われたのかを確かめる為ために、すごろくマップを開いた。

　広げてみれば、思った通り、マス目の下にある叶野市の地図は変わっていた。

　すごろくマップの上で、中手一丁目の信号は右上へと移動し、原三丁目がその場所に移っていた。枠わくの中でブロックを動かしていくことで一枚の絵を完成させるパズルがあるが、例えるなら、いまの叶野市はそれのようで──ただし、目の前の現実そのままに、まだ途と中ちゆうにして未完成。

「このすごろくマップはどういうことだ？」

　そう呟いても、俺達が立っているマスは、赤く、短い点てん滅めつを繰くり返し、進むべきマスがそこで途と切ぎれている理由はわからず、俺は唇くちびるを嚙かむ。

「はいはいはいっと！　そいつは天の声ならぬ魔ま神じんの声が教えてやるぜ。つまり、お前らトロい鈍にぶい遅おそいんじゃん！　オレサマ最初に言ったよな。〝叶野市を組み替え中〟ってさぁ？　だったらいつまでも同じ地形コースじゃないってちょっと考えればわかるじゃん？」

　だがそこで、誰だれに憚はばかることもなく天の声を称しようする声が響いて、

「ま、まま、魔神の声でやがります！」

　確かに上から聞こえてくる、どこか掠かすれた青年の声に、俺もタマちゃんも思わず天を仰あおいだが、そこにあの七色の髪かみの魔神の姿は無い。

「え……これが、魔神の声？」

　ただ声だけが響ひびく状況に、きょろきょろと周囲を見回す温の姿は俺には随ずい分ぶんと吞のん気きなものに映った。

「……とろい、のろい、おそい、だと？　この俺に向かって言ったか、ギエナ？」

　そして温とは対照的に、俺は中空を睨にらみつけながら、低くその名を口にする。

「だって本当じゃん。さっきの課題なんて超ちよう簡単だったのに三十分近くもかかってさぁ」

　こちらの様子はどこからか見ているのに、自分は姿を現さない魔神の声に、笑いとからかいが滲にじめば、更さらに俺の苛いら立だちは募つのったが、

「けど、オレサマにも都合ってもんがあるし。こんなとこでゲームオーバーってのはさすがにつまんねぇじゃん。ってことで、ペナルティを付ける……ここで一回休み！　時間は十分ってとこだな。そうすりゃまたマスは現れっから。んー、オレサマって寛かん大だいじゃん！　イシシシ」

　一息にそう告げられれば、ゲームオーバーという最悪の事態を避さける為、俺は反論の言葉を喉のどの奥に飲み込んだ。

「……ああ、わかった」

　代わりに、ギエナに見せつけるつもりで、口くち許もとに薄うす笑わらいを貼はりつけると、それを見た桑田と温が息を吞のんだのがわかった。ああ、俺はいま魔王レベルの悪人顔か？

「じゃあ、次はここから、またサイコロ振ふり直せよ。つーわけで、ここから先はキリキリ走れ。んじゃな！」

「ま、待って！　質問があるんだけど！」

　身勝手な魔神はようやくそこで声の退場を宣言したが、しかし、魔神を止める者がいた。

　声はするものの姿のない魔神を相手に、四方を見回しながらもおずおずと手を挙げたのは温。

「んー？　オレサマを呼ぶのは誰だ？　ああ、エッグプラントのお子様か。何？　オレサマ急いでるんだけど？」

「じゃ、じゃあ、急いで訊きくけどっ！　このゲームをクリアしたら魔神の宝物って貰もらえるのっ？　たとえば寒くなくなる……いつでもあったかいマントとか」

　温が勢い込んで魔神に尋たずねたのは、ＲＰＧには宝物がつきものという、いかにも子どもな発想で、俺は思わず脱だつ力りよくした。

「んー、マントぉ？　どうだったかな、まあ、ドラゴンの吐息ほのおを防ぐなんてのは無いけど、あったかいマントなら無いこともないんじゃん？」

　やがてギエナが寄よ越こした答えはのらりくらりとかわしているようなものだったが、温はごくりと息を吞むと、

「じゃあ、ぼくが魔神のところまで辿たどり着けたら、魔神を倒たおせたら宝物をくれるんだね？」

　重ねてギエナに尋ねた。

　温の横顔はいつの間にかひどく真しん剣けんで、だからこそ俺は、温が魔神と取引を結ぶ前にそれを阻はばむべきだと数々の苦い経験を踏ふまえて判断した。

「オレサマを倒す？　なんか面おも白しろいこと言ってんじゃん。でも、いいぜぇ。本当にそんなことが出来たら、マントでも何でもくれてやろうじゃん」

「絶対、約束だよっ！」

「オッケー、オレサマウソツカナイ」

　が、結果的にギエナがあっさりと、ごく軽い調子で約束する方が俺の声よりも早かった。

　そして、ギエナが頷くと温は小さくガッツポーズを作り──その胸の植物が双ふた葉ばから一気にたくさんの葉を繁しげらせたのに、今度は俺が息を吞む。

「じゃ、今度こそ、再見サイツエン！」

　その間にギエナの声は去っていき、あとに残されたのは生おい繁った温の植物と、思いがけずもたらされた一つの事実こたえ。

　植物の急成長の理由──それが温が子どもだからなのか、それとも叶野市が組み替かえられたからなのかはわからなかった。

　けれど、温が魔神に求めたのは〝暖かいマント〟であること──それはつまり温が欲ほつしているものは「ぬくもり」に他ほかならないということで。

「温、どうして〝暖かいマント〟なんだ？」

　そうと承知した上で、あえて俺は温にその問いを向けた。

「それは……ぼくが寒がりだからだけど。でも、魔ま神じんのマントを手に入れたら、夢の中だけでもぼくは寒くなくなるはずだよ」

　温は俺の顔を見上げると、真っ直すぐな目でそう答えた。

　温の瞳ひとみは澄すんで純じゆん粋すいな光をたたえていたけれど、案の定、温は自分が求めている「ぬくもり」の正体に気付いていなかった。

　ならば、〝暖かいマント〟を与あたえられたところで温は──その心の奥は寒いままだろう。さっき、やはり羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていた犬のようにはなれないだろう。

「……そうか。じゃあ、マントが手に入るように協力してやる」

「本当に!?　ありがとう、賢けん者じや」

　でも、俺は温にそう言い、温は嬉うれしそうに口くち許もとを緩ゆるめた。

　そのマントを手に入れて、それでも寒ければ、その時温は自分が求めているものに気付くはずだから。

　自分に触ふれないでくれという温自身の言葉とは矛む盾じゆんするそれに。

　そして、その時の為ために俺は「なぜ、温に触れてはいけないのか」、やはりその理由を確かめておくべきだと思いながらも、

「ただし、勇者の使命はまず叶野市を救うこと。だからこの先は急ぐけど、頑がん張ばれるな？」

　まず俺は、温の覚かく悟ごを確かめた。

「うんっ！」

　それは魔神の──それと、もしかしたらかのうの──思い通りに動くことでもあったから、俺としてはしゃくだったが、温は大きく頷うなずいたのだった。

「でも、一回休みなのよね。十分も」

　そこで俺と温の話は一段落を迎むかえ、俺達の遣やり取りを見守ってくれていた桑田も、静かに会話に入ってきた。

　桑田が頰ほおに手を当てて、どう時間を潰つぶそうかと問う代わりに首を傾かしげれば、温は手を声と同時に挙げた。

「あっ！　それならこの間に、ぼくの家を見てきたいんだけど。さっき地じ震しんがあったから心配なんだ。……夢だから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、ぼく、ちょっと行ってくるね」

　その言葉は前半は提案にも聞こえたが、全すべてを言い終えると同時に温は駆かけ出していってしまう。

「えっ、ちょっと、待って？」

　制止の声にも足を止めない温を追って、桑田もまた走り出して。

「温め、なかなかマイペース野や郎ろうでやがります。では、多加良。見失わないうちにタマちゃんと一緒に温を追いやがれです！」

　結局俺もタマちゃんと共に、二人を追って駆け出したのだった。

　ただし、タマちゃんに命じられたからではなく、あくまで自分の意思で。







　そうして着いたのは、住宅街の中の一いつ軒けん家や。

　昔からの所有地だろう場所にどっしりと建っているその家は、並び立つ他の家に比べても大きく、重じゆう厚こう感かんが漂ただよっていた。

　どうやら温はそれなりにお金のある家の子どもらしい。

「ぼくは先に自分の部屋に行くから、賢者達は後から来て」

　忙せわしない手つきで玄げん関かんの鍵かぎを開けると、靴くつを脱ぬぐのももどかしそうに、温は入ってすぐの階段を駆け上がって行き、すぐに見えなくなった。

　豪ごう華かな家には和かのう邸ていで慣れているものの、それでも広い玄関と続く広い吹ふき抜ぬけに、庶しよ民みんの俺はため息を吐つかずにいられない。

　だが、家うちは家、余所よそは余所、というばあちゃんの言葉を思い出して割り切ると、温の後を追って、俺も階段を上った。

　二階には向かって左側に扉とびらが全部で五枚あり、その中で開け放たれているのは一つだけ。

　ならばそこが温の部屋だろうと考えて、中を覗のぞけば、思った通りそこには温の姿があった。

「温、入ってもいいか？」

「うん、どうぞ。でも、みんな静かに歩いてね」

　温は俺達を招き入れながらそう言い、俺は首を傾げたが、部屋の中に入って納なつ得とくした。

　温の部屋にはガラス製のショーケースが三つも並んでいて、その中にはそれぞれミニカー、箱から出されてもいない人形フイギユア、それと少年の部屋にはちょっと意外なクマのぬいぐるみが収められていた。

　十畳じよう以上あるだろう温の部屋の半分はショーケースに占せん領りようされていた。

「あんなに揺ゆれたのに、全部無事だった……良かった」

　そして、俺がぐるりと部屋を見回している間に、温はコレクションの点検を終え、ほっと息を吐いた。

「とにかく、無事でよかったな。これが心配事だったんだろう？」

　感じる分には地震そのものだが、ギエナのいう組み替えは思ったよりも穏おだやかなのだと、ほんの少しだけ安心しながら俺が声をかけると、温は一つ頷いた。それから再びショーケースに視線を戻もどすと、

「うん。特にあのヒーローフィギュアは最近手に入れたばっかだったし」

　カマキリの鎌かまのように両手を上げたポーズを取っている緑色の小さなヒーローを指さす。

「あれか？　なんか見たことないな」

　だが、ジェネレーションギャップなのか、俺はそのヒーローを知らない。

「当然なんだけど。だってそれ、昭和五十年代のヒーローだから」

　首を傾げる俺に温は簡単に説明してくれて、俺は納得した。

「そうなのね。でも、そんな前の物まで集めてるなんて、すごいわね」

「確かにすごいです」

　桑田がため息混じりに言えば、タマちゃんも素す直なおに相づちを打つ。

「そ、そうかな？　ぼくなんか子どもだし、コレクションの数もまだまだだと思うんだけど。えへへ、でもありがとう」

　すると温は謙けん遜そんしながらも自分が褒ほめられたように、頰を上気させた。

　でも、実際、数においては謙遜する必要は無い。ヒーローフィギュアだけでなく、次に俺が目を留めたミニカーも数は軽く百を超こえている。

　それに、ショーケースには鍵もかけられていて、そう易やす々やすと取り出せないどころか、中には塵ちり一つだって入り込めないだろう。

　そしてその厳重な守りの理由を考えてみた俺の脳のう裏りにはある言葉がよぎる。

「温……もしかして、このコレクションには付加価値プレミアがついているのか？」

「うん、全部じゃないし、高いからいいってこともないけど……そのカマキリレンジャーはプレミアがついて一万二千円」

「な、にぃ？　ってことは、それ一つで溜たまり屋やのおいしい青梅が……」

　そうすれば、温はさらりとその金額を口にしてくれて、俺は驚おどろきながらも先日のお茶菓が子しを思い出して例に挙げたのだが、途と中ちゆうで目め眩まいを覚え、

「百二十個は買えるわね」

　言い淀よどんだ俺の言葉を継ついでくれたのは桑田だった。

「ぷれみあって、おいしいものでやがりますか？」

　そこでリュックからはい出したばかりのタマちゃんが実に無む邪じや気きな発言をしてくれて、俺の心は初めてタマちゃんによって癒いやされた。うん、プレミアはおいしい、それでいいじゃないか。

　そう自分に言い聞かせながら、顔を上げれば気き遣づかわしげな桑田の視線にぶつかって、俺は大だい丈じよう夫ぶだと頷うなずいておく。

「あ、プレミアっていえば……夢なのにやっぱり荷物が届いてたんだけど。ねえ賢けん者じや、これって予知夢？」

　一方、温は自分のコレクション──の値段──が俺に与あたえた衝しよう撃げきに気付いていない様子で、そんなことを尋たずねてきた。

「……さあ、どうだろうな？」

　このあたりをフォローする台詞せりふは、さすがにすぐには浮うかばず、俺はとぼけておく。

「そう、賢者にもわからないんだ。……でも、夢でも箱の中に入れっぱなしにしておくのは心配だな」

　温はあっさり俺の言葉に納なつ得とくするとそう言って、持っていた鍵かぎでショーケースの一つを開け、机の上に置いてあった段ボール箱をゆっくりと床ゆかに下ろした。温のその慎しん重ちような動作に、俺はまた少し驚きを覚える。

「中はそんなに貴重品なの？」

「うん。プレミアはそうでもないけど、これはずっと欲しかった、アンティークのテディベアの王様バージョンなんだ」

　興味を誘さそわれた桑田が温の手て許もとを覗き込みながら問えば、温は眼まな差ざしは箱の中に向けたまま、声だけを返した。

　そうして温が丁てい寧ねいな手つきで箱から取り出したのは、王おう冠かんを被かぶったテディベアだった。大きさはタマちゃんと同じくらい。ふわふわとした毛は少し色あせていて確かに新品ではないが、そのテディベアを捧ささげ持ち、慎重にショーケースの方へ歩んでいく温を見ていると、それがすごい宝物のように思えてくるのだから不思議なものだ。

　タマちゃんまでも懸けん命めいに頭を上げ、ピカピカと目を光らせながら、温とテディベアの姿を真しん剣けんに追う中、温はケースの開いているスペースに無事に置いた。

　温は更さらにテディベアの据すわりを確かめて、それからどこか名残なごり惜おしそうに、ゆっくりと手を離はなすと、小さくそっと息を吐はいた。

　俺達も思わず一いつ緒しよに息を吐けば、

「やっと手に入れたテディベアだから、ここに飾かざってすごく大切にするつもりなんだ」

　温は振ふり向きながら笑え顔がおを見せ、きっとその言葉通りにするのだろうと俺は思った。

「テディベアって、確か手と足が動くものを言うのよね？」

「うん、そうなんだけど。美名人さんも好きなの？」

「数は少ないけど、うちにもいるのよ」

　そして、桑田と温は並んでショーケースの中のテディベアを見つめながら会話を弾はずませる。互たがいに同好の士を見つけて楽しそうに語り合う二人に俺は少しだけ疎そ外がい感かんを覚え、

「本当に手足が動くのか？」

　話に加わるべく、比ひ較かく的てき小こ振ぶりなテディベアに手を伸のばした。

「だめっ！　触さわったらだめだっ!!」

　だが、俺の手はテディベアに触ふれる前に、温の手に振り払はらわれてしまった。

　もしや鼻先に触れることすら許されないプレミア付きだったのかと、俺は慌あわてて温の顔を見て、すぐにそうではないと気付く。

　今、温の顔に浮かんでいるその表情は、俺が温に触れようとした時に見たそれと同じ──触れられることへの怒いかりではなく、ただ守ろうとする懸命さ。そして、その瞳ひとみの奥にあるのはわずかな怖おそれ。

　その理由を尋ねるなら今だと判断して、俺は口を開いた。

「温、どうして……」

　でも、温は俺の声を聞かず、背を向けると、ショーケースを閉とざし鍵をかける。

「……これで、大切なものになった」

　その作業を終えると、温はショーケースのガラスに触れながらそう呟つぶやいて。

　ふいに俺は悟さとった。

　温にとって「大切にする」ということは、触れないこと。だから誰だれにも触れられない場所に隔かく離りされた時点でそれは温にとって本当に大切なものになったのだと。

　そうと知った後で見る温のコレクションは……そのショーケースは、何か歪いびつに見えて。

　それは、中の玩具おもちやも同じだった。

「鍵をかけたら大切ってどういうことでやがります？」

　けれど、その意味に気付かないタマちゃんは、がしゃんと頭を傾かしげながら、ただ疑問をぶつける。

「だって、こうして鍵をかけておけば誰も触れないから、これ以上汚よごれないし、壊こわれないんだけど。大切にするっていうのは、ずっと触らないことだから」

　温の答えにタマちゃんは、納得して、がしゃんと頷いたが、

「大切なら、触りたくならないか？」

　俺は納得出来ないと、温に問いかけた。

「だから……大切にしてるから触らないし、触られたくないんだ。それがおかしい？」

　俺の問いに温はそう言いながら首を振り、助けを求めるように瞳を桑田に向けた。

「……私は自分のテディベアをただ飾っておかないわ。触って抱だきしめて、大切にしている」

　桑田は静かに温の視線を受け止めて。でも、温の期待する言葉を返してはやらなかった。

　すると温は唇くちびるを嚙かんで、今度は机の隅すみに置かれている写真立てに縋すがるような眼差しを向ける。

　つられて俺達もそれに目を凝こらせば、そこには温と三十代とおぼしき女性の姿が映っていた。正直、温と女性は似ていない。でも、二人とも同じ色に日焼けして、女性の手は親しげに温の頭の上に置かれていて──二人は家族以外の何ものにも見えなかった。

「……そんなことないよ。だっておかあさんは見ているだけで十分だって。それがすごく大切にすることだって、言ってたんだから」

　そして温はその写真を切なげに見つめた後、改めて俺達にそう主張した。でも、言いながら温は寒そうに身を竦すくめて。

「……その写真の温、楽しそうだな」

　だから俺は、何よりも温が暖かそうに見える写真を心の底からそう評し、温は頷うなずいて、

「楽しかったよ。でも、その写真を撮とった後にぼくはアスレチックで怪け我がをして、それからおかあさんはぼくのことを……前よりももっと、すごく、大切にしてくれるようになったんだから」

　眉み間けんに皺しわを刻みながら続けられた言葉に俺はようやく、温の心に根を張っていたものを知る。

　触らないことが温にとって大切にすることならば、逆もまた然しかり。

　温は、触られないことを「大切にされている」と理解しているのだろう。

　だから、温は誰かに触られることを拒こばむのだ。大切にされている自分を守る為ために──自分が大切にされていると信じる為に。それが温ぬくもりを遠ざける結果になっても、それでも義母親ははおやの言葉を受け入れている。

　それ故ゆえに、その目に宿る光は一いち途ずで、温の中の根深い何かを俺が掘ほり起こすには、まだ少し時間が必要だと判断せざるをえなかった。

　その胸に繁しげる植物を見れば焦しよう燥そうが湧わくが、焦あせりは禁物だと自分に言い聞かせる。

「そうか……わかった」

　ひとまず俺が温の言葉を受け入れれば、桑田は一いつ瞬しゆん迷うような表情を浮うかべたものの、結局は同じ答えを選んで頷いてくれた。

「……ええ。だから、ね。今からそんな難しい顔しない方がいいわ」

　そして桑田は、温の眉間にそっと指先を向けるとそう言った。ぎりぎりのところでその指は温に触れていなかったけれど。

　熱は伝わったのだろう、温は目を見開くと額ごと眉間を押さえて、どこか惚ほうけたように数秒桑田を見つめ続けた。

　そうして、夢から覚めるようにゆっくりと一つ瞬まばたきをした後、

「……うん」

　頷いた温の眉間にはもう子どもらしからぬ皺はなく、ぎこちないながらも笑え顔がおが戻もどっていた。

「よし、じゃあそろそろすごろくも再開される頃ころだから、外に出るか」

　だから俺も少し声の調子を上げて、みんなを外へと促うながせば、当然首を振ふる者はいなかった。

　ただ、温の部屋を出る間ま際ぎわに、タマちゃんはもう一度テディベアのショーケースを見上げて、

「これが……温の大切、なんでやがりますね。大切な物になる、ってことなんですね」

　なぜか悲しそうな声で呟いた。

　そんなタマちゃんを見下ろせば、ついでにその正面に飾かざられているテディベアも目に入る。

　それは他ほかのクマと違ちがい随ずい分ぶんと汚れていて──温の一番大切な玩具だと俺は確信できた。

　その汚れは、温がたくさん触ふれた痕こん跡せきに違いなく、そしてそれが、温の本当に大切にする方法だと思ったから。

「……じきに、外に出して遊んでもらえるさ。ほら、行くぞタマちゃん」

　俺はそう言うと、改めてタマちゃんを促したのだった。
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　仕切り直しの第４投で出た目は３。

　順調に進んで行き着く予定の３マス目が他のマスに比べてやや大きく描えがかれているのは気になったが、一回休みの分を取り戻さなければならないと、とにかくペースを上げ走り続けて、温の家から３マス目、通算14マス目に辿たどり着いた。

　俺と桑田の息は殆ほとんど乱れていなかったが、温はやはり肩かたで息をしていて、そしてタマちゃんは──どういう理り屈くつなのか乗り物酔よいしていて、リュックから這はい出た時にはふらふらと千鳥足だった。

「うぷ……乗り心地ごこち最悪でやがりましたよ、多加良めっ。もっとタマちゃんを大事にしやがれです」

「でも、途と中ちゆうで揺ゆれが少ないと思って勧すすめた抱っこを断ったのはタマちゃんよね？」

「……くっ、タマちゃんは自分を鍛きたえてたんです」

　俺に見当違いの八つ当たりをするタマちゃんに、桑田が事実を突つきつければ、タマちゃんは微び妙みような言い訳をした。

「……ここが三み鳥とり地区なんだ。ぼくの家からは遠いから来たことなかったんだけど」

　そして、息が整うと温は周囲を見回してそう言った。

　温の言う通り、２マスを過ぎて入った３マス目もまたギエナの〝組み替かえ〟によって本来あるべき地域とは違っていた。３マス目は、本来はもっと叶野市の南に位置すべき三鳥地区の上に載のっていたのだから。

　近くの電柱には同地区にある、あいがも総合病院の看板が出ていて、その近くにはマスクを半分ずらし、明らかにくしゃみの途中で静止している中年男性の姿がある。

　俺達がいまいる道は、どちらかと言えば裏通りで、車の代わりに沢たく山さんの自転車が行き交かっており、俺達は蠟ろう人にん形ぎようのような人々を上手に避よけながら進まなければならなかった。

「まだ、課題は出てこないな」

　けれど、そうやって進んでも課題の現れないすごろくマップに目を落としたまま俺は丁てい字路を右に折れて、

「秋庭君、止まって！」

　そこで桑田の鋭するどい声が飛んできて、反射的に足を止めた。

　そうすれば、結果的に間に合ったらしく、後ろで桑田が息を吐つくのが聞こえたが、つま先に硬かたい感かん触しよくを覚えた俺は顔を上げて。

　その場で数秒固まった。

　そこにあったのは道でも、電柱でもなく、コンクリートの壁かべ。

　俺が危あやうく顔面衝しよう突とつしかけたそれは、道いっぱいに延び進行方向を塞ふさいでいて、しかも乗り越こえようにも容易にはいかない高さ──３メートル近い──でそびえ立っていた。

「なんだ、この壁は……」

　羽黒だったら妖よう怪かいぬりかべの出現だと騒さわいだかもしれないが、俺が見たままを呟つぶやいたその時だった。

　片手に持っていたすごろくマップから、細い、のろしのような煙けむりがあがったかと思うと、煙は一気に膨ぼう張ちようし、煙えん幕まくのように視界を塞ぐ。

「な、なにっ！」

「火事でやがりますかっ！」

　それまで火の気も何も無かったのだから、温とタマちゃんが慌あわてた声を上げるのは当然だ。

　だが、そのパニックを煽あおるように、パンパパパパパンっ、という爆ばく竹ちくがはじけるような音が耳に突き刺ささり、

「イーシシシ！　オレサマ華か麗れいに登場！　でもって、この女はオレサマが預かった！　返して欲しかったら一億ユーロ用意しな！」

　続いてふざけた笑い声と、ふざけた台詞せりふが耳に飛び込んでくる。

　束つかの間、俺の視界を奪うばった煙は、その声と同時に風に流され消え去ったが、問題はそれと入れ替わりに現れたモノの方。

　そうして、クリアになった世界で俺は、壁を背中に立つギエナと、ギエナの腕うでに拘こう束そくされ、こめかみに銃じゆうを突きつけられている桑田を見た。

「ああっ、美名人さん！」

「イシシシシシ！　さーあ、どうする？」

「笑えない冗じよう談だんだな」

　俺の答えは一つだった。ギエナの手にあるのは玩具おもちやの銃に過ぎないとわかっていても、俺は迷わず拳こぶしを繰くり出した。

「おーっと、音速パンチ！　よしよし、まだ体力は有り余ってるじゃん！」

　しかしギエナは桑田ごと俺の拳を軽くかわし、次いで繰り出された桑田の肘ひじ鉄てつも避ける──その代だい償しように、腕から桑田を解放することになったが。

　腕から抜ぬけると同時に身を翻ひるがえし、俺達同様にギエナと対たい峙じすると桑田は冷たい眼まな差ざしを送った。

「逃にげられちゃったじゃん。まあ、いいけど。さてと、改めてお前ら〝魔ま神じんゾーン〟に到とう達たつおめでとう！　イシシシ！」

　だが、その眼差しの冷たさなどどこ吹ふく風かぜで、ツナギのポケットに銃をしまうと、七色の髪かみの魔神はふざけた顔で笑う。

「こ、これが……魔神、なんだ」

　先さき程ほど声は聞いていたものの、物語に出てくるような威い厳げんある魔神像とはギャップのありすぎるツナギの魔神を見た温は、呆ぼう然ぜんと呟く。

　無理もない。大体、円でもなくドルでもなくユーロで身みの代しろ金きんを要求してくる魔神など、例外中の例外だ、きっと。

「ま、〝魔神ゾーン〟って、もしかしてぼく、食べられちゃうとか？」

　それでも、相あい対たいしているのが魔神だという事実の前に温は声を震ふるわせる。

「イシシ！　その通りっ！　オレサマはお前を頭からバリバリ食べる……なんて悪あく食じきじゃないから安心しな、お子様！」

　腰こしの曲刀をくるくると回しながらギエナはそう言って、だが途と中ちゆうで温の目が潤うるんだのに気付くと、妙に人ひと懐なつっこい笑え顔がおを温に向けた。

　すると温はわずかに緊きん張ちようを緩ゆるめたが、警けい戒かいは解かず、傍かたわらに立つ桑田との距きよ離りを少し縮めた。

「じゃ、じゃあ魔神さんはタマちゃんを食べる気でやがりますか？　でもタマちゃんはマスカットではなくマスコットです」

　ならば狙ねらいは自分の方かと、タマちゃんはリュックに頭まで隠かくれながら問うたが、

「いや、それもないじゃん。うん、タマちゃん元気そう……って、顔くらい見せろよ？」

　ギエナはタマちゃんにも笑ってみせたが──肝かん心じんのタマちゃんがリュックの中と気付くと口を尖とがらせた。

「脱だつ線せんしてないでとっとと用件を話せ」

　拳は収めたものの、一連の行動でギエナに対する苛いら立だちは頂点に達していた俺は、そんな三者の間に割って入るととにかく話を進めるよう促うながした。

「あらん。短気じゃん」

「さっきあれほど急げと言ったのはお前だろうが」

「うわー、人間のくせに生意気ねぇ、奥様？」

　銃をしまったのとは別のポケットに手を入れ探さぐりつつ、ギエナは更さらにふざけたが、

「さっさと喋しやべりなさい」

　先程の返礼とばかりに桑田が喉のど元もとに手刀を突つきつければ、さすがに頰ほおをひきつらせた。

「……はいはいはい。では、注目。オレサマの後ろに見えますのが、オレサマが通つう販はんで買った汎はん用よう型障害物〝ロックウェル君〟です。皆みな様さまにはこれからこのロックウェル君を攻こう略りやくしてもらいまーす」

　そうして、夜の通販番組か何かのアトラクションのノリで、大おお袈げ裟さな身み振ぶりを交えながらギエナは俺達を客に見立てて語り始める。

「つまり、この壁かべを登るのが大きいマス……〝魔神ゾーン〟の課題ってことか」

「傾けい斜しやは60度くらい？　このくらいなら登れるかしら？」

　俺がそう理解すれば、桑田も壁を仰あおぎながら、あくまで冷静な声でそう言って。

「あー、うん。物もの凄すごくおおざっぱに言うとそういうことじゃん。でもぉ、もうちょっとオレサマの話に乗ってくれてもいいんじゃん？」

　魔神はそれに頷うなずいたものの、俺達の反応に文句をつけてくる。ポケットに手を入れて猫ねこ背ぜで地面を蹴ける、というポーズ付きだったが、俺達がなんのリアクションも示さなければ、

「まあ、聞く気になってくれればいいじゃん。〝魔神ゾーン〟っていうのは、このオレサマが直々に課題を出してあそばすゾーンってわけ、ぶひぶひ」

　ギエナはあっさりと説明を再開する。しかもポケットから出した手には気付けばブタのパペットが嵌はまっている始末。

「でもって、再びロックウェル君の説明をいたしまーす！　まず対象年ねん齢れいは七歳から。つーわけで、マスコットのタマちゃんは登れなくても仕方ない。でも、このまま何の足がかりも無しじゃお子様にも無理じゃん……だから、ロックウェル君をお腹なかいっぱいにしてください！」

　そしてギエナは不安げに眼差しを揺ゆらしている温の眼前にパペットを突きつけて、桑田に見事にそれを振ふり払はらわれた。

　そんな態度をとられてもギエナはまったく気を悪くする風はない。

　だが俺は、その夜色の双そう眸ぼうに魔神ひとの悪そうな光が宿るのを見み逃のがさなかった。となれば油断禁物だと、気を引き締しめながら、俺はわずかに高いところにあるギエナの顔を睨にらみ上げておく。

「お腹いっぱい、だと？　ふざけるのもいい加減にしろよ、ギエナ」

「ふざけてませんよ、お客様。だって、ほら、ここ見て。お腹が空きすぎてへこんでるでしょ？　だからお腹いっぱいにしてやってよ」

　しかし、それにもギエナは軽く肩かたを竦すくめただけで悪びれる様子も見せない。ただ、口調だけは元に戻もどすと、遠目には何の凹おう凸とつも無い壁を指で示した。

　ギエナに警戒しつつも、俺達はゆっくりと壁に近付き目を凝こらした。

「確かに、浅い凹へこみはあるな。でも、これじゃ足がかりには心こころ許もとないぞ」

「タマちゃんの指だってひっかからんです」

　確かに壁には色々な形の凹みが刻まれていたが、１センチに満たないそれに俺とタマちゃんはギエナにその事実を告げる。

「それは足がかりじゃないぜ。まあ、それで登れるって言うなら止めねぇけど、その凹みはあえて言うならロックウェル君の口？　でもって、ロックウェル君は食べると胃が出るタイプ！」

　俺達の言葉に首を振ると、ギエナは今度は謎なぞかけのような台詞せりふを俺に寄よ越こした。

　口許に浮うかんだ意地の悪そうな笑みを見れば、ギエナがこの俺を試ためす気でいることは明白で、

「つまり……この凹みに相応ふさわしい形の物を見つけて、はめ込めば、足がかりが出てくるわけか」

　束つかの間考えた後、俺はギエナの期待にしっかり応こたえてやった。

「イシシシ、その通りじゃん。やっと頭が回ってきたじゃん！」

　ギエナは俺の正解に手を叩たたいて喜び、ついでに余計な軽口も叩いてくれた。

「でもロックウェル君は、グルメだから価値ある物しか食べないんじゃん。で、ロックウェル君の好物があるのが、左手に見える浅あさ野のさん宅です。とか言いつつ、何気に瞬しゆん間かん移動して不法侵しん入にゆうっと」

　そうして、ギエナが示した古民家然とした平屋に素す直なおに目をやった次の瞬間──俺達はエレベーターが停止する時のような軽い無重力感にさらされ、本当に屋内へと移動させられていた。

　大たい概がいのことには驚おどろかなくなりつつある俺だが、これにはさすがに目を瞠みはり、いきなり放ほうり込まれた部屋を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

　家の中も、外から見た古民家そのままの風ふ情ぜいだった。長い年月に燻いぶされたような柱や梁はりがむき出しになっていて、机や簞たん笥すといった調度品もそれに相応しい物で揃そろえられていた。

　そして、パンッという手を打つ音で、ギエナは俺達の視線を自分に集めると、自分の力を誇こ示じすることもなく話を再開した。

「さて、んじゃ、オレサマがこのお宅にお前達をご案内した理由を話すからよく聞けよ？　この家の主あるじはなかなか名の知れたお宝コレクターだって話だ。でもって、グルメなロックウェル君の好きな物は、こーいう〝価値のあるお宝〟ってわけ」

　そこでギエナは一度言葉を切り、両手をそれぞれ違ちがうポケットに入れた。

　次いでポケットから同時に色違いのミニカーを取り出す──繰くり返し見ている動作だが、これだけポケットがあってもギエナはどこに何が入っているかを把は握あくしているらしい──と、それを使ってお手玉ジヤグリングを始め、

「ってことはどーいうことだと思う？」

　そのまま、再び解を求める眼まな差ざしを俺に投げてきた。

「ようするに、この家のお宝でロックウェル君を腹はら一いつ杯ぱいにして……あの壁を登りきれば魔ま神じんゾーンはクリアってことだろ。余よ裕ゆうだ」

　俺はその視線を正面で受け止めると、正解を告げるついでに一言嘯うそぶいてやる。

　するとギエナはわずかに目を見開き、一方桑田は当然とばかりに頷うなずいてくれた。

「その通り！　でもって余裕か！　いいじゃん、その自信。けどな、もしロックウェル君に〝無価値な物〟をあげちゃうと……」

　次いで、一いつ拍ぱく遅おくれでギエナも頷き、更さらに言葉を続けようとして、ミニカーのキャッチに失敗した。

「ああっ！　あれ、両方ともプレミアつきなのに」

「はわわっ！」

　地面に落ちていくミニカーを見て、落とした本人よりも先に、それを見ていた温とタマちゃんが慌あわてた声を上げる。

　けれどギエナは落ちたミニカーに一いち瞥べつをくれただけで、それが壊こわれたとみると、拾おうともしない。

　代わりにギエナは先に言いかけていた台詞を続けて、

「そこでゲームオーバー。ロックウェル君は壊れて……叶野市もこんな感じになっちゃうかもだぜ？」

　フロントが潰つぶれ、車輪の外れたミニカーを叶野市になぞらえてくれた。

「拾わないのか？」

　物を大切にしない態度と、ありえない仮定に俺は声を尖とがらせ、暗に拾えとギエナに告げた。

「オレサマは壊れた玩具ものには興味がない」

　ギエナはあっさりと首を振ふり、その言葉にタマちゃんは、俯うつむき、動きを止めた。

「タマちゃん？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は電池でも切れたのかと思って、タマちゃんの名前を呼んだ。

「平気です。なんでもありやがりません」

　呼べばタマちゃんからはちゃんと答えが返ってきて、俺は胸を撫なで下ろす。

「……でも、魔神は壊れる前から大切にしてなかったと思う。そういうの良くないと思うんだけど」

　と、そこで精一杯の抗こう議ぎをギエナに送ったのは温だった。

「んん？　お子様がオレサマに説教？」

　するとさすがにギエナも不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せ、温はびくりと肩かたを震ふるわせた。だが、桑田が温を庇かばうように前に出てやれば、

「だって……壊れたらもう元には戻もどらないんだけど」

　温は言うべき言葉を最後までギエナに伝えた。

「俺も温の意見に賛成だ。反省しろよ、ギエナ」

　牽けん制せいの意味も込こめて睨にらみ上げながら俺も言えば、ギエナは束の間ミニカーの残ざん骸がいに向けて──その眼差しが一瞬、揺ゆらいだような気がした。

　だが、俺の視線に気付くとギエナはその黒い双そう眸ぼうをすっと細め、少しも臆おくさず俺を見返してきた。

「はっ、お子様だけじゃなく多加良までお説教か。あーはいはい。反省したよ、しました」

　続く言葉も反省どころか、むしろ挑ちよう戦せん的なもので、俺はやはりここはもう一度実力行使かと拳こぶしを固めた。

「と・に・か・く〝魔神ゾーン〟をクリアするまでは先に進めないっと！　以上説明終しゆう了りよう！　あー、オレサマ喉のど渇かわいた！」

　しかし、俺がそれを振るう前にギエナは一方的に話を切り上げると、ツナギのポケットから今度はラムネの瓶びんを取り出した。

　そうしてポンッという音と共に中にビー玉を落とし込んで──瓶から炭酸の泡あわが溢あふれるのが見えたと思った、次の瞬しゆん間かん。

　俺は再び無重力感を味わい、気がつけば、全員でまたロックウェル君の前に立っていた。

　二度目の瞬間移動に俺達が目を瞬しばたたかせる中、

「……んー、温ぬるいじゃん」

　そんな吞のん気きな声を上げられるのは、当然ギエナしかいない。

　声のした方に顔を向ければ、そこには瓶の中に落ちたビー玉を見つめながら、顔をしかめる魔神の姿があった。

「ま、温かったら冷やせばいいんじゃん」

　そして魔ま神じんはあくまでマイペースに呟つぶやくと、早さつ速そくそれを実行に移した。

　それはラムネ瓶にふっと息を吹ふきかけるという動作だけで、冷蔵庫も冷れい凍とう庫も使わず行われたのだが、

「あちゃー……やりすぎた」

　ギエナ本人も言う通り、冷やすのを通り過ぎて、瓶の中身は凍こおっていた。

「……炭酸って、凍らしたらいけないんじゃないかしら？」

　俺に続いて現状を把は握あくした桑田は、間ま抜ぬけな魔神を冷ややかに見つめながらそう言って。

「ああ。開かい栓せんされてなきゃ、もっと面おも白しろい映像が見られただろうな」

　俺は炭酸の泡を頭から浴びるギエナを脳のう裏りに思い浮うかべながら、残念だと桑田に告げた。

「お前達、オレサマの不幸を楽しんでる？　でも、言っておくけどこれ計算通りだから」

　特に声を潜ひそめることもしなかったから、俺達の会話は当然ギエナの耳に入り、聞き咎とがめたギエナはそんな負け惜おしみを言ってみせる。

「計算？　どこが？」

　ならば具体的に聞かせてみせろと、俺はわざわざ聞き返してやる。

　案の定、ギエナは言葉に詰つまり、虹にじ色いろの髪かみをくしゃくしゃとかきまぜながらしばし沈ちん黙もくした。

「えーと、だから、これで……今から一時間後に飲み頃ごろになるんじゃん。で、それまでこのお姉ちゃんに預けるじゃん。これがどういうことかっていうと、それまでにお前らがロックウェル君をクリアしないと、中身はこのお姉ちゃんにかかっちまうってこと！」

　だが、ギエナは俺の予想を裏切って、そう言うと一番近くにいたＯＬ風の女性の手に勝手に凍ったままの瓶を握にぎらせる。

「オレサマが凍らせた瓶だから、もしかしたら爆ばく発はつしちゃうかも！　そしたらオレサマは中のビー玉を手に入れちゃうけど、お前らはゲームオーバーだぜ、イシシ」

　言いながらギエナは不敵に笑い、俺はその瞳ひとみの奥に不ふ穏おんな光を見た気がして。

「なんか……時限爆ばく弾だんみたいなんだけど」

　温が呆ぼう然ぜんと呟いた言葉に俺は黙だまって頷うなずいていた。確かに爆発の可能性があるのだから。

「そうそう爆弾！　だから気をつけて頑がん張ばれよ！　さーてとそろそろ」

　表情を曇くもらせた俺達を見て、形勢逆転の結果に満足したギエナはジャンプの要領で空中に浮かび、ようやく魔神は退場してくれるのかと、俺は密ひそかに胸を撫で下ろした。

「……と、そうだお子様、ちゃんとエッグプラントは持ってるか？　見せろよ」

　が、思い出したようにそう言うと、ギエナは身を翻ひるがえし温の前に下り立つ。

　いきなり眼前に迫せまられた温は、反射的に腰こしを引いたが、何とかその場に踏ふみとどまると、ポケットを探さぐり、求められるままにチョコエッグ──ギエナいわくエッグプラント──を取り出して、それを見せれば、ギエナは顔ごと卵に目を近付けた。

「んー、まあまあ、増えてきてるか。よし、しまっていいぜ。でもちゃんと持ってろよ？」

　そして、意味不明のことを呟きながら素す早ばやく検分を終えると、わざわざ温に言い聞かせた。

　それまでこの卵をくじ引きのくじ程度にしか認にん識しきしていなかった俺だが、ギエナがそんな風に気にかけるのを見たら、この卵にはそれ以外の意味があるような気がした。

　もしかしたら、根っこでこの〝魔神すごろく〟と繫つながっているような何か、が。

「そのチョコエッグを温が持っているとどうなる？」

　だから俺は手始めにそう問うてみた。ほんの少しだけ、この卵がこの先ギエナと戦う上での切り札になることを期待しながら。

「イシシシ。卵は卵じゃん」

　だが、案の定ギエナはまともに答えを寄よ越こさず、目を細めて笑っただけで。

　それ以上の追つい及きゆうを避さけるつもりか、そのままバックステップを踏むように、もう一度空中に浮きあがると、そこでバク宙を決めた。

「んじゃ、そーゆーことで！　オレサマの為ために頑張ってクリアしろよ！」

　くるりと回るギエナの靴くつの裏が見えたと思ったら、次の瞬間ギエナの姿はかき消えていて、わずかに残されたのは少しも重みの無いその残響こえだけだった。







　本当にギエナが去ったとわかると、俺はまずすごろくマップを広げ、赤く染まったマス目に〝魔神ゾーン〟という文字が浮うかんでいるのを確認して、

「面めん倒どうなことは面倒だが、やることは単純だ。とにかく手分けをして、それぞれ浅野家で貴重と思われる物を集めてくる。ロックウェル君の凹へこみを参考に、な」

　それから俺はみんなの顔を見回しそう告げた。

　制限時間もあるから、人海戦術というには人数は三人……と一体と心こころ許もとないが、とにかく探し回ることが重要だと俺は判断した。

「そうね……一人五個がノルマかしら」

　少なく見積もって二十カ所はある凹みを見て、桑田はそう割り振ふると、早さつ速そく浅野家へ足を向けた。

「……さっき見た家の感じからすると、和物のコレクターなんだけど」

　するとそこで、温は遠えん慮りよがちに自分の考えを口にした。

「じゃあ、そういう物を中心に探せばいいわね」

　幼いながらもコレクターである温の言葉に振り向きながら桑田がそう言い、俺も否いなやはないと頷けば、温は何だか嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「タマちゃんみたいに可愛かわいいマスコットのお宝はないに決まってやがりますけど、行きますか！」

「そ、そうだね。でも、宝物探しなんて、勇者っていうより冒ぼう険けん者しやっぽいんだけど」

　オッドアイを光らせながら自信満々に言うタマちゃんに作り笑え顔がおを向けながら、温はぽつりと呟いて。

「……アイテムを求め人様の家でひたすら家や捜さがし。それもまた勇者の悲しき宿命だ」

　俺がＲＰＧの黄金ルールを、少々賢けん者じや風に説けば、温はそれ以上は言わず、俺達はタマちゃんを先頭に浅野家探たん索さくに向かったのだった。







　その十分後。

　俺達は浅野さん宅から拝はい借しやくしてきた物を、ロックウェル君の前に並べて囲みながら、途と方ほうにくれていた。

　桑田が持ち帰ってきたのは焼き物の類たぐいで、ロックウェル君の凹みに合いそうな大皿や大おお盃さかずき等。

　一いつ緒しよに行動していたタマちゃんと温が持ってきたのは、干支えとの置物に、提ちよう灯ちん。

　そして俺が部屋の中で見つけてきたのは、翡翠ひすいや瑪め瑙のうといった鉱げん石せき。

「小さな家なのに、いろいろありやがりました」

　タマちゃんはそれらを眺ながめながら、もっともな台詞せりふと共に、オッドアイをぴかりと光らせた。

「確かにコレクションの種類の豊富さも問題だ……けど、もっと大きな問題は、全部同じ物が二つずつあるってことだな」

　手近にあった二つの干支の置物の頭に手を置きながら俺が唸うなれば、桑田と温も大きく頷いた。

「わざわざ偽にせ物ものを集める人の話は聞いたことがあったんだけど……まさかここにいるとは思わなかった」

　膝ひざを抱かかえながら、俺の手の下の龍りゆうの置物二組を見つめる温の声には困こん惑わくが滲にじんでいた。

　そう、浅野家の主あるじは一見同じに見える物を二つずつ集めていて、それは温が言うように両方本物、というよりは片方は偽物と考える方が自然な代しろ物ものだったのだ。

　桑田が持ってきた盃の内、一つは純金、もう一つは金メッキのプラスチック製だったことからも、間ま違ちがっていないだろう。

　物を集めさえすれば、後は壁かべに刻まれた形と照合するだけだと思っていた俺達は正直甘かったのだ。

〝価値ある物〟つまりは本物を見み極きわめて、それをロックウェル君の凹みにはめ込まなければならないこの課題は、１ターンにつき二分の一の確率でゲームオーバーの危険をはらんでいたのだから。

「全部オープンディスプレイだったから……もしかして泥どろ棒ぼう対策かしら？」

　桑田が言う通り、俺が見つけた鉱石類も和室の床とこの間まに、ガラスの覆おおいさえかけずにそれは堂々と置かれていた──つまり、オープンディスプレイだった。

　そこだけを見ればここの住人は温に比べておおらかな収集家と言えたが、桑田の推理のように、本物と偽物を並べておくことで泥棒を混乱させようという防犯対策を敷しいているという可能性は微び妙みようだ。

「けど、泥棒なら犯行時間を短くしたいはずだから、とりあえず両方持っていくんじゃないか？」

　束つかの間考えて、結局俺は桑田にそう答えた。

「確かに、そうね」

「でも、こんな風に飾かざって……この家の人は本当にコレクションを大切にしてるのかな？」

　すると桑田は頷うなずいたが、温は自分とは違うコレクションの管理法に、浮うかない顔で二度三度と首を傾かしげる。

「俺はちゃんと大切にされていると思うぞ。だって、埃ほこり一つついていなかったからな」

　そんな温に俺は一言告げてから、再び桑田持参のビニールシートの上に載のせられた品物に目を落とした。

「さて、どうするかな」

「……多加良は大だい凶きようで、美名人は中ちゆう吉きちでも恋れん愛あい運が悪かったはずです」

　そんな中、一体ひとりぶつぶつと呟つぶやいていたタマちゃんは、唐とう突とつにオッドアイを光らせると、

「よし！　ここは温に任せてやるです！」

　温に白羽の矢を立てた。

「くじ引きは根こん拠きよにならないぞ？　いや、でもそうだな。小さくても温だって立派なコレクターだ。ちょっと系統は違っても見分けられる知識はあるんだよな」

　タマちゃんの根拠には当然頷けなかったが、その台詞をきっかけに、俺はそこに思い至ると、そう言って温を見た。

「ええっ！　で、でも、ぼくが集めてるのはおもちゃだし、和物はあんまり……」

　だが、温は首を振ってそれを拒こばんだ。

「私も、ここは温君が適任だと思うわ」

　更さらに桑田も賛成の意を示したが、それでも温はまだ小さく首を振ふり、自分の手をじっと見た。

　その仕し種ぐさを見れば、温が怖おそれているのは、ハズレを引いてしまう以前の問題、この家の主の大切な物に触さわることにあるとわかる。

「けど、知識がゼロの俺達よりはずっとマシだろう」

　だからこそ俺は、温に触って欲しいと思い、説得を重ねた。少しでも多くの物に触ふれることが温が前に進む為ための第一歩になるような気がしたから。

「俺達も手伝うから。一緒に考えてみよう……あの人の為にも」

　そして、災難にもギエナにラムネ瓶びんを押しつけられてしまった女性に視線をやって、俺がもう一度促うながせば、温はようやく、ゆるゆると頷いた。

「わかった……でも、高い場所にはめ込むのは賢けん者じやにやって欲しいんだけど」

　温はそう付け加え、それからまずは自分が持ってきた宝玉を摑つかんだ龍の置物を選び、慎しん重ちように手にとった。

「これは多分どっちかが水すい晶しようで、どちらかがガラス玉なんだけど。水晶は文字を二重に映すから、新聞とかの上に宝玉を重ねてみればどっちが本物か、わかると思う」

　そうして、最初は小さな声で、だんだんとボリュームを上げて、温は鑑かん定てい作業を始めた。

　和物は自信が無いと言った割に、温が持っている知識は中々のものだったし、そこに桑田の審しん美び眼がんが加わったことで、ロックウェル君攻こう略りやくは、最初の心配が杞き憂ゆうに過ぎなかったようにスムーズに進んでいった。

　俺とタマちゃんも、一応意見を言ったのだが、二人のそれに比べると説得力が無く、また正解を外していた。

　故ゆえに、俺は自然と温が鑑定した品物を凹へこみにはめる係になった。

　そのロックウェル君は、品物がはめ込まれると代わりにフリークライミングのホールドのような色とりどりの足がかりを幾いくつか出す、というギエナが言った通りの仕し掛かけだった。

「……タマちゃんは、まだ生まれたばかりで経験が足りんだけですから」

　だが、俺の手伝いも出来ないタマちゃんは、ぶつぶつと言い訳をしながらロックウェル君に寄りかかっているしかない。

「じゃあ、生まれたてのタマちゃんにも出来る仕事を与あたえてやる。あの女の人の持ってる瓶にひびが入ったりしたら俺達に教える仕事はどうだ？」

　足あし下もとをうろつかれると危ないし、何よりいじけている姿を見かねて俺はそう提案してやった。

「……や、やってやってもいいですよ！　まったく多加良はタマちゃん使いが荒あらいです！」

　するとタマちゃんは口では生意気を言いながらも、がしゃがしゃと彼女の許もとへと走っていって、そんなタマちゃんを俺はほんの少しだけ可愛かわいいと思ったのだった。







「こっちの方が綺き麗れいだけど……ぼくが勉強した本によると、こっちの汚きたない方なんだ」

「俺なら使い込まれた、っていうけどな」

　そして、そんな言葉と共に温から渡わたされた文ぶん鎮ちんを、腕うでを伸のばして凹みにはめ込んだところで、集めてきた物は品切れとなった。

「凹みは残り三カ所、見てない部屋も三つか」

　本格的にフリークライミングの壁かべと化してきたロックウェル君を見上げながら俺は伝えた。

　それから、半分ほどロックウェル君を登って、上部に残った凹みをしっかり確かく認にんして、俺はその形状も下にいる二人に伝える。

「じゃあ、また分担して探たん索さくに向かいましょう」

　俺の言葉に、にわか鑑定士の一いち翼よくを担になった桑田は目に力を入れすぎたものか、両手で目許を押さえながらも頷いてくれた。

　一方、それ以上に大活かつ躍やくだった温はやはり桑田以上に疲ひ労ろうした様子で大きく息を吐はく。

「だらしないですねぇ」

「タマちゃん、温は一生懸けん命めい頑がん張ばったんだからちょっとは労いたわれ」

　と、腰こしに手をあて、斜ななめに構かまえながら温にそんなことを言ったタマちゃんに、俺は教育的指導を与える。

「労るっていうのはどうするんです？」

　するとタマちゃんは具体的な方法を尋たずねてきたが、様々な答えが浮うかびすぎて、俺は一いつ瞬しゆん言い淀よどむ。

「……そうね、頭を撫なでるとか？」

　その間に、桑田が一例を挙げ、実際にそっとタマちゃんの頭に手を置いてみせた。

「なるほど。では温、タマちゃんの頭をそーっと撫でやがれです」

　撫でる、という行こう為いの対象を思い切り間ま違ちがえたタマちゃんの発言に俺と桑田は小さくため息を吐つき、

「ええと……痛いのは頭じゃなくてお腹なかなんだけど」

　温は困り顔でそう言うと、実際に腹の辺りを押さえて俯うつむいてしまう。

「温君？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　桑田は慌あわてて温の顔を覗のぞき込み、顔色を確かめようとしたが、温はその前に顔を上げると首を振った。

「だ、大丈夫。ほんとにちょっと痛いだけだから……お腹ぽんぽんして貰もらわなくても大丈夫」

　そして、そこまで言ったところで、自分の口を慌てて塞ふさぐと一転して赤面した。

「お腹ぽんぽん？」

　俺と桑田は何となくその言葉の意味がわかったが、案の定タマちゃんは無む邪じや気きに目をピカピカと光らせながら、鸚鵡おうむ返がえしに繰くり返し、もっと温を赤面させる。

「タマちゃん、ここは追つい及きゆうするな。その、多分民間療りよう法ほうだ」

「そ、そう、みんかんりょうほうなんだけど」

　そこでロックウェル君から降りて、俺がフォローに回れば、温は何度も頷うなずいた。

「むぅ……わからんですがわかりやがったです」

　タマちゃんはまだ不思議そうに目をピカピカとさせていたが、ひとまず追及の手が止やんだことに温はほっとした様子で力を抜ぬいた。

「手当て、っていうことよ。でも、もしかして風邪かぜかしら？」

　そうして、桑田はあくまでいつもと同じ口調、風のない湖のように凪ないだ表情のままそう言うと、やはりごく自然な動作で温の額に触ふれた。

　それは、きっと桑田だから可能だったのだろう。本当に温の心配をしていた桑田だったから。それと多分、撫でるように優やさしく触れたから。

　温はすぐには何が起きたのかわからなかったのだろう。桑田の掌てのひらが自分の額に当てられているというのに、温は身じろぎ一つしなかった。

「熱はないみたいね」

　耳に心地ここち良よいアルトの声がそう語りかけたところで、温はようやく瞬まばたきをして。

　ゆっくりと、桑田の手と顔が視界に入るところまで目線を動かし、そこでようやく温の目は焦しよう点てんを結んだ。

「……っ！　離はなして、手を離してっ！」

　と同時に温は叫さけんで、桑田の手を振ふり払はらう。

　だが、それは無意識にも近い、衝しよう動どう的な行動だったのだろう。

「ごめんなさい」

　手を払われた桑田が謝り、悲しげに目を伏ふせれば、

「も、もう、大丈夫だから。ぼく、残りを探して来る、から」

　温は取り繕つくろうようにそう言って、ばたばたと浅野家の方へ駆かけていってしまったのだった。

「温は一人で大丈夫でやがりますか？　ここは、タマちゃんがついていってやるですよ」

　そんな温の背中を、ガシャガシャと足音を立てながら、タマちゃんが追いかけていく。

「温君……」

　同じように、温を追いかけようとした桑田の肩かたを、俺は摑つかんで止めた。

「温が少し落ち着くまで、タマちゃんに任せよう」

　タマちゃんは癒いやし系玩具おもちやからは大分遠いところにいるが、でも悪いヤツではない。

「……少し、荒あら療りよう治じすぎたかしら？　でも温君、私がタマちゃんの頭を撫でたら、羨うらやましそうに見ていたから……」

　長いまつげの影かげを頰ほおに落としたまま、桑田はそこで、温に与あたえる衝しよう撃げきは小さくないと覚かく悟ごの上で触れたのだと俺に打ち明けた。

　そして俺はようやく、最初に会った時、温がその手を桑田に伸ばそうとしていたその意味を知る。

　温はやはり、誰だれかに、桑田に触れて、撫でて欲しかったのだと。

　それは子どもに限らず、人ならば持ち合わせている感情で、でも懸けん命めいにそれを抑おさえ込んでいる温にはきっかけが必要だった。

　自分が求めているものが〝暖かいマント〟などではないと自覚する為ためのきっかけが。

「……そうだな。荒療治だったかもしれないが、温には却かえってよかったと思う」

　そして、桑田の手は間違いなくそのきっかけになったはずだから、しばしの逡しゆん巡じゆんの後、俺は桑田にそう言った。

　そうすれば、桑田はようやく顔を上げて、

「本当に？」

　わずかに揺ゆれる眼まな差ざしに、俺は大きく頷いて見せた。

「ああ。いま、確かに桑田の温度は温に伝わって、ほんの数秒だけど温は桑田の体温を受け取って……植物は成長した」

　そう、走り出す寸前に見えた温の〝願いの植物〟が花か茎けいを伸のばし、小さな蕾つぼみを付けていたのを俺は見み逃のがしていなかった。

　そして、俺はそれを偶ぐう然ぜんではなく、桑田の温ぬくもりが温に伝わったからと考えたかった。

　もう、温の願いは疑いようがない。あとはそれを温自身がちゃんと受け止めることだ。

「温の願いの植物はあと少しで咲さく……俺が絶対に咲かせて、摘つむから、大丈夫だ」

　その為に、俺はいるのだと告げれば、桑田は俺の目を真っ直すぐに見つめて。

「……そう、ね。そうよね。なら私も私の出来ることをするわ。多少、荒っぽくても、ね」

　それから、ほんの少しだけ口くち許もとを緩ゆるめて微笑ほほえみながら言った。

「見つめているだけでも、幸せだけど……ほんの少しだけでも触れてもらえたら、もっと幸せだものね」

　桑田にしては珍めずらしく、唄うたうような調子でそう言うと、俺の顔を見ながら、ロックウェル君を一撫なでしたのだった。




　　　　＊＊＊




　自分でも驚おどろくくらい、心臓はばくばくと音を立てていて、そのまま破は裂れつしてしまうんじゃないかと心配しながら、温は急いで浅野家の玄げん関かんをくぐった。

　そうして逃にげ込んだ部屋で心臓のリズムがいつものテンポに戻もどるまで温は深呼吸を繰くり返した。

　深呼吸が十回を超こえたところで、温は自分がうっすらと汗あせをかいていることに気付き、ツナギの上に着ていたサマーニットを脱ぬいだ。

　そして、何とか鼓こ動どうが静まれば、気持ちもまた落ち着いて、ようやく温は逃げ込んだ部屋の様子を見回した。

　この部屋もついさっき温が〝宝探し〟をした部屋と同じく和室だったのだが、大分趣おもむきが違ちがっていた。

　その理由は深く考えるまでもなく、室内にところ狭せましと飾かざられたコレクションがさっきまでの和物とは違う種類の物だったからだ。

　ここに飾られているコレクションは、温のコレクションと同系統──つまりブリキのロボットからソフトビニールの人形、ぬいぐるみといったおもちゃだった。

　多加良達に新たなアイテムを探してくるといった手前、この部屋にもちゃんとコレクションがあったことに温は安心したが、その飾り方には、やはり落ち着かない気持ちになる。

　簞たん笥すの上に置かれた飾り棚だなは手作りらしく、長方形の箱のような入れ物に何枚か横板を渡わたしただけの非常に簡素な代しろ物ものだ。扉とびらだとか鍵かぎだとか、そんな物は一いつ切さい無い、むき出しの飾り方。

　自分ならば、こんな風にいつでも簡単に触ふれられてしまうようには置かない。

　なるべく触れないこと──逆に言えば触れられないこと。それが温の、そして義母ははの大切にすることだったから。

　義母が温に触れなくなってから、何だかずっと寒くて堪たまらないのだけど、それでも温は自分が義母の大切な存在でいられるならば構わなかった。

　だから、この家の飾り方はそんな自分達を真っ向から否定するみたいで、温は落ち着かないのだ。

　でも、今はそんな感情は捨てて、ロックウェル君クリアの為のアイテムを探す方が先だ。

　そう決めて、温は自分の頰ほおを軽く叩たたいたのだけれど、ふいに先さき程ほど額に触れた美名人の手の温もりを思い出してしまって──心臓はまた跳はねて、体は熱を持ち始める。

　なぜ、思い出しただけでこんな風になるのかなど、考えるまでもなかった。

　誰かの体温をあんな風に伝えられたのは本当に久し振ぶりで、そしてそれが義母に似た──よくよく見たら、だけれど──美名人だったからだ。

　でも、温はその手を振ふり払はらってしまった。

「……だって、熱かったんだ」

　温はここにはいない美名人に言い訳をするように呟つぶやいて、

「何が熱かったんでやがります？」

　それに声が返ってきたことに驚いて振り向けば、細く開いていた戸口にタマちゃんがいた。

「……何も言ってないよ」

　そして温の方にゆっくりと歩いて来るタマちゃんに、温は何となく噓うそを吐ついてしまう。

「本当でやがりますか？　まあタマちゃんの耳は長くないのでそういうことにしといてやるですよ」

　左右で違ちがう色の目を、同じように光らせて、タマちゃんはそう言うと、ひとまず追つい及きゆうの手を引いてくれた。

　その代わり、タマちゃんは温の隣となりに立つと、ぐるりと部屋の中を見回して、

「では、温。家や捜さがしを続けやがれです！」

　短く命令してくれた。温は別にその口調にもタマちゃんに命じられることにも腹は立たないから、苦く笑しようしながらも言われた通り動き出す。

　温はまず最初に目に入った飾り棚のブリキのロボットから調べ始めた。やはりそれも一見同じ物にしか見えなかったが、よく目を凝こらして見ると、右側のロボットはところどころ錆さびついていた。

　両りよう隣どなりに飾られている人形や、木のおもちゃもやはり塗と料りようがはげ、汚よごれが目立つ代しろ物もので、

「素す手でで触さわったのかな？」

　だとすれば不注意だと思いながら温は呟いた。触れなければ、錆びることもなく、もっと価値のある物だったのに、と。

　でも、同時にそんな風に考える自分を少し嫌いやだと思ったその時だった。

「ふぅむ、これは大切に遊ばれてやがりますね。こいつらは……幸せ物でやがります」

　タマちゃんは温とは反対に感心したような声を上げて、温はその言葉に困こん惑わくした。

「タマちゃんはこれが、この部屋の物が大切にされているって思うの？　ねえ、タマちゃん、それってどういうこと？　幸せ物って？」

　タマちゃんの言葉を聞いて、温は矢や継つぎ早に問いを重ねた。

　なぜなら、温にとって大切にすることは触らないことで、だからコレクションのおもちゃで遊ぶことはしなかった。でも、それを否定するような台詞せりふを、おもちゃみたいなタマちゃんにも言われると心がざわついた。

「玩具おもちやは遊ばれてなんぼです。ただ飾られているだけなんて……憐あわれでやがります。ちゃんと手で触れて、遊んで貰もらうのが嬉うれしいはずです」

　タマちゃんは飾られたおもちゃ達に目を向けたまま、でも、温の質問にちゃんと答えてくれて、その声に温を責める響ひびきはなかった。

　それでも、温には十分な衝しよう撃げきで、その場にうずくまってしまう。タマちゃんの言葉が本当なら、温はおもちゃを、コレクションを大切に出来ていないということになるのだから。

「温？　どうしやがりました？　また腹はら痛いたでやがりますか？」

　けれどタマちゃんはそんな温を見て、さっきの腹痛騒さわぎを思い出したらしく、慌あわてた声を上げる。

「タマちゃんは腹痛になんてなりませんが、人間はこういう時どうしやがるんです？　どうして欲しいです？」

　そこにがしゃがしゃと腕うでを振り回す音が重なれば、目をチカチカと光らせながら慌てふためいているタマちゃんの姿が想像出来て。

「お腹なかが痛い時は、お腹ぽ……お腹を撫なでてもらったんだけど。おかあさんのあったかい手が撫でてくれたら……薬なんか飲まなくても治っちゃったんだけど」

　気付けば温はタマちゃんに、そのとっておきの方法を教えていた。

　でも、もうそれは望めないのだ。温がアスレチックから落ちてしまったあの日から。

　アスレチックの柱にとまっていたテントウ虫に──義母の好きなナナホシテントウに温が手を伸のばして、失敗したから。義母の腕から落ちてしまったから。

　だからもう、おかあさんは触ってくれない。

「それは、タマちゃんにはできん方法です……玩具は発熱出来ないんです。人間は、その体温ねつで氷だって融とかしやがりますけど、タマちゃんには無理です」

　そして、タマちゃんは温の説明に悲しそうな声でそう告げた。

　その声に顔を上げれば、タマちゃんの光る目はじっと温の手を見つめていた。

　温は同じように自分の手をじっと見た。どんなに寒いと感じても、体温の失われていない、おもちゃとは違ちがう自分の手を。

「でも玩具だって……たくさん遊んでもらえれば、触ふれてもらえば、誰だれかの温ぬくもりを受け取ることはできやがります。だから、あったかくなれるから、玩具は触れられるのが好きでやがります」

　温がそうして手を見ていると、タマちゃんは今度は優やさしい声でそう続けて、温にもやっとタマちゃんがこの部屋のおもちゃを幸せだと言った理由がわかった。

「……でも、タマちゃんは触られたくないって言ってなかった？」

　けれど、それを思い出して温が問えば、

「タマちゃんは……触れられて、それで壊こわれるのが怖こわかったです。でも温。タマちゃんはもう怖くないですよ。だから……タマちゃんの頭を撫でやがれです」

　タマちゃんは自分の弱さを告白して。

「は？」

　だが、続く台詞に温は少々呆あつ気けにとられてしまう。

「それが労いたわり、なんでしょうが！　ほれ、特別に労ってやるってんですから早くしやがれ」

　そういえば、誰もこの勘かん違ちがいを訂てい正せいしていなかったと思ったけれど、

「そんなに言うなら……」

　温もまた正解は教えずに、苦く笑しようしながらも言われるままにタマちゃんの頭にそっと触れてみた。

　そうすれば、最初に伝わってきたのは冷たい金属の温度だったのに、ほどなくタマちゃんは温の体温に暖まっていった。

　それはタマちゃんが言った通りの結果で。そして、その熱は不思議なことに温自身も温めてくれて、その温かさに少し泣きそうになった時、

「温、さっき聞き忘れたんですが……温の一番大切な玩具はどれでやがりますか？」

　問われて、温の脳のう裏りに浮うかんだのは古いクマのぬいぐるみ──小学校に上がる前の温が毎日抱だきしめて寝ねていたそれだった。

　でも、まだ、温はそれをタマちゃんに伝えることが出来ず、

「ぼくは、どんな風に大切にしてたかな……」

　代わりに温は、小さくそう呟つぶやいたのだった。




　　　　＊＊＊




　浅野家から外に戻もどってきた時、目め許もとの赤い温が大事そうに腕に抱かかえていたのはタマちゃんより一回り小さいブリキのロボットだった。

　俺も桑田も温に泣いたのか、と問うことも、温に続いて歩いてきたタマちゃんに何かあったのかと訊きくこともしなかった。

　戻ってきた温の胸の植物は既すでに小さな蕾つぼみをつけていて、その成長に驚おどろきもしたが、

「そのロボット……あの凹へこみにぴったりはまりそうだけど、イミテーションはないのか？」

　俺は先さき程ほどの桑田との遣やり取りを忘れたかのように話しかける。

「……うん。もう一つあったけど、この家の人の大切なのはこっちだと思うんだ」

　そうすれば、答えるまでに少し間はあったものの、温はきっぱりと言い切ってくれた。

　それは、俺の耳には随ずい分ぶんと頼たのもしい響きで聞こえて、だから俺はそれ以上そのロボットの真しん贋がんを確かめようとは思わなかった。

「上着脱ぬいでるけど、寒くないの？」

　一方桑田は、目に見えている温の変化に素す直なおに疑問をぶつける。

「うん……脱いでも意外と平気なんだけど」

　温は最初こそぎこちなく頷うなずいたが、わずかに頰ほおを緩ゆるめて桑田を見るとそう答えた。

「〝暖かいマント〟はもういらないか？」

「それは……やっぱり欲しいと思うんだけど」

　ならば、温はもう自分自身の願いを悟さとったのかと問いかけてみれば、温はそれには首を振ふり、俺は少しだけ落らく胆たんした。

　まあ、ここまで植物が成長すればあと一ひと押しなのは確かなので、俺は焦あせる気持ちを抑おさえ込む。

　そして温が持ち帰ったロボットを俺達が集めてきた絵馬と能面の隣となりに俺達と同じように──いや、ずっと丁てい寧ねいに地面に置くと、

「ふむ、いい手つきでやがります」

　タマちゃんはそれを褒ほめて、温はくすぐったそうに笑うとタマちゃんの頭をそっと撫なでた。

　気のせいではなく、温とタマちゃんの距きよ離りが縮まっていることに気付いて、俺は自分の人選が間ま違ちがってなかったことを確信した。

　もちろん最後の一押しをするのは俺だが、

「ロボットはそれでいいとして、じゃあまず、絵馬だな」

　願いの植物がこの様子ならば、まずはロックウェル君のクリアに集中しようと、俺は真贋を見み極きわめる為ため、絵馬を手に取ろうとした。

「この絵馬なら、私、わかるわ。これ、京都の有名な神社のものよ。その神社の絵馬の馬の首にはね、赤いリボンが描えがかれているの」

　と、その前に桑田の手が横から伸びてきて迷わず向かって左側の、馬の首にリボンが着いた絵馬を手に取った。

　そうして、近所の神社のものよりも幾いく分ぶん大おお振ぶりな絵馬を、背せ伸のびをしてロックウェル君の凹みに近付けて見比べる。

「形も間違いないわよね？」

　俺達の顔を順に見て、それぞれが頷き返せば、桑田は少し壁かべを登って、バン、とロックウェル君の凹みに絵馬をはめ込んだ。

「おいしっ！　おいしっ！」

　すると、ロックウェル君はもはや聞き慣れた雄お叫たけびを上げる。もう、このセンスに言うべき台詞せりふが俺達には無いので、黙だまって聞き流す。

「じゃあ次は、このおじじの顔ですね。むぅ、凶きよう悪あくそうでやがります」

　タマちゃんはおそるおそる翁おきな面めんに近付いてみたものの、途と中ちゆうで睨にらまれたとでも思ったのか、慌あわてて引き返してくると温の足あし下もとに隠かくれた。

「どっちだ？」

　試ためしに俺は両方を手に載のせてみたが、どちらも同じ顔にしか見えない。

　そこで俺は二人の鑑かん定てい士しの前に面を差し出した。

　すると桑田と温は、

『こっち』

　声を揃そろえて──別々の面を指さしてくれた。

　見事に意見の割れた二人は顔を見合わせ、三人目の俺に意見を求める眼まな差ざしを送ってくる。

「……うーん。どっちも本物らしく見えるけどな」

　美術品に関しては俺の鑑定眼は綺き麗れいかそうでないかの区別がつく程度だとわかっているくせに判断を仰あおぐ二人に、俺は正直困って、

「タマちゃんはどう思う？」

「うわわっ！　怖こわいからこっちに向けやがるなってんです！」

　俺は訊きいてから、もっとも頼たよりにならない存在に尋たずねてしまったことに気付いた。

「じゃあ、桑田はどうして左側の面だと考える？」

　気を取り直して、俺は二つの翁面を並べると、まずは桑田にその根こん拠きよを尋ねた。

「そうね……二つとも同じくらい古い物に見えるけれど、左側の翁のヒゲの方が綺麗で艶つやがあるように見えるから、かしら」

　俺の問いに、桑田は頰に手を当てて考える仕し種ぐさをしながらそう説明してみせた。その声は確信があるというほど強くはなかったが、言われてみれば、確かに左側の翁の顎あご髭ひげの方が少々立派に見えるのは事実だ。

「そうか。じゃあ、次は温の根拠を聞かせてくれ」

　桑田の考えには説得力があったが、答えを出す前に両者の意見を聞くのが民主主義だ。俺は続いて温に問いを向けた。

「ぼくも、自信は無いんだけど……その、ほっぺとおでこのところが右側のお面ははげてきてるから、だから、誰だれかが大切に使ったものかもって思ったんだけど」

　そして、温から返ってきたのは少々意外な説明だった。

「それ、本に書いてあったとかじゃないよな？」

　思わず聞き返せば、温は不思議そうに首を傾かしげた後、

「お面の本は読んだことないんだけど」

　きっぱりとそう答えたのだった。

　さっきまでの温ならば、きっと少しでも汚よごれていない方を選んだはずで、でも、だからこそ俺は温の答えに桑田以上の説得力を感じずにいられなかった。

　その感情のまま桑田に眼差しを向けると、わずかに目を見開きながら桑田も大きく頷うなずいてくれたのだった。

「温は、こっちの方が大切にされていたって、思うんだな？」

「……うん」

「じゃあ、俺は温の大切を信じる」

　もう一度、尋ねても温は首を縦に振り、俺は温の目を真っ直すぐに見つめて、一言告げてからロックウェル君に向かった。

「それは……ぼくの大切とは違ちがうんだけど」

　背後で小さな温の呟つぶやきが聞こえたが、俺は聞こえない振りをして、残り二つの凹へこみの内、翁面に相応ふさわしい方へとはめ込んだ。

「おいしっ！　おいしっ！」

　ロックウェル君からは期待通りの声が返ってきて、ホールドに手をかけたまま振り向いて見れば、温の口くち許もとにも嬉うれしそうな笑みが浮うかんでいた。

「あと一つ……やっぱり、そこの凹みは、このロボットの形だよね」

　俺と目が合うと、温はそう言って、それから自分が見つけてきたブリキのロボットを手に取った。

　そうして、それをしっかりと胸に抱だき、大切な物を離はなしたくないとその仕種は物語っていた。

　温がそんな風に物を扱あつかうのを初めて見た俺は、でも、それが子どもだと思う。

　お気に入りの玩具おもちやはしっかりと摑つかんで離さない。それが、彼らの大切にするということだから。

「ねえ、賢けん者じや、美名人さん……ロックウェル君が食べた物って、あとでちゃんと戻もどってくるんだよね？」

　だが、ブリキのロボットを抱いたまま、温はふいに表情を曇くもらせると、不安げに俺と桑田に尋ねてきた。

　確かにギエナに言われるまま、俺達は浅野さんの物を拝借してしまったわけだが、

「きっと、大だい丈じよう夫ぶだ。もしギエナが返さないって言ったら、その時は絶対に俺がどうにかしてやる。それに、最後にゲームに勝つのは俺達だからな」

　最終的にゲームの勝者となれば問題はないと俺が告げれば、温は俺とブリキのロボットを見比べて、一つ頷いた。

「そうね。これは浅野さんの大切なコレクションだものね」

　そして、急に温がそれを気にし出したのは、そのことに思い至ったからだろうと気付いた桑田がそう言えば、

「……うん。これは浅野さんに大切にされた物だから返したいんだ」

　温は桑田の手をちらりと見てから、もう一度しっかりとそのロボットを抱かかえ直した。

「わわっ、多加良。何だかラムネの瓶びんがしゅわしゅわいってやがります！」

　と、タマちゃんが慌あわてた声を上げたのはその時で。

　こちらも慌ててその姿を探せば、タマちゃんは時限爆ばく弾だんならぬラムネ瓶を持たされた女性の足あし下もとをぐるぐると回っていた。

「静かだと思ったら、ちゃんと任務を遂すい行こうしていたか」

　短い足で走り回るタマちゃんを目にして、俺は少々のんびりとした声で呟いてしまったが、自分の時計を見ることは忘れなかった。

「じきに一時間経たつな、急ごう」

　俺は温からロボットを受け取ると、もう一度ロックウェル君に向かい、一番高いところにある長方形に似た凹みにキャラメルボックスのようなロボットをはめ込んだ。

「おいすぃーっっっ！」

　そしてロボットはきっちりとロックウェル君の凹みに嵌はまって、ロックウェル君は一ひと際きわ大きな雄お叫たけびを上げると、一気に十個の足がかりを出現させたのだった。

「これで、あとは登るだけね」

　本当にフリークライミングの壁かべと化した、ロックウェル君を見上げながらそう言うと、桑田は早くも手首のストレッチを始める。

「……ぼく、こんな高いところ登れるかな？」

「これだけ足場があれば大丈夫だ」

　けれど、やる気の桑田とは対照的に、温は自信なさげに眉まゆを寄せ、そんな温に俺は頷いてみせたが、それでもその表情は冴さえない。

　ここにきてまたも尻しり込ごみする温に、俺は一つため息を吐ついた。

　でもそれは、温自身へではなくその背後にいる存在に向けたものだった。けれど温は俺のため息にバツが悪そうに俯うつむいてしまう。

「温は高くても怖こわくないんだろう。だったら、登れるし、登ってもらう」

　そんな温に、俺はきっぱりと告げた。

　そう、高いところに登るのが怖いのは温ではなく、その義母親ははおやの方なのだから。

　すると温は目を見開いて、それから助けを求めるように桑田の顔を見上げた。

「大丈夫、私達もサポートするわ」

　でも、温の義母親ではない桑田が返したのは俺と同じ答えで、

「タマちゃんもマスコットとして応おう援えんしてやるから、覚かく悟ごを決めやがれです！」

　タマちゃんにまでもそう言われれば、温にはもう逃にげ道はない。

「だけど、おかあさんは……」

「勇者は誰だれだ？　〝暖かいマント〟が欲しいのは誰だ？　温だろう。だったらその為ために努力するのも温だ」

　それでも尚なお言い募つのろうとした温の声をそう言って遮さえぎれば、その胸の植物は微かすかに揺ゆれて、温は唇くちびるを嚙かんだ。

　温が、そしてその義母親が互たがいのことを思っているのは間ま違ちがいない。でも、だからこそ温は義母親のことは一度切り離して、温自身の意志で動いて、温自身の求めるものを見つけなければならない。

　そうしてみなければ本当の願いにも気付けないから。

　それを知るための場所がギエナの手の上というのは気に入らないが、利用出来るのならばそれを使うことを俺は躊躇ためらわない。

「……わかった。ぼく、頑がん張ばってみる」

　やがて温は顔を上げると、拳こぶしを握にぎり締しめながら強い声でそう言ったのだった。

「いざという時には私と秋庭君が温君を引っ張るから大丈夫よ」

　そして、桑田が実際に摑んでみろというように、温の目の前に手を出せば、その手を摑みこそしなかったが、温は大きく頷うなずいてみせて。

　その胸では植物の蕾つぼみがゆっくりとふくらみを増し、温がこの壁を乗り越こえるのと開花とどちらが早いかと、俺はふと考えたのだった。

「しゅわわわいってやがりますよ！」

　しかし、俺の思考はさっきの場所でまだ走り回っているタマちゃんの声に中断する。

「タマちゃん、わかったからこっちにおいでよ。っていうか、走り回ると危ないってば！」

　そんなタマちゃんを温は自ら迎むかえに行ってやるという優やさしさを見せる。

「しゅわわわ……わかったです」

「何だか、兄妹きようだいみたいね？」

　桑田は目め許もとを和やわらげながらそう言ったが、さすがにそこは頷きかねる俺だった。







　相談の結果、ロックウェル君に登る順番は桑田、温、俺とタマちゃんと決まった。

　ある程度のところまで温が登れたら、桑田が温の手を引き、俺が温を押し上げる──という算段は、俺と桑田がこっそり決めたことで温には秘密だ。

　出来る限り温の力だけで登らせるつもりだが、ラムネの融とけ具合を見るに、残り時間は十分も無いのだから、場合によっては仕方がない。

「……美名人は人間でやがりますか？」

「格かく闘とう家かじゃなくて、忍にん者じやみたいだけど？」

　そして、一番手の桑田は、お子様二人が驚きよう嘆たんするのも無理のない速さで、あっという間にロックウェル君のてっぺんに到とう達たつしてしまった。

　そこにはある程度の幅はばもあるようで、桑田はその場で立ち上がり反対側を覗のぞくと、

「あ、反対側は滑すべり台だいみたいになっているわよ。大変なのは半分だけだから頑張って」

　朗報と共に下に残った俺達を励はげましてくれたのだった。

「よし、じゃあ次は温、スタートだ」

「温、マスコットのタマちゃんが応援してやるから頑張りやがれです！」

　高い場所で長時間待つのは嫌いやだと言ったタマちゃんの応援にどれだけの価値があるのか、正直疑問だったが、温はそれに応こたえるように小さくガッツポーズを作ると、ロックウェル君と対たい峙じした。

　そして温は、両手と左足までは上手うまく足がかりホールドに乗せたのだが、そこで右足を滑らせてしまう。

「うわっ」

「温、落ち着いて、ゆっくり行けばいいから」

　実際、以前にテレビで見たことのある競技用の壁とは違いこのホールドはしっかりしているから、落ち着いてさえいれば大だい丈じよう夫ぶだと俺は声を送る。

「う、うん」

　そうすれば、温は改めて右足を乗せ、今度はうまく壁かべを昇のぼり始めた。

　それから先の温は最初にロックウェル君を見た時の自信の無さが噓うそのように、一つ一つホールドを摑つかみ、しっかりと手足を動かし、体を上へ運んでいった。

　俺はそれを見ながら、ふといまの温を、温の義母親が見たらどうするだろうかと考える。

　やはり、血相を変えて止めるだろうか。それとも心配のあまり卒そつ倒とうしてしまうだろうか。

　でも、出来れば俺や桑田と同じように、温を信じて見守って欲しい。

　大人は、とにかく危険なものから子どもを遠ざけようとするけれど、でも、大切にするというのはそういうこととは少し違うような気がするから。

　転んだり、失敗したりしない子どもなんていないのだから。

　必要なのは転ばない、転ばせないことじゃなくて、転んだ時の痛みごと、温かく抱だきしめてやることで。

　温を大切に思うあまり、温ぬくもりからも遠ざけてしまったのは、やはり温の義母親ははおやの間違いだと思う。

　だからこそ、いま、懸けん命めいにこの壁を登る温の姿を彼女にこそ見て欲しいと俺が思った──　その次の瞬しゆん間かん。

「あ……テントウ虫」

　頂上まではあと１メートルもなく、逆に地面からは２メートル以上離はなれた場所から、ふと温が呟つぶやいた声が聞こえて。

「温君っ！」

　桑田の悲鳴が聞こえた時には俺の体はもう動いていた。

　俺の目にはその落下はやけにゆっくりと見えたけれど、背中から落ちていた温には速く映ったのだろうか。

　両りよう腕うででしっかりと温を受け止めて、その確かな重みと体温を感じてから、俺はそんなことを考えた。

「温！　大丈夫でやがりますかっ！」

　そして、タマちゃんの甲かん高だかい声に我に返った瞬間、俺は全身から冷ひや汗あせが吹ふき出すのを感じた。

「温君っ！」

「だい……じょぶ」

　タマちゃんと桑田の切せつ迫ぱくした声に、まだ事態を理解できていないのか、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみのまま温はただ頷いて。

「なんで……何で、こんなにあったかいの？」

　そうして、俺の腕うでにしがみつきながら、温は言う。

「……それは、お前がずっと寒かったからだ」

「寒かった？　……どうして、ぼくは寒かったの？」

「お前が誰だれにも触ふれさせなかったから……誰もお前に触れなかったからだ。お前の義母親の〝大切〟に付き合ってやって、な」

　俺は温の背中を撫なでながら、問われるまま答えを重ねた。

「おかあさんの大切？　……おかあさんの大切はぼくだけど、でもおかあさんは……」

　俺がその存在を出せば、そこでようやく温の瞳は焦点を結び、俺の姿をしっかりと捉とらえる。

「あれ、賢けん者じや……ぼく、いま落っこちたよね？」

　ただ、まだ混乱は残っているようで、自分の手足を見つめながら、温は不思議そうに首を傾かしげる。

「ああ、でも俺が受け止めた。もう大丈夫だな。痛いところは？」

「無い……みたいだけど」

「そうか、よかった。じゃあ、温、もう一度ロックウェル君に挑ちよう戦せんだ」

　俺の目で見ても温に怪け我がの無いことを確かく認にんすると、俺はゆっくりと温を立ち上がらせ、腕に食い込んでいる指を一本一本外しながらそう言った。

　途と端たん、温は唇くちびるをわななかせ、

「何で？　ぼく、落ちたんだよ？　怖こわいよっ！　もう嫌だっ！」

　そう叫さけぶと外されかかった指に力を込こめて抵てい抗こうを始める。

「大丈夫だ。てっぺんまではあと少しだった。次は登り切れる。もしだめでも、今度も俺が受け止めてやる」

「嫌だってば！」

「た、多加良っ！　何言ってやがるんです！　やめやがれっ！」

　温を離そうとする俺と、離されまいとする温の攻こう防ぼうが始まると、タマちゃんは温の味方をしたが、俺はそれに耳を貸さなかった。

　そうして、体から温を引き離すことに成功した時、温の目には涙なみだが盛り上がっていた。

「け、賢者は……ぼくが大切じゃないからそんなこと言うんだ！　おかあさんならもう一度こんなところに登れなんて言わないっ！」

「……そうだな。俺の大切と、温の義母親の大切は違ちがうからな。じゃあ、温の大切は？　お前は大切なものがあったらどうしたい？」

　頰ほおを赤くして、温は俺に抗こう議ぎするが、俺はそんな温にあえて静かに問いかけた。その胸で蕾つぼみを膨ふくらませ、揺ゆれている植物を見つめながら。

　すると温はその瞳を揺らし、一いつ瞬しゆんタマちゃんを見つめて。

「ぼくは……大切にケースにしまって、触さわらない」

　植物を裏切るような台詞せりふを温の唇は紡つむぐ。そのくせ、寒そうにその体を震ふるえさせて。

「違うだろう？　お前はそれで本当に大切だって思えたか？　お前の一番大切な玩具おもちやは、あの汚よごれたクマのぬいぐるみじゃないのか？」

「……そうだよ。ぼくはあのクマを大切にしてた。いつだって抱きしめてた」

　でも、重ねて問えば温は俺から目をそらしながらも頷うなずいて、それを認めた。

「なら、やっぱりお前の大切にするっていうのは触ることで……大切にされるっていうのは、触れて貰もらうことだろ？」

　問いの形を取りながらも、俺は確信をもって温に告げる。

「そうだ、よ。でも、ぼくはおかあさんが好きだから、大切だよって言って貰えるだけでいいんだ」

「温、もう噓うそを吐つくな。お前が求めてるのはそんな一方通行で曖あい昧まいな感情じゃなくて、直接触れて貰うことだろうが」

　けれど、そう認めながらも拳こぶしを握にぎり締めて、まだ義母親ははおやの為ためだと偽いつわりを重ねようとする温に、俺はやや語調を強くして言った。

「だって！　ぼくが触って欲しいと思っても、おかあさんはもう、ぼくに触ってくれないんだからしょうがないんだっ！」

　俺のその声に温は顔を上げたが、いまにも泣き出しそうな顔で紡ぐ言葉は諦あきらめで。

　だけど、そうやって温ぬくもりを諦め続けて、自分で用意した服ケースの中に閉じこもっていたら、温は何も出来なくなってしまう。

　どれだけ着き込こんでも、この先もずっと、寒がり続けて、いつか自分の存在すら曖昧にしてしまうだろう。

　なぜなら、誰かに触れて欲しいと願うことは、相手に自分の存在を認めて貰うことに等しいから。

　でも、今ならばまだ間に合うと信じて、俺は一度は離はなした温の腕をもう一度摑つかんだ。

　温もりは、やがて勇気に変わるのだと信じて。

　温はわずかに体を強こわばらせたが、抗あらがうことはせず、代わりに涙の滲にじむ目で俺を見上げた。

「温、お前の義母親はちゃんとお前のことを大切に思ってる。でも、やっぱり別の人間だから、同じことを思って、その人の為に動いているはずなのに、いつの間にか違う方向を見ていたりするんだ」

　俺はその双そう眸ぼうをしっかりと受け止めて、静かに語って聞かせた。

「それは、おかあさんの大切が間違ってるってこと？」

「そうだな……」

　そうすれば、温は理解しているものの、まだ疑ぎ問もん符ふと共に首を傾げ、俺はそんな温にしっかりと頷いて見せた。

「でも、だったら、ぼくは……どうすればいいの？」

「まずは触ふれて欲しいって言え。そして、お前の温度を伝えてやれ」

　そして、問われるままに俺はその術すべを温に教えてやる。それが温の願いなのだから。

　手で触れれば、手を繫つなげば、抱だきしめあえば伝わる。伝えられるはずだと。

「人の温もりは一方通行じゃない。お前が温かいと思えば、相手も温かくなる。人から人へ温もりを伝える為に俺達は温かい」

　そうして、それは相手に自分の存在を認めて貰うことであると同時に、相手の存在を認めることなのだと。

「でも……ぼくはもう、おかあさんの手の感かん触しよくも温度も覚えてないから。そんなこと言えないよ」

　なのに、温は今にも泣きそうな顔で首を振ふり、俺は相手は子どもだからと利きかせていた理性のブレーキをとうとう外す。

「んなわけあるかっ！　お前の手は何百回も何千回もその人に触れて、触れられたんだぞ！　お前が大切な存在だから、触れて、手に肌はだに記き憶おくさせて、そして俺達は人の、物の温もりを知るんだ！　その柔やわらかさや壊こわれやすさを知って、壊れやすいから大切にするってことを知るんだ！　だから、大切な人には触れてくれって言っていいんだ！　大切だって気持ちを、温かさを伝えるために、俺達の体は温かいんだ！」

　俺の温度が伝わるように。平熱は低い俺だけど、伝われと願って、俺は痛いほど温の手を握り締しめた。

「温、伝わってるか？　伝わってるよな、俺の温度が！」

　そして、思いを込めて、強く温に問いかける。

　そうすれば、温はもっと強い力で握り返し、俺の手の温もりを受け入れて。

　俺の手は、温の温もりを受け取る。

　潤うるんでいた温の目は何度も瞬まばたきを繰くり返し、やがてしっかりと見開かれていき。

　温は真っ直すぐに俺を見上げて、ようやくゆっくりと頷いた。

「うん……あったかい、よ。でも、ぼくは本当に賢けん者じやの……多加良さんのあったかさを受け取れたのかな？」

「じゃあ、私が確かめてあげる」

　けれど、まだ不安げな声で尋たずねる温に、そう言ったのは桑田だった。

　温の落下を見て、慌あわてて降りてきたのだろう桑田の髪かみは乱れたままで、ツナギも少々着き崩くずれていて。

　でも、そんな自分の姿など微み塵じんも気にすることなく、桑田は温だけを見つめて大きく腕うでを広げ、待っていた。温がそこに飛び込んでくるのを。

「……やっぱり、美名人さんは似てる、よ」

　温は既すでに泣き濡ぬれた瞳ひとみに再び涙なみだを浮うかべながら呟つぶやくと、俺が背中を押すまでもなく、桑田に向かって歩き出す。

　そうして、桑田は温の身体からだをその温もりごと受け止めると、

「温かいわ。温君はちゃんと秋庭君の温もりを受け取ってる。だってさっきよりも温かいもの」

　そう言って、ひどく優やさしい微笑ほほえみを浮かべながら何度も温の背中を撫なでて。

「本当に？　美名人さん、ぼくはあったかい？」

「ええ」

　その腕の中で温が問えば、桑田は大きく頷うなずいて、温は幸せそうに頰ほおを緩ゆるめると、

「賢者、ぼくわかったよ。一番あったかいマントは……人の温もりなんだね。おかあさんはぼくのマントになってくれるかなぁ。ぼくは……おかあさんのマントに、なれるかな」

　今度は俺の顔を見ながらそう尋ねた。

「大だい丈じよう夫ぶ、温は温かい。この温度をお前の義母親は絶対に拒こばまないから。それに、お前にはこの俺と桑田の体温がプラスされてるんだ」

　その透すき通った瞳を真っ直ぐに受け止めて、俺はもう一度頷いてみせた。

　温は俺の言葉に嬉うれしそうに笑うと、桑田の背中にその手を回した。抱きしめ返す為ために。

　そうして、温の胸では植物が開き始める。

　温と桑田の間でゆっくりと開くその花は、カーネーションに似たクリーム色をしていて。

　完全に開花した時、まるで花の香かおりに誘さそわれるように、温の肩かたにはテントウ虫が留まる。

　やがて、その花は優しい色を失って、代わりにどこまでも透とう明めいな水すい晶しようへと姿を変えたのだった。
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　アイツがいなくなってから、どうも世界が静かで困る。

　胸のポケットが一つだけ、軽くて困る。

　だから、オレは卵に詰つめ込んだ。

　手当たり次し第だいに、たくさん詰め込んで。

　早く孵かえれと毎日眺ながめた。けれど、卵は孵らない。

　ならば、仕上げは人の手に。人の手は壊されてもまたそこから作り出す。

　ならば、オレの生命きみに形を与あたえてくれるだろう。

　そうしたら、もうこの胸の軽さに惑まどうことはない。







　開花の後、涙が乾かわくと同時に、温は再びロックウェル君に挑いどむ決意を固めた。

「ゲームをクリアしないとおかあさんと会えないから」

　そう言って、温は懸けん命めいにロックウェル君に挑ちよう戦せんし──俺と桑田も多少は力を貸したが──殆ほとんど自力でロックウェル君を登り切ったのだった。

　そして、桑田の言葉通りロックウェル君の下りは滑すべり台だいで、温はそれを歓かん声せいを上げながら一気に滑り降りて──完かん璧ぺきにロックウェル君を攻こう略りやくしたのだった。

　先に降りていた俺は、勢いのついた温を受け止めると結けつ晶しよう化を終えた植物を、その心なしか精せい悍かんになった顔を横目に見ながら摘つみ取って。

　そうすれば、花はキラキラと空中に霧む散さんして、俺はようやく一息吐ついた。

「やったな、温」

「温、よくやりやがったです！　半分以上はタマちゃんの応おう援えんのおかげだとしても！」

「う、うん！　応援ありがとう！」

　俺に続いてタマちゃんもそう言えば、温は台詞せりふの後半部分は聞き流し、破顔した。

「九割、温君の力だと思うけど」

　最後に滑り降りてきた桑田が、温に代わってタマちゃんにその点をしっかり告げれば、温はより嬉しそうに笑って、つられるように俺も口くち許もとを緩めた、その時だった。

　温のバッグから突とつ如じよ何かが飛び出して、俺は反射的にその軌き道どうを目で追った。

　ピッチングマシーンから放たれたボールのような鋭するどさと勢いで飛び出したそれは高い放物線を描えがき、タマちゃんの方へと向かう。

　その軌道を遮さえぎるべく俺は手を伸のばしたが、緩やかに落下していくそれはこの俺の手をかいくぐり、尚なおもタマちゃんを目指して進み。

「なな、なんでこっちに来やがりますか！　あっちへ行きやがれですっ！」

　そうして、自分の方へ向かってくる物体を避さけようと眼前に出したタマちゃんの手に、見事に収まってしまった。

「タマちゃん、大丈夫か？　それ、何だ？」

「あら……温君のチョコエッグみたいだけど？」

　とりあえず無事とみて、俺はタマちゃんに尋ねたが、まだ驚おどろきから醒さめやらないタマちゃんよりも、桑田がそうと気付く方が早かった。

「チョコエッグがどうして飛ぶんだ？　……と、温の方は、大丈夫か？」

　でもその疑問にまでは答えは出ず、俺はタマちゃんの手の中のそれを一いち瞥べつしたところで温の様子を窺うかがって、声を失った。

　時間にして十秒にも満たない、わずかな間に急変した事態に。

「温君？」

　俺の視線がそこから動かなければ、桑田も異変に気付いてその名を呼んだ。

　でも、温は微笑ほほえんでいるだけで返事を寄よ越こさない──否いな、出来ないのだ。

　さっきまで動き話していた温はいま、動きを止めていた。町の他ほかの人々と同じように。

「どういうことだ！　温はプレイヤーのはずだろう！」

　思わず叫さけべば、偶ぐう然ぜん視線の先にいたタマちゃんは、心なしか大きくなった気がするチョコエッグをその腕うでにしっかりと抱だきながら、首を振ふる。

「タマちゃんには、わからんです。でも……卵には生命きみが溜たまって、やがります」

　タマちゃんの声はどこかぼんやりとしていたが、唯ゆい一いつの情報は伝えてくれて、でもそれは俺と桑田を却かえって混乱させた。

　そしてタマちゃんは、俺達の混乱が落ち着くのを待ってはくれなかった。

　タマちゃんは戸と惑まどう俺達を余所よそに、チョコエッグを軽く振ると──なぜかたぷんたぷんと水っぽい音が聞こえた──どこからかストローを取り出して。

「タマちゃん？　ストローなんてどうするんだ？」

　俺は呼びかけたが、タマちゃんは見ていればわかるとばかりに動き続け、そして、俺達が見つめる中、卵にストローを突つき立てた。

　チョコエッグの方が強度が上だから、当然ストローは弾はじかれると俺は思っていた。

　が、予想を裏切ってストローは簡単にチョコエッグに突き刺ささる。

「……どういう理り屈くつだ」

「理屈の通用しないこと、なんじゃないかしら」

　俺の呟つぶやきに桑田はまだ呆ぼう然ぜんとした声でそう言った。

　その間もタマちゃんは半分何かに操あやつられているように、動き続け、口の覆おおいの部分を少し持ち上げるとその隙すき間まにストローを挿さし入れる。

「タマちゃんは、これを飲まねばならんです。飲めば、温みたいにいいことが起こるんです」

　そうして、タマちゃんはそのオッドアイにガラス玉とは思えない、羨せん望ぼうを含ふくんだ複雑な光を宿し、未いまだ動かない温を見つめて。

　そんな二人の間で俺達が忙いそがしく視線を行き来させる中、タマちゃんは────

　ジュルジュルじゅるじゅるちゅー、と、それは勢いよく、卵の中の何かをストローで一気に飲み干した。

「っかー！　やっぱり卵は生にかぎりやがる！」

　尾田ならば「どこのおっさんだ」と突っ込み、羽黒ならば「そうですか、生卵ですか」と素す直なおに答えるかもしれないな、と俺はここにいない二人の反応を予想することで、その光景から何とか心の平安を守った。

「……そう、やっぱりタマちゃんには口があったのね」

「そうだな」

　だからこそ、あくまで静かな、けれど内心の動どう揺ようの為ために論点のずれた桑田の台詞も受け止めることが出来た。

　しかし、俺と桑田がなんとか冷静さを保てたのはそこまでだった。

　なぜなら、突如としてタマちゃんの目は光を失い、手足は動きを止め、その上、鎧からだがバラバラと崩くずれ始めたからだ。

「タマちゃん！」

「得体の知れないものを飲むからだっ！」

　桑田と俺は慌あわてて駆かけ寄るが、その時にはもうタマちゃんの鎧はプラモデルのパーツのように分解されていて。それでも、俺達はそのパーツをかき集めようと手を伸ばした。
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「痛いつぅっ！」

　だが、俺は体ごと見えない何かに弾かれて、タマちゃんに触ふれることさえ出来なかった。

「秋庭君！」

　そのまま転がった俺を見て、桑田は慌てた声を上げたが、俺が上手うまく受け身を取って立ち上がれば、身を翻ひるがえし、今度は自分がタマちゃんに手を伸のばそうと構える。

「待て、桑田！」

　俺はその背中に慌てて制止の声をかけた。

　桑田は俺の声に顔だけで振り向いたものの、その面おもてに浮うかべた焦しよう燥そうのまま、体は尚なおも動こうとしている。

「待つんだ。そのまま突っ込んでも俺の二にの舞まいだ……それに、もう触れそうもない」

　俺はそう繰くり返し、更さらに言い足した。

　すると桑田はもう一度首を巡めぐらせて、そこで目にした光景に、全身から力が失われたように、呆然と立ちつくす。

　桑田が目にしたのは銀色の鋼はがねで出来ているような竜たつ巻まきだった。

　銀の竜巻はいまやタマちゃんの周囲を囲み、姿を完全に隠かくしていて、しかもその回転が触れれば俺達の手など簡単に切り裂さいてしまうような高速であれば──ひとまず離はなれる、という選せん択たくしか今の俺達にはなかった。

「タマちゃんも温君も、いったいどうなってるの？」

　竜巻から距きよ離りは空けても目は離さず、事態の説明を求める桑田の声は困こん惑わくに満ちていた。

　だが、さすがの俺もこの問いには答えることは出来ないし、すごろくマップは〝魔ま神じんゾーン〟のクリアを示して白く沈ちん黙もくしているだけで、それ以外の回答は示されていない。

　ならば、この問いに答えられる者はただ一人。

「ギエナ、見ているんだろう？　俺達は魔神ゾーンをクリアした。なのに温とタマちゃんはこの状態だ。これはどういうことなのか、とっとと出てきて説明しろ！」

　苛いら立だちと焦燥を抑おさえ込んで、俺は空中に視線を据すえながら、低く呼びかける。

　だが、待てど暮らせど、ギエナは姿を見せないどころか、声すら寄よ越こさず、

「……肝かん心じんな時には現れないってわけか」

　あくまでも自分本位な魔神の姿勢に、俺は約一名の姿を重ね、奥歯を嚙かみしめた。

　となれば、頼たよりになるのは俺自身の優ゆう秀しゆうな頭脳だけだ。

　万が一に備えて温とタマちゃんの竜巻の間に立つ桑田に、大だい丈じよう夫ぶだと目配せをしておいて、俺はとにかく思考に没ぼつ頭とうすることにした。

　そう、確かに考えようとしたのだが、集中を高める為に俺が目を閉じた瞬しゆん間かん、鋭えい敏びんな俺の耳にその音は唐とう突とつかつ無ぶ遠えん慮りよに入ってきた。

　寝ね息いきというには大きすぎ、いびきというには小さい呼吸音。

　目を開けて、周囲に目をやれば、発生源はすぐに特定出来た。

　俺からほんの２メートル程ほど先の電柱の下、ついさっきまで何も無かった場所に、いまは巨きよ大だいなかたつむりがいた──否いな、正確にはかたつむりの形のテントがあった。

「かたつむり、か」

「そう、ね」

　俺が呟つぶやけば、同じくこのかたつむりに気付いてしまった桑田と目が合い、俺は眼鏡めがねのフレームを軽く撫なでながら、一つ頷うなずいてみせて。

　常ならば絶対に近付こうとは思わない代しろ物ものに向かって俺は歩き出す。

　現在、叶野市の人間の時間が止まっていることを考えれば、テントの中に潜ひそんでいる何者かは人間以外である確率が高い。そして、あのふざけた性格を思えば、それがギエナである可能性はかなり高いとみて、俺は思いきってテントを開けた。

　開けたテントの中には寝ね袋ぶくろではなく布ふ団とんが敷しかれていて、案の定、そこですぴすぴ寝息を立てていたのは、本来人間ではない存在──ただし、名前を鈴木朔はじめというそれだった。

　すいません、なぜこいつはこんなところにテントを張って寝ているんですか？　あと、どうして学校指定のジャージじゃなくて真っ青なツナギを着ているんですか？　誰だれか教えてくれませんか？　十秒以内に答えが無い場合強制排はい除じよしようと思います。

　俺は半分思考を放ほう棄きして十秒のカウントを始めた。

　そうして、残り一秒を切り、俺が鈴木の襟えり元もとに手をかけ、排除に取りかかろうとした、寸前。

　突とつ如じよ鈴木は覚かく醒せいした。

「うわははは！　遅おそいぞ多加良っち！　あんまり遅いから、ぼくは待ちくたびれて寝ちゃったドラ！」

　笑いながら起きるヤツを、俺は初めて見た。

　だが、ここはその微び妙みように嫌いやな予感のする語ご尾びから突つっ込んでおくべきだろうかと、俺は束つかの間考え込んでしまう。

　その間に鈴木はゆっくりと布団から身体を起こしていた。こうして動いているということは、やはり神様族かみさまの鈴木にはギエナの力は及およばなかったのだろう。

「……なぜ、こんな道ばたでテントを張っている？」

　寝起きの緩かん慢まんな動作を見ながら、結局俺はまず鈴木にそれを問うた。

「んん～？　道ばた？　ここは山やま口ぐちさん家ちの三軒げん隣となりの鈴木君の家でしょ？」

　しかし、寝起きでまだうつろな目を擦こすりながら、鈴木が返した答えはその声同様ぼんやりしたものだった。

「ここは公道だ。お前は著いちじるしく通行を妨さまたげている」

　そんな鈴木に俺は極きわめて親切に事実を教えてやれば、鈴木は何度か目をぱちぱちとさせて、今度こそ完全に覚醒したようだが、

「そうか、道か……うん、でも、大丈夫ドラ！　マイマイハウスは三秒でたためるドラ！」

　その極めて能天気な言動は寝ても覚さめても変わりなく。

　俺はその語尾も含ふくめて、もう面めん倒どうだから今日のところは鈴木を見み逃のがしてやろう、と寛かん大だいな心で決めた。

　それに、とにかく今は、温とタマちゃんをどうにかする術すべを考える方が先決で、鈴木に構っている暇ひまはないと、俺は背を向け歩き出したのだが、

「多加良っち、その子なら心配ないドラ。それに竜たつ巻まきの中の存在こもすぐに出てくるドラ」

　鈴木はやけに自信ありげな口調で俺の背中に告げた。

「鈴木君、本当に？」

　俺が思わず振ふり向けば、藁わらにもすがりたい心境なのか、桑田も怪け訝げんな顔をしながらも聞き返し、鈴木は口くち許もとに笑えみを浮うかべ頷いた。

　確かに鈴木は叶野市では人間として暮らしているが、神様族であることに変わりはないから、俺達にわからないことも把は握あくしているだろう。

「なるほど……なんて納なつ得とく出来ると思うか？」

　でも、普ふ段だんの行動──たとえくじ運でも、この俺を差し置いて生徒会長になったくせに、遊び回っていてその仕事を一向にやらない等々──が行動だけに、俺はにわかにはその言葉を信じられない。

「ぼくが信じられないドラか？」

　すると鈴木はわざとらしく、悲しげに目を伏ふせたが、俺はそんな演技にほだされたりしない。

「……ならば多加良っち、ぼくの心の証あかしを受け取るドラ！　ウォークラリーに備えて開発された、このっ、マイマイシューズニューモデルをねっ！」

　そして俺は、鈴木がツナギのポケット──腹部のそれは半月型だったがこうなったらもう徹てつ底てい的に無視だ──の中からそれを取り出した時点で、自分の正しさを確信する。

　その靴くつは、つま先にかたつむりのような触しよつ覚かくが、踵かかと部分にもやはりかたつむりのような渦うず巻まき貝がデザインされた、実に歩きにくそうな代しろ物ものだった。

　だが、最大の問題はそのデザインセンスではなく、爪先の部分に鈴木の手で書かれた文字だ。

　鈴木が俺達の目の前に突き出した二足の内の小さな方には桑田〈左〉美名人〈右〉と名前が分けて記してあった。

　にもかかわらず、26・５センチのもう一足の方には左右とも「副会長」と黒のペンで、大きく書いてあるそれを、俺の目が見逃すはずがない。

「あははは、鈴木さん、ちょっといいですか」

「なあに？　ああ、お礼ならスズエモン、いらないドラ」

　俺の声は程よく乾かわいているというのに、鈴木はいかにも善良な笑みを浮かべつつ、照れたように身を捩よじる。

　そして、それを目にした桑田は、ほんの数秒でも鈴木の言葉を信じようとした自分を恥はじるように目を閉じて。

「……お礼じゃないと思うわ」

　次にその目を開いた時には、全身が凍こおりそうな冷え切った光をその双そう眸ぼうに湛たたえていた。

　そのまま鈴木の許へ向かうかと思われた桑田は、だが、まず足あし下もとに置いてあったリュックへと手を伸のばした。

　俺は桑田の姿を横目で追いつつ、鈴木に現状を認にん識しきさせるべく口を開く。

「鈴木、お前は副会長って字は書けても、俺の名前を正しく書けないようだな。なあ、それじゃあ生徒会長としては情けないと思わないか？」

「ううん、別に。それにぼくはちゃんと名前を書けるドラ。秋・庭・多・加・良っとね」

　俺がそう言えば、鈴木は空中に指を滑すべらせてさらさらと俺の名前を書いてみせた。

「……そうか。じゃあ、この靴に書かれた文字は俺への嫌がらせに大決定だ」

　ならば、もう俺が実力行使に出ても、誰だれも文句はないだろう。大決定事じ項こうに俺は頷うなずきながら、まずは軽く手を振って腕うでの筋肉をほぐした。

「ええー、ぼく嫌がらせなんてしないドラ。ただわかりやすさを追つい求きゆうしただけドラ」

「悪いけど、私もそれは嫌がらせとしか思えないわ。だから……はい、秋庭君」

　鈴木はこの期ごに及んでまだ言い訳をしたが、桑田は俺の意見に賛成票を投じ、それからリュックから取り出したＥＸボール77を俺の手に渡わたしてくれる。

「ありがとう。やっぱり桑田は用意がいいな」

　桑田の備えの良さに俺は心からの感謝を口にしながら、ボールを握にぎる手に力を込こめた。

「鈴木君、覚かく悟ごはいいかしら？」

「……さすがに、ここで投げたら無関係の人に当たるんじゃないかなー」

　あくまで静かに桑田が問うと、鈴木は珍めずらしく的確に状じよう況きようを判断してそう言った。ここまでくれば、さすがに余よ裕ゆうはなく、語ご尾びも通常のそれに戻もどっていたが。

「お前が逃にげなければ、問題ない」

　俺はそんな鈴木に、極きわめて正しい対処法を教えてやりながら、コース上に障害物が無いのを確認すると、大きく振りかぶった。

　ＥＸ77は俺の思った通りの軌き道どうを走り、鈴木だけを目指して飛んでいく──はずだった。

「ああ、見てっ！　竜巻の様子が変だよっ！」

　だが、その寸前、鈴木はひどく真しん剣けんな表情でもって俺達の後方を指さし、その咄とつ嗟さの一言を俺達は無視出来なかったのだ。

「……本当だわ。さっきより竜巻の勢いが弱くなってる」

　そして、反射的に振り向いたところで、鈴木の言葉通りの変化を見て取れば、そのまま視線と意識を竜巻に集中させる以外の選せん択たくは俺達には無かった。

　そうして、俺と桑田がじっと眼まな差ざしを注ぐ中、タマちゃんを包囲している銀色の竜巻は、徐じよ々じよに勢いと回転数を失っていき。

　やがてその回転がゼロになり、霧きりが晴れるように、銀色の残ざん滓しも何もかも消えた時、そこにいたのは見慣れた鎧よろい人形ではなく、

「……怪かい獣じゆう？」

　と呼ばれるような存在ものだった。

　ものすごくおおざっぱに分類することが許されるなら、ドラゴンなのだろうが。全体的にフォルムは丸みを帯びていて、爪つめもわずかに覗のぞいている牙きばにも鋭するどさは皆かい無む。背中に沿って付いている──背びれのような──トゲもまたどこか丸い。唯ゆい一いつ鋭えい角かく的なのはこうもりのように小さな翼つばさのみ。そんな風に限りなくデフォルメされ、キャラクター化されたドラゴンは、その上、頑がん丈じような鎧人形とは真逆のような透すき通った素材ガラスで出来ていた。

　鎧人形から一転してどこかユーモラスで、でも簡単に壊こわれてしまいそうなドラゴンを前に、俺と桑田は困こん惑わくを隠かくせない。

　変わっていないのは、黒とピンク色のオッドアイと、その全長くらいだったが、俺はミニサイズなドラゴンの前に膝ひざを着くと、

「……タマちゃん、なのか？」

　とうとうそう尋たずねた。

「イヒっ、イヒヒヒ！　そうですよ、どうやらタマちゃんはニューバージョンになったのです。それを多加良がすぐに見み抜ぬけやがらなかったってことは、きっとさなぎから蝶ちようになるごとく、タマちゃんは美しく変化してしまったわけですね！　美名人、鏡を持ってきやがれです！」

　問いに返ってきたのは肯こう定ていで、声も口調も確かにタマちゃんそのままだった。また、既すでに自分の体に何かしらの変化が起こったことを納なつ得とくし受け入れている。

　ただし、まだ変化後の姿を自分自身で確認していないようで、タマちゃんは、激しい誤解をしている模様。

　それ故ゆえに、桑田はわずかに躊躇ためらいを見せたが、結局はタマちゃんの求めに応じてツナギのポケットから鏡を取り出した。

　今度のタマちゃんはどうやって物を手に取るのかと注視していれば、手先に鳥もちでも着いているように、鏡はタマちゃんの手に張りついた。

　そして、自分の姿を見たタマちゃんは鏡を手にしたまま、数秒間、動きを止めた。

「あれれ……イメージと違ちがう、です。タマちゃんは、もっとこう繊せん細さいかつ両手でそっと捧ささげ持つような物を……」

　その後、タマちゃんから出た声は、案の定落ち込み、沈しずんだもので。

「あの、ガラス細工としては奇き抜ばつでいいと思うわ。それに、透とう明めいで……キレイよ」

　桑田は慌あわててフォローを入れたが、その目が泳いでいたら説得力はない。その思いが如によ実じつに表れてしまったのか、俺と目が合うと桑田はバツが悪そうに俯うつむいた。

「……そう、そうです！　儚はかない物は美しいと決まってやがるのです！　ならばこの姿はイケてるです、特にこの羽なんかイケイケです！」

　が、相手は単純なタマちゃんだったので桑田は救われた。俺もまたその単純さを見て、目の前のドラゴンもどきを最終的にタマちゃんと認める。

「でも……どうして姿が変わったんだ？」

　ただ、その疑問は晴れず、俺は首を傾かしげながら呟つぶやいた。

「それは多分、タマちゃんが温の卵の生命きみを飲んだからでやがります」

　そして、俺の呟きに思いがけず答えを寄よ越こしたのはタマちゃんだった。よくよく考えれば、一番の当事者なのだが、正直最も期待していなかったところからもたらされた答えに俺は少々面めん食くらう。

「温の持ってた卵は、エッグプラント……つまりタマちゃん専用の栄養剤ざいだったみたいでやがります。生命が溜たまるのに少し時間がかかる代しろ物ものですけど」

　タマちゃんはそんな俺の様子に気付かず、更に詳くわしい説明を添そえると、動きを止めたままの温を見上げた。

「まさか……その栄養は温君の魂たましい、とか？」

　それを聞いた桑田は、わずかに青ざめて──まるで羽黒のような発想で──タマちゃんに問いかける。

「そんな野や蛮ばんなものじゃないですよ！　第一こんなに可愛かわいいタマちゃんの栄養なんですから！」

　するとタマちゃんは短い手足を振ふり回しながら憤ふん慨がいした声を上げた。

「けど、温が動かなくなったのは事実だ。これがどういうことかわかるなら教えてくれ」

　どうやら、卵はタマちゃんの体を変化させたばかりでなく、その知識の量も多少増やしてくれたらしいと見て、俺はタマちゃんに尋ねた。

「多分……温の卵は生命でいっぱいになったからです。でもって、生命がいっぱいになったから、温の仕事ゲームは終わりになったんです」

　俺はタマちゃんの言葉の意味を、数秒かけて咀そ嚼しやくした。

「つまり、温はもうプレイヤーじゃないってことで……だから、他の人間と同じように温の時間は止まったっていうのか？」

　そうして、そうと解かい釈しやくして尋ねればタマちゃんはあまり動かない首でわずかに頷うなずいて、

「それなら……私達がこのすごろくをクリアすれば、温君はまた動けるようになるの？」

　俺の質問からその可能性を導き出した桑田にもタマちゃんが同じ仕し種ぐさで返せば、ようやく桑田の頰ほおから不安と緊きん張ちようは消えたのだった。

　そんな桑田の横顔と温のそれを見比べて、俺もまた、安あん堵どの息を吐ついた。

　だが、一つ不安が解消されたことで、俺の中では新たな疑問が頭をもたげていた。

　ただのくじと思っていた卵には、タマちゃんの栄養剤という裏があった。だとすれば、当然タマちゃんはただのマスコットなどではなく、このすごろくに裏が無いはずもない。

「ギエナは〝魔ま神じんすごろく〟を通して何をするつもりなんだ？　タマちゃんをどうするつもりだ？」

　タマちゃんに視線を合わせると、俺は再度問いを投げかけた。

「タマちゃんは、そんなこと知らんです」

　しかし、タマちゃんは今度はあっさりとそう言いながら体ごと首を横に振ってくれて、

「本当に、知らないの？」

　桑田が尋たずねてもその答えが変わらなければ、これ以上問うことは無む駄だと俺は判断した。

　そう、卵の影えい響きようで姿が変わったといっても、タマちゃんが今日生まれたばかりなのは事実で、そんなタマちゃんの知識量はたかが知れている。

「知らんです。でも、タマちゃんはゴールを目指すんです。そしたらタマちゃんは、きっとあの方に相応ふさわしいモノになれるはず……」

「あの方？」

　だが、次いでタマちゃんの口から漏もれた一言に思わず首を傾げていた。

　その響ひびきは明らかに特定の誰だれかを示していて、でも生まれたばかりのタマちゃんにそんな相手がいるのだろうかと。

「あの方って、魔神？」

　俺の問いにふいを衝つかれた様子で動きを止めているタマちゃんに、続いて桑田がそう尋ねれば、タマちゃんはオッドアイを鈍にぶく光らせて。

「それは、よくわからんのです。ただ、タマちゃんは……前は誰かの物だった、そんな気がしやがるんです」

　卵には前世の記き憶おくを呼び起こす効果まであったとでもいうのか、タマちゃんは俺と桑田にそう語った。

　でも、タマちゃんにとっても曖あい昧まいな記憶は説明されても用を成さず、

「まあ、この件もゴールに行ったらわかるかもしれないし、とにかくすごろく続行だ」

　俺はひとまず先を急ぐ、という結論を出した。とにかく全すべての疑問の答えが確実にあるのがゴールということだけは明白だったし。

「そうね、確かにそれが一番早そう」

　桑田が賛成すれば、続いてタマちゃんも精せい一いつ杯ぱい大きく頷いた。そして、丸い爪つめの生えた新しい手をぎゅっと握にぎりしめ、その双そう眸ぼうを一度だけチカッと強く光らせた。

「タマちゃんは、ゴールに行くです……今でさえイケイケなんですから、次の卵をゲットして、ゴールしたらタマちゃんはもっと良い感じになってしまうです。さぁ、多加良、さっさとサイコロを振りやがれです！」

「ああ……卵はもう一つあることだしな」

　どうも先刻よりゴールへの熱意が増しているタマちゃんの言葉にそう答えて、俺は動き出そうとしたのだが。

　振り上げたタマちゃんの腕うでにふいに陽ひの光が反射して。

　その光が俺の目に入ったのと同時に、俺の目は強い痛みに襲おそわれる。

　一いつ瞬しゆんの光に灼やかれるように始まった痛みは、じりじりと炎ほのおに炙あぶられるような、燃えるような熱い痛みへと変じていって。この痛みは、実際には俺の目を傷つけないとわかっているのに、俺は目の前に青く燃える炎を見たような気がした。

　そして、いつもよりも、また先刻の温の発芽の時と比べても強い痛みに、堪たまらず俺は膝ひざを着いた。冷ひや汗あせが一筋こめかみを伝う。

「秋庭君、大だい丈じよう夫ぶ……なわけないわよね」

　そのまま立ち上がらない俺に、桑田は気き遣づかわしげな声と共に、背中にそっと手を当ててくれて。でも、それでもまだ終わらない痛みに、俺は一言を返すことも出来ない。

「多加良は、どうしやがったです？」

「……とある方の嫌いやがらせでちょっと、ね」

　俺の様子にタマちゃんも不安を感じて桑田に問いを向けたが、答える声は俺に向けたものから一転して氷のように冷たかった。

　そうして、その冷たさは俺の目を灼く熱までも冷ましてしまったようで。

　訪おとずれた時と同様に、俺の目の痛みは唐とう突とつに鎮ちん静せいした。

「桑田、タマちゃん……もう、大丈夫だ。ありがとう」

　二人に礼を言いながら、俺は地面に手を着くと、半分体を起こした。それと共にゆっくりと目を開けて、近くに植物はないかと探す。

　でも、たったいま花を摘つんだ温の胸には当然それはなく、近くにいる人の胸にも、桑田の胸にも植物はなかった。

　ならば、と一応タマちゃんも見てみたが、その透とう明めいな胸にも何もない。やはりタマちゃんのような無機物に願いの植物が、その原石たねが根付く可能性は限りなくゼロなのだろう。

　発芽の痛みが発生した時には、多くの場合その植物の宿主たる存在が俺の近くにいるのだが、今回はそれに当てはまらないようだ。

　でも、宿主とも言うべきその人間とはいやでも近日中に出会う──或あるいは探しに行かなければならない──だろう。

　ならば、やはり目の前のことから片付けていくべきだ。

「秋庭君、植物は？」

「近くには見当たらない。だからとにかくすごろく続行だ」

　桑田の問いにそう答えると、俺は静かに立ち上がった。

「大丈夫みたいでやがりますね。それならとっととサイコロを振ふりやがれです！」

　急せかされるまでもなく、そのつもりだったが、相変わらずのタマちゃんに、やはりきちんと躾しつけを開始しようと俺は心に決めた。

「ああ、わかったわかった。でもサイコロが見当たらないな。ここは、新しいのを出して貰もらおうか、タマちゃん」

　俺は悪人顔に無理矢理笑えみを貼はり付けて、まずはタマちゃんにそう告げる。

「うひゃっ！　多加良、その顔はやばいです。危険です！」

「タマちゃん、落ち着きなさい」

　そうすれば、タマちゃんは目をチカチカと点てん滅めつさせ、ドラゴンになっても短い手足をばたつかせ──少し脅おどすつもりが予想以上の効果をあげたことに俺はほんの少し落ち込む。

　だが、桑田に軽く頭を撫なでられればタマちゃんはすぐに落ち着きを取り戻もどした。

「多加良……タマちゃんとスキンシップしたいなら、素す直なおにそういいやがれです。ただし、今度のタマちゃんはとっても壊こわれやすいですから、秘宝を扱あつかうつもりで扱いやがるんですよ！」

　そして、あんなに俺達が触さわることを、ひいては壊れることを怖おそれていたはずのタマちゃんの口からそんな言葉が飛び出して、俺と桑田は顔を見合わせた。

「そういえば、頭を触っても文句は出なかったわね。タマちゃん、触られるの平気になったの？」

　その豹ひよう変へんに桑田が戸と惑まどいながら問いかければ、

「そうですよ。タマちゃんはいつまでも怖こわがっているような弱虫とは違ちがいやがります。それに……壊れやすい物だから大切にするって、多加良は言いやがったですよ」

　タマちゃんはそう言って、前よりずっと壊れやすくなった体を誇ほこらしげに、ほんの少し反らしてみせた。

　俺がさっき温に向けた言葉をタマちゃんは自分なりに解かい釈しやくし、そして、その結果がこのガラスの体だというように。

　それは、俺の意図したところと少し違っていたが、それでもタマちゃんが前よりも強くなってくれた気がしたから、俺はその言葉を訂てい正せいしなかった。

「そうか。じゃあ、国宝のように丁てい重ちように……振ってやる」

　代わりに、一つ頷うなずくと、俺はまずはタマちゃんをそっと抱だき上げた。ガラスの体は冷たかったが、手に吸い付いてくるような感かん触しよくもあって、抱き上げても意外と不安は覚えなかった。

　桑田は両手の塞ふさがった俺を見て、気を利きかせ、ツナギからすごろくマップを出し、その場で広げてくれた。

　が、俺はそこで、すごろくマップの現在地──正確にはその脇わきに新たな文字が浮うかび上がっているのに気がつく。

「神が賽さいを投げる……ってことは、またギエナが投げるってことか」

「もしかしたら……鈴木君とかいう線もあるのかしら？」

　神と呼ばれるような存在の、心当たりはそんなに多くないから、俺の推測も桑田のそれも大差ないだろう。

「もしかすれば、な。……と、そういえば鈴木はどこだ？」

「あら？　テントと……マイマイシューズはそのままなのに、本人だけいないわね」

　そこで俺はようやく鈴木の姿が無いことに気付いた。だが、神出鬼き没ぼつはいつものことで、

「逃にげやがったか」

　その事実に俺が腹立ちを覚えるのも同じで、俺は小さく舌打ちし、マイマイシューズは放置していくことを決めた。

「とりあえず、タマちゃんはサイコロを出さんでいいってことでやがります。でも、いったい何時いつになったらサイコロは振られるんです？」

　タマちゃんは触られるのは良しとしたものの、上下に振られるのはやはり嫌だったらしく、声に安あん堵どを滲にじませてそう言うと、続いて俺に問いかけた。

「そんなに待たされないと思うが……」

　さくさくとゲームを進めたいのはギエナも同じはずだ。ただ、かのう並みに気まぐれそうな魔ま神じんのこと、俺もはっきりとしたことは言えなかった。

「むぅ……早くゴールに行かせやがれです、ギエナさん」

　俺の曖あい昧まいな答えにタマちゃんは唸うなり、それから祈いのるように呟つぶやいた。

　すると、まるでその願いが届いたというようなタイミングで、突とつ如じよ、盤ばん上じようの白いマスは黄色へと色を変えた。その数は、

「６マスか」

「サイコロを投げたのが鈴木君だとしたら……やっぱり運はいいのね」

　俺が呟けば、桑田も脇からすごろくマップを覗のぞいて、呆あきれ半分、感心半分の感想を漏もらした。

「イヒヒ、これはきっとタマちゃんの祈りが通じやがったんですよ！　さあ行きますよ！」

　そして、なぜかそれを自分の手て柄がらにするタマちゃんに俺と桑田は揃そろってため息を吐ついたが、どちらもタマちゃんの声を拒こばむことはしなかった。

　代わりに桑田は温を安全な道の端はしに移し、俺はタマちゃんをしっかりと抱かかえ直して、再び走り出したのだった。
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　場所は叶野市上空。そこに特別に設しつらえた空間で、魔神ことギエナは先刻から盤上まちに目を凝こらし、その時を待っていた。

　エッグプラントで成長の為ための栄養を補給し、さなぎのように銀色の竜たつ巻まきの中に包まれたタマちゃんが、竜巻からを破って出てくるその瞬しゆん間かんを。

　透とう明めいのスツールの上で忙せわしなく何度も足を組み替かえながら、ギエナはいまかいまかと待ちわびて、その時が来たらすぐにでも会いにいこうと決めていた。

「イシシ。オレサマの神様だもんな。絶対すげぇ強くてかっこいいはずじゃん……と、おしっ、出てこいっ！」

　そうして、時間にしてみればそう長くはないが、待ちに待ったその瞬間は訪おとずれたのだが。

「え、えぇ？　マジであれが……タマちゃんの第二形態？　なんでガラス製？」

　竜巻の中から現れたタマちゃんはとても強そうには見えない、ギエナの理想からは程ほど遠とおい姿をしていて。ギエナは、最も早はや盤上に降りる気を無くし、透明な机に突つっ伏ぷしたのだった。

「なにあれ……すごい弱そうで、なんか、オレサマのイメージと全然違ちがうじゃん？　特にあの羽とか羽とか羽とか！　もうがっかりじゃん！」

　そうして、思うような結果が出なかったことに落らく胆たんしたギエナは最初はぼそぼそと愚ぐ痴ちっていたのだが、次し第だいにその声は高くなり、ふいに椅い子すから立ち上がると、

「ねぇ、神様どう思うよ!?」

　振ふり向き様、叫さけんだのだった。

　そうすれば、呼びかけられた存在は、わずかに顔を上げはしたものの、ギエナに声を返すことはしなかった。

「……あ、もしかして鈴木くんって呼ばなきゃ返事してくんねぇの？　っていうか、起きてる？」

　話し相手──神様鈴木にギエナはゆっくりと歩み寄って行くと、座っている鈴木のつむじを覗き込むようにして、再度声を向けた。

「起きてるよ」

　と、短く声を返すのと同時に鈴木は立ち上がり、ついでとばかりに、ギエナの額に、故意か偶ぐう然ぜんか思い切り頭ず突つきをかました。

「い、いっってぇじゃんか、こら！」

「おや、失礼。まあ、こんなところにわざわざお招き頂いたお礼と思って受け取ってよ」

　額を押さえてうずくまるギエナに、鈴木はあくまで冷静に応じる。多加良達が目にしたら、鳥とり肌はだを立てるような取り澄すました態度だったが、それが逆に彼の苛いら立だちの表れだとギエナは思い、喉のどで笑った。

「こんなところ、とは失礼じゃん。結構快適だし、何より眺ながめがいいだろ」

「ぼくの家の方が快適だよ」

　そしてギエナが眼下に見える景色を自じ慢まんすれば、鈴木はそう言ってギエナに背を向けた。

「それは、叶野市にある家か？」

　付き合いだけはそれなりに長い──ただし、決して仲は良くはない──相手に持って回った言い方をするのも面めん倒どうなので、ギエナは鈴木の背中に素す直なおな問いを向けた。

　いつも通り、鈴木はそのまま頷うなずきだけを返し、ギエナはそれで構わないと言葉を重ねる。

「ふぅん。引きこもりを止やめたって言うから見に来てみれば、予想以上に面おも白しろくなってるじゃん」

　それは、半ば独り言だったのだが、

「……面白いのはギエナ、君もだと思うけど」

　鈴木は肩かた越ごしに顔だけ巡めぐらせると、そんな言葉を返してきた。

「それどういう意味？　確かにオレサマは相変わらず楽しくやってるぜ？　お呼びがかかれば人間様にお仕えしてな」

　その物言いにギエナは苛立ちを覚えたのだがそれはおくびにも出さず、あくまで軽い調子で話を続ける。

「でも、最近は暇ひまなんだろう？」

「……まーね。でもそれはギエナ様レベルを呼び出せる人間が最近いねぇからじゃん？　なあ、ちょっと手て抜ぬきしてない？」

「それはないよ」

　冗じよう談だんめかして尋たずねれば、間かん髪はつ容いれずに答えは返り、ギエナは軽く肩かたを竦すくめてみせた。

「本当かねぇ。つーか、オレサマ、前から一度聞いてみたかったんだけど、どうして人間に角だの牙きばだの、はさみだのつけてやんなかったわけ？　やっぱアレ？　自分より優すぐれてたら困るトカ？」

「違うよ」

　鈴木は今度も即そく座ざに答えを返し、静かに首を振った。けれど、ギエナはその簡潔過ぎる答えと静かな表情に不満を覚えこそすれ、納なつ得とくできなかった。

「マジで？　けど、あいつら弱いし非力だし……すぐ壊こわれるじゃん。まぁ、だからオレサマみたいなのの需じゆ要ようが生まれたんだけどさ」

「人に対して壊れるという言い方は間違ってるよ。それに、確かに非力だけど、人は君が思っているよりずっと強い。君が、どれだけたくさんの物を壊してもまたその手で作り上げるし、どんな盤上みちもその足で歩いていく」

　故ゆえにギエナが言葉を重ねれば、鈴木は、紡つむぐ言葉に合わせ、自らもゆっくりと歩を進めながら、再び眼下の景色を優やさしげな眼まな差ざしで見下ろして。

　目の前にいる魔ま神じんよりも、足あし下もとの人間の方に親愛を抱いだく──という鈴木のその態度には慣れているのでギエナも今いま更さら腹は立たない。

「ギエナ。だから君だってあの卵を人間ひとの手に預けたんじゃないの？」

　だが、ギエナの内心を見み透すかした気でいるようなその物言いは受け入れられなかった。

「さぁ、どうだろうねぇ。確かにオレサマの手は鈴木くんのご指し摘てき通り色々と壊してきたぜ。でもそれは人間サマのお望みに従ってなんだけど……オカゲサマで人をお創つくりになるハジマリノダレカさんとはケンケンの仲、じゃん。イシシシ」

　だからギエナは、その言葉を茶化し、笑い飛ばしてやった。

「その冗談……平へい成せい生まれには通用しないと思うよ」

　なのにギエナの狙ねらいと異なり、鈴木は呆あきれながらも静かに声を返すだけで。ギエナは負けじと尚なおも言葉を連ねる。

「あっそ。でもオレサマはこれからも壊す。そして壊せばまた人が新しく作る。ああ、確かに作るのに向いているのは人間の手だよな。オレの手は……永遠に壊し続けるだけだ」

　でも、強がる声にはいつしか自じ嘲ちようの響ひびきが宿り、ギエナの手は知らず、ツナギの胸ポケットに触ふれていた。

　それは、たくさんある中で唯ゆい一いつ空のポケットだった。

　ギエナの声の調子が変わり、続いてその声が途と切ぎれれば、さすがに鈴木も顔を上げ、その目にギエナを映すと──わずかに目を瞠みはった。

「……そうか。時間は君にも流れたんだ。そしてやっぱり君もこの叶野市まちに呼ばれたんだね」

　そして、件くだんの胸ポケットの辺りを見つめながらやけに優しい声で言われ、その明るい色の双そう眸ぼうで鈴木はいったい自分の何を見たというのかと、ギエナは理解に苦しんだ。

「……それは、違ちがうんじゃん。オレサマは壊れない神様ものを完成させる為ために、自分の意志でここに来た。面倒な準備までしてさ。なのに……なんであんなかねぇ？」

　だが、鈴木の言葉を否定しなければならないという衝しよう動どうのまま口を動かして、ギエナは例の姿を思い出してしまい、結局ため息を吐ついて口を噤つぐむ。

「それが人の手に委ゆだねるってことじゃない？　でも……きっと最後にはギエナの望む姿になるよ」

「……イシシ。なら、こっから先の変化に期待しようじゃん。オレサマと同じ、オレサマの……壊れない神様に、な」

　そんなギエナに鈴木は予言者のように告げて、ギエナの心はわずかにざわついた。でも、やはりそれを表に出そうとは思わない。

「だといいね……で、なんでぼくはここに呼ばれたんだっけ？　君はぼくに何をさせたいの？　あ、マイマイシューズならすぐに用意するけど」

　なのに、対する鈴木の方は口調と共に態度まで和やわらげて、正直ギエナは面めん食くらう。だからといって、このまま会話のペースを鈴木に握にぎられてしまうのは、自分の沽こ券けんに関かかわる。

「イシシ、ようやく乗り気になってくれてよかったじゃん。んじゃ、お言葉に甘えて、鈴木くんにもサイコロを振ふって貰もらおうじゃん」

　とにかくギエナはそう言うと、企たくらみに満ちた笑えみを鈴木に向けた。

「いいよ。ぼくがサイコロを振ればみんなはゴールに近付くし……その時、君のその空のポケットに何が入るのか、楽しみだ」

　それに鈴木は微笑ほほえみで応こたえて、その思いがけない笑みに、ギエナは一いつ瞬しゆん声を失う。

「……オレサマのポケットに入るのは、玩具おもちやに決まってんじゃん。この世の全すべてはこのオレサマの玩具なんだからな」

　でも、続く言葉で与あたえられた動どう揺ようを振り払はらい、ポケットを探さぐると、サイコロを鈴木に放ほうり投げた。

「あれ、このサイコロ、飴あめで出来てるんだ」

　受け取った鈴木が驚おどろいたように、ギエナが渡わたしたのはサイコロであると同時に飴という代しろ物ものだった。

「そっ。投げ終わったら喰くってもいいぜ」

「じゃあ、後で遠えん慮りよ無くいただくとして……さあ、投げるよ」

　ギエナがそう許可を与えれば、鈴木は一つ頷うなずき、そして、真しん剣けんな面おも持もちで賽さいを投げた。

　透とう明めいなテーブルの上を、サイコロはカランコロンと転がっていき、

「さっすが！　６マスじゃん！」

　ギエナは高らかにその目を告げたのだった。
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　羽よりも軽く、軽かろやかに。

　妖精のようにふわふわと。

　あたしは軽やかに生きたい。

　重い服も、重い髪かみもいらない。

　重い荷物も持たないで、あたしは軽快にステップを踏ふみ続ける。

　あまりにも軽すぎて、いつか風に飛ばされてしまうまで。

　あたしは軽やかに生きていく。
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　本人の希望通り、タマちゃんを腕うでに抱だき、再度すごろくマップに沿って、俺達は叶野市を進んで行った。

　タマちゃんの重さは鎧よろい人形の時と大差ないものの、ガラス製であるが故ゆえにさっきまでよりも神経を遣つかわざるを得なかったが、俺と桑田は可能な限り速く走った。

　そうして急ぐ内に、俺達は三鳥地区から、再度学校に近い久原地区の一画に足を踏み入れていた──これもギエナの組み替かえの結果だ。

　当然景色は見慣れたものとなり、と同時に叶野学園のジャージを着た生徒の姿も目立ってきた。見知った顔が動きを止めている中をすり抜ぬける度たびに、胸が冷え、重苦しい気持ちに襲おそわれることとなり。

　だから、俺と桑田は自然と無口に足を進めるようになっていたのだが、

「……あら？　ねぇ、あれ花か南なんちゃんじゃない？」

　ふいに桑田が弾はずんだ声を上げて、前方を指さした。言われて俺も、その指が示した方向を見れば小さな人ひと影かげが目に入った。でも、俺には桑田のようにはっきりとは見えなくて、目を細めてもう一度見直す。

「確かに、長い三つ編みが見えるな」

　それで何とか、俺も羽黒のトレードマークを確かく認にんすれば、俺達の足は更さらに速くなった。

「花南？　誰だれでやがります？」

　俺の腕の中はリュックより安定感があるからか、タマちゃんは加速されても滑かつ舌ぜつ良く桑田に尋たずねた。

「羽黒花南ちゃんは、私達の大切な友達よ」

「……大切、でやがりますか」

　その問いに桑田は迷わず答えて、それを聞いたタマちゃんは呟つぶやきながら、俺達と同じように視線を前に向けた。

「でも、どうやら小動物的可愛かわいらしさはタマちゃんの方が上でやがります！　イヒヒ！」

「ああ、はいはい。そうですね」

「ん？　いま多加良から悪意をキャッチしました。ケンカを売ってやがりますか？」

「まさか。大体触しよつ覚かくもないのにお前はどこで何を受け取るんだ？」

　羽黒を見つけた嬉うれしさから俺が軽口を叩たたけば、タマちゃんは面おも白しろいように反応を見せ、桑田も小さく微笑ほほえんで。

　そして、短い遣やり取りを終えれば、羽黒の姿はもう目前だった。

　間近で見る羽黒は、困った時によくする──眉まゆを八の字に寄せた表情をしていた。

「確か……秋庭君がナンパをすれば、動き出すのよね？」

　が、桑田が思い出したその条件に、俺もまた羽黒と同じような表情になる。あんな恥はずかしい真似まねは一度で十分だ。でも、ここで羽黒を仲間に加える為ためにはやらなければならないわけで……

　俺は羽黒の肩かたに手を置くと、主人公がケーキ職人という鈴木の漫まん画がを思い出しながら、

「お、お嬢じようさん。ぼくとあの星を見ながら朝焼けのチーズケーキを食べませんか？」

　早口に言い切った。この羞しゆう恥ちに耐たえた自分を俺は褒ほめ称たたえてやりたい。

　そうして、俺の苦労の甲か斐いあって、メデューサかクロノスの呪のろいが解けるように、羽黒の体の強こわばりは緩ゆるんでいき。

「花南ちゃん」

「ナルさーん？　どこですか仲なか邑むら奈な留るさん」

　桑田の呼ぶ声に、羽黒のそれが重なる。

「っと、あれ？　秋庭さん？　美名人ちゃん？　あれあれ？」

　そして、俺達の存在に一いつ拍ぱく遅おくれで気付くと、羽黒は軽い混乱に見み舞まわれた。首を左右に動かして俺と桑田の姿を何度も確かめる。それに合わせて三つ編みも大きく跳はねて、

「こら、何しやがりますか、花南とやらっ！」

　俺と桑田は上手うまく避よけたのだが、腕の中のタマちゃんには当たってしまい、タマちゃんは抗こう議ぎの声を上げる。

「あっ、すみません！　と、あれ？　今の声はあなたですか……怪かい獣じゆうさん？」

　羽黒は反射的に謝って、それからタマちゃんに視線を向けると、冷静に対処した。

「もしかして、お菊きくちゃんのお友達ですか？　あ、お菊ちゃんというのはなぜか髪が伸のびる不思議なお人形なのですが」

　この冷静さは、そっち方面の場数を踏んでいるからだ、と俺は納なつ得とくしたが、このまま放ほうっておくと羽黒は確実に脱だつ線せんしていく。

「羽黒、お菊ちゃんのことはどっかに置いておけ。こいつはタマちゃんだ。わけあって俺達とすごろくゲーム中だ」

　羽黒の意識を引き戻もどしながら、俺はまずタマちゃんを紹しよう介かいした。そうすれば羽黒は俺に焦しよう点てんを合わせた後、もう一度タマちゃんを見て、律りち儀ぎに挨あい拶さつをする。

「タマちゃんでしたか。わたしは羽黒花南です。よろしくお願いします」

「はいはい、仕方ないからよろしくしてやるです。でもセンスの無い名前を付けたのは多加良だと心得ておきやがれです」

「タマちゃんは卵から生まれたから、タマちゃんなんだ。羽黒、悪い名前じゃないだろう？」

　そこでタマちゃんは俺のネーミングセンスにケチをつけてくれたが、俺は反論すると共に羽黒に同意を求めた。

　すると羽黒は助けを求めるように桑田を見て、二人はそのまま数秒目で語り合う。

「……そうね。悪くはないわ」

「ええ、悪くはありません」

　やがて二人が導き出した曖あい昧まいな答えに俺は引っかかりを覚えずにいられなかった。

　だが、俺がうろんな視線を向ければ羽黒は思い切り目を逸そらし、そこで改めて周囲の状じよう況きようを目にして青ざめる。

「……これが、今回の厄やつ介かい事ごとの一いつ端たんだ」

「そう、ですか。では、わたしは何をお手伝い出来ますか？」

　けれど、現状を理解した羽黒の反応は早く、その目に宿る光は強かった。

「とにかく一いつ緒しよに来て貰もらいたい。今回のゲームはすごろく、相手は魔ま神じんだ。でも、勝つのは俺達だ」

　その眼まな差ざしを正面から受け止めると、俺は頼たのもしい仲間に宣言したのだった。







　一通り今回の厄介事の説明を終えると、羽黒には早さつ速そくツナギに着き替がえて貰った。

　ツナギを着るという呪いルールに羽黒は何も言わなかったのだが、着替えて現れた羽黒はどこか悲しそうな顔で、

「Ｓサイズでしたが……腕うでと足がちょっと長かったです」

　腕まくりをしながら言ったその台詞せりふに、俺と桑田は悪いと思いながらも少し笑ってしまった。

　そして、それを誤ご魔ま化かすように俺は咳せき払ばらいをすると、

「とにかく、羽黒も準備が出来た。さあ、行くぞ」

　みんなを促うながした。現在黄色のマスはあと２つ。それでも急いだ方がいいだろう。

「はいっ！　行きましょう！」

「お、花南、良い返事でやがります！　ようし、気合入れて走りやがれです！」

　明らかに上から目線でそう言ったタマちゃんが、俺の腕から下りる気配はない。俺は文句の代わりに諦てい観かんのため息を吐つくと、とにかく足を動かしたのだった。

「そういえば、花南ちゃん。ウォークラリーのコースから逆走してなかった？」

　羽黒の準備運動代わりに、ジョギング程度のスピードで走り出すと、すぐに桑田はそんな問いを羽黒に向けた。

「あ、はい。その……ウォークラリーの同じグループの方がはぐれてしまって、探しに戻る途と中ちゆうだったんです」

　するとその心配事を思い出したのか、羽黒の表情は曇くもる。でも、ただはぐれただけにしては羽黒の言葉は歯切れが悪いように俺は感じた。

「それだけ大きくても人間は迷子になりやがるんですか？　まったくふがいないですね。……でも、探してもらえればいいですよ。けっこう心細いですから。タマちゃんもうっかり柱時計に隠かくれた時には……ん？」

　しかし、タマちゃんは言葉以上のものを読み取ることなく、饒じよう舌ぜつに語っていたかと思うと、ふいに首を傾かしげた──といっても殆ほとんど首らしきもののないガラスの体なので、結局は舵かじを取るように全身を傾かたむけたのだが。

「タマちゃんは、今日生まれたよな？」

　それに首を傾げたくなったのは俺も同じで、またも前世などというものを思わせる発言に、実際にその誕生に立ち会ったというのに思わず尋たずねてしまう。

「ですよ？　でも今のは……前世の記き憶おく？」

　俺に目線を向けながらタマちゃんが言えば、

「タマちゃんにも前世があるんですか？」

　羽黒も好こう奇き心しんを刺し激げきされたのか、問いかける。

　でも、タマちゃんはそれ以上何も思い浮うかばないのか沈ちん黙もくしてしまう。

「タマちゃんには……魂たましいのようなものは感じますけど、霊れい魂こんとは違ちがいますね」

　だが、羽黒は構わずに自分の得意分野にひきつけて考え始めて、

「……話をその迷子さんに戻しましょう。その迷子は、仲邑さんね？」

　またもや脱だつ線せんしかけた羽黒を今度は桑田が引き戻もどした。と同時にタマちゃんの話もひとまず終しゆう了りようとなったが誰だれも文句はない。

　さっき開口一番羽黒が口にした名前を覚えていた桑田が尋ねると、羽黒は一つ頷うなずいた。

「はい、そうです。グループの他ほかのメンバーの方は、奈留ちゃんはサボりだとおっしゃったんですが、わたしは気になってしまって」

　確かに行事の欠席はマイナスイメージはつくが、それ自体を禁止されてはいないし、班の成績に影えい響きようもなければ気にせず進もうと言う人間もいるだろう。

　俺はそういうのは単純に気にくわないが、羽黒が気にかけるのは優やさしさと、その相手故ゆえだろう。

　羽黒が気にするその人物──仲邑奈留はこの四月に転入してきた女生徒で、同じクラスになった羽黒の口からその名が出るのは初めてではない。

「仲邑か。そういえば遠足で同じグループになったって羽黒、喜んでたよな」

　俺もまた、聞き慣れた羽黒の友人の名を口にすれば、羽黒は微笑ほほえみで応こたえて、でもその笑みはすぐに曇ってしまう。

「はい。でも……最近あまりお話ししてくれなくて」

「だから花南ちゃんは、このウォークラリーでゆっくり話してみるつもりだったのよね」

「なるほど。それもあって、逆走してたのか」

「はい。うっかりコースを間違えてしまった可能性もあると思って、気配を辿たどって探していたんですが上手うまくいかなくて。その原因は……魔ま神じんさんだったようです」

　そして、桑田と俺の問いに羽黒は頷くと、そのまま俯うつむいてしまった。

「叶野市の時間が止まっている以上、仲邑もそう遠くには行ってないはずだ。すごろくの途と中ちゆうで見つけられるかもしれないな」

「あ……あり得るかもしれませんね！　では、急ぎましょう！」

　でも、俺がその可能性を示せば、羽黒は弾はじかれたように顔を上げると、ぱっと表情を明るくした。

　と同時に羽黒は走る速度も上げて、当然俺達もそれに倣ならうことになったのだった。
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　そうして、羽黒に引っ張られるように６マス分を走り終えて俺達が辿り着いたのは〝叶野芸術公園〟だった。本来は叶野ラビュリントスの上、つまりもう少し坂を上った場所にあるものなのだが、これまた移動しているというわけだ。

　この芸術公園はとにかく広いの一言に尽きる。すごろくマップを見ても敷しき地ちを全すべて跨またぐのに７マス要しているのだ。

「な……なんですかアレは！　宇宙人でやがりますか!?」

　タマちゃんを羽黒の腕うでに預け、公園案内図とすごろくマップとを見比べていた俺が、その声に振ふり向けば、タマちゃんは前方を見て、サーチライトのように目を光らせていた。

　俺もその光を辿ってみれば、確かに初めて目にすれば驚おどろくような代しろ物ものが立っている。

「タマちゃん、あれは現代美術彫ちよう刻こくってやつで、タイトルは確か……」

「〝陸おかサーファーの宴うたげ〟よ」

「それ、本当ですか？」

　俺の言葉を繫つないで桑田がそれを告げれば、羽黒は胸に抱だいたタマちゃんと一いつ緒しよに、桑田の顔を見上げて尋ねた。

　俺同様、小中学校で課外授業の度たびにここに来ている桑田の言葉に間違いはないはずだが、公園の入口に佇たたずむそれらは、縦に３メートルと細長い流線型のフォルムの立像──全六体セット──で、正直宇宙人と言われた方が説得力があるのは確かだ。

「ああ、そこの作品解説のプレートにも書いてある」

　しかし、作者がそう言うなら、そうなのだろう、と俺はプレートを指さした。

「……人間の美的感覚と造形力に不安が湧わいてきやがりました」

　タマちゃんの声が驚きよう愕がくに震ふるえるのももっともだが、この芸術公園の敷地がやたらと広いのは、こういった巨きよ大だい現代彫刻を屋外に展示し、鑑かん賞しようして貰もらうためなのだ。敷地の中には美術館もあるが、この現代彫刻が目玉の一つであることは変わりない──たとえ俺が芸術の理解に苦しみため息を吐つこうとも。

「多加良、すごろくマップにまだ課題は出てないですか？」

　と、そこで驚きから醒さめたタマちゃんに尋たずねられ、俺はもう一度すごろくマップを見た。

「まだだ」

　現在地のマスはまだ緑のままで課題の文字は浮うき上がってこない。

「じゃあ、もう少し先へ進んでみましょうか」

　だから、俺達は桑田の提案に従って、少し歩を進めることにした。

　陸サーファーの次に俺達を迎むかえてくれたのは、三体の〝森の巨人ともだち〟。散策自由の芝生しばふの中に立っている巨人像はどこか巨○兵に似ていて、こいつを見る度に俺は著作権で訴うつたえられないのかとはらはらしている。

　でも、巨人達は今日も無事に、仲良く額を付き合わせていて、その足あし下もとにはいい日ひ陰かげが出来ている。

「こんな時じゃなかったら、冷たいお茶で休きゆう憩けいしたいけれど……」

　その日陰を見て桑田が呟つぶやく気持ちはよくわかる。六月に入ったばかりでは夏の熱さはまだ遠いが、それでも動き続けていればじんわりと汗あせをかくような気候なのだから。

　その上俺達はツナギ姿で、ジャージに比べるとやはり吸きゆう汗かん性と通気性に欠けているようで、少々熱くなってきていた。

「もう疲つかれたんですか？　人間は軟なん弱じやくでやがります。タマちゃんは全然ですよ」

「タマちゃんが疲れないのには理由があると思うんですが……あ、あれ？　奈留ちゃん！」

　自分の腕に抱かれているタマちゃんの言いように、さすがに抗こう議ぎをしようと、目線を下に向けた羽黒だったが、途中で別の姿を捉とらえると、大声を上げた。

　並んで歩いていた俺達は、その声に驚くより先に羽黒の視線を追って、やがて辿たどりついた巨人の足下には確かに人ひと影かげがあった。

　巨人の一体の足に背中を預け座っているのは、叶野学園のジャージを着た少女。

　髪かみは少年にも見えるベリーショートだが、首も、半はん袖そでから覗のぞく腕も折れそうに細くて、華きや奢しやな姿は少女でしかあり得ないし、間ま違ちがいなく仲邑奈留だった。

　けれど、羽黒の大声にも、仲邑は読んでいる本から顔を上げない。

　当然それはギエナによって時間を止められているからだと俺は考えたのだが、羽黒はタマちゃんを桑田に預けると、仲邑の許もとへ向かった。

　羽黒とてそれは理解しているはずだが、ヘッドフォンで塞ふさがれている仲邑の耳に、羽黒は諦あきらめきれず、もう一度呼びかける。

「奈留ちゃん！」

「ん……？　あ……羽黒さん」

　すると今度は仲邑は羽黒の声に反応して、ヘッドフォンを外した。そうすれば、短い髪からは小さな耳が現れる。

　俺は束つかの間呆あつ気けにとられ、それから慌あわてて手に持っていたすごろくマップに目を落とした。

　そう、俺がナンパも何もしていないのに動いているということは、仲邑がエッグプラントなる〝卵〟を持っている人間ということで。

　すごろくマップには思った通り、〈エッグプラント発見・接せつ触しよくせよ〉という文字が浮かび上がっていた。

「多加良……あの細い女は卵を持っていやがるんですね？」

　仔こ鹿じかのような黒目がちの目を瞬しばたたかせ、羽黒を見つめる仲邑を見れば、タマちゃんも気付いて、俺は一つ頷うなずいた。

「花南ちゃんの尋ね人が〝卵〟の持ち主だなんて中々の偶ぐう然ぜんね」

　羽黒と仲邑をその目に映しながら桑田はそう言って、二人の方へと歩き出し、俺も半歩遅おくれてそちらへ向かう。

「あれ、羽黒さんだけじゃなくて、生徒会の人とかもいたんだ。でもみんなクラスが違ちがうのにどうしたの？」

　俺達の姿に気付くと仲邑はその細い首を傾かしげたが、声に驚きは少なく、むしろ摑つかみどころがないような軽かろやかな響ひびきだった。

「のっぴきならない事情でな。仲邑こそこんなところで何をしていた？」

　俺が問えば仲邑は、ヘッドフォンと手にしていた文庫本を俺に見せて、それから二つを小さなトートバッグの中に仕し舞まいこむ。

「読書と音楽鑑賞って……奈留ちゃん、今日はウォークラリーですよ？」

　その動作を見て、羽黒が軽く咎とがめれば、仲邑は短い毛先に指先でひねりを加えながら、悪びれず、ただ首を竦すくめた。

「その様子……もしかして叶野市の異変に気付いていないの？」

　あまりにひょうひょうとしている仲邑を見て、桑田は半信半疑という感じで問いかける。

「異変？　ずっとここでサボってたから何のことかわからないんだけど」

「……サボり、だったんですか」

　そう聞いて、羽黒は悲しそうに仲邑を見たが、当人はやはり悪びれず頷いた。

「人影が妙みように少ないと思わなかったか？」

　だとしたらかなり吞のん気きだと思いながら俺も問えば、さすがに仲邑も周囲に視線を走らせる。

「……あ、れ？　あの二人連れは彫ちよう像ぞうとかマネキンじゃなくて、人間だとか？」

　そして、数メートル先でカメラを構えたまま動かない男女を見つけると、ようやく仲邑も叶野市に起きている異変を認にん識しきし、次いでゆっくりと立ち上がった。

「ああ、人間だ。一応言っておくと、自ら動きを止めているわけでもない」

「そうなんだ……でも、あたしとか秋庭くんとかは動いてるけど？」

「それは……」

「それは奈留ちゃんとやら、お前がすごろくゲームの駒プレイヤーだからでやがります！」

　俺はもう少し外側を説明してから核かく心しんに触ふれようと思っていたのに、被かぶさってきたタマちゃんの声は、そこで見事に俺の計画をすっ飛ばしてくれた。

「……いま、そのオモチャ、喋しやべった？」

「喋ったからなんだって言うんです？　タマちゃんは喋らなければタマちゃんにあらず！　ついでに滑かつ舌ぜつにも自信があります！」

「おおー。喋るオモチャとか最近は多いけど、この喋りは特注品？　もしくは不思議の国から来たオモチャ？」

「……どちらかというと、後者のようです」

　誰だれともなく仲邑が投げた問いに、羽黒が神しん妙みように答えれば、その場に暫しばし沈ちん黙もくが落ちる。

　その間、仲邑は事の真しん偽ぎを確かめるように、羽黒の真っ黒な双そう眸ぼうを見つめて、羽黒もまた黙だまってそれを受け止めた。

「なら、叶野市はこのオモチャが侵しん略りやく中とか？」

「いいえ。侵略者というよりは……」

　やがて沈黙を破ったのは仲邑だったが、その思考は少々飛ひ躍やくしすぎていて、羽黒は答えあぐねて俺を見た。

「この事態を引き起こしているのはギエナという魔ま神じんだ。俺達はそいつといま叶野市を賭かけたすごろくをやっている。この〝魔神すごろく〟をクリアしない限り、叶野市の時間は止まったままになる。そして、どうやら仲邑、お前もこのすごろくをするプレイヤーだ」

　俺は羽黒の後を引き受けると、温の時のように下手に誤ご魔ま化かさず、なるべく事態をシンプルに語って聞かせた。

　仲邑は黙って俺の話を聞いた後、おもむろに首を巡めぐらせて、俺から羽黒、桑田へと視線をスライドさせていった。

　そうして、俺達の誰一人として冗じよう談だんや噓うそを言っていないと、表情から確かめ終えると、

「タマちゃん……１＋１は？」

　桑田の腕うでの中のタマちゃんになぜか算数の問題を出した。

「２と見せかけて、ここは田んぼの田でやがりますね！」

「うん、花丸正解」

　その問題にタマちゃんが、とんちのような答えを返せば、仲邑は拍はく手しゆと共に感かん嘆たんのため息を送った。

「えっへん！　さすがタマちゃんでしょう」

「うん、すごいね。その……夢オチ希望だったけど、タマちゃんの存在が単なるオモチャとかっていうにはリアル過ぎるから……信じるしかないか」

　そして、得意そうに目をぴかぴかと光らせるタマちゃんに頷きを返しながら、仲邑は予想外にあっさりと、この状じよう況きようを受け入れたのだった。

「俺が訊きくのも何だが……本当に信じてくれるのか？」

「うん……ほっぺとかも痛いし」

　俺が確かめるように尋たずねれば、仲邑は自分で自分の頰ほおを摘つまみ、もう一度首を縦に振ふった。

「イヒヒ。ニュータマちゃんの輝かがやきに奈留はやられやがったのです！　それで奈留の〝卵〟はどこです？」

　おかげで調子に乗ったタマちゃんは、桑田の腕から身を乗り出して、仲邑に訊く。

「卵？　あたしが持ってるの？」

「あ、そういえばさっきも〝卵〟とおっしゃっていましたが、タマちゃんはハ虫類なので卵を食べるんですか？」

　すると仲邑は首を傾かしげ、卵については聞かされていなかった羽黒も同じように首を傾げる。ただし、こちらは余計な推測がついていた為ため、

『ハ虫類じゃないから』

　俺と桑田、それからタマちゃんは声を揃そろえて、そこだけは否定した。

　最終的にタマちゃんの体内に入るのは事実だが、それを正直に説明すれば、さすがの仲邑もプレイヤーとして加わるのを嫌いやがるかもしれない。

「本物の鶏けい卵らんじゃなくてもいい。チョコエッグとかそういうのでも卵の形の物を何か持っていないか？　それがプレイヤーの証あかしになるんだ」

　俺はタマちゃんが余計なことを言う前に、いま必要な部分だけを抜ぬき出して仲邑に伝えた。

「んー、たまご、卵……これのことかな？」

　すると仲邑はそう呟つぶやきながら、小さなバッグの中をごそごそと探さぐり始めた。そして程ほどなくごく簡単に包装された物を取り出すと、少々乱暴な手つきで、包み紙を剝はがしていく。

　やがて現れたのは、仲邑の小さな掌てのひらにもなんとか収まる大きさの、卵の形をしたガラス瓶びんだった。その卵には小さな羽に加えて、またスプレーの噴ふき出し口も付いていたのだが、俺はすぐにそれが本来は何なのか理解出来なかった。

「これ、香こう水すい入れよね？」

「そう、アトマイザー」

　けれど、桑田はすぐにそうとわかったようで、仲邑もその通りだと頷うなずいた。

「うわぁ、可愛かわいいですね！」

　まだまだ世事にはうといと思っていた羽黒も、やはり女子というべきか、それが香水を移し替かえて使う物とわかっていて、声を弾はずませる。仲邑はちらりとその顔を見ると、なぜか困ったように唇くちびるを歪ゆがめた。

「香水は知らんですがこれは確かに〝卵〟でやがります。ならば、いっぱいになるまで、奈留にはすごろくに付き合って貰もらわねばいかんです」

　そして、この卵の中に溜たまる〝生命きみ〟とやらが自分に必要だと理解したタマちゃんは、空っぽの容器たまごを覗のぞき込みながらそう言った。

「せっかくサボってたのに……。ねえ、絶対に一いつ緒しよに行かないとダメ？　それにアトマイザーがいっぱいになるまでって、重たくなるのとかあたし嫌なんだけど」

　言われた方の仲邑は、この事態を軽く受け止めているから、簡単に受け入れられたのだ、と疑いたくなるような軽い調子でタマちゃんに声を返す。とんとんと、つま先で地面を叩たたく音までも軽かった。

「奈留ちゃん、たくさんの方がお困りなんです。お願いします」

　そんな仲邑に羽黒は地面に着きそうな程──実際三つ編みは芝生しばふの上に着いている──深く頭を下げる。

「……たくさんの人とか、そんな重いのはもっと嫌かも」

　自分に対して頭を下げる羽黒を見れば、仲邑もさすがに困り顔になったが、それでもまだはっきりとは頷かない。

　ならば、今度は俺が説得する番だ。

「だったら、自分の為でも構わない。他ほかの荷物は俺達が持つから、仲邑はゲームに同行してくれるだけでいい……でないと、タマちゃんがお前に取り憑ついて離はなれなくなるぞ。しかもこのタマちゃん……次し第だいに重くなる」

　ここまでの会話でどうも仲邑は重たい物を忌き避ひしていると見て取り、俺は軽く脅おどしてみた。もちろんはったりだ。

「……タマちゃんの属性は、こなきじじいとかなの？」

　しかし、仲邑は眉まゆをひそめると、そんなことを言いながら胡う乱ろんな目でタマちゃんを見つめる。

「なぬっ、じじい？　タマちゃんはぴちぴちでっ！」

　当然、じじい呼ばわりされたタマちゃんは抗こう議ぎの声を上げるが、

「そ、そうなんですよ。だんだん重たくなるんです」

　羽黒が声を被かぶせてそれを塞ふさぐ。

「そうよ。あっという間に花南ちゃん二人分くらいの重さになっちゃうわよ。まあ、私ならそのくらいの重さも平気だけれど、仲邑さんはどう？」

　更さらに桑田がいたって真しん剣けんな顔で告げれば、仲邑も唇を結び、思案顔になる。うん、この二人のコンビネーションはもう中々のものだ。

「……あの、美名人ちゃん。いつわたしの体重を知ったんですか？」

　と、俺が思ったのも束つかの間。そこで羽黒はもじもじしながら唐とう突とつな問いを口にして、

「この間、花南ちゃんが足をくじいた時におんぶしたでしょう。あれで大体わかったわ」

　すると桑田も正直に答え、羽黒はその時のことを思い出したのか赤面した。

「あの折はご迷めい惑わくをおかけしました。……でも、体重はくれぐれも秘密でお願いします」

「そうそう、美名人。体重は乙女おとめのトップシークレットでやがりま……ってもしや今、タマちゃんの重さも量ってやがりますか？」

　そこでタマちゃんが再度会話に加わり、しかも自分が桑田の腕うでにいることに不安を募つのらせて慌あわてた声を上げれば。

「ええ、もうほとんどわかったわよ」

「ひ、秘密です、絶対秘密にしやがれ！」

「タマちゃん大だい丈じよう夫ぶですよ、美名人ちゃんは口が堅かたいですから！」

　桑田は思わせ振ぶりに微笑ほほえみ、タマちゃんは軽いパニックに襲おそわれ、そんな二人をなだめながら羽黒が苦く笑しようするという少々かしましい構図が出来上がる。

　まるでトリオ漫まん才ざいのような状じよう況きように、さすがに男一人で俺も押されそうになる。

　そして、仲邑はそんな三人の姿をじっと見つめているだけで。

　この状態を放ほうっておいては話は進まないと、俺は意を決し、三人の間に割って入るべく、一歩前に踏ふみ出した。

　けれど、着地の瞬しゆん間かん、ふいに日がかげったような錯さつ覚かくを覚え、それと同時にまたあの痛みが訪おとずれて。

　目の奥の奥からせり上がってきた痛みに、俺の右足は芝生を踏みにじる。

　麻ま酔すいが効く前に歯を抜ぬかれたらこの位の痛みだろうかと、痛みを痛みで誤ご魔ま化かすような想像をしながら、俺は痛みに苛さいなまれる目を押さえる。

　さっきの誰だれのものとも知れぬ発芽の痛みに比べれば、それは幾いく分ぶん優やさしいものだったが、それでも痛いものは痛い。奥歯を嚙かみしめて、俺はどうにかこの痛みをやり過ごそうとした。

「あれ？　秋庭くん？　目とか押さえてどうかした？」

　が、痛みが去る前に仲邑に気付かれてしまい、俺は内心で舌打ちをした。

「んん？　多加良、また魔ま法ほう陣じんでやがりますか？　それとも嫌いやがらせですか？　大丈夫でやがりますか？」

　今日だけで三度もこの発作のような痛みに立ち会っているタマちゃんの声に、もはや驚おどろきはなく、ただ気き遣づかわし気な響ひびきだけがこもっていた。

「……三度目」

　その一方で、桑田の小さな呟つぶやきは不安と焦しよう燥そうに揺ゆれていた。

「ねえ、羽黒さん、大丈夫なのかな？」

　俺が声を返せずにいれば、仲邑は仕方なさそうに羽黒に問いを向ける。

「あ、あの……つまりこれもタマちゃんの影えい響きようなんです。ゴールに辿たどり着くまでは、定期的にタマちゃんを抱だっこしないと体が動かなくなってしまうんです！　美名人ちゃん、タマちゃんを秋庭さんに！」

　問われて羽黒は一いつ瞬しゆん言い淀よどんだものの、迫はく真しんの演技でそう言うと、桑田の腕からタマちゃんを奪うばい、俺の腕にタマちゃんを押しつけた。

「なな、花南、もっと丁てい重ちように！」

「……体重をばらされたくなかったら、大人しく、口裏を合わせてください」

　そして、抗議に口を開くタマちゃんに、羽黒は精せい一いつ杯ぱいの脅しを口にする。

　それは予想以上の効果を上げて、タマちゃんは俺の腕の中で獲とれたての魚のようにびくんと一度だけ跳はねて、大人しくなった。

「ええと、秋庭さん、どうですか？」

　期待以上の効果に羽黒の方も驚いたようだったが、とにかく俺を気遣ってくれる。

　タマちゃんに鎮ちん痛つう効果がないことは、調べるまでもなかったが、丁度そのタイミングで発芽の痛みは跡あと形かたもなく消え去ってくれて。

　俺はタマちゃんをしっかりと抱き、ゆっくりと顔を上げた。

「……ああ。羽黒とタマちゃんのお陰かげでもう大丈夫だ」

　そこで礼を言う俺と目が合えば、羽黒は目め許もとを和やわらげ、桑田もほっと息を吐ついて。

「実際に非科学的な物と状態を見せられて、その後で生き残れるのはやっぱり順応力の高い順だとか思うのね……。というわけで、そのすごろくに参加させて貰もらいます」

　一連の出来事を目にした仲邑は、そう言うと大きく頷うなずいたのだった。

　と、それ自体は喜ばしかったが、俺はすぐにその言葉に応じることは出来なかった。

　差し向かいに立った、仲邑のその胸に芽生えたばかりの若々しい緑の双ふた葉ばを見つけて、俺は束の間声を失う。

　ほんの少し前まで、仲邑の胸には確かに何も無かった。だから、今の発芽の痛みは、この植物が芽生えた時のもので間ま違ちがいない。芽生えた以上は開花させなければならないことも含ふくめて。

　でも、その植物を見て、俺は負けが勝つほど賭かけ事ごとに興じた約一名の作さく為いを疑わずにいられなくなる。

　発芽の痛みは今日三度目。その内二人はギエナが仕し掛かけた〝卵〟の持ち主。

　さっきの温の開花の速さは、叶野市がすごろく盤ばんと化している、という特とく殊しゆな状況が影響したと考えるにしても、それが発芽にまで影響を与あたえたとは考えにくい。

　一日に二人以上発芽したことがなかったわけではないが、前回そういう事態に遭そう遇ぐうした時、俺はひどく消しよう耗もうしたのだ。かのうは俺にダイエットでもさせるつもりか？

　だが、そこまで考えても、今日は余よ程ほどバツが悪いのか鳴りを潜ひそめていて顔さえ見せないかのうの真意など読み切れるわけがなく、俺は黙だまって空を見上げた。

「……やっぱりこのアトマイザー、呪のろいの品物とかだったのかな」

　仲邑はアトマイザーを日にかざしながら呟いて、俺と同じタイミングで天を仰あおいだ。すると息がかかったわけでもないのに胸の小さな双葉は揺れて。

「呪いの品？　どっかの骨こつ董とう店か質しち屋やででも手に入れたのか？」

　俺はそれで我に返り、そのアトマイザーの出所を仲邑に尋たずねる。

「ううん。商店街の雑貨屋さんで買った物だよ」

　仲邑は首を振ふり、そのままアトマイザーを小さなバッグの中に丁てい寧ねいに仕し舞まい込んだ。それでもうバッグは満まん杯ぱいだ。

「着き替がえ、入りますかね？」

「入らなかったら私が預かるわ」

　そのバッグの様子に羽黒が小さく首を傾かしげると、桑田はそう答えて、そんな二人を不思議そうに見返す仲邑に俺は、いよいよそれを伝えなければならないと、心を決める。

「……タマちゃんも覚かく悟ごはいいな」

「あ……アレを出しやがれと言うんですね」

「アレって、何かな？」
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　俺が低く告げれば、タマちゃんも神しん妙みように頷き、仲邑は何か察知してか頰ほおをひきつらせる。

「これからタマちゃんが出す物に、着替えてくれ」

　そして俺は、タマちゃんをしっかり抱かかえながら、振ったのだった。







　タマちゃんから出てきたツナギに、仲邑は全く拒きよ否ひ感かんを示さなかった。「バレエの発表会でもっと派手なのを着たことがあって耐たい性せいがある」という理由を挙げて。

　とにかく仲邑はスムーズに着替えに向かってくれたので、その時間を利用して、俺はまず仲邑の発芽を全員に告げ、それからすごろくマップを芝生しばふの上に広げた。

　見てみれば、さっきまで緑色だったマス目は、今まで見たことのない青色に変わっていた。そのことに俺は少々慌あわてて、浮うき上がった文字に目を凝こらす。

「……サイコロゾーン」

「サイコロを振って出た数だけ進もう！　ですって。これはサービスのマスね」

「サービス！　素す敵てきですね！」

　書いてある文字を俺と桑田で読み上げれば、羽黒は手を叩たたいて喜び、

「誰だれが振ったかわかりませんが、運のいいやつでやがります」

　芝生の上に降りたタマちゃんは感心して呟いた。

　その言葉に俺の脳のう裏りには「能天気な誰か」の顔がよぎったが、即そつ刻こくその映像を俺が頭から振り払はらったところで、着替えを終えた仲邑が姿を見せた。

「なんか……思ったよりは軽くて良かったけど、やっぱり少し大きいかな」

　俺の目にはアクセントのように願いの植物が揺ゆれて見えるものの、仲邑が着替えたツナギのサイズは羽黒と同じ。でも羽黒より少し背の高い仲邑は手足に布の余りがない。けれど、華きや奢しやな仲邑の身体からだは明らかに服の中で泳いでいた。

「脱ぬいだ服は預かるわ……でも、本当に華奢ね。男の子が守ってあげたくなる感じで、ね？」

　桑田は仲邑のジャージを預かりながらそう言って、なぜか同意を求めるように俺を見る。

「ん？　そうだな、細いな」

　でも、俺にそれ以上の感想は無く、短く答えれば、桑田はどこか安心した様子で口許を緩ゆるめ俺を見つめる。

「何だ？　桑田？」

「はい、そこ。ラブコメってる暇ひまはありやがりませんよ。多加良さっさとサイコロを振りやがれです！」

　が、わけのわからないことを言いながら、タマちゃんが俺の前を横切れば、桑田はその姿を追うように俺から視線を外した。

　そして、眼まな差ざしで追うだけでは足りなかったのか、桑田は実際にタマちゃんを追いかけていって抱だき上げると、

「……タマちゃん、ラブコメって何のことかしら？」

　俺に背中を向けたまま、タマちゃんに語りかける。その背中は人を寄せ付けない空気を醸かもし出していた。

「た、多加良、助けやがれです！」

　桑田が何を怒おこっているのか俺にはよくわからなかったが、自じ業ごう自得のタマちゃんの声を、俺達三人は聞こえない振りをした。







「……じゃあ、振るぞ」

　その言葉と共に覚悟を決めると俺は、仲邑のツナギと一いつ緒しよに出てきた青い貴石いしのサイコロを手に取った。それは俺の掌てのひらにやけに馴な染じみ、ならばきっと大きい目が出るはずだと、確信しながら俺はサイコロを転がした。

　だが、サイコロの回転が止まり、現れた目に、その場はしばし沈ちん黙もくに包まれる。

「…………すまない」

　１の赤い目が俺を睨にらんでいた。それだけでどうしてこうも居たたまれない気持ちになるのかと思いながら、俺はみんなに詫わびた。

「その……謝ることはないわよ。だって確率の問題だもの」

「そ、そうです！　速く走ればいいだけです」

　肩かたを落とす俺に、桑田と羽黒は優やさしい言葉をくれたが、タマちゃんはノーコメント。

「ま、とにかくあっちに進めば良いんだよね。で、早く公園を抜ぬけると」

　そして仲邑に至っては、一人でさっさと歩き始める。

「あ、奈留ちゃん待ってください」

「待たないよ～」

　慌てて羽黒がその後を追うが、仲邑は体重に比例するような軽い足取りでどんどん進んでいってしまう。

　その足取り同様に、実にあっさりと軽い仲邑の調子に俺は少々呆あつ気けにとられて、二人を見送ってしまった。

「多加良、タマちゃん達も行くです。早く出発しやがれです！」

「私達も行きましょう」

　抱き上げろ、とばかりに短い腕うでを伸のばすタマちゃんと、桑田の声に促うながされれば我に返ったが。

　どこか逃にげるように先を行く仲邑と、それを追いかけていく羽黒の姿は、その関係が一方通行のようで、俺は首を傾かしげずにいられなかった。

「は～や～く～！」

　しかし、タマちゃんはゆっくりと考えさせてはくれず、俺はガラスの体を慎しん重ちように腕の中に収めると、とにかく二人を追って走り出したのだった。







　小走りに駆かけて二分少々。１マスを殆ほとんど消化したところで、すごろくマップには文字が浮き上がる。

〈兼かね田だのおばあちゃんの話を正座で三回聞くこと〉

　俺の代わりにすごろくマップを広げた羽黒と仲邑は、

「ナニそれ？」

「わたしも、わかりません」

　顔を見合わせ、鏡を見るように首を傾げた。

　四月に転校してきたばかりの仲邑と、半年の差はあるものの芸術公園に初めて来た羽黒の二人にこの課題の意味がわからないのは当然だ。

　一方、学校行事で何かとここを訪おとずれて来た俺と桑田は揃そろって苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「約一時間の正座だな」

「三回なら、そうね」

　そして俺達は早くも疲つかれた気分でため息を吐ついた。

「なんです？　兼田のおばあちゃん、とは何者でやがりますか？」

　するとタマちゃんは不安そうに目をチカチカと点てん滅めつさせ、俺を見上げ尋たずねてくる。次いで、羽黒達も同じように問う眼まな差ざしを向けてくれば、

「ああ、説明する。でも、兼田のおばあちゃんのところに向かいながらな」

　俺はみんなをそう促しながら、自分もまた歩き始めた。

「兼田のおばあちゃんは、語り部べというか、解説ボランティアだな」

　そうして、一歩踏ふみ出すと同時に俺は口を開いた。今日が誕生日のタマちゃんにどこまで通じるかわからなかったが、少なくとも羽黒と仲邑には理解出来るように。

「叶野芸術公園のメインとなっている常設展示は大きく二つ。その内の一つは今も見た屋外の現代彫ちよう刻こくの数々だ。そしてもう一つが敷しき地ち内にある、〝春はる風かぜ館かん〟の展示品だ」

　俺はそこで一呼吸置いた。そのタイミングを待っていたように羽黒は口を開き、

「何だか、温かそうな名前ですね」

　そう言って仲邑に同意を求めた。

「そう？　っていうか、確か遠足のしおりには、戦時中の暮らしがどうとか書いてあったような？」

　だが、サボるつもりでいたにしては──いや、その気があったからこそか、ちゃんとしおりを読み込んでいたらしい仲邑は、羽黒の言葉に首を傾げた。

「ああ、そうだ。〝春風館〟の展示品は太平洋戦争中の叶野市の様子がわかるもの……写真から生活雑貨、それから絵画も何点かあったな。とにかくそういう物だ」

　仲邑の言葉に頷うなずき、さらに俺が説明を加えれば、羽黒は自分を不ふ謹きん慎しんだとでも思ったのか、軽く項うな垂だれる。

「花南ちゃん、知らないことは、これから知ればいいでしょう？」

　そんな羽黒に桑田は優やさしく声をかけ、肩に手を置けば、羽黒はゆるゆると顔を上げたが。

「俺もそれでいいと思う。で、前置きが長くなったけど、つまり兼田のおばあちゃんっていうのは、その展示品にまつわる話を聞かせてくれる人なんだ」

「大たい抵てい、あの四阿あずまやでね」

　俺がそこまで話したところで、丁度見えてきた木造の小屋を桑田は指さしてみせた。

「ようするに、そこで兼田さんの戦争中の体験談とかを聞くってことだよね」

　仲邑は四阿にちらりと視線を向け、それから俺に確かく認にんを求めるように問うた。俺が頷けば、

「ふむふむ。とにかくおばばの話を聞いてやればいいんですね」

　タマちゃんもそれだけは理解したらしく、目をぴかぴかさせながら言った。

「まあ……そうだな。ただ、時間がな」

　そして、俺と桑田が最初に問題と考えた部分に話は戻もどる。

「そうね。すごくためになるお話なんだけど、兼田さんもお年を召めしてきてるから、その、繰くり返しが多くて」

　俺に続いて口を開いたものの、桑田が途と中ちゆうで言葉を濁にごせば、羽黒はそこで察したらしい。

「ええと、時間がかかるということですよね。さっきのお話だと一時間？」

「その通りだ。みんな一時間正座できるか？」

　普ふ段だんから道場で正座に慣れている桑田はともかく、羽黒達はどうかと今度は俺が尋ねる。

「わたしは、瞑めい想そうの習慣がありますから大だい丈じよう夫ぶです。あの、奈留ちゃんは？」

「足が曲がるとかって、あんまりしたことないけど、多分大丈夫。それより戦争中の話か……時間とかより、何だか話が重そうかも」

　羽黒は自分は大丈夫だと自信を持って頷いたが、仲邑の答えは少々不安を感じさせるものだった。

　つまり、正座への耐たい性せいが無く足をひっぱりそうなのは仲邑と、正直三十分以上の正座には自信の無い、俺だ。

「あ、そうだ。タマちゃんとかはどうするの？　その足で正座できるの？」

　しかし仲邑は自分よりもタマちゃんはどうなのかと、肩かた越ごしに振ふり向きながら尋ねてきて、

「ん？　確かにこのあまり曲がらん足ではうまく座れんかもしれんです。前は飛ぶのも跳はねるのも得意でしたけど。……多加良の膝ひざの上にいてやればいいですかね？」

　タマちゃんもまた自分の足を見ると、そう言って首を傾かしげた。

　鎧よろい人形の時も正座はおろかジャンプなどできそうに見えなかったが、今はそれを指し摘てきするよりも、よく言い聞かせておかなければならないことがある。

「タマちゃん、俺の膝の上はダメだ。いや、誰だれの膝の上に乗るのもダメだ。タマちゃんが膝の上に乗るのは、拷ごう問もんだ」

　時代劇でよく見る拷問の風景を思い出して、俺はタマちゃんに真しん剣けんに訴うつたえた。

「……でも、正座が無理なら、タマちゃんはここに置いていくとかどう？　重いモノは置いていった方が楽じゃない？」

「重いから置いていけって、タマちゃんは荷物じゃないんだ。そんなこと出来るわけないだろ」

　だが、続いて仲邑が口にした極論に、俺は少し声を尖とがらせる。

「ああ、そっか。そうだよね。ごめんごめん」

　俺の反応を見ると仲邑はあっさりと謝罪の言葉を口にして、またターンをするように身を翻ひるがえして行ってしまう。それは心のこもった謝罪と言うより、俺との間に重い空気が流れるのを避さける為ためのおざなりな言葉に思えて、俺はわずかに眉まゆを寄せた。

「秋庭さん……あの、奈留ちゃんに悪気は無いんです。奈留ちゃんのモットーは〝軽かろやかに生きる〟なんです」

　俺の隣となりに並びながら、仲邑のフォローをしたのはやはり羽黒だった。その間も羽黒の目は仲邑を追っていて、新しい友人のことを羽黒が本当に心配しているのがわかる。それを見れば俺の苛いら立だちは眉み間けんの皺しわと共に緩かん和わした。

「タマちゃんは……ゴールに行かねばならんです」

　でも、タマちゃんは丸い爪つめを俺のツナギのポケットに引っかけながらそう言って、オッドアイを不安げに鈍にぶく光らせる。

「心配しなくても置いていかないぞ。ちゃんとゴールに運んでやる」

　そんなタマちゃんを安心させる為にしっかりと抱かかえ直すと、俺は言葉通り四阿まで歩き続けたのだった。







「はいはい、みなさん。わたしは兼田タツですよ。今日はみんな、タツばぁの話を聞きに来てくれてありがとうねぇ。ささ、その辺に仲良くまぁるく座るだに」

　仲邑に続き、全員がその四阿に到とう着ちやくすると同時に、兼田さんはスイッチが入ったように動き出した。

　蠟ろう人にん形ぎよう状態だった兼田さんが動き出すと、さすがに仲邑も驚おどろき、仰のけ反った拍ひよう子しにバランスを崩くずした。隣にいた桑田が反射的にその背中を受け止めてやれば、

「あ……りがとう」

　仲邑はぎこちなく礼を言い、詰つまった距きよ離りをまたさりげなく空けた。

　その行動がどうも引っかかって、更さらに仲邑の姿を横目で追い続ければ、仲邑は桑田と羽黒の間に、まるでものさしで計ったように、どちらからも等とう間かん隔かくの地点に腰こしを下ろす。

　一連の動作として捉とらえなければ、さして不自然と感じなかっただろうが、そう見てしまった以上、俺はその行こう為いに首を捻ひねらずにいられなかった。

「ほれ、そこのぼっちゃんも早く座るだに」

　が、この辺りの方言が混じった声に呼ばれれば、車座に加わらなければならない。

　四阿の床ゆかには少し厚めのマットが敷しかれていたが、それでもこの上で一時間の正座はかなりきついはずだ。

　俺は改めて覚かく悟ごを決めると、タマちゃんは横に座らせて──というか立たせて──自分は正座をし、姿勢を整えた。

「兼田さん、用意が出来ました。お願いします」

　その上で俺は丁てい寧ねいにその旨むねを伝えた。

　するとタマちゃんと仲邑は少々怪け訝げんそうに俺を見た。恐おそらく俺の口調に違い和わ感かんを覚えたのだろうが、叶野学園生には学年に関係なく同じ口調で話す俺も、学外ではわきまえている、それだけのことだ。

　まあ、相手が兼田さんという敬うべき人だというのも多分にあったが、特に説明すべきことでもないので、俺は約二名の視線はそのまま受け流す。

「じゃあ、お話を始めようねぇ。まずは〝叶野芸術公園〟が出来るまでを簡単にね」

　そして、兼田さんはゆったりとした口調で話し始めた。

　以前と同じで、最初の五分はこの施し設せつの発起人達のプチプロジェクトＸが語られる。これは最終的には人々の熱意に感動した和家が出資して、というところに落ち着くのだが、兼田さんは途と中ちゆうで年号や出来事の順番を間ま違ちがえては言い直し、それを何度か繰くり返した。

　それでも何とか導入部分は終わり、次いで兼田さんはラミネート加工されたセピア色の写真をいつも通りに取り出す。

「この絵はねぇ、わたしのお友達が描かいたんだに。でも、完成させるまでとても大変で。それというのもねぇ、この絵を描いた戦争中は絵の具を手に入れるのも大変でねぇ」

　俺達の一人一人に写真の中の絵を見せながら、続いて語られるのは、兼田さんとその友人筑つく波ばみずえさんが一枚の絵を完成させるまでの物語。

　兼田さんの話を聞くのが一回目の羽黒、仲邑、それにタマちゃんはすぐに話に引き込まれ、熱心に耳を傾かたむけていた。

　戦時中の生活も織り交ぜて語られるこの話は、本当に素す晴ばらしく、戦争というもののくだらなさを伝えてくれる。

　特に空くう襲しゆうの時に二人が描きかけの絵を持って、一生懸けん命めい逃にげる場は手に汗あせ握にぎるもので、小中学校、それから去年の課外授業と、合計五回もこの話を聞いていなければ俺も、

「おおぉーう、戦争が終わって、よかったでやがります」

「本当に……もう繰り返してはいけません」

　タマちゃんや羽黒のように涙なみだを──タマちゃんは声だけだが、一生懸命に目め許もとも擦こすっていた──流せたはずだ。でも、俺と同じ数だけ話を聞いている桑田の目許も僅わずかに濡ぬれていて、俺はなんとなく全員から目を背そむける。

「美名人ちゃん、奈留ちゃん、ティッシュ、どうぞ」

「……ありがと」

　そして、仲邑と桑田が羽黒の差し出したティッシュで目許を拭ぬぐい終えると同時に、

「……じゃあ、お話を始めようねぇ。まずは〝叶野芸術公園〟が出来るまでを簡単にね」

　早くも二回目の語りが始まった。

　俺と桑田は、半ば瞑めい想そう状態で正座を続け、兼田さんへの敬意で話に耳を傾け続けるが、二度目となると、話の内容に時々疑問が浮うかぶのか、羽黒も仲邑も時折首を傾かしげる。

「あれ？　さっきもこのあたりは曖あい昧まいにされてたような気がするんだけど」

「タマちゃんもそんな気がしやがります」

「二人とも、お静かに」

　けれど、実際に疑問を声に乗せれば、羽黒から注意の声が飛び、二人もそこからは黙だまって話を聞き続けた。

　でもそれよりも問題なのは、正座をしている足の方で、俺も二回目の終わりの方では足をもぞもぞと動かさずにはいられなくなっていた。

　しかし、二回目の話が終わって、より危機的状じよう況きように陥おちいっていたのは、予想通り仲邑。

「仲邑、頑がん張ばれ。あと十五分だぞ」

「……十五分、も、無理かも」

　俺は仲邑を勇気づけたが、実際仲邑の額にはうっすらと汗が滲にじんでいて、状況はかなり逼ひつ迫ぱくしているようだ。

「……課題に失敗すると、どうなるのかしら？」

　自身は涼すずしい顔で正座を続けながら、桑田は頰ほおに手を当てて、少々嫌いやな疑問を口にしてくれる。

「すごろくルールなら……出来るまでこのマスに止とどまってる、とかか」

　当然俺が返せたのは、不ふ吉きつな答えしかなく、それを聞いた仲邑は本気で青ざめ、細い首を必死に振ふると、切せつ羽ぱ詰つまって羽黒に助けを求める。

「もう１ターンとか絶対に無理！　か、は、羽黒さん、正座を続ける方法とか伝授して！」

　助けを求められた羽黒は、仲邑を安心させるように小さく笑うと、

「そうですね……こう、足を逆八の字にしておくと、少しは楽ですよ。奈留ちゃん、頑張りましょう！」

　実際に自分の足を見せながら、アドバイスをしてやった。

「逆八の字ね！　さすが羽黒さん、お寺の子！」

「いえ、どっちかというと神社の子に近いです」

　少し元気を取り戻もどした仲邑の台詞せりふに、羽黒が真面目まじめに応じれば、俺と桑田は笑いを堪こらえなければならなかったけれど。その自然な掛かけ合いに俺は安あん堵どを覚えた。羽黒の気持ちが一方通行ではないとわかって。

「奈留とやら、本当に大だい丈じよう夫ぶでやがりますか？　正座が崩くずれないように、タマちゃんが膝ひざに乗っておきますか？」

　だがその遣やり取りを見ていたタマちゃんは、それでは不安とばかりに動き出そうとする。

「だからタマちゃん、それは拷ごう問もんだ」

　言いながら、俺がその場に押しとどめれば、それ以上タマちゃんが仲邑に近付いていくことはなかったが。

「……じゃあ、お話を始めようねぇ。まずは〝叶野芸術公園〟が出来るまでを簡単にね」

　そうして、いよいよ兼田さんの三回目の語りが始まって、俺達は再び背筋を伸のばす。

　でも、俺が背中を伸ばしていられたのは、三回目の中ちゆう盤ばんまでだった。両足を本格的な痺しびれに襲おそわれ、それでも何とか正座を保とうとすれば、背中は自然と丸くなってしまい。

「でも、わたしとみずえちゃんは、どうにか白い絵の具の代わりを見つけたんだに」

「……あ、やっぱり、この部分の答えがわかりませんね」

　一方、十分に話を聞く余よ裕ゆうのある羽黒は、三回目も変わらぬそのくだりにさすがに声を上げ、首を傾げる。

　確かに一回目も二回目も兼田さんはそうまとめると、今のように話を次へと展開させてしまっていた。

「だから、白い絵の具はどうしやがったんです？」

　たまりかねて、タマちゃんは質問をぶつけるが、一度話を始めるとタツさんは止まらない仕組みになっているようで、問いに答えが返されることはない。

「これはね、兼田さんからのちょっとしたクイズなのよ」

　代わりに小声でそう言ったのは桑田だった。そう、俺達経験者はこの部分に隠かくされた小さな謎なぞを知っている。

「クイズ？　じゃあ答えは？」

　そこでタマちゃんと桑田の遣り取りに、さっきよりも少しだけ顔色が良くなった仲邑も加わる。

「答えは……芸術公園をくまなく回ればわかるから、俺達には言えない」

　でも、知っていてもあえて俺と桑田は答えを言わないことを選んだ。なぜならそれは、兼田さんがここで語り部べを続けている理由に繫つながっているからだ。だから、答えは自分で見付けろと俺達は言わざるを得なかった。

　俺の隣となりで桑田も静かに頷うなずけば、仲邑はそれ以上聞いてくることはなかった。でもそれは何かを悟さとってというよりは、答えに近付くことを諦あきらめた風に見えて──なのに、胸の双ふた葉ばは丈たけを伸ばして揺ゆれる。

　そんな時、俺がどちらを信じるかと言えば、胸の植物の方で。言葉や態度と裏腹でも、その奥にある願いに目を凝こらしてみようと思う。

　仲邑をじっと見つめている羽黒の為ためにも。

　ただ、いまはこの修行せいざに耐たえ抜ぬくと決めて、奥歯を嚙かみしめる俺だった。







「今はもう、あの絵もみずえちゃんもわたしの傍そばにはいないけどねぇ。みんながこの話を覚えていてくれたら、わたしはそれで嬉うれしいんだに」

　ゆったりとした声で話を締しめ括くくると同時に、三回目の話を終えた兼田さんは、停止ボタンを押されたように、再びその場で動きを止めて。

「あ……兼田さん。本当に貴重なお話をありがとうございました」

　その瞬しゆん間かんを見た羽黒は一瞬表情を曇くもらせたが、すぐにそう言いながら兼田さんに頭を下げて、俺達もまたそれに倣ならった。

「……よし。これでクリアだ。もう足を崩しても大丈夫だぞ」

　その後、念の為ためすごろくマップを確かく認にんしてから俺が言えば、みんな盛せい大だいに安堵の息を吐ついて、強こわばった足をゆっくりと少しずつ伸ばしていく。

「うう、足を伸ばせるって幸せ……でも、この幸せ、平気な顔で座っていた約二名にはわかるまい」

　仲邑は完全に足を伸ばしてしまうと、そこにストレッチを加えながら呟つぶやいた。

「わたしも途と中ちゆうはきつかったですよ？　でも一いつ聴ちようの価値のあるお話でしたから、耐えられました」

　羽黒は、仲邑のストレッチを真似まねながら、そう答えたが、まだ足のしびれが残って動けない俺に比べて余裕があったのは事実だ。

「秋庭君、大丈夫？」

　だとすると、早くも立ち上がって俺を気き遣づかう桑田は、超ちよう人じんだろう。

「一聴どころか三聴とかしたんだけど？」

　そして仲邑は羽黒の返事に呆あきれたような声と眼差しを向けて、

「でも……あの絵がもう傍には無い、ってことは結局どこかに行っちゃった、ってことで、みずえさんとも離はなればなれとかいうことなんだよね。……やっぱり、重い物は運べなかったんだ」

　話す内に仲邑の表情は徐じよ々じよに翳かげりを帯びていった。

「そうですか？　わたしは運べたと思うんですけど」

　その変化に間近にいる羽黒が気付いていないはずはなかったが、羽黒はあくまで微笑ほほえみと共に仲邑に向き合う。

「だって、今は持ってないって、兼田さんははっきり言ったでしょ！」

　でも、羽黒のささやかな反論に、兼田さんを指さしながら、仲邑が少々苛いら立だった声を上げると、羽黒はそこで口を噤つぐんだ。

　俺は兼田さんのクイズの答えをここで二人に告げるべきなのかと、一瞬迷い、視線を彷徨さまよわせたところで、桑田と目が合った。

　そのまま目で問いかけると、桑田はゆっくりと首を振ふり、俺は今はまだその時ではないのだと理解して口を閉とざした。

「タマちゃんは……奈留と同じ意見です」

　そこで二人の会話に割って入ったのはタマちゃんだった。短い足を懸けん命めいに動かして、羽黒と仲邑の間に立てば、

「……ほら、タマちゃんもそう言ってる」

　仲邑は驚おどろいたように目を瞠みはったが、タマちゃんが自分と同意見とわかると、その体を自分の近くに引き寄せる。

「でも、兼田さんとみずえさんは、空くう襲しゆうの中、二人で一生懸けん命めい絵を運んだんですよ！」

　すると羽黒は、兼田さん達の味方は自分だけだというような使命感に燃えた目で、さっきよりも強い声で反論した。

「確かに、その時は無事に運べたかもしれないよ。けど、その後とかはわからないでしょ。……あたしの引っ越こしの荷物はね、繰くり返す度たびに少なくなったよ」

「それに、あの絵は……きっとポケットには入らんのです。ポケットに入らないものは、ずっと一いつ緒しよにはいられないんです」

　だが、今度は仲邑は冷静に声を返し、タマちゃんは独自の考えを二人に示す。

　そんな二人に返す答えを探すように羽黒は、空中に眼差しを投げるが、そこに求める答えを見つけられず、結局唇くちびるを嚙み口を噤む。

「……とりあえず、論争はここまでだ。答えは兼田さんのクイズに隠かくされてる、とだけ言っておく」

　この話の決着をつけるのは、その答えを見つけてからの方がいい、と言外に告げて、俺はひとまず三人の話を止めた。

　俺の声は丁度いいタイミングだったらしく、羽黒達は文句を口にすることなく、それぞれ頷いた。

「そして、それはこの公園の中を進まなければわからないわ」

　素す直なおな三人にご褒ほう美び、というように桑田がヒントをサービスしてやれば、タマちゃんと羽黒はようやく、すごろくゲームの方に意識を戻もどした。仲邑だけは、まだ少し、考え込んでいるようだったけれど。

「じゃあ、サイコロを振るぞ」

　とにかく俺は、青色のダイスを再び転がしたのだった。
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　通算７投目で出た目は、５。

「おお、今度は多加良もやりやがったです！　よーしよし」

　俺の腕うでに戻ったタマちゃんは、出た目に満足すると、俺を褒ほめ称たたえる為ために懸命に腕を伸のばしてきた。けれどその透とう明めいな腕が届いたのは俺の顎あごまでで、丸い爪つめの感かん触しよくは少々くすぐったい。

「猫ねことかみたい」

　それを見て、最初に感想を漏もらしたのは仲邑だった。ああ、確かに端はたから見たら喉のどを撫なでられている猫みたいなのかもしれない。

「……猫」

　仲邑の言葉を受け、桑田は数秒俺を見つめて、そう呟いた後、発ほつ作さに襲おそわれたように俯うつむいて肩かたを震ふるわせた。

「桑田、笑いたければ遠えん慮りよせず笑っていいぞ。なんなら鳴き真似まねしようかにゃ～」

　間の抜ぬけた光景だというのは、自分でも大たい概がい予想がついたから、ならばと、俺はほんの少しだけふざけてみる。

　が、それは笑いどころか、恐きよう怖ふに近い衝しよう撃げきを与あたえてしまったらしく、桑田は大きく肩を跳はねさせると同時に、俺に背中を向けた。

　桑田、すまない。悪人顔の俺が声だけでも猫の真似などしてはいけなかった。うん、鈴木の悪影響ウイルスが知らない間に入っていたようだ。即そつ刻こく駆く逐ちくする。

「……タマちゃん、もう気が済んだだろ？」

「ん。でも美名人はどうしやがったです？」

「さあ、な」

　手始めに俺はタマちゃんの手を離はなしたのだが、あまり効果は見られない。

「美名人ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかりしてください！」

　心配した羽黒が隣となりに並べば、桑田はその肩に体重を預け、もたれかかる。

　悪意は無かったとはいえ、俺は猫真似を永久に封ふう印いんすることを胸に誓ちかい、桑田が復活するのを見守るしかなかった。

　タマちゃんは、野性の勘かんで責任の一いつ端たんは自分にあると察知したか、俺の腕の中で同じように桑田達の背中を見つめる。

　そして、もう一人、仲邑はどうしているかとさりげなく様子を窺うかがえば、仲邑もまた桑田と羽黒の背中を見つめていた。

　でもそれは、俺達のようにただ待っている眼差しではなくて、何かに焦こがれるような、希求ともいうべきものがこもった瞳ひとみで。

　そこに、ほんの少しだけ嫉しつ妬とに似た感情が掠かすめたと思った瞬しゆん間かん──仲邑の胸の植物は一気に葉を繁しげらせた。

　その急成長に俺は思わず息を吞のみ、

「多加良？　どうかしやがりましたか？」

　それを間近で感じたタマちゃんは、訝いぶかしげに俺の顔を見上げてくる。

「いや、何でもない」

　俺は一瞬だけ、仲邑から目を離し、タマちゃんにそう言った。だが、その間に仲邑の双そう眸ぼうから、強い光は消えてしまっていて、俺は少し肩を落とした。

「……桑田さんは羽黒さんに任せて、あたし達は先に行こうか？」

　次いで目線も二人から外すと、仲邑はふいに俺とタマちゃんの方へ身体からだごと向き直り、先へ進もうと促うながしてきた。

　表情は明るく、口調も軽かったけれど、その胸で繁る植物が、仲邑が見せた束つかの間の表情は決して幻まぼろしではなかったと証明していた。

　だから俺は思いきって、

「仲のいい二人を見ていたくないか？」

　仲邑に尋たずねてみた。半分、かまをかけるつもりで。

「うん？　そうかもね。あたしはあんな風に寄りかかられるのは、重くて嫌いやだしね」

　そうすれば、仲邑は声は潜ひそめたもののあっさりと肯こう定ていして口くち許もとだけで笑った。あまりにひょうひょうとしていて、だからこそ本音として受け取ることを迷わせる物言いに、俺は戸と惑まどい、言葉に詰つまる。

「奈留は、重い物が嫌きらいでやがりますか？」

　そんな中、戸惑わずに問えたのは、タマちゃんだった。

　ゆっくりと点てん滅めつするオッドアイを真っ直すぐに向けられて、仲邑もまたその眼まな差ざしを正面から受け止める。

「そうだよ。だからあたしは重い物とかいらないし、運ばないの」

　言いながら、仲邑はその腕の細さを見せつけるようにツナギの袖そでをまくった。でも、今度は仲邑の眼差しは揺ゆれていて、俺にはそれが本心だと思えなかった。

「重い物はいらない……ですか」

　そしてタマちゃんは、弾はじかれた様に顔を上げると仲邑を見て、その目に灯ともる光を急速に弱くしながら、その言葉を繰くり返し、

「でも、軽すぎて風に飛ばされたら、どうしやがります？」

　そんな疑問を仲邑に向けた。

「……そうだね。その時はその時。あたしはそれでも軽かろやかでありたいから」

　仲邑は、一いつ瞬しゆん言い淀よどんだものの、最後はそう言い切って、ターンを決めるように身を翻ひるがえすと、一歩前へと踏ふみ出した。

　そうして、そのままどんどん先へ歩き出す。自分は一人でも大丈夫だというように。

　それが、本心でないことは、俺にはもうわかっていたけれど、いまはまだ気付かない振ふりで先に行かせてやる。

　仲邑の求める〝重さ〟がはっきりするまでは、と。それがわかった時、俺は仲邑の願いにちゃんと触ふれられるはずだから。

「多加良、タマちゃんはどっちだと……」

「うん？」

　そして、俺と共に仲邑の小さな背中を見送っていたタマちゃんは何かを言おうと口を開き、俺は耳を傾かたむけた。

「いえ、何でもありやがりません」

　でも、タマちゃんは結局何も言わずに首を振り、俺は黙だまって頷うなずいた。生意気な言葉ばかりが目立っていても、タマちゃんも自分で何かを見つけようとしているのだと思って。

　この小さなドラゴンの中に、どんな心が、魂たましいが入っているのか見当もつかない。体が透とう明めいでも決して見えないそれは、この瞬間も確かに変質しつつあるのだろう。その体が変わったように。

　どうなっていくのか見届けたいと、ふいに込こみ上げてきた感情のまま、俺はタマちゃんを抱だきしめる腕うでに少しだけ力を込めてみた。

「ん？　何です？　はっ、さては多加良、タマちゃんのスタイルを測定してやがりますか！　せくはらですか！」

　しかし、次の瞬間戻もどってきた反応に、俺はいますぐ両手を離はなしてやろうか、という殺意にも似た感情を抱いだく。

「そんなわけないでしょう」

　だが、タマちゃんに至って冷たい声が向けられれば、俺の頭も同時に冷えて、何とかタマちゃんは無事だった。

「い、イヒヒ。美名人、もう元気になりやがりましたか？」

　ただし、桑田に必死に愛あい想そを振りまくのを見れば、真に無事とは言い難がたかったが。

「別に病気になってたわけじゃないんだけど」

　桑田はすぐにその冷気を収めると、肩かたを竦すくめ、小さく首を傾かしげてそう言った。どうやら、俺の与あたえた衝しよう撃げきからは完全に立ち直ってくれたらしい。

「……でも、お医者様でも治せない病といいますよね」

　どこか思わせ振ぶりな台詞せりふを羽黒が口にすれば、それ以上の発言を牽けん制せいするように軽く睨にらんでみせて、

「え、ええと。あ、奈留ちゃんがいません！　もう、あんな遠くに！　追いかけないと」

　耐たえきれずに逸そらした視線の先に、仲邑の姿を見つけると、羽黒は慌あわてて走り出す。

「……私達も、先を急ぎましょうか」

　そして、桑田はすっかり落ち着いた様子で俺の顔を見るとそう促して。

「ああ……その、もう二度とあんな真似まねはしないから許してくれ」

　俺は一応、謝罪の言葉を口にした。

「……ええ、そうね」

　すると桑田は、しばしの逡しゆん巡じゆんの後、頷いてくれ、俺は心が軽くなったところで、歩き出したのだった。
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　叶野芸術公園内を、ほぼ真っ直ぐに通っているマス目を進むのは、道路を行くのに比べると、幾いく分ぶん楽な道みち程のりだった。

　ただ、公園内の現代彫ちよう刻こくは相変わらず謎なぞだらけだった。ほぼ公園の中央に位置する大きなピラミッドはまだ序の口で、どぎつい赤の唇くちびる群ぐん──変な表現だが、大中小と大きさは違ちがっても全すべて唇の形だった──で作られた立体的なレリーフを見つけた時には皆みな、声を失った。

　それは去年は見かけなかった代しろ物もので、定期的に新作が入ることは知っていたが、相変わらず作品選考の基準は理解できなかった。

「人間のセンスはタマちゃんにはわかりやがらないのです」

　故ゆえに、タマちゃんにそう言われた時、俺達に返せた台詞は、「俺達にだってわからない」だけだった。

　とまあ、そんなことはあったものの、結果的に公園内の５マスは早く進むことが出来て、ここの課題を終えれば、公園は抜ぬけられて、残る道程は三分の一になる。

　俺は５マス目に到とう着ちやくすると同時に、すごろくマップを広げた。唯ゆい一いつの気がかりはこのマスが他ほかに比べて少し大きいことだったのだが、いまのところ、マス目の色は緑色で問題は無い。

「……魔ま神じんゾーンじゃないみたいね」

　同じ危き惧ぐを抱いていた桑田も、すごろくマップを覗のぞき込むと、ほっと胸を撫なで下ろす。

　だが、その次の瞬しゆん間かん。マス目は俺達を嘲あざ笑わらう様に、赤へと色を変え、更さらにマス目の下の地図の部分──叶野芸術公園の区画全てが、侵しん食しよくされたように赤くなる。

「ま、真っ赤っかでやがります！」

　動物が赤い色に興奮するようにタマちゃんは驚おどろいた声を上げて、またも両りよう眼めをサーチライトのように点灯させた。そのままわたわたと視線を動かせば、その光の先にふいに人ひと影かげが現れて。

「イーヒヒヒっ、じゃなくて、イーシシシ！　サイコロがちょいと転がれば～、魔神様の登場だっ！　オレサマの為ために元気に走り回ってるか、駒こま共！」

　空中に浮ういているのも、七色の髪かみにも、無む駄だに高いテンションにも慣れてきた俺や桑田は別として、これが魔神との初対面になる羽黒と仲邑は、その登場に呆あつ気けにとられていた。

　だが、俺は羽黒達とは別の理由で呆ぼう然ぜんと魔神を見上げていた。

　さっき魔神と別れてから、まだ二時間弱しか経たっていないと思う。けれど、そのわずかな間に、魔神の胸にはそれが芽生え、既すでに葉を繁しげらせていた──願いの植物、が。

　仲邑の前のあの強きよう烈れつな痛みも相手がギエナだったと言われれば、正直納なつ得とくできたし、発芽の対象が特定されたのも幸いだが、相手が相手だけに俺は目め眩まいを覚える。

「……え、えええっ？　自らお名乗りになったということは、こちらが魔神さんですか？　確かにお力は感じられますが……その」

　俺が衝撃に襲おそわれている間に、この手の場数を踏ふんでいる羽黒はすぐに驚きから醒さめていた。ただ、とてもそうは見えないギエナの姿は受け入れがたい様子で、助けを求めて俺達を見る。

「そんな小動物みたいな目で見つめられても……そうだとしか言えないわ」

　桑田は一度は羽黒の眼差しを受け止めたものの、それだけ言うと目を逸らした。その気持ちはよくわかる。

「なんていうか、派手だよね。っていうかこの人……魔神さん？　の趣しゆ味みであたし達ツナギとかなんだ」

　一方、仲邑も最初の驚きから醒めると、予想以上に冷静に対応し、見事な推理まで披ひ露ろうした。

「おっ、新顔発見！　二人ともちっちゃいな。イシシ、オレサマのポケットに入ってみる？」

　そして二人の姿を認めたギエナは、脇わき腹ばら辺りに付いているポケットからけん玉を取り出し、空にしたポケットを叩たたいてみせる。

「あたしが軽くても、さすがにポケットとかは無理だと思う」

　そんなギエナの戯ざれ言を仲邑は軽くかわしてしまって。

「そう？　お嬢じようちゃんなら余よ裕ゆうかもよ？　で、エッグプラントを持ってるのはどっち？」

　けれど、ギエナは少しもめげず、羽黒と仲邑の間に降り立った。その動きに羽黒は体を強こわばらせたが、

「エッグプラントって……アトマイザー？　それなら、このミニトートの中にあるけど？」

　仲邑は、友達に話すのと同じ口調で聞き返しながらバッグの口を開けてみせた。

「あ、そうなんだ。じゃあ、ちょっとオレサマに見せてくれる？」

　ギエナは隣となりからその中を覗き込むと、満足げな笑えみを浮かべた。

「よーし、まだ生命きみは溜たまってないけどちゃんと持ってるじゃん」

　だが、目的の物を確かく認にんしてもギエナは仲邑の傍そばから離はなれない。それどころか調子に乗って、片手にけん玉を持ったまま、仲邑の肩かたに腕うでを回そうとする始末。

『ストップ』

　結果的にその行動は、俺の腕と、タマちゃんの声に阻はばまれたが。

「イシシ？　なに二人とも、オレサマに何か文句が？　けど多加良に文句は言われたくないぜ。だって女の子ばっか三人……いやタマちゃん入れたら四人も仲間にしちゃってんじゃん。だからオレサマだってちょっとくらいいいじゃん。このムッツリスケベ！」

　しかし止まったのはその腕だけで、舌の回りは一層滑なめらかになって、俺に言いがかりをつけてくる。

「……スケベはどっちだ」

　このギエナに本当に強い願いがあるのかと、心底疑問を抱いだきながら、俺は短くそれだけ言い返す。

「イシシ、どっちかね？　男の子はみんなスケベじゃん！」

　それにも、ギエナはあっけらかんとそう言い切ってくれて、俺は呆あきれ、女子三人はそれぞれ微び妙みような表情でギエナを見つめ、沈ちん黙もくする。

「ギ、ギエナさんは、魔神の課題を出しにきやがったんでしょう！　早く出せばいいんです！　それに……奈留も花南もギエナさんのポケットには不向きでやがります」

　ただ一人、タマちゃんだけは半分怒おこったような、半分拗すねたような言葉をギエナに向けて、チカチカと目を光らせ文句を言った。これも成長したということなのか、もうギエナを怖おそれる風はない。

「あれ、タマちゃん怒ってんの？　あ、もしかして思春期じゃん？」

　そんなタマちゃんに、やはりふざけた言葉を向けながら、ギエナは顔を近付ける。

「っていうか怒りたいのはオレサマの方だったんだけど。やっぱ近くで見てもタマちゃん、オレサマのイメージと違ちがうじゃん？　オレサマはロボ的なのが好きなんだけど、どうなってんの？」

　間近に迫せまられたタマちゃんは、落ち着かない様子で尻尾しつぽを小さく揺ゆらしたが、ギエナは構わず、タマちゃんの観察を続ける。

「特にその羽とか……あり得ない感じだな」

　次いでわずかにギエナは声こわ音ねを落とし、言われたタマちゃんは、小さな羽を畳たたむことを試みたが、ガラスの体ではやはり上手うまくいかず、

「そう……でやがりますか？　なら、どんな風ならいいと思うんです？」

　代わりにタマちゃんは観察眼と言い切るには、温度の高い眼まな差ざしをギエナに注ぎ、それから思い切って問いかけた。

「オレサマが欲しいのは、壊こわれない物だ。絶対に壊れない物だ」

「……そうですか」

　そして、迷うことなくギエナが寄よ越こした答えに、タマちゃんは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして──こくりと頷うなずいた。

　でも、ギエナが返した曖あい昧まいで抽ちゆう象しよう的てきな答えは、正直俺にはわからなかった。

　ただ、そう告げるギエナの胸でざわざわと植物は揺れ、俺はそれをしっかりと目に焼き付けておく。やがては咲さかせなければならないその植物の姿を。ギエナをひたむきに見つめるタマちゃんの姿と共に。

「あとは重くない方がいいんじゃん」

　そうして自分の胸に植物が芽生えていることなど知らないギエナは、ぽん、と手を打つと一方的にその話題を切り上げてしまう。

「はい、じゃあちょっと待たせたけどな……全世界百億人のオレサマファンの期待に応こたえるべく、魔ま神じん課題を出しちゃうぜ！」

　続いてギエナは噓うそとわかりきった数字と共にウインクを投げて──俺達は一いつ斉せいに魔神から遠ざかった。いくら相手が魔神でも男のウインクは微妙すぎる。

「……なに、その態度」

　俺達からしてみれば当然というか、やむを得ない行動だったわけだが、ギエナは一段トーンの落ちた、というか陰いんにこもった声を向けてくる。片手に持ったけん玉を本来の使い方を間違え、ぶんぶんと振ふり回しながら。

　殺気、とまではいかないが不ふ穏おんな空気を醸かもし始めたギエナを警けい戒かいして、俺はタマちゃんを桑田の腕に預けると、他ほかの三人を庇かばうようにギエナと対たい峙じした。

「ああ～ん、何だよ多加良っち。いまオレサマ傷つき過ぎちゃって力出ないんだけど。でも……ここはささやかながら意い趣しゆ返がえししないわけにはいかないんじゃん」

　すると、ギエナは褐かつ色しよくの肌はだからより剣けん吞のんな空気を立ち上らせて、俺は即そく座ざに構えをとる。視界の隅すみでは同じく危険なものを感じたのか、桑田がタマちゃんを仲邑に預けて、ギエナの動きに備えた、のだが。

「ノーヒント」

「……は？」

「ここでの課題はノーヒントを覚かく悟ごしろよ、お前らっ！」

　ギエナの台詞せりふは俺の聞き間違いかと思ったのだが、桑田達も同じように首を傾かしげていた。

「いいか、今から一時間……いいや、四十五分以内に〝四つの天てん秤びんの釣つり合いをとること〟。天秤はこの叶野芸術公園内にあるものに限る！　荷物抱かかえてせいぜい走り回れよっ！」

　しかし、ギエナは俺達の反応など無視して、拳こぶしの代わりにぽんぽんと言葉を放つ。

　実力行使に出てこないのはいいが、どうやら傷ついたという言葉は噓ではなかったようで、ギエナは随ずい分ぶんと憤ふん慨がいしていた。

「じゃあな！」

「ちょっと待て、ギエナ！　四つの天秤ってなんだ？　それに公園内って漠ばく然ぜんとしすぎだろ、ちゃんと説明しろ」

　その勢いのまま空中に逃にげ去ろうとするのを俺は慌あわてて呼び止める。

「い・や・だ！　ノーヒントって言ったらノーヒント！　それで頑がん張ばれってんだよ！」

　ギエナはその場に留とどまりはしたものの、意地になった子どものようにそう言うと、舌まで出してみせた。

「……その舌、抜ぬいてやろうか？」

　さすがにかちんときて、そう言いながらギエナを睨ねめつけた。だが、ギエナは俺を視界から外すと、

「あー、でもタマちゃん、お前は気をつけて運んでもらえよ？　その姿じゃ次のエッグプラントを手に入れるまで心配じゃん」

　代わりに、タマちゃんに静かな声を向ける。

「え……あ、はい。わかりやがりました。タマちゃんはゴールまで、頑張ります」

　ほんの少し優やさしくもあるその声に、一いつ瞬しゆんキョトンとして、でも、ガラスの体でも可能な限り大きく頷いて。

「ん。がんばれよ」

　その答えに、ギエナは漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを満足げに細めると、いとも容易たやすくとんぼを切って、見事退場を決めたのだった。その胸に緑の植物を煌きらめかせながら。

「くそっ、ギエナの短気め。少しは俺を見習えっていうんだ」

　ギエナが姿を消した空中を見上げ、俺は毒どく突づかずにいられなかった。

　そうすることで俺は苛いら立だつ気持ちを抑おさえようとしたわけだが、

「ええと……秋庭くんとかを見習うっていうのはちょっとどうかなって」

「確かに、見習う対象として多加良はダメダメでやがります。短気でやがりますから」

　仲邑とタマちゃんの言葉によって、失敗に終わる。

「仲邑はともかく……タマちゃんに俺を短気という資格があるか？　俺はお前をかれこれ二時間は抱だき続けてるぞ。リュックで背負っていた分を入れれば半日以上だ」

　この責任はタマちゃんにとって貰もらおうと、俺は若じやつ干かん八つ当たりめいたことを言い、タマちゃんを地面に下ろす。

「……それは、短気とは関係ありやがりません。ついでにタマちゃんの重さで音を上げるとは鍛きたえ方が足らんだけです」

　しかし、タマちゃんはまた少々知ち恵えがついたようで、俺の言葉に生意気にも反論してくれる。

「残念ながら、タマちゃんの方が正論ね」

　桑田にまで言われてしまえば、俺はひとまず黙もくするしかなかった。

　そして、沈ちん黙もくしたまま、俺はさっき貰っておいた公園の案内図パンフレツトとすごろくマップを、ちょうど近くにあった休きゆう憩けい用のテーブルの上に並べて広げた。

　叶野芸術公園の敷しき地ちは上から見るとそら豆に似ている。その形はすごろくマップと比べて見ても変わりがないから、少なくとも敷地内でギエナの組み替かえは生じていないことを俺は改めて確かく認にんした。

　ギエナのことがちらりと脳のう裏りをよぎれば、自然とその胸に咲さいていた願いの植物のことも考えてしまう俺だ。今、ギエナについて唯ゆい一いつわかっているのは、ギエナがタマちゃんを壊こわれない物にしたい、そう考えていること、それだけで。

　それがすごろくゲームとどう結びつくのかは、全くもって不明、だった。

　次いで、俺の意識と視線は、願いの植物という共通項こうから、仲邑へと及およんだ。

　仲邑の胸の植物の大きさは、今のところギエナと大差ない。でも、発芽の順番はギエナの方が先だし、それを引いて考えても仲邑の植物の成長は早い。

　そう考えると、まずは仲邑の植物のことを優先するべきだろう。ギエナの方は魔神だし、いかにも丈じよう夫ぶそうだ。それに恐おそらく、このすごろくを終わらせない限り、まともに話は出来そうにない。

　ならば、まずはとっととこの課題をクリアしてしまうに限る。

「〝四つの天秤〟か……場所が公園内に限定されたってことは、展示品だと思うんだが」

　俺は課題に意識を戻もどすと同時に、テーブルを囲んでいるみんなの顔を順に見回して、それから案内図の方に目を落とした。

「……でも、展示物の中で〝天秤〟とかってタイトルがついてるのは一つしかないけど？」

　と同時に、三つ折りになっていたパンフレットの右側に書いてある作品名のインデックスを示したのは仲邑だ。

　細い指が示していたのは〝おいしい天秤〟という作品名だった。

「ううん……もう一つあるわ」

　そこで桑田は首を振ふると、同じようにもう一つの作品名を指さした。

「〝Ｔｈｅザ　Ｂａｌａバラｎｃｅンス〟……あ、天てん秤びん座ざってことですね」

「ああ、そうだな。……まずは二つ確認出来たから、とにかくこの二つの展示物のところに行って、実物を見た方がいいだろう」

　そして俺は与あたえられた時間は短いと、とにかく動くことを決める。

「〝おいしい天秤〟と〝Ｔｈｅ　Ｂａｌａｎｃｅ〟……どっちから行きましょうか？」

「ここからの距きよ離りは〝おいしい天秤〟の方が近いですよ」

　額を付き合わせて桑田と羽黒が最初の行き先を決めれば、俺は頷うなずくだけだった。

「じゃあ、行きましょう。奈留ちゃん、タマちゃん」

　そして羽黒は顔を上げると仲邑に声をかけた。だが隣となりにいるはずの仲邑の姿がそこに無いと気付いて、リスのように首を動かす。

　そうすれば、仲邑はいつの間にかタマちゃんと共に、俺達の輪から外れたところにいた。

「奈留ちゃん？　どうしたんです？」

「別にどうもしないよ。〝おいしい天てん秤びん〟に行くんだよね。はい、秋庭くん」

　羽黒がもう一度呼べば、仲邑は数歩で戻ってきて、俺の手にタマちゃんを戻す。

「タマちゃんに何か用事があったのか？」

　そんな理由ではないと思ったが、また少し成長している植物を見て、とりあえず俺は仲邑に問いを向けてみる。

「何にもないよ……ちょっと、持ってみたかっただけ」

　仲邑は俺の問いにそう答えると小さく笑ってみせたが、その顔が、心配そうに自分を見る羽黒に向けられることはなかった。

　ならば理由はそっちにあるのだろうと、俺は聞き直そうとしたのだが、

「イヒヒヒ。タマちゃんの魅み力りよくに奈留も抗あらがえなかったというわけでやがります。けど、ぽいぽい受け渡わたすのはやめやがれです」

　そんなことには気付いていないタマちゃんの自信過か剰じよう発言に阻はばまれる。

「うん、わかったよ。じゃあ先に行くね」

　その上、仲邑は軽い調子で頷くと、くるりと踵きびすを返して、歩き出してしまう。

「え、奈留ちゃん。待って下さい。一いつ緒しよに行きましょう！」

　先さき程ほどの再生映像のように羽黒は仲邑を追っていくが、と同時に俺は問いかける機会を逸いつしたというわけだった。

「……タマちゃん、お前はもう少し無口になった方がいいんじゃないか？」

　俺が忠告を与えれば、

「余計なお世話でやがります。あの方に必要なのはよくしゃべるモノなのです！　って、あれ？　今のはタマちゃんの中にいる誰だれかがしゃべったみたいです」

　タマちゃんはすぐに反論したが、自分の言葉に自分で首を傾かしげる。

「……誰なんだろうな」

　それは本当に謎なぞだったが、まだ答えが出ないこともわかっていたから、とにかく俺はタマちゃんを抱かかえて、走ることにしたのだった。







〝おいしい天秤〟はほぼその名の通りの彫ちよう刻こくだった。

　全長２メートル程の彫刻は、くるんとカールしたヒゲがチャームポイント──と、説明プレートに書いてある──のアルミニウム製のシェフ像で、そのシェフは左右の手を天秤のように横に伸のばしている。

　その両手には更さらにスプーンが握にぎられていて、シェフの腕うでは、チーズが載のっている右側の方へと傾かたむいていた。まさしく、天秤のように。

「……この彫ちよう像ぞうが天秤に見立てられているとすれば、いまは重さのバランスがとれていないってことだよな」

「シェフは難しい顔だしね。前に見た時は笑ってた気がするわ」

　俺が簡単に推測すれば、桑田も隣で頷いた。何回も来ている割に作品一つ一つの造形に関する記き憶おくには曖あい昧まいなところがあるのだが、確かに桑田の言う通り、今のシェフはおいしい顔、というより苦く悩のうの表情だった。

「せっかく男前のおいしい顔が、惜おしい顔になってやがります」

　それを見たタマちゃんはそう言い──この場に尾田がいたら座ざ布ぶ団とんの没ぼつ収しゆうどころでは済まない発言だったが、俺達は聞き流す他ほかない。

「……タマちゃんって、美的感覚とかあるのかな？」

　唯ゆい一いつ、仲邑がぼそりと呟つぶやくが、どう見ても基本はキュビズムもどきの面おも白しろ顔のシェフを前に、それは愚ぐ問もんだった。

「ええと……シェフ・ルチーノは我々人類に突つきつけられた難問に一つの答えを示している。そう、チーズと……はどちらもおやつなのである」

　そして羽黒は仲邑に答える代わりに、作品解説のプレートを声に出して読み上げる。

「チーズと何だって言いやがりました？」

「あの、その部分だけ字が消えていてわかりません」

　聞こえなかった部分をタマちゃんは聞き直したのだが、羽黒がそう返すと、項うな垂だれた。

　そんなタマちゃんを横目に見つつ、俺は改めて〝おいしい天秤〟を見直す。

　作品解説の通りならば、恐おそらくシェフの天秤うでは本来バランスのとれた状態なのだ。つまり右のスプーンにチーズが載っているように、左のスプーンには何かが載っていなければならない。

「天秤のバランスをとるなら、左のスプーンにもおやつが載っているべきだよな」

　ギエナの出した課題から考えても、そう考えるのが妥だ当とうだと、俺はみんなの顔を見回して、同意を求める。

「そうね。デザートチーズもあるから、チーズをおやつっていうのも問題ないはずだし」

「なら問題はもう片方のスプーンに何が載るかってことだね。早く解いて身軽になろうよ」

　そうすれば、まず桑田が答えを返し、続いて仲邑も積極的な姿勢をみせる。

「でも、チーズとバランスがとれるおやつって、何でやがります？」

　しかし、タマちゃんが口にしたそれこそが、難問で、

「三時のおやつにどちらを食べるべきか……なんて考えると、選せん択たく肢しはすごく広がってしまうわよね」

　桑田が示した可能性に、俺達は揃そろって首を傾げ、プレートの文字さえ消えていなければ簡単にわかっただろう答えを出せずにしばし沈ちん黙もくした。

「……バナナです」

　その沈黙を破ったのは羽黒だった。羽黒にしては強い自信を滲にじませた声に、視線を向ければ、そこには声と同じく、漲みなぎる自信に瞳ひとみを光らせている羽黒の顔があった。

「その自信……霊れい感かんとか？」

　仲邑の口からその単語が出たことに、俺と桑田は思わず顔を見合わせたのだが、羽黒自身は驚おどろきを見せず、ゆっくりと首を振ふる。

「霊感ではありません。わたしの経験からくる直感です」

「経験からくる直感？　根こん拠きよは無いってことでやがりますか？」

　俺としては直感も十分信じていいと思うのだが、タマちゃんは不安げにそう尋たずねた。

　でも、羽黒の自信はそれにも揺ゆるがず、強い光を双そう眸ぼうに宿したまま、表情を苦悩のそれへと変える。

「あえて根拠というならば、それはわたしの経験です。昨夜ゆうべ、わたしもその難問に苦しんだんですから」

　そして羽黒がそう述べれば、

「昨夜？　羽黒さん、もしかして」

「あら、花南ちゃん、仲邑さんにも聞いたのね」

　それで羽黒が言いたいことはわかったらしく、仲邑と桑田は顔を見合わせた。ただし、仲邑は困こん惑わくに近い表情で、桑田の方は苦く笑しように近いそれだったが。

「はい、お二人の意見を参考にわたしは考えました。そして、今回……バナナはデザートではなくおやつです。きっとシェフも訊きかれたんです。チーズはデザートですかおやつですか？　と。そこで導き出された答えがおやつなら、同じ命題を抱かかえた存在はバナナしかあり得ません！」

　羽黒は名めい探たん偵ていのごとく、一息にその推理を披ひ露ろうしてくれたのだった。

　心なし頰ほおを上気させ、三つ編みを握りながら真しん剣けんに訴うつたえる姿に、俺は一いつ瞬しゆん気け圧おされたものの、すぐに羽黒の推理を検討してみる。

　確かに、バナナがおやつかデザートかと悩なやむのは、チーズを同じように悩むよりは、馴な染じみがある。だったらバナナを載のせてみるのも、頭から否定する必要はない。

「物は試ためしだ。やってみよう」

　俺はそう結論を出した。やらずにあれこれ言うよりは、まずやってみた方がいいだろうと。

「はい！　では、わたしのおやつのバナナを！」

　俺の言葉に羽黒は大きく頷うなずくと、黒くろ猫ねこの絵の付いたリュックから、バナナを取り出し、そのままシェフの像の下もとへ向かう。

「危険は無さそうだけど、花南ちゃん、気をつけて」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです！」

　桑田がその背中に声をかければ、羽黒は元気よく声を返したが、言った傍そばから、何もないところで躓つまずいた。

「花南、気をつけて！」

　そうすれば、思わず、という感じで仲邑は声を飛ばし、羽黒は振り向くと照れ笑いを浮うかべ、頷いた。

　すると仲邑は慌あわてて目を逸そらしたが、一連の遣やり取りに、なんだかんだで、仲邑は羽黒をよく見ているのだと思う。そのくせ、羽黒が追うと逃にげるようにするのはなぜだろうと考えてる間に、羽黒は少し背のびをして、スプーンの上にバナナを置き終えていた。

　しかし、シェフには何の変化も起こらず、羽黒は一歩後ろに下がると残念そうにシェフを見上げた。

　が、一いつ拍ぱく置いて──まるで羽黒が安全なところに下がるのを待っていたというようにシェフはゆっくりと動き始めた。

　ぎぎぎぎぎと、どこが軋きしんでいるのかはわからないが、そんな音と共に、右に傾かたむいていた腕うでは少しずつ左の方、中央へと起きていく。

「お、おおお、何だかぎしぎしいってやがりますが動きましたよ！」

「やっぱり、単純にその物の重さは関係無かったんだな」

　左右の腕の高さが徐じよ々じよに同じに戻もどっていくのを眺ながめながら、俺が言えば、

「どちらかというと……その物の価値でバランスをとれっていう、課題みたいね」

　桑田は新たな魔ま神じんの課題をそう解いてみせた。俺もまた同じ考えで、文句もなかった。

「それは……物の価値はその物が持つ重さと必ずしも比例しないとかってことだよね？」

　けれど、仲邑は桑田に顔を向けると、どこか突つっかかるような口調で問いかけた。それに桑田は困惑して僅わずかに眉まゆを寄せる。

「俺もそう思うが、仲邑の考えは違ちがうのか？」

　俺は桑田の代わりに、仲邑を見つめて問い返した。すると仲邑は一瞬言い淀よどんだものの、軽く唇くちびるを湿しめらせると、もう一度口を開く。

「……別に、それは違うとかって言いたいんじゃなくて、だったらあたしはきっと、何ともバランスがとれないなって、ちょっと思っただけで」

　仲邑は今度は静かに、落ち着いた調子で言葉を紡つむいだが、その面はどこか寂さびしそうな翳かげりを帯びて。

「そんなことはないだろ。それに、そもそもお前は人間なんだから、物に置き換かえて考える必要は無いだろうが」

　仲邑の台詞せりふの真意はいま一つ計りかねたが、俺はそれだけは言っておく。

「でも、あたしは重い物とか持っていないし、これからも……」

　仲邑は俺の台詞を受けて、一度は話を続けようとした。しかし、羽黒が足取りも軽く近付いてくるのが視界に入ると、

「いや、うん。そうだよね。ごめん、空気が重たくなったよ。失礼失礼」

　そんな風に話を切り上げると同時に、とってつけたような笑えみを浮かべて、俺達から距きよ離りを空けた。

「みなさん、バランスがとれましたよ！　そうしたらほら、シェフも笑顔になりました！」

　と同時に羽黒は俺達の許もとに戻って来て、〝おいしい天てん秤びん〟を笑顔で指さす。

　確かにシェフは笑顔に戻っていて、腕の高さも左右同じになっていた。

「これで一つ目クリアなら、すごろくマップに何か出ているはずだ」

　仲邑を気にしつつも、俺は８マス目の課題を頭に置きながら、すごろくマップを広げてみた。

　そうすれば、予想通り、魔神ゾーンのマスの上にはさっきまで無かった天秤のマークが四つ浮かび上がっていて、その内の一つは褒ほう賞しようのように金色に光っていた。

「多加良、天秤が光ってやがります！」

「ああ、見えてる。これで一つ目の天秤はクリアだ」

「花南ちゃん、やったわね」

　桑田も横から覗のぞいてそれを確かく認にんすると、微笑ほほえんで、羽黒の目の前に掌てのひらを向けて腕を突き出した。

「まぐれかもしれませんけど！」

　羽黒は同じように桑田に掌を向けると、ぱちんと軽くぶつけて喜んだ。

「まぐれじゃないだろ」

　桑田に倣ならって俺も腕を伸のばせば、羽黒は同じように手を合わせ、

「花南にしてはよくやりやがりました」

　続いて、わかったようなことを言うタマちゃんとも本当に軽く手を合わせた。

　そうして、最後に残った仲邑はどうするかと見ていれば、

「……グッジョブ」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいの後、仲邑もまた羽黒と手を合わせたのだった。

　その瞬間、胸の植物はどこか嬉うれしそうに揺ゆれて、俺は仲邑の願いにはやはり、何らかの形で羽黒が関係するという確信を持つ。

　でも、儀ぎ式しきのようなその瞬間が過ぎると、仲邑は再び羽黒から、そして俺達からも等分に距離をとった。

　そうして、誰だれからも同じ距離をとっていれば安全だというように、仲邑は小さく嘆たん息そくする。

　どんな意図が、感情がそこにあるのかまで俺には読み取れなかった。

「次は〝Ｔｈｅ　Ｂａｌａｎｃｅ〟ですね。奈留ちゃん、みなさん早く行きましょう」

　けれど、羽黒はその距離をあっという間に詰つめてしまって。

　それを見たら、俺はなんだか安心してしまった。

　仲邑の植物を摘つむのは俺の仕事だが、開花に至るまでの道程で、その手を羽黒が引いてやるのだろうと、そう思うと、なぜか嬉しくなった。

「いや、羽黒ちょっと待て」

　ただ、それと課題はまた別問題なので、先走って行きそうな羽黒に俺は制止をかける。

「いまので天秤のクリアの方法はわかっただろ。だから、ここで二手に分かれよう。羽黒と仲邑はまず〝Ｔｈｅ　Ｂａｌａｎｃｅ〟に向かってくれ」

　課題が出て十分で一つを片付けられたのは良いペースだが、それでも時間は充じゆう分ぶんにあるとは言えない。

「俺と桑田は、天秤、或あるいはそれを連想させる物で、でもバランスのとれていない物を公園内で探し始めるから。で、〝Ｔｈｅ　Ｂａｌａｎｃｅ〟を片付けたら羽黒達も同じように探してくれ」

　でも、ここで二手に分かれれば効率的に時間が使えると、俺は三人に示した。

「わかりました。確かにその方がいいですね」

　そうすれば、羽黒と桑田はすぐに了りよう解かいしてくれた。

「んーと、タマちゃんはどっちと一いつ緒しよです？」

「俺の方だ。で、俺と桑田はここから北の方を探す。これは、と思う物を見つけたらお互たがい連れん絡らくを取り合おう」

　リュックの中から携けい帯たい電話を出し、電源を入れると、俺はタマちゃんを抱だき上げて、次の行動に移るべく、体の向きを変えた。

「……ちょっと待って。秋庭くんの携帯番号とか教えてくれれば、あたしは一人でいいよ」

　だが、すぐに背中に声をかけられて振ふり向けば、ツナギのポケットから出した携帯をゆらゆらと揺らしながら、いかにも簡単で軽い思いつきからの提案、という顔で仲邑が立っていた。

　その反応は正直予想できていたが、そんな仲邑を、瞳ひとみにわずかに傷ついた色を浮うかべ、羽黒は見み詰つめていて。

「効率が悪いからダメだ」

　俺は二人の顔を見比べてから、極きわめて短く告げたのだが、

「効率なら、分かれた方がいいでしょ」

　やはり仲邑はそれだけでは引き下がらず、表情は柔にゆう和わなそれでも、視線を俺から外さなかった。

「……たとえば目的の天てん秤びんを見つけたとして、その上に載のせる物の見当もついたとして、でもそれが一人じゃ運べない物だったらどうする？」

「その時は、秋庭くんとかを呼べばいいだけでしょ」

　真っ直すぐに見み据すえながら、俺は仲邑に問いかけたが、戻もどってきた声の調子は軽くとも、仲邑はまだ退ひかない。

「それが、効率が悪いってことだ。連絡を貰もらったって俺がそこに行くまでにどうしたって時間がかかる。その時間がもったいない。でも、二人いたら大たい抵ていのものは運べるだろ」

　しかし、俺もまた譲ゆずらずに、そう言葉を重ねれば、ようやく仲邑は沈ちん黙もくしてくれて、俺は内心でほっと息を吐つく。

　本当のところを言えば、仲邑が提案したようにバラバラで動いたとしても、そんなにタイムロスはないし、ただ目的の物を探すのであればその方がいいかもしれない。

　でも、いま仲邑に必要なのは、一人でいることではなく、そして、俺と一緒に動くことでもない。

　その胸の植物に必要なのは羽黒だとわかっていたから、俺はあえて強ごう引いんに仲邑を説き伏ふせたのだ。

　努力の甲か斐いあって、本当に仲邑に反論の意志がないと見ると、俺は今度こそ背を向けて──もう一度振り向いた。

「羽黒、仲邑を任せたぞ」

　そして、拗すねたように俯うつむいている仲邑を心配そうに見つめていた羽黒に、小声でそれだけは告げておく。

　そうすれば羽黒は何度か瞬まばたきを繰くり返して、

「は、はい！」

　それから真しん剣けんな面おも持もちで、大きく頷うなずいたのだった。

　その返事に満足すると、俺は三度目の正直で踵きびすを返し、ギエナの課題に挑いどむべく、二人と共に動き出したのだった。







　残り二つの天秤の課題を探して、俺達が公園内を走り始めて数分後、さっそく羽黒達から連絡が入った。

　羽黒の報告によると、第二の天秤〝Ｔｈｅ　Ｂａｌａｎｃｅ〟は綱つなのようにねじられた金属で作られた人形の物が、木と木の間に渡わたされた綱を渡っている、という作品だった。

　遠目には殆ほとんどヤジロベエだったのだが、近くで見ると、バランスをとるためのバーの片側には真しん珠じゆのネックレスをした豚ぶたが網あみに入っているとのことで。

　つまり、豚に真珠と言いたいのだと、駄だ洒落じやれめいた思考に俺はため息を吐ついた。でも、そう考えれば、もう片方は猫ねこに小判で間ま違ちがいない。

　俺は羽黒にそう告げ、とりあえず招まねき猫のような猫をモチーフにした物を探すように言い、羽黒達はそれを実行に移した。

　しかし、これは結果的に不正解で、同時に思いがけないオマケ──というか、ペナルティが付いた。何の変化も起こらないという羽黒の報告に、俺がすごろくマップを見れば、天秤マークの下には新たに三つのバツマークが付いていて、その内の一つは先刻の失敗を示すように点てん滅めつしていた。

　普ふ通つうに考えれば、このバツマークが三つ点灯したらまずいことになる。ようするに失敗が許されるのは二回までということだ。

　そう推測すれば、次は俺達も慎しん重ちようにならざるを得なかった。

　そこで仲邑は、この諺ことわざの元になったマタイ伝繫つながりで、キリスト像ではないのか、という意見を出した。

　それはかなり婉えん曲きよくな答えだと思ったものの、猫に小判で違うのならば、と俺達は賛成したが──見事に失敗して、ペナルティは二個。

　電話の向こうで羽黒がひたすら謝り、頭を下げているだろう気配を感じながら、下手をうてばここでゲームオーバーかという展開の中、口を開いたのは桑田。

　豚の首にあるのが真珠なら、釣つり合いをとるには同じ宝石はどうだろうか、と。そして真珠は六月の誕生石だから、一二月の誕生石であるラピスラズリでどうか、と。

　正直、もう手て詰づまりで、俺達は桑田の考えに賭かけてみるしかなく──程ほどなく仲邑が見つけてきた、人面カエルの像からネックレスだけを外してバーにかけてみたところ、なんとかギリギリで第二の天秤もクリアとなったのだった。

　そしてその後、俺と桑田も新たな天秤を見つけた。

　俺と桑田が見つけたのは誰だれも何も乗っていないのに、ゆらゆらと小こ舟ぶねのように揺ゆれているシーソーで──ただし野球のスコアボードで作られたそのタイトルはずばり〝シーソーゲーム〟。

　案内プレートでそれを確かく認にんした瞬しゆん間かん、俺は物もの凄すごい脱だつ力りよく感かんに襲おそわれたが、何とか座り込まず、その場に立ち続けると同時に、スコアボードを見つめ続けて。

　やがて俺は、先せん攻こうのペンギンチームのスコアしか書き込まれていないそのスコアボードから、一つの答えに至った。

　俺がその閃ひらめきを電話の向こうの羽黒達に説明すると、仲邑はピッチャーとキャッチャーの人形を置く、という推理を示したのだが、それはスコアボードを埋うめてみてから、と俺は強く主張させて貰もらった。

　その答えは、前の二つに比べると、少々変則的だとは思ったが、まず後こう攻こうダチョウチームの空くう欄らんとなっているスコアボードに、九回裏を除いてペンギンチームと同じ点数を書き加えた。

　そうして、迷った末、九回の裏のダチョウチームに一点だけ多くつけてみれば──天秤マークは見事点灯したのだった。

　野球は九回裏までわからないから面おも白しろい──じいちゃんの言葉おしえを改めて嚙かみしめる俺だった。

　二つのペナルティは付いてしまったものの、こうして、残る天てん秤びんはあと一つとなり、俺達はそれを探して再び公園内を走り出したのだった。
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「〝ゴーストスケール〟？」

　噴ふん水すいというよりは池に近いそれの前を通り過ぎかけて、けれどそこで足を止めたのは桑田だった。

　既すでに行き過ぎていた俺は、その声にひとまず振ふり返り、

「何です？　何か見つけやがりましたか、美名人」

　タマちゃんもまた、俺の腕うでから少しだけ身を乗り出すと桑田に尋たずねた。

「ええ。この人工池にもタイトルがついているんだけど、スケールって物差しや秤はかりっていうことでしょ。それに池の中央の……モニュメント、料理用の秤みたいに見えない？」

　桑田はタイトルの書かれたプレートと、池の中央に置かれているモニュメント──台形の土台の上に受け皿のような物が載のり、確かに砂糖や小麦粉を量る秤のように見えるそれ──を順に指さし、同意を求めて俺を見た。

「秤……か」

　だが俺は頷うなずく前に踵きびすを返すと、まず池の前まで戻もどってみた。でも正面から見る限り、秤らしい目盛りは見当たらないし、天秤のような傾かたむきもない。

　ならばもっと詳くわしく調べようと、タマちゃんをひとまず地面に下ろし、池の周りをぐるりと回ってみることにした。

　そうすればまず、コンクリートで固められた人工池の畔ほとりには、色々な足あし跡あとがレリーフの様に刻まれているのがわかった。

「確か、前に来た時も池はあったよな」

「ええ。でも、公園のパンフレットには池はあっても〝ゴーストスケール〟のタイトルは載っていないわ」

　途と中ちゆう、俺が自分の記き憶おくを辿たどり、確かめるように声を向ければ、パンフレットを広げた桑田からはそう返ってきた。

　とすると、これは元々あった池にギエナがモニュメントを加えて、作品に設しつらえてしまった物かと、俺は推理を巡めぐらせる。

　そして俺は池を半周して向こう岸──と言うほど大した距きよ離りではないが──に辿り着き、スケールの裏側はどうなっているかと見上げて、

「……桑田、目盛りはこっち側にあったぞ。多分、これが四つ目だ」

　そこに、放射状に広がっている目盛りと、起点ゼロから動いている針を見つけて、俺は桑田に告げた。

「それなら、これが最後の天秤ね。なら後はどうバランスをとるかだけど……花南ちゃんと仲邑さんを呼びましょうか？」

「そうだな。あとは全員で考えた方がいいし……少しは二人で話も出来ただろうし、な」

　俺が頷けば、桑田はほんの少しだけ目を優やさしくして、

「そうね。だといいわね」

　そう言いながらボタンを押したのだった。

「ふむ……やっぱり前言撤てつ回かいするべきでやがりますかね」

　そうして、池を一回りし終えて、俺が元の場所に戻ると、タマちゃんはぽつりとそんなことを呟つぶやいてみせた。

　俺が池を一周している間に、タマちゃんはその場で自分自身を三六〇度回転させて、改めて公園内の景色を見ていたらしいのだが、

「前言って……どれだ？」

　羽黒達を待つ時間を無む駄だにするつもりはなかったが、撤回すべき言葉なら山程あるだろうタマちゃんの台詞せりふに、俺は興味を抑おさえ切れずに問う。

「ん？　いまそこはかとない悪意を感じましたが、まあ許してやります。タマちゃんだもの」

　するとタマちゃんは、胡う乱ろんな輝かがやきをその目に一瞬点ともしたものの、広いが殺風景と言うには彫ちよう刻こく群ぐんが邪じや魔まをしまくる園内に再び視線を投げた。そんなタマちゃんの透とう明めいな体の向こうには少し歪ゆがんだ景色が透すけて見える。

「……タマちゃんが取り消す言葉といったら一つしかありやがりません。タツさんとみずえさんは絵を運べなかった、っていうあれです」

「……ああ。でも、どうしてそんな気持ちになったんだ？　まだクイズの答えは見つけてないよな？」

「私も聞きたいわ」

　タマちゃんに目線を合わせる為ために俺は腰こしを下ろし、すると連れん絡らくを終えた桑田もまたタマちゃんの隣となりに座った。

「クイズの答えはわかりやがりませんが、ここにある彫刻モノ達はみんな人間が作りやがったんですよ。でも、作られたのはみんな別の場所というわけです」

　ワルツのようにゆっくりとオッドアイを点てん滅めつさせて、同じくゆったりとした口調で話すタマちゃんを俺と桑田は黙だまって見つめ、そして透明の口が続きを紡つむぐのを待つ。

「そんでもって、大きいのも小さいのも、重いのもみんな人間が作りやがって、それからここまで運んできやがったんです。……人の手は作る手だって、あの方は言ってましたけど」

　そこでタマちゃんは、また混線したように束つかの間目をチカチカと光らせたが、すぐに元のリズムに戻ると言葉を続けた。

「けど、タマちゃんは、人間の手は作ったら運ぶことも出来るんだって、こいつらを見てわかったんです。だったら、その手が四本もあったらあの絵が、運べなかったはずがないってわけでやがります。だから、タマちゃんは運べた、に一億ユーロです！　イヒヒヒ」

　タマちゃんは自ら導き出した答えに自信をもって拳こぶしを突つき上げると同時に、丸い牙きばを見せて笑え顔がおらしきものを浮うかべた。

　そして、全すべてを聞き終えた俺は、タマちゃんの頭に軽く手を置くと、撫なでてやった。

　タマちゃんが無機物だということは忘れていない。でも、そうやって自ら発見していく姿は人間の子どものようで、俺はタマちゃんが確実に何かを得ていることが嬉うれしかった。

　横を見れば、同じようにひどく優しい光を湛たたえた眼まな差ざしで桑田もタマちゃんを見つめていて。

「な、何をしやがります！　タマちゃんの頭を撫でても増毛は期待できませんよ！」

　できれば、口の利きき方も学んで欲しいが、これは贅ぜい沢たくな望みだろうか？

「あ……花南ちゃん達来たわよ」

　と、タマちゃんを撫でる俺の手に少々圧力が加わったところで、ちょうど二人の姿を見つけた桑田が声を上げ、タマちゃんは命拾いした。

　そして俺も視線を上げて、二人の姿を確かく認にんすれば。

　先を歩いているのは仲邑。さっきまでステップを踏ふむように軽かろやかだった仲邑の足取りはいま、芝生しばふの一本一本を踏みしめようとするように重い。歩調そのものは小走りよりも少し遅おそいくらいで、怒おこっているように前のめりで進んでいる。

　その三歩ほど後ろをついて来るのが羽黒で、俯うつむき歩くその足取りは仲邑とは違ちがう理由で重そうに見える。またその肩かたは落ちていて、そうとわかると三つ編みまで萎しおれて見えるのは俺の目の錯さつ覚かくだろうか。

「ケンカでもしたか……仲良くして貰もらうつもりだったんだけどな」

　単純に距離が近付いて、そうと理解すると俺は一つため息を吐ついた。

　前ぜん傾けい姿勢のせいで、仲邑の植物の様子まではわからなかったが、それを抜ぬきにして、俺達と離はなれている間に二人に起こったことが、良かったのか、悪かったのかと俺は考える。

　だが、俺が結論を出す前に羽黒と仲邑の姿はもうそこまで来ていて、ひとまず俺は立ち上がり二人を迎むかえることにしたのだった。







「〝ゴーストスケール〟ですか。ちょっと、怖こわいような響ひびきです」

　合流した二人にここまでの推測を説明すると、羽黒はまずそう言った。

　ケンカのせいか、ここまで来ても仲邑と羽黒の間には距きよ離りがあり、それとなく目測していると羽黒と目が合った。すると羽黒はどこかバツが悪そうに、身体からだごと視線を池の中央にある秤はかりへと向け、そのまま池の畔ほとりを歩き出す。

　そして仲邑は羽黒が動き出すと、それとは逆回りに池の畔を歩き出した。

　羽黒の眉まゆがずっと八の字であることからも、羽黒が真しん剣けんに悩なやんでいるのは明らかで、そもそも内面を隠かくすのが下手な羽黒の様子に当事者である仲邑が気付いていないはずもなかったが、こちらは頑かたくなに羽黒を見ない。

　でも、その一方で仲邑の胸の植物はさっきよりも葉を繁しげらせ、花か茎けいまで伸のばしていて、何か強く心揺ゆさぶられることがあったのだろうと、俺は推測した。

　そこで俺は少し考えると、ひとまず仲邑の後ろを付いて歩くことにした。

「むぅ、この足あし跡あとが怪あやしいに違いないんです」

　対岸、といっても小さな人工池のこと、喧けん騒そうは耳を澄すまさなくても届き、気になって目を向ければ、タマちゃんは池の畔をよちよちと歩いていて、危なっかしかった。まあ、あちら側には桑田もいるので、タマちゃんは二人に任せておく。

「〝ゴーストスケール〟なのに……幽ゆう霊れいの気配はありませんね」

　そうして今度は羽黒の呟つぶやきが届けば、

「……羽黒さんてさ、本当に幽霊とか見えてるのかな？」

　小さな声で仲邑は俺に尋たずねてきた。

「見えている。俺には確かめようがないが、少なくとも俺は、そう言う羽黒を信じている」

　どこか揺れている仲邑の眼まな差ざしを真っ直すぐに捉とらえると、俺は即そく答とうした。

　羽黒を信じること。それはもう、誰だれかの言葉くらいでぐらつくものではない。だから俺は強い声と眼差しで、仲邑に答えることが出来た。

「そう……なんだね」

「何を今いま更さら訊きく？　仲邑だって羽黒を信じているだろう？」

　でも、仲邑は俺の双そう眸ぼうに気け圧おされたように目を逸そらし、俺はさっき、仲邑が羽黒の霊れい感かん発言を少しも否定しなかったことを思い出しながら問う。

「あたしは……話を合わせただけだよ。幽霊とかどうでもいいし。だから、信じるとかそういう重いのも関係ないし」

　そうすれば、仲邑は投げやりな調子で答え、そのくせ仲邑の体は羽黒のいる方を向いていて、天あまの邪じや鬼くなその言動に俺は小さく肩を竦すくめた。

　その胸の植物がまた少し背せ丈たけを伸ばすのを見れば、ここで沈ちん黙もくするわけにはいかないが。

「関係ないなら……ケンカまでして、どうして羽黒から離れようとする？」

　見ていればわかることだったから、俺は揺さぶる意図もなく、率そつ直ちよくに尋ねた。

「ケン、カ？　何を言ってるのかな？」

　仲邑は、声を詰つまらせ、何度も瞬まばたきをした後、睨にらむような目を俺に向けてきた。

　きっと、羽黒絡がらみでなければ、いつも通り軽かろやかに対応できただろう。でも、だからこそのリアクションに俺は好感を持つ。

「……最近、羽黒には新しい友達が出来てな、生徒会の仕事中にもよくその名前が出る……奈留ちゃん、ってな。楽しそうにお前のことを話す羽黒の姿を見ている限りでは、俺はお前が羽黒から離れようとする理由がわからないんだ」

　そして、言葉を重ねて、俺はもう一度同じことを仲邑に訊いた。仲良くなれば確かにケンカの一つもするだろう。でも、その前から仲邑は羽黒と距離を置こうとしていた。

　だから、この答えばかりは仲邑本人に訊いてみるしかなくて、俺はもう一度真っ直ぐに仲邑を見た。

「……だから、だよ」

　仲邑は俺の眼差しを受ける代わりに、そこでようやく羽黒を見ると、ぽつりと呟きを落とした。

「あたしにとって、羽黒さんはクラスメイトとかの一人なのに、知り合いに毛が生えたくらいなのに……友達みたいに接してくるから。だからあたしから離れることにしたの。ほら、あたし、重いのは苦手だから」

　そのまま仲邑は饒じよう舌ぜつに語ったけれど、まるで他人ひと事ごとのように軽い調子で喋しやべろうとすればする程ほど、俺はそこに不自然さを感じる。

「あたしは軽やかに生きていくんだから……ずっと、そうしてきたんだから、重い重い友達なんていらないの」

　仲邑はそこで更さらに不自然な笑えみを浮うかべて、羽黒を見た。そうすることで逆に、何かを振ふり切ろうとするように。

　でも、その目に映る色は希求。

　そして、それに気付かないまま、仲邑は視線を自分の足あし下もとへ落とした。

　本当に裏腹な態度に、俺は心の中でため息を吐つきながら、

「羽黒は、意外と頑がん固こでしつこいぞ」

　あえて忠告めかした言葉を仲邑に送った。すると仲邑は黙だまって肩かたを竦めたけれど、俺が視界の隅すみで捉えている羽黒の様子に仲邑もまた気付いていた。

　どんなケンカをしたのかはわからないが──或あるいはそれは一方的なものだったのかもしれないが──羽黒はずっと仲邑を見つめていた。

　羽黒は仲邑と友達になることを諦あきらめていないから。ならば、俺はこれ以上口出しするべきではない。

　そう決めると、俺は今度こそ〝ゴーストスケール〟の謎なぞを解くべく、検分を始めて、

「はわっ、はわわわーっ！」

　そこでタマちゃんの慌あわてふためく声に阻はばまれた。

「どうしたっ？」

　急いで対岸にその姿を探せば、ガラス製のドラゴンは今にも池に落ちそうになっていた。

　間に合わないことは百も承知だが、じっとしていられず、俺は駆かけ出していた。

「……だから、危ないって言ったでしょう？」

　でも、俺が三歩も進まない内に、タマちゃんは桑田によって間かん一いつ髪ぱつ救われていた。

　桑田は片かた膝ひざを芝生しばふの上に着き、両手で捧ささげ持つようにタマちゃんを捕つかまえていたが、タマちゃんの水面からの距きよ離りは僅わずか５センチ。そして羽黒は半分転んでいるような体勢で、その桑田の腰こしを支えていて。

「……あ、危なかったです」

　俺が息を吐くと同時に、タマちゃんもまた、心底ほっとした声を上げれば、俺は不注意な約一体に説教をすべく、再び歩を進めた。

「タマちゃん、気をつける、って意味わかってるか？」

「それくらいわかってやがります」

　無事に地面に降りたタマちゃんは、そう言いながら俺が見み据すえても、喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れる、とばかりに生意気な言葉を返す。

「……まだ時期は早いが水浴びしてみるか？」

　ならば、もう少し反省して貰もらおうと、俺が脅おどしつければ、

「あ、あの、でもいまタマちゃん、何かを見てましたよね」

　そんなタマちゃんを羽黒は擁よう護ごする。

「ええ。何を見つけたの？」

　桑田もそれを肯こう定ていすれば、とりあえず水浴びは勘かん弁べんしてやらねばならなくなった。

「そうです、タマちゃんは池の中に魚を見つけたのです。でもって、そこのプレートも見つけてやったです」

「プレート？」

　池の魚も気になったが、まずは陸上の物からと、俺達はタマちゃんが丸い爪つめで指さした方を見る。

　するとそこには、作品名を記したプレートと比べて小さな、名めい刺しサイズのそれがあった。

　ともすれば芝生に隠かくれてしまいそうな小さなプレートは、タマちゃんの目線でなければ確かに見落としていたかもしれない。

「で、何て書いてやがります？　きっと重要ヒントだと思いますが」

　さすがに識字能力は備えていないタマちゃんだったが、なぜか自信満々のその様子に俺もほんの少し期待しながら、腰をかがめるとプレートの文字を追った。

「……『作品に足をのせてはいけません！　ダメ、絶対!!』」

　俺が読み上げると同時に、課題クリアのヒント発見、という淡あわい期待は霧む散さんして、桑田は軽く眉まゆを寄せ、羽黒はタマちゃんにかける言葉を探してか、難しい顔になる。

「……そういうことは、もっと目立つところに書きやがれです」

　そして、タマちゃんはがっかりした声で、俺も激しく同意する指し摘てきをした。

「確かに。こんなところに書いてあっても気付かない人間の方が多いっていう話だ。……じゃあ後は魚だな」

　俺は一言だけ愚ぐ痴ちると、そのまま意識をもう一方の発見へ切り替かえた。

「前から魚は……いたか？」

「どうだったかしら？」

　一応プレートの注意に従い、池を縁ふち取どる足あし跡あとを踏ふまないようにしながら水面を覗のぞき込み、俺が尋たずねれば桑田もどうだったかと頰ほおに手をあて記き憶おくを辿たどり始める。

　記憶力には自信がある俺だが、やはり興味のないこととなると曖あい昧まいで、思い出す努力をしなければならない。

　池には、魚がいたと思う。でもそれは鮒ふなだとか、めだかだとか地味な色の魚ばかりで、目を引くことはなかった。

　でも、いま俺の目の前を横切っていく魚は鮮あざやかな色しき彩さいを纏まとっていて。

「……そこの錦にしき鯉ごいはいなかった」

　それだけは断言することが出来た。

「じゃあ、きっと次は魚とかの物でバランスをとればいいんだね」

　そこでいち早く結論を出したのは、俺達の対岸で、池を覗き込んでいた仲邑だった。

　俺としては、前二回の失敗を踏まえて、もう一考してから、答えを出すつもりだったのだが、仲邑は既すでに踵きびすを返し、探たん索さくに向かおうとしている。

「……待て、なか」

「待って下さい、奈留ちゃん！　わたしも一いつ緒しよに行きます！」

　だが、俺の制止の声は羽黒の声によって消され、そのまま羽黒は仲邑の許もとへと急ぐ。

「ついて来ないで！　さっきも言ったでしょう、あたしは重い友達なんていらないの！　重いものはいらないの！」

　そして、仲邑は羽黒を拒きよ絶ぜつする言葉を叫さけび、走り出そうとした。

　でも羽黒は構わず、懸けん命めいに追いかけて、仲邑と並ぶために池の畔ほとりを飾かざるレリーフに足を置いた、その次の刹せつ那な。

「奈留……きゃああっ！」

　結果的に羽黒の悲鳴に、仲邑は足止めされ、

「花南っ！」

　悲鳴を上げるようにその名を呼んだ。

「羽黒っ！」

　俺もまた羽黒が見み舞まわれた異常事態に、束つかの間混乱して、名前を呼ぶことしか出来ない。

　その間にも、羽黒は沈んでいく。

　作品に足を載のせた罰ばつだというように、足を載せたそのレリーフごと地中へと。

「羽黒、摑つかまれっ！」

　俺は我に返ると、羽黒の許へ駆かけ寄って、地面に腹ばいになって手を伸のばした。

　そう、一いつ瞬しゆんの間に羽黒の身体からだはもう自分の身長よりも沈しずんでいて──でも羽黒の身体に土の類たぐいはかかっておらず、地中にエレベーターが潜もぐるようだった──そうしなければ手が届かない。

「は、はいっ！」

　羽黒は精せい一いつ杯ぱい手を伸ばし、俺はその手を摑んだ──けれど、引き上げることが出来ない。

「多加良、どうしやがりました？　そんなに非力じゃないはずです！」

「秋庭くん、頑がん張ばってよ、ねえ！」

　俺も精一杯力を込こめたが、タマちゃんと仲邑の希望に応こたえられなかった。

「花南ちゃん！」

　同じく腹ばいになって、桑田も手を伸ばしたが、羽黒はその手を取らず、青ざめたまま首を振ふった。

「……足が、動きません。石の中に埋うめられてしまったみたいに、動きません」

　声の震ふるえを懸命に抑おさえて、羽黒が告げた内容に、今度は俺達が青ざめる番だった。そして、羽黒の手は沈む力の方に抗あらがえず、俺の手を離はなしてしまう。

「なんでっ、どうしてっ！」

　仲邑は半分パニックになりながら、俺と桑田の間から羽黒の顔を覗き込み問う。

「わかりません……いえ、作品の上に足を載せたから、でしょうか？」

　すると羽黒は仲邑を落ち着かせなければならないと思ったのか、一瞬冷静になる。

　と同時に、羽黒の沈ちん降こうも止まり、俺の頭も少しだけ冷めて、考えを巡めぐらせる余よ裕ゆうも生まれた。

　確かに、ことの発ほつ端たんは羽黒が作品に足を載せたから、だろう。でも、たとえ天てん罰ばつにしても、あまりに性質たちが悪い。

「……天罰？」

　ふいに頭を掠かすめたその単語に、気付けば俺はすごろくマップを広げていた。

　そしてそこに、三つ目のペナルティマークが点灯しているのを見つけて、舌打ちする。

「イーシシシ、とぉ、さすがにここは笑う場面と違ちがうじゃん。でも、よりによってオレサマが置いた中でも一番厄やつ介かいな〝ゴーストスケール〟にひっかかった上に、三つ目のペナルティっていうのも……運がないって話だぜ？」

　そこに響ひびいた声は、ただでさえ掠れているそれを拡声機にでも乗せているのか更さらにひび割れていて、ひどく耳みみ障ざわりだった。

「……ギエナさん？　どこです？」

　タマちゃんはきょろきょろと周囲を窺うかがったが、ろくでもない魔ま神じんの姿はどこにもない。

「……また、高みの見物か？　それでも許してやるから、とにかくどうすれば羽黒が助かるか説明しろ」

　発火寸前の怒いかりを何とか身の内に押しとどめると、もはや魔神の姿は求めず、俺は低く低く問う。

「う～ん、どうしよっかな」

　しかし、魔神の声はどこまでも軽く、こちらをからかう響きすら有していて、俺は奥歯を嚙かみしめる。

「さっきのことをまだ怒おこっているなら謝るわ。ごめんなさい」

「ん？　さっき？　ああ、オレサマあんまり根に持つタイプじゃないから気にしないでよ、美名人ちゃん」

「では、やっぱり作品を踏ふんだことですか？」

「いや、それも特には？　大体コレ作ったのは俺じゃないからその辺こだわりないし」

　桑田と羽黒が次々に言葉を重ねても、のらりくらりと魔神は真しん剣けんに応じない。

「じゃあ、どうすればいいのっ！」

「ギエナ様、教えてくださいっ！」

　次に仲邑とタマちゃんが必死に呼びかけて、

「イシシ。エッグプラントのお嬢じようちゃんも必死になってるじゃん。オレサマみたいに重い物はいらないってさっきまで言ってたのに。でも、まあ……そういうことならオレサマも温情ってのを与あたえてやるよ」

　ようやくギエナは、少し真面目まじめな台詞せりふを返して寄よ越こした。声は変わらずノイズ混じりのそれだったけれど。

「んじゃ、まず、三つ目のペナルティを取り消してやろうじゃん。これに関してはオレサマも説明不足だったし」

　早さつ速そく──といっても、俺達からすれば随ずい分ぶんと待った──ギエナは具体的な提案を告げ、それと同時にぱちんと指を鳴らす音が響く。

　それがギエナが自身の言葉を実行に移した合図かと、俺はすごろくマップを確かく認にんした。

　そうすれば、確かに点灯していた三つ目のバツマークは消えていた。でも、それではまだ十分ではない。

「次は、羽黒の足が動くようにしてもらおうか」

　俺は当然の要求をギエナに向けた。足さえ抜ぬければ、後は俺達の力でどうにか出来るのだから。

「よし、いいぜ！　って言いたいところだけどな、それじゃ俺がこのゲームの勝者ってことになっちまうじゃん？　多加良はそれでいいわけ？」

　だが、ギエナは一度は期待を持たせたくせに、すぐさま前言を撤てつ回かいするような台詞を口にする。

　その言い様ざまに、桑田は眦まなじりをきつくして、俺は拳こぶしを叩たたきつける相手がおらず、代わりに地面を拳で叩いた。

「……それはつまり、この課題をクリアすれば羽黒も助けられるってことか？」

　懸けん命めいに保っている理性で、俺はそう解答を導き出すと、再度ギエナに問いかけた。

「ま、そういうことじゃん。でも、時間はあまり無いぜ。オレサマにも予想外の仕し掛かけがあったみたいでさ……早くしないと可愛かわいい花南ちゃんが溺おぼれるな」

　ギエナは今度はあっさりと肯こう定ていして、でもそこで声を一段落とし──続く言葉に、地上の俺達は一いつ斉せいに羽黒に視線を向けた。

「え……あ、み、水が」

　四対ついの目に見つめられた羽黒は、一いつ瞬しゆん目を泳がせて、だが自分の足あし下もとに忍しのび寄っていた新たな危険に気付くと、青ざめた。

　羽黒の足下には少しずつ水が溜たまり始めていた。恐おそらく池から流れ込んできているものだろうが、筒つつ状じようの陥かん没ぼつ地帯に水が逃にげる場所などない。

「……急いで課題を片付けないと、花南ちゃんが」

　溺れてしまう──口にしたら現実になってしまうというように、桑田はその言葉を吞のみ込んだが、この場にその予想がつかない者はおらず、俺達の間には、重い沈ちん黙もくが落ちる。

「とにかく、〝ゴーストスケール〟に載のっちまったからには、頑がん張ばるしかないじゃん。ただ最後に一つヒントをサービスしてやると……天罰はもう消えてるぜ。あー、もうオレサマってばやっぱ魔人イチ親切じゃん!!」

　けれど魔神はその沈黙を無ぶ遠えん慮りよに破った上、ヒントともいえない一言を残すと、無責任に声を断たったのだった。

　魔神の声が消えれば、再び俺達を包んだのは沈黙で。

　だからといって、俺はただ言葉を紡つむげずにいたわけではなく、この状じよう況きようを打ち破るたった一つの解答を求めて、頭を回転させていた。

「羽黒、必ず助ける」

　そう告げると、俺は頭を掠かすめた記き憶おくに従って、羽黒から離はなれると再び池の方へと向かった。

「そ、そうだよ。魚とかを探せばいいんでしょ！」

　俺の動作を見て、仲邑はそう声を上げると、先さき程ほどの推理に従って、今度こそ身を翻ひるがえし、駆かけ出した。

「はっ、なるほど！　タマちゃんも魚を探すです！」

　続いてタマちゃんも仲邑を追って、よちよちと走り出し、行ってしまう。

　その推測は間ま違ちがいだということだけはわかっていたが、思考を止めたくなくて、俺は仲邑にもタマちゃんにも制止の声をかけなかった。

　代わりに、何か他はかにヒントはないかと周囲に目を向けた、その瞬しゆん間かん。

　しゃりしゃるしゃんしゃん。

　微かすかな音が耳に届いたのと同時に、俺の目には銀色の光が飛び込んできて、俺は反射的に目を細めたが、光と思ったそれが、銀色の艶つややかな髪かみの輝かがやきと気付くのにそう時間を要さなかった。

　そうして、ソレは俺に背中を向けたまま、ひらりと地上に舞まい降りると、銀糸の髪をかき上げて。

　と、細い腕うでに嵌はまった連環わはその動きにやや遅おくれて、鈴すずに似た音を立てて滑すべり。

「ほほ、多加良。妾わらわはそのように仰あおぎ見みなければならぬ程美しいかのう？」

　着物の袖そでをはためかせながら、くるりと回って振ふり向くやいなや、黄金きん色の双そう眸ぼうで俺の姿を捉とらえ、かのうはふざけた台詞せりふを声に乗せたのだった。

　その紅あかい唇くちびるにはいつもと変わらぬ笑えみまであって、

「……お前の相手をしている暇ひまはない」

　話を聞きたい──或あるいは聞かせる──時は何度もあったというのに、よりによってこのタイミングで今日初めて顔を見せたかのうから、俺は当然の行動として顔を背そむけた。

「おやおや、余よ裕ゆうがないのう……なれど、このような時こそ落ち着き、茶を点たてるべきではないかのう、美名人？」

　俺が拒こばむとかのうは次に、枝にコップを取り付けた手製の道具ひしやくで懸命に羽黒を溺れさせまいとしている桑田の方を名指しで呼んだ。

「……この声、かのう様ですか？」

　当然、桑田は応じず、代わりに地上の様子を窺うかがい知れない羽黒が声を上げる。

「うむ、花南。此こ度たびは災難だのう」

　その声に応こたえて、かのうは地中に沈しずんだ羽黒に眼まな差ざしを注いだが、

「……はい。でも作品に足を載せてしまったので、天てん罰ばつみたいなものです」

「なるほどのう……では仕方ないのかのう」

　次いで羽黒がそう言えば、かのうは救いの手を差しのべることさえしなかった。

　あまりにも危機感のない口調と態度に俺は苛いら立だちを覚え、

「やっぱり、助けに来てくれたんじゃないのね」

　桑田もまた無視しきれない怒いかりを感じたのか、そう言うと、眦まなじりをつり上げてかのうを見た。

「憐あわれとは思うがの、ここで妾が手出しをすれば、ギエナ殿どのの怒りを買いかねぬからのう。それで、叶野の地を壊こわされては、なお困るであろう？」

　確かに、既すでに俺のものとなった魔ま神じんとのゲームにかのうが手を出せば、最悪ノーゲームになりかねないというその言い分はわかる。

「誰だれのせいで俺達が今回のゲームを引き受けることになったと思ってるんだ。それとも……叶野市が無事なら、羽黒はどうなってもいいっていうのか？」

　だが、もしもかのうがそう思っているなら許さないと、拳こぶしを固めながら俺は問う。

「かようなことは、思っておらぬよ」

　すると、かのうは言い訳をしないばかりか、思いがけず真しん摯しな声と眼差しを返して寄よ越こし、俺は黄金色の双眸に引き込まれそうになる。

「それにしても……ギエナ殿も色々と持ち込まれたものだのう」

　でも、その色が浮うかんだのは一いつ瞬しゆんで、直後かのうは中空にひらりと身を躍おどらせていた。

　さてはいつものように消えるのかと思いきや、次に降り立ったのは池の中央の秤はかりの皿の上。

「なっ！　かのう、お前が載のってどうする！」

　ペナルティのことを思い出して、俺は叫さけぶが、

「なに、妾に罰ばつが下ることはない……この身に重さはないからのう」

　かのうは飄ひよう々ひようと応え、再び口くち許もとに楽しげな笑みを刷はく。

「でも、もしもということがあるでしょう？」

　桑田も、こうして目にしているかのうは実体ではないと知っているが、それでも抗こう議ぎする声は尖とがっていた。

「ええと……わたしは大だい丈じよう夫ぶです」

　羽黒からそう報告を受ければ、桑田の目許は多少和やわらいだけれど。

「ほらのう。なれど……少々拍ひよう子し抜ぬけだのう。おばけのはかり、などという名ゆえ、妾の重さも量れるかと思うたのにのう？」

　かのうはしたり顔でそう言うと、またなにやらわけのわからないことをいい、腕を組みながら、少々落らく胆たんした様子で首を傾かしげる。

「まあ、妾が太るはずもない……の、う!?」
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　だが、水面に視線を落とした途と端たん、かのうは滅めつ多たなことでは見せない、慌あわてた表情をその白い面おもてに浮かべた。

「……ふぅ。妾としたことが、てっきり自分の目方かと思ったのう。しかし花南は見た目より重いようだのう」

　けれどかのうはすぐに、少々わざとらしくさえある安あん堵どを浮かべると、ついでに羽黒に失礼な台詞をこぼした。

「……そ、そんなことはありません！」

「そうね、失礼だわ。だいたい花南ちゃんの体重も知らないのにどうしてそんなことが言えるのかしら？」

　どこか恥はずかしそうに声を揺ゆらして羽黒が抗議すれば、桑田も加勢する。

「うむ？　なれど妾の目方は示されぬ。ならばこの秤が示しているのは花南の重さであろう？」

　しかし、口調は問いかけるそれでも、かのうの表情は妙みように自信ありげで。

　そういえばさっき秤の針はどの数値を示していただろうかと、ここ十数分のまだ新しい記き憶おくを洗い直しながら、俺は秤の正面に回り込んだ。

　いま、秤が示している重さは８００。単位は刻まれていないからわからない。

　では、羽黒が沈む前、目盛りはどうだったか。

　何も載っていなかったにもかかわらず、目盛りはやはり８００だった。

　そして俺はその重さは動かないものと判断し、なんの疑問も抱いだかなかった。

　この秤は普ふ通つうとは違ちがうということを忘れて。

「なあ、桑田。この手の秤は、菓か子し作りの時に、器うつわの重さをあらかじめ引いて量れるように出来ているんだよな？」

　その可能性に気付くと俺は、菓子作りの得意な桑田に確かく認にんの為ため、眼差しと共に問いを向けた。

「ええ。一度、マイナスになっているのに気付かなくて失敗したことが……」

　桑田は俺の眼差しを受け止めるとそう答えをくれて。

　それさえわかれば、他ほかの思い込みの枷かせを外していくのは簡単だ。

　俺は静かに目を閉じて、深呼吸をした。そうしてもう一度目を開けると同時にかのうを見み据すえて、

「ヒントはもう十分だ。あとは自分で考える」

　きっぱりと言い切った。

「ひんと？　何のことかのう？」

　かのうは俺の瞳ひとみを軽く受け止めると、さらさらと肩かたにこぼれる髪かみもそのままに、小首を傾げ、とぼけてみせる。

　だが、確かに役目は終えたと、その足はふわりと秤の上を離はなれて。

「妾わらわは久方ぶりに、己おのれの目方を知ってみたかっただけだがのう」

　俺の前に再び降り立ちながら、かのうが浮かべた笑えみは、多分、上手に遊ゆう戯ぎを終えた子どもに親が向けるようなそれで。

　俺はその笑みにチリリとした苛立ちを覚える──バカにされた気がしたからだ、きっと。

　なのに、かのうは俺の苛立ちになど気付かぬ振ふりで、しゃらしゃらと連環わを鳴らしながら、俺に腕うでを伸のばし、

「それと、多加良の前髪の長さがちと気になっただけだのう」

　それこそ子ども扱あつかいで、俺の目に被かぶさった前髪を払はらってくれる。ただし、あくまで仕し種ぐさだけで実際に視界が晴れることはなく、俺は却かえって不ふ愉ゆ快かいになって、眉まゆを顰ひそめた。

「前髪なら、今夜にでも自分で切る。余計なお世話だ」

　そして俺は、手て応ごたえが無いのは承知の上で、その手を払いのけようとしたのだが。

「うむ、ではまたの……妾の借金帳消しの為頑がん張ばっておくれ」

　そこには既すでにかのうの姿もなく、残っていたのはその声としゃりらんという連環わの響ひびきだけで。

「お前の為じゃないっ！」

　結局、目的はそれかと、湧わきあがる怒いかりに反射的に俺は叫んでいたが、この声がかのうに届いたかどうかは定さだかではない。

　けれど、かのうが去れば、ひとまず静せい寂じやくは訪おとずれ、その気配が消えると同時に空気が軽くなった気もする。

　つまり、さっきの続きを考えるにはベストの状態になったというわけだ。

「羽黒、水はどこまで来ている？」

　そこで俺はまず、井い戸どのように筒つつ状じように深く沈しずんだ地面の中に羽黒の姿を捉とらえると、そう尋たずねた。

「膝ひざのところです」

　そうすれば、羽黒は顔を上げ俺に応えたが、顔色はやや悪くなっている。

「寒くない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺に続いて、中を覗のぞき込んで問いかける桑田は、もうかのうのことは忘れた様子で、ひたすらに心配そうに羽黒のことを見つめる。

「まだ、大丈夫です」

　羽黒は健けな気げにもそう言ったが、早くどうにかするにこしたことはない。

「羽黒、ちょっと訊ききたいんだが……ゴースト、つまり幽ゆう霊れいの類たぐいに体重はあると思うか？」

　だから、俺は前置きもせず、まずは尋ねた。

「……はい？」

　当然、羽黒は質問の意図がわからず──というか俺の問いの内容が突とつ飛ぴだったのか、目を瞬しばたたかせる。

「ええと……肉体を失った、霊れい魂こんだけの存在ならば、体重は無いと思います」

　だが、問いの意味は理解していなくても、羽黒がそう答えてくれれば、俺にはそれで十分だった。

「肉体が無いってことは、やっぱりゼロだな」

「でも、それだと秤はかりがマイナスを示していたっていう秋庭君の考えにそぐわないんじゃない？」

　俺がそう言えば、俺の考えを半分は理解しているであろう桑田はもっともな疑問を投げかけてくる。

「確かにな。でも、これは〝釣り合いバランスをとる〟のを前提にしたゲームだ。だとしたら、目に見える数値で表す必要がある。そしてそれが幽霊ならどう表す？」

　逆に俺が聞き返せば、桑田は思考を巡めぐらせるように、しばし瞳を彷徨さまよわせる。

「……肉体が無いことがゼロで示されるなら、生きている人間はプラス、ですよね？」

　その間に、限りなく解答に近付いたのは羽黒で、どちらも見ることが出来る双そう眸ぼうで問われると、俺は一つ頷うなずいた。

「じゃあ、幽霊はマイナスなのね」

　そして、そこまで聞けば、桑田の答えに迷いはなかった。

「その通り。そして、見えない幽霊は既に秤の上に……いや、そことは限らないが、この作品のどこかに置かれていたんだ。だから何もないように見えても、目盛りだけは動いていた。幽霊に合わせてマイナス方向にな」

　つまり、最初の目盛り──俺が８００と勘かん違ちがいした数値は実はマイナス２００だった。ならば、それと釣り合いをとる時は、針を一回りさせるのが正解で、だから俺達は、

「バランスをとるためには幽霊を載のせなければならなかったんだ」

　と、俺が告げれば桑田は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたものの、すぐに俺の言葉を咀そ嚼しやくするとポンと手を打った。

「え、ええ？　幽霊さんを捕つかまえなければならなかったんですか！」

　が、案の定、羽黒は俺達とは別の答えに辿たどり着いてしまい、わたわたと腕を振ふり回す。

「い、痛いっ！」

「花南ちゃん、狭せまいからそれは止やめた方がいいわ。それと……本物じゃなくて、彫ちよう刻こくでもなんでも幽霊なら良かったのよ」

　側面の土に手をぶつけて羽黒が顔をしかめれば、桑田は注意を与あたえつつ、少し困った顔で答えを教える。

　そう聞くと、羽黒はなぜか──いや、本物ならば自分の能力で役立てると思ったのだろう、少し残念そうに肩かたを落とした。

「でも、羽黒が作品はかりに乗った時点で、状じよう況きよう……いや、条件だな、それが変わったんだ」

　幽霊という体を持たない存在、或あるいはもはやこの世に存在しないものを載せなければならない秤に、生きている羽黒が乗れば、当然重量オーバーだ。だから羽黒は沈んだ。つまり、バランスをとるには羽黒は重すぎた。

　そして、本来ならば三つ目のペナルティで即そくゲームオーバーとなっていたところを、ギエナはそのペナルティを無しとした。

「ギエナは確かにペナルティは消した。でもすごろくマップから課題の文字は消えなかった」

「花南ちゃんの状況も変わらなかったわね」

　頭の中でそれを広げ、俺が確信を持って紡つむいだ言葉に、桑田は上手うまく合いの手を入れてくれる。

「ああ。その瞬間から羽黒はペナルティで沈しずみ続けているんじゃない、新たな条件下に置かれたんだ……つまり、羽黒は天てん秤びんに初めから載っている荷物おもさになった」

　だとしたら、羽黒を助け出し、かつ最後の課題をクリアする方法は極きわめてシンプル──羽黒と同じ価値のものを載せてバランスをとればいい。

　残る問題はどこにそれを置くかで。

「羽黒、まだ足あし下もとは見えるよな？　お前が踏ふんでいるのは何の足あし跡あとだ？」

「ええと……ウサギだと思います」

　こうして全すべての解が出た。そして俺は課題をクリアする方法を羽黒と桑田に告げ、さっそく実行に移すべく、立ち上がろうとして、

「……秋庭さん、待って下さい」

　どこか思い詰つめた表情の羽黒に止められる。

「羽黒、なんだ？」

「あの……その役を奈留ちゃんに譲ゆずって、いいえ、任せてくれませんか？」

　唐とう突とつな申し出に俺は完全に虚きよを突つかれ、一瞬声を失った。

　桑田もまた目を見開いて、ただただ羽黒を見つめる。それでも、声を取り戻もどすのは桑田の方が先だった。

「花南ちゃん？　どうして仲邑さんなの？　だってもう、水は腿ももまで来ているのよ？」

　桑田の問いは当然のものだった。今すぐ仲邑を携けい帯たいで呼び出したとしても、水が羽黒の頭を越こえるまで、猶ゆう予よといえるような時間は殆ほとんどないと、俺もまた同じ疑問を瞳ひとみに込こめて羽黒に向けた。

　そうすれば、羽黒は俺と桑田の目を、真しん剣けんに見つめ返し、再び口を開く。

「……奈留ちゃんは、いつも軽かろやかでありたいって、言っていました。でも、そう言う時、なんだか寂さびしそうな顔をしていました。さっきだって、そうです。奈留ちゃんは……本当は重い物が欲しいし、自分もそうありたいんだと、思います」

　仲邑のことを語る羽黒の口調は、どこまでも思いやりに満ちていて、双眸にはどこまでも真しん摯しな光が宿っていた。

　だから、俺も桑田もそれを羽黒の一方的な思い込みだとは思わない。

「……でも、仲邑は素す直なおにそう言わないし、なれるとも思っていないから、思わせてやりたいのか？」

「はい」

「花南ちゃんの、大切な友達だから？」

「はい」

　俺と桑田の問いに頷き返す間も、羽黒の眼まな差ざしは揺ゆらがなかった。

　そして、一度こうと決めた羽黒が相当頑がん固こなことも知っていたから、俺と桑田は顔を見合わせると、お互たがい諦あきらめのため息を吐ついた。

「……水が、羽黒の肩より上に来るまでは仲邑を待ってもいい。でも、それより水位が上がったら俺が動く。それでいいなら、一ひと芝しば居い打ってやる」

「はいっ！」

　仕方なく俺がそう言えば、ようやく羽黒は破顔して、反動で目め眩まいがするのではないかと思うくらい、大きく首を振った。

「それと……仲邑さんが戻ってくるまでの間は毛布を被かぶっていること」

　その毛布とやらは、いつもの四次元鞄かばんと同じ理り屈くつでリュックの中に収まっているのだろうかと、今度は俺と羽黒で目で語り合い、ここは疑問を晴らすのは後回し、という結論に至る。

「……はい、わかりました」

　羽黒がこれにもしっかりと頷うなずけば、桑田は小さく息を吐いて──普ふ通つうのリュックには収納不可能と思われる、大判の毛布を早さつ速そく取り出したのだった。
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　花南が危ないとわかって、気付けば奈留は駆かけ出していた。花南を助けたいと思って走り出していた。

　でも、急げば急ぐほど、体に合わない服は奈留の動きを邪じや魔ましてくれて、とうとう裾すそが足に絡からまり、奈留は転んでしまった。

　途と端たん、手に痛みが走って、膝ひざを着いたまま傷を確かめれば、手は擦すりむけ土に汚よごれていた。

　そして、その傷と痛みに顔を歪ゆがめながら、奈留はふいに我に返る。

「……なに、やってんだろう。花南はあたしとは違ちがうんだから……あたしが何とかしようなんて思わなくてもいいんだって。大だい丈じよう夫ぶに決まってる」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、奈留はゆっくりと体を起こした。自身の台詞せりふに少しだけ感傷的な気持ちを覚えたけれど、それがいつもの自分だと言い聞かせて気にしないことにする──けれど、気付けば奈留は再び花南のことを考えていた。

　クラスの輪の中に入っても、いつの間にかその輪から少し外れてしまう、誰だれと話す時も丁てい寧ねいな口調を崩くずさない羽黒花南を、奈留は自分と同じ種類の──人付き合いは広く浅く、決して深く関かかわろうとしない人間と観みた。

　だからこそ奈留は安心して花南に近付いたのだ。

　実際に話してみると、時にかなりの天然ボケを発揮してくれるところも含ふくめて、意外と楽しい花南に驚おどろいた。いわゆる霊れい感かんがあると聞かされた時もまた少し驚いたけれど、噓うそとは思わず何となく事実として受け入れてしまっていた。

　結局はそれも花南が自分と同じスタンスの、人とは距きよ離りを置く人間だと信じていたから受け入れられたのだろう。

　けれど、あの〝生徒会会長選挙戦〟の二回戦の日。

　風がとても強く吹ふいていたあの日、奈留は生徒会執行部メンバーといる花南を見た。生徒会の仕事を手伝っているのは知っていたけれど、選挙にまで駆かり出されてしまうなんて、貧びん乏ぼうくじを引いてしまったんだと思っていた。

　あの瞬しゆん間かんまでは。

　強い強い突とつ風ぷうが吹いて、奈留が風に煽あおられよろめいたように、花南もたたらを踏ふんだあの時。奈留はその場にしゃがみ込んで自分一人で耐たえるしかなかったけれど。

　花南には。その腕うでを摑つかんで体を支えてくれる人が、支え合う存在が三人もいて。

　それを見たら、花南は奈留とは違うのだと、よくわかった。わかってしまった。

　軽かろやかに生きていくと決めて、その時から重い物はすべて捨てて、重い荷物は持たないようにしてきた自分とは、花南は違うのだと。

　軽くなりすぎて、いつか風に飛ばされてしまうかもしれない自分とは異なる存在なのだと。

　あの日気付いてしまった。

　気付いて、だから、自然に距離をとろうと決めた。

　生き方が違うのならば、築いた関係を自然消しよう滅めつさせてしまうのが一番だから。そして、まずは物理的に距離をとるのが波風を立てずにそれを行う一番良い方法だと、奈留は判断した。

　でも、中々この作戦は成果を上げなかった。花南は案外諦めが悪くて、その上ウォークラリーの班まで同じになってしまった。

　それでも何とかはぐれたと思ったら、花南に見つかって、更さらにはおかしな騒そう動どうに巻き込まれてしまい──あげくの果てには花南の為ために走っていた。

「……何をやっているかな、あたし」

　考えてみれば、自分の思惑おもわくとは反対の方向にばかり進んでいて、もう一度そう呟くと、奈留はため息を吐きながら立ち上がった。

「それは、タマちゃんの台詞だっていうんです！」

　と同時に、背中に鈴すずが転がるような声がかけられて、振ふり向けばガラス製の怪かい獣じゆうがオモチャの車に乗ってそこにいた。

　この喋しやべるオモチャが本日一番の不思議であったりするのだが、深く追つい究きゆうするのは奈留のスタンスから外れるので、それは止やめておく。

「……ええと、免めん許きよとかあったんだね」

「免許？　タマちゃんはたまたま乗り物を見つけたから利用しただけでやがります」

　冗じよう談だんはオモチャには上手うまく伝わらず、奈留は仕方なく曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしておく。

「なに薄うすら笑いをしてやがるんです？　とにかくタマちゃんを早く車から降ろしやがれです。やっぱり足は長い方がいいですかね……」

　百戦錬れん磨ま、とは言わないが数々の場面を切り抜ぬけてきた笑え顔がおを薄ら笑いと称しようされて、奈留は少々むっとする。

　しかし、ここで怒って無視しても、この口の悪いオモチャは黙だまらないだろうと、奈留は大人しくタマちゃんの指示に従い、車から引き上げてやる。

「……意外と重いね」

「乙女おとめに体重の話は禁句と知ってやがりますか？」

「いや、その、あたしは食べても太らない体質だから、体重とかはあんまり気にしたことがなくて……」

「うらやま……しくはないですよ！　でも、タマちゃんの重さは子どもの夢とか愛とかそういうものと思いやがれ！」

　そう言いつつも、苛いら立だったように目をチカチカと点てん滅めつさせるタマちゃんの言葉に説得力はない。そういえば、この体質は花南にも羨うらやましがられたな、とふとよぎる記き憶おくを奈留は首を振って、頭から払はらった。

「あ、あたしのバッグ持ってきてくれたんだ」

　そして、タマちゃんが乗ってきた車に一いつ緒しよに載のせられていた自分の荷物に手を伸のばす。

「その中にはエッグプラントが入ってやがりますし……で、何かめぼしい物は見つかりやがりましたか？」

　タマちゃんは奈留に聞こえない声で小さく呟いて、それから顔を見上げながらそう尋たずねてきた。

「はい？」

「あの巨きよ大だい秤ばかりに載せる、魚を探してやがったんでしょうが？」

「あ、うん。でも、まだ見つかってなくて、これから……そう、この〝春風館〟とかの中を探すところ」

　もう、真しん剣けんに探すつもりはなかったが、何もしないわけにもいかないだろうと、奈留はすぐそこにあった横に長い平屋の建物──〝春風館〟にタマちゃんと共に足を踏み入れた。

　春風館の中は、クリーム色の壁かべ紙がみや間接照明のせいか、随ずい分ぶんと柔やわらかな雰ふん囲い気きだった。

　でも、だからこそここに展示されている、すすけた帽ぼう子しだとか、鈍にび色いろの不ふ発はつ弾だんだとか、焼けた町を写した白黒写真は強い印象を人に与あたえる。

　だから先に中にいた──時間の止まっている──人々も真剣な顔で佇たたずんでいた。

　奈留とタマちゃんもご多分に漏もれず、この空気に吞のまれて、無言で静かに歩を進めていったのだった。

　半分ほど行けば、ここに魚の置物などという吞のん気きな物は無さそうだと、奈留は確信したけれど、多加良達が事態を解決するまでの時間つぶしには丁度いいので、来た道を戻もどることはしなかった。

　短い足で一生懸けん命めいに探し歩いているタマちゃんに文句を言われたくないので、一応首と視線を巡めぐらせて、探す振りは続けたけれど。

　そうして、何気なく投げた視線の先に、小さなプレートを見つけて、奈留は足を止めた。

「……筑波みずえ？　って誰だれだったかな、タマちゃん？」

　それから少し掠かすれた声で問いかければ、

「もう忘れやがったんですか？　兼田のおばば……タツちゃんのお友達でしょうが」

　タマちゃんからは、奈留の記憶と違ちがわぬ答えが返ってきて。

「うん、やっぱりそうだよね。タマちゃんクイズの答え、あったよ。それと……花南の言ってた通りみたい」

「どういうことです？」

　疑問と共に、首、というより体ごと後ろに傾かたむけて、奈留が見ている物を見ようとするタマちゃんを、奈留はゆっくりと持ち上げてやった。

「これが……みずえちゃんが描かいて、タツちゃんと二人で運んだ絵だよ」

　きっと戦争が早く終わり、明るい春が訪おとずれるようにと願い描えがかれたのだろう絵のタイトルは『春の訪れ』。

　画面の半分は色とりどりの花で埋うめ尽つくされ、もう半分には緑の芽め吹ぶき始めた山々が描かれ、そして白い残雪の中から顔を出している黄色い花は福ふく寿じゆ草そうだろうか。

　タマちゃんに絵を見せてやりながら、奈留はため息を吐ついた。それが絵の美しさによるものなのか、もっと別の感情によるものなのかは自分でもわからなかったけれど。

「……答えは卵の殻から、でやがりましたか」

　同じ絵を見たタマちゃんは、まず感心したようにそう言った。そう、足りなかった白い絵の具の代わりに二人は卵の殻を使って雪を描いたのだった。

　そして、この絵が春風館にあるから、兼田さんは話の中で答えを言わなかったのだ。

「人間は、色々考えやがりますね……でもって、やっぱり二人はちゃんと運びやがったんですね」

　タマちゃんはそう言うと、丸い爪つめの生えた自分の手をじっと見つめて、しばし沈ちん黙もくした。

「そうだね。でもあたしだったら、運べなかったと思うな……あたしは重い物は運べないから。いつだって、重い荷物は持ってくることが出来なかったから」

　オモチャ相手に何を言っているのだろうと思いながらも、奈留は言葉を止めることはしなかった。

「この絵もきっと、タツちゃんとみずえちゃんの二人だから運べたんだよ。でも、あたしは一人だからこんな重いものは運べない」

　深く人と繫つながらず、本質的にはいつも一人でいることを選んだのは自分のはずなのに、そうして語る内に、奈留の口くち許もとにはなぜか自じ嘲ちようの笑えみが浮うかんで。

「奈留の言う〝重いもの〟ってなんです？　どういう基準なんです？」

　タマちゃんはそんな奈留に、不思議そうに、でも真剣に尋ねた。

「あたしの〝重いもの〟は……その……」

　答えはわかっていたけれど、それを口にしてしまうことがふいに怖こわくなって、奈留が言い淀よどめば、

「……大切なものほど重いってことでしょう」

　タマちゃんは、奈留の内心をその光る瞳ひとみで見通してしまったというように、断言してくれた。

「……そうかも、しれないね」

　だから、奈留ももう誤ご魔ま化かさなかった。

　そう、自分にとって〝重いもの〝は〝大切なもの〟とイコールで結ばれている。

　その二つはいつだって──転校する度たびに置いていくしかなかったから。

　学校で出来た友達は、奈留が転校してしまって間もない頃ころは一週間と空けずに手紙をくれた。でも、半年も経たてば手紙は来なくなって、それはつまり奈留のことを忘れたということだった。

　何度も何度も何度も同じ経験をして。そして奈留は人とは広く浅く付き合うことにした──友達は作らないことにした。

　引っ越こしの時、邪じや魔まになるからと重い荷物を手に入れないことにしたように。

　最初から手にしなければ、重いものを運べないと悲しまなくて済んだし、そうすればすぐに新しい生活に馴な染じむことが出来たから。

　そうやって、人も物もどんどん持たなくなっていって、奈留はとても軽くなったのだ。

「……タマちゃんは、人間の手は何でも運べるって言ったけど、形の無いものは運べないんだよ？　だからあたしは重いものなんていらないの」

　タマちゃんに言い聞かせる振ふりをして、奈留は本当はその言葉を自分に向けていた。

　でも、タマちゃんは奈留の言葉に、声を返さず、黙だまって目を点てん滅めつさせるだけで、

「時間が経てば思い出は失われていく。持って歩き続けることは出来ないから、だからいま……この絵はここにあるんだよ」

　奈留は言葉を重ね、そう信じてタマちゃんにもう一度絵を示してみせた。その拍ひよう子しに、奈留は作者と題名の下に、小さな文字で寄き贈ぞう者しやの名前とコメントがあることに気付く。

　そして、奈留は無意識にその文字を追って、小さく息を吞のんだ。

「奈留？　どうしやがったんです？」

　腕うでの中のタマちゃんにも、奈留の驚おどろきは伝わったようで、下から仰あおぐようにして見つめていた。

「『筑波みずえさんが亡なくなられたいま、この絵を自分の許もとに留とどめておきたい気持ちは確かに強くありました。でも、やっぱりたくさんの方にこの絵を見て貰もらうことを私は選びました。だって、みずえちゃんの思い出はずっと私の胸にあるんですから……兼田タツ』」

　奈留は淡たん々たんと読み上げた──否いな、読み上げようとしたけれど、声は掠かすれてしまった。

「思い出ですか……つまり形が無いものも人間は運べるってことですね」

　そして、魂たましいも心もあるかわからないガラスのオモチャはそんなことを呟つぶやいて、その言葉に奈留は唇くちびるを嚙かみしめて、

「そんなの噓うそだよ。形のある物だって運べないのに、思い出なんてどうやって留めておくの？」

　次いで、ここにはいない二人に、怒いかりのようなものを感じながら問いかけていた。

「何を言ってやがります？　人間の手は何だって運んでいけるでしょうが！　タマちゃんは手があっても、玩具おもちやだから運ばれていくだけで……大切にされなければすぐに壊こわれてしまうだけですけれど、奈留は違ちがうでしょう？　あの方の手とも違うでしょう！」

　そうすれば、二人の代わりに、勢い込んで、次から次へと言葉をつぶてのようにぶつけてきたのはタマちゃんだった。

　あまりの勢いに奈留はただただ呆あつ気けにとられてしまう。

「だから……人間なるに託たくされた卵は、人が運べば、だんだんと生命きみが満ちて重くなるです。ほら、奈留の卵を見せてみやがれです！」

　でもタマちゃんは、その中に混ざっている戸と惑まどいも何も見えないというように、奈留が肘ひじに提さげているバッグに手を伸のばしてくる。

「ちょっと、タマちゃん！　腕の中とかで暴れないで。いま見せるから！」

　腕の中で暴れられれば、さすがに奈留も黙っていられず、タマちゃんを落としてしまう前にまず床ゆかに下ろしたけれど。その後は、要求に従い、トートバッグの中からアトマイザーを取り出す。

　本当は自分用に買ったのではないそれは、確かにさっきよりも重いような気がしたが、ミルク色のボトルの中は外からは見えない。

「よし、ちょっと振ってみやがれ！」

　逆らう気力も無いので、奈留はタマちゃんに言われるがまま、アトマイザーを振ってみた。

　正直、何の期待もしていなかったのに、そこからは確かにたぷんたぷんと水音がして。

　奈留が目を瞠みはれば、タマちゃんはピカピカとオッドアイを輝かがやかせ──奈留はもう一度、アトマイザーを振ってみた。

　たぽんちゃぷん……というそれは、まだ容器に中身が満ちていない音だったけれど、なぜか心が温かくなるその水音に奈留は耳を澄すます。

　振る度に伝わってくる重みは、そのままいまの自分の重さのような気がして、少しだけ苦しくなって、奈留は目を閉じた。

「……やっぱり、軽いよ」

「でも、それは、大切なもので……確かにここまで奈留が運んだんですよ」

　その耳に、タマちゃんの声は優やさしく響ひびいてきたけれど、奈留がそれに応こたえることはなかった。

　代わりに、バッグの中でブルブルと震ふるえだした携けい帯たい電話に出れば、

「やっと出たか！　いまどこにいるんだ？」

　逼ひつ迫ぱくした多加良の声が聞こえて、奈留はいま目が覚めたみたいに瞬まばたきをした。

「……ええと、〝春風館〟だけど」

「そうか。とにかく急いでさっきの場所に戻もどってきてくれ。羽黒を助ける方法はわかったが、仲邑がいないとだめなんだ」

「わ、わかった」

　続く声にも焦あせりが滲にじんでいて、奈留はとにかく行くことにする。

　本当に自分に出来ることがあるとは思わなかったけれど、それでもやっぱり花南を助けたいと思ってしまったから。

　タマちゃんを抱だき上げると、奈留はアトマイザーをポケットに押し込み、駆かけ出したのだった。




　　　　＊＊＊




　ようやく携帯が繫つながると、二分と待たず仲邑が走って戻ってくるのが視界に入った。

　桑田はその腕にタマちゃんが抱かかえられていたことに僅わずかに驚いた様だが、俺の方は仲邑の胸の植物が、小さな蕾つぼみをつけるまでに成長していることの方に驚いた。

　だが、驚きよう愕がくに身を任せるのは一いつ瞬しゆんにして、俺は気を引き締しめると同時に覚かく悟ごを決める。

　羽黒がその身を危険にさらしても、仲邑に伝えたいことがあるというのなら、俺もまた羽黒と同じだけの覚悟を持って、必ずその願いの植物を咲さかせてやる、と。

「羽黒……仲邑の植物、蕾をつけているぞ」

　そして俺が、羽黒にもそれを伝えれば、

「……そうですか。じゃあ絶対に咲かせてくださいね」

　水はもう胸の位置まで来ていたけれど、羽黒は強い瞳ひとみで俺を見上げてそう言った。

「だったら、花南ちゃんは噓を見み抜ぬかれないように気をつけてね？」

　ただ、その頰ほおは緊きん張ちように強こわばっていたから、桑田はあえて冗じよう談だんめかして羽黒に忠告を与あたえてやる。

　そうして、俺達が最後の打ち合わせを終えたところで、仲邑は俺達の許もとに辿たどり着いたのだった。

　全力で駆けてきたのだろう、仲邑の短い髪かみは乱れて、止まっても尚なお、肩かたで息をしていた。

　だが俺は仲邑の息が整うのを待たずに、声を飛ばした。

「遅おそい！　急げって言ったのに何をぐずぐずしてたんだ！　羽黒を見ろ!!」

　さっきの電話と同じように、出来るだけ声に焦しよう燥そうを滲ませながら、俺は羽黒の沈しずんでいる場所を顎あごで示した。

　仲邑は俺の声と眼まな差ざしにびくりと震えると、慌あわてて羽黒の許へと向かい、中を覗のぞき込んだ。

「花南！」

　羽黒の現げん況きようを確かく認にんした仲邑は、見る間に青ざめていき、望んだ通りの反応に俺はひとまず安あん堵どする。

　もっとも、ここで顔色を変えない仲邑なら、羽黒がこうもこだわるはずがなかったが。

「花南、大だい丈じよう夫ぶ……じゃないのは一目瞭りよう然ぜんでやがります」

「そうですね、寒いです」

　桑田に足を支えて貰もらい、同じく地中を覗き込んだタマちゃんの声に、羽黒が震える声で答えれば、それを合図に仲邑は顔を上げた。

「ねえっ、あたしは何をすればいいの？　あ、水をくみ出す役とかっ？」

　そして、俺と羽黒を交こう互ごに見ながら焦じれたように問うて、視界の隅すみに桑田の即そく席せきひしゃくを捉とらえればそれを手に取ろうとする。

「いや、仲邑にやって貰うのはそんな誰だれにでも出来ることじゃない。こっちだ」

　それを止めると俺は、自分が羽黒の方へ行け、と言ったことなど忘れた振ふりで、仲邑を手で招いた。

「誰にでも出来ることじゃ、ない？」

　すると仲邑は俺の言葉を口中で小さく繰くり返し、不安げに表情を曇くもらせたが、再度羽黒に眼差しを向けると意を決して立ち上がる。

　仲邑がしっかりと立ち上がり、その胸の植物もまた真っ直すぐに伸のびているのを確かめると、俺は先に歩き出す。

　仲邑を呼び出している間に、足あし跡あとの場所は確認済みだ。池の縁ふちの足跡は予想通り、それぞれ一対ついあって、犬や鳥と同じように人間の足跡と、幽霊くうはくの足跡もあった。

　でも羽黒がウサギのそれを踏ふんでいる現状では犬の足跡の上には犬、人間の足跡の上には人間というような法則は消えているはずだ。

「ねえ、何をすればいいの？」

「タマちゃんにもわかるように説明しやがれです！」

　だが、俺の後をただついてきた仲邑はそれも含ふくめて何も知らないから、さっきよりも強い声で同じ問いを繰り返した。

　なぜか仲邑の後を追ってきたタマちゃんまでも尋たずねて来たが、双そう方ほうの問いに俺はひとまず沈ちん黙もくを返す。

「このウサギの足跡の上に仲邑が乗る……そうすればこの作品のバランスがとれて、課題はクリア、羽黒は助かるはずだ」

　そして、ほぼ羽黒の対岸、目当ての足跡の前に仲邑が到とう着ちやくしたところで、俺はゆっくりと口を開いた。

「……え？　あたしが乗ってバランスがとれるって、どういうこと？」

「必要な部分だけ言うわ。つまり、花南ちゃんと釣つり合いがとれるのは、同じ重さの人間なの」

　同じ重さの人間──桑田があえて「重さ」という単語を加えて、その背中に告げれば、仲邑は一瞬後ろを振り返ってその顔を見た。

　桑田はいつも通り静かに凪ないだ表情を浮うかべて、黙だまって頷うなずきを返す。それは内心の不安を懸けん命めいに抑おさえ込んだ表情だったけれど、桑田と付き合いの短い仲邑に読み取れるものではなかった。

「同じ重さの人間とかって、何落ち着いて言ってるの？　それよりもなんであたしなの？」

　半分は桑田に向けて、残り半分は俺に仲邑は問いを投げる。その頰は強ばり、同じ重さの人間、という言葉が動どう揺ようを与えたことは明らかだった。

「それならあたしじゃなくても……ううん、あたしじゃない方がいいよ」

　そして、案の定仲邑の口からはそんな台詞せりふが飛び出した。

「奈留じゃないなら誰です？　タマちゃんは絶対に無理ですし」

「タマちゃんが無理なのはわかってる。でも同じ重さの人間なら……秋庭くんは男子だから無理だとしても、桑田さん、そうだよ桑田さんの方がいいよ！」

　タマちゃんがそこで口を挟はさめば、仲邑は束つかの間冷静さを取り戻もどして、俺を見、それから桑田に白羽の矢を立てた。

「私じゃだめなの」

　でも、桑田は心もち声を落とし、今度はゆっくりと首を振ってみせた。

「どうして？　身長が違ちがうから？　でもあたしだって厳密に測ったら違うよ」

　仲邑は桑田の答えに苛いら立だったように、問いを羅ら列れつしていくが、桑田はそれに答えない。

「最初の課題の後、お前が言った言葉を覚えてるか……物の価値はその物が持つ重さと必ずしも比例しない……この課題もその点は変わりないんだ」

　俺は仲邑の肩を軽く叩たたいて、振り向かせると、その目を見み据すえてそう聞かせた。仲邑自身の言葉を引き合いに出しながら、だから、仲邑が選ばれたのだと暗に告げる。

　そして、仲邑は俺の言葉の意味を正確に捉えたのだろう。

「……だったら、あたしじゃだめだ」

　けれど、辿り着く答えは変わらず、仲邑は泣きそうな顔でかぶりを振る。

「いいや、仲邑、お前でなければだめだ」

　そろそろ羽黒はまずい状じよう況きようだろうと、仲邑の頑かたくなさにじりじりしながら、断言すれば、

「人間の価値はみんな同じでやがるのに、どうして奈留じゃないといけないんです？」

　正直微び妙みようなタイミングで、微妙な問いを口にしてくれたのはタマちゃんだった。

　一応そう問われることを想定して答えは用意していたが、どう考えても説得力の弱いそれを口にすべきか、俺は躊ちゆう躇ちよする。

「奈留ちゃんじゃなきゃ、ダメです！　わたしが奈留ちゃんに乗って欲しいと思ったから、奈留ちゃんなんです！」

　そこで声を上げたのは、羽黒だった。

「乗って欲しいと思ったって……そういう問題じゃないでしょう！」

「いいや、そういう問題だ。確かにタマちゃんの言うように人間の価値は大人も子どもも基本は変わらない。でも、羽黒が自分と等価値の人間として仲邑、お前の名前を呼ぶなら、俺達じゃだめなんだよ！」

　本当はこんな風に、人に順位や優ゆう劣れつをつけるのは嫌いやだったが、いまこの瞬しゆん間かんだけはそれが必要だから、羽黒のアドリブに俺は合わせる。

「いま、わたしとバランスがとれるのは奈留ちゃんしかいませんっ！　友達の奈留ちゃんしかいませんっ！」

　俺の台詞に合わせる気があるのかどうかはわからなかったが、羽黒は更さらにそう続け、その言葉に仲邑は眉まゆを引き絞しぼり、唇くちびるを歪ゆがめる。

「……友達？　だったら余計だめだよ。あたしは……花南と違って友達なんていない。花南みたいに友達との価値ある思い出とかも持っていない。あたしは、花南よりも軽すぎるから、花南の友達じゃない、から」

　そうして、仲邑は喉のどに何かがつかえているように、言葉を絞り出す。それはきっと、仲邑が本当に言いたい言葉を飲み込んで話しているからだと俺は思う。

　なぜなら、仲邑の胸の植物は羽黒の〝友達〟という一言を喜ぶように、蕾つぼみを膨ふくらませたのだから。

「……思い出、ならあります。あたしと奈留ちゃんは友達、で……げほげほっ」

　地中にいようと地上にいようと、その植物を見ることの叶かなわない羽黒は、声を張り上げ、尚なおも仲邑に訴うつたえようとして──むせた。

　その瞬間、俺と桑田は羽黒の許もとへと駆かけ出していた。いまの状況で羽黒がむせる理由など一つに限られているからだ。

　水位の上じよう昇しよう。それによって羽黒は水を飲んでしまったに違いない。

　先に羽黒の許へと辿たどり着いた桑田は、到着と同時外へと水をすくい出す作業を再開する。

「……花南ちゃん、もうタイムリミットだわ」

　桑田は恐おそらく水位だけを見てそう言ったのだが、俺は反射的に腕うでの時計を確かめて、二重の意味でもう時間が無いことを悟さとる。

「羽黒、もう俺が動くぞ」

　唇の色が変わっている羽黒の顔も視し認にんして、俺は踵きびすを返そうとした。

「ダメですっ！　わたしは奈留ちゃんがいいんですっ！」

　けれど羽黒は事前の約束を反ほ故ごにする台詞を、子どもがだだをこねるような口調と表情で、もう一度繰くり返してくれて。

　さっきもこんな顔で言っていたのだろうかと、俺は一いつ瞬しゆん考え、そんな場合ではないと表情を険けわしくして、聞き分けない羽黒を睨にらむ。

「奈留ちゃんが、いいんです」

　どんなに桑田がかき出しても、水位は羽黒の顎あごより下に下がることはない。でも、それでも羽黒は強い眼まな差ざしと声で俺を見返してみせた。

　ならば、羽黒にこんな顔をさせている仲邑はどうなのかと振ふり返れば、池の縁ふちに一歩を踏ふみ出したところで、こちらを見つめたまま動きを止めていた。

　そんな仲邑をタマちゃんは黙だまって見つめていたけれど、俺の我が慢まんはもう限界だった。

　羽黒は自分の危険も顧かえりみずに、仲邑を──その願いが叶うようにと、選んだというのに。今もまだ仲邑が動いてくれることを諦あきらめないでいるというのに。

「仲邑っ！　重いとか軽いとか、いい加減にしろっ！　羽黒はいまお前の名前を呼んでいるんだぞ、俺でも桑田でもないんだっ！」

　芝生しばふを踏みにじるように踵を返し、仲邑の許へと歩みを進めながら俺は怒いかりにまかせて声をぶつける。

「だ……けどっ！　あたしは重いものなんて持っていないからっ！　あたしは、軽すぎるんだからっ！」

　仲邑もまた不安と焦しよう燥そうから、逆に声を張り上げて言い返してきた。

　さすがにもう重い物はいらないなどとは言わなかったが、自分が軽い存在にんげんだという意識はまだ仲邑から払ふつ拭しよくされていなかった。

「重いものを持っていない？　それが大切なものだって言うなら、お前はもうずっと……間違いなく重たいものを持ってるんだよ！」

「噓うそ、そんなのは噓だよっ！　人間は重いものなんて運べないっ！」

「この俺を噓つき呼ばわりするか……良い度胸だ。でも、俺は絶対に正しい！」

　俺の台詞せりふを真っ向から否定してくれた仲邑を、そう言いながらこの場の誰だれよりも自信に満ちた眼差しで見み据すえてやれば、仲邑はわずかに身を引いたけれど、逃にげなかった。

　そして、俺は口を開く。

「人間は、どんな荷物も運んでいける乗り物だ。たとえば、兼田さん達が運んだ絵みたいに形のある物も、兼田さんが何度も聞かせてくれた思い出も、俺達が運んでいく荷物だ」

「……なにそれ、人間は遺伝子の乗り物だとかいう話？」

　俺の台詞に、仲邑は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、相づち代わりにひねくれた言葉を言う。

　だが、天あまの邪じや鬼くな仲邑が重いものはいらないと言えば言うほど、それへの憧あこがれが垣かい間ま見みえたように、いま俺を見つめる仲邑の目にはこの先の可能性への期待が見えている。

「ああ、そうだな。遺伝子が生命の情報だっていうなら、そういう考えでいい。俺達が生まれたその瞬しゆん間かんから運んでいるのは命なんだから、軽い人間なんていないんだからな」

　だから俺は一つ頷うなずくと、そう言葉を続けた。そして言葉を繫つなげていく。

「命なんて物もの凄すごく重たい物を持ってるのに、俺達は日々を重ねて、記き憶おくして大切に積み上げていくんだ。俺達は重ねてきた日々の分だけ存在が重くなる！　そんな重たい荷物を、大切なものを、今日までお前は運んできたんだぞっ！　軽かろやかに生きるなんてどだい無理な話なんだよっ！」

　命は重い──使い古された言葉でも、それが一番人の胸に、仲邑の胸に、植物に届く声ならばと俺は声を大にして叫さけぶ。

　そうすれば、俺の言葉は確かに仲邑の胸に届いて、その足は小さな一歩を踏み出す。

　必要なのはあと一歩。でも、仲邑はなおもその最後の一歩を躊ちゆう躇ちよした。

「でも、でもやっぱりあたしは重いものを……大切な存在を持っていないよ。みんな置いてきて、みんな忘れた。だから花南が持っているような大切な記憶おもいでや、大切な友達の分だけ、あたしは軽くて、花南と同じ荷物をあたしは持っていないんだよ……」

　ならば生まれたばかりの赤ん坊ぼうの命をお前は軽んずるのかと、そんな台詞が喉まで出かかった時、

「だったら今からでも持ちやがればいいんです！　少なくとも奈留は卵をちゃんとここまで運びやがったと、タマちゃんはさっきも言ったでしょうが！　奈留の手は、体は大切な物をちゃんと運べるんですから、これからたくさん持てばいいんです！」

　怒ったように目をチカチカと光らせて、仲邑を怒ど鳴なりつけたのはタマちゃんだった。

　その言葉に仲邑は目を見開き、足あし下もとに小さな体で必死に自分の足を押すタマちゃんの姿を見つけると、何か言葉を探すように唇くちびるをわななかせて。

「……そうですね、持ってないなら手を伸のばせば良いんです。でもね、奈留ちゃんとわたししか、持っていない大切なものありますよ」

　タマちゃんの台詞に、羽黒がそんな台詞を言い足せば、こぼれ落ちてしまいそうに大きく目を見開いた。そんな仲邑の顔が見えない羽黒は、それでも、強い意志を込こめた声で言葉を続ける。

「新しいクラスで、わたしに一番最初に声をかけてくれたのは奈留ちゃんです。……わたしは、とても嬉うれしかったんです。だから絶対に奈留ちゃんと友達になるって決めたんです」

　そうして、羽黒の口から語られたのは、確かに俺達の知らない出来事、知らない──大切な記憶おもさだった。

「そしてわたしは、奈留ちゃんと友達になりました。奈留ちゃんはわたしの大切な友達です！　奈留ちゃんがあの日のことを覚えていなくても、わたしが覚えていれば大だい丈じよう夫ぶです！　絶対に大丈夫だから、奈留ちゃん、乗ってください！　わたしを信じてください!!」

　羽黒の声は高く高く響ひびいて、やがて仲邑の胸に届いて。

「……そんなの、忘れてないよ。忘れられないよ」

　涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみと声で、仲邑は羽黒に声を返す。

「仲邑……お前は十分大切なものを持っていたじゃないか。それに、羽黒がそれを共有してるなら、もう絶対に失なくさない」

　羽黒が「信じろ」と言ったなら、それが噓になるはずがない。俺は確信を持って仲邑にそう告げた。

「そ……だね。あたしは本当は重いものが欲しかった」

　天の邪鬼を封ふう印いんして、仲邑はやっと、胸の奥に沈しずめていた願いを口にする。

「あたしが花南を信じるってことは……それに手を伸ばすっていう、ことだよね」

　そして、仲邑は頰ほおに涙を伝わせながらもそう言って、ようやく足あし跡あとの上に立った。

　その胸で植物の蕾つぼみは綻ほころび始めて、ゆっくりゆっくりと花弁を広げていく。

　と同時に、仲邑の体は羽黒と同じように沈んでいく。

　でもそれは危なげのない、ゆっくりとした速度で、中央に置かれた秤はかりのオブジェの目盛りもまたゆっくりと回り始める。左回りにくるりと一周。

　そしてそれでは足りないというようにもう一周。

　目盛りが動く度たびに、仲邑の体は沈んでいって、逆に羽黒の体が徐じよ々じよに浮うき上がってくる。

　それに伴ともない、地面は微び細さいながら揺ゆれていて、仲邑のすぐ傍そばに立っているタマちゃんがまた池に落ちそうになってはいけないと俺はひとまず腕うでの中に回収する。

「……大切なものって形がないことも、ありやがるんですね」

　特に抵てい抗こうすることもなく抱だき上げられると、タマちゃんはオッドアイをにぶくゆっくりと光らせながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「そうだな。でも形が無いからこそ、大切にするのは難しい。落としても気付かなかったり、失っていなくてもなくしたと思ってしまうこともあるから、な」

　タマちゃんにそう語りかけながら、俺は考える。

　人間は記憶する。それは記録と違ちがうから時折忘れることもある。でも、記憶は共有される。共有されたそれはたとえ一方が忘れても、もう一方が覚えていれば有効だ。

　そしてまた大切に運ばれていく。

　だから、兼田さんは語るのだろう、大切な記憶を。忘れないように、忘れられないように。

　その胸にいまもあるみずえさんの思い出を人に伝えれば、そこからまた記憶は広がる、人の中に保管され──兼田さんが亡なくなっても消えないものになる。

「でも……タマちゃんには形がありやがります。じゃあ、タマちゃんはこの体を失くしたら、忘れられてしまいやがりますか？」

「タマちゃんが大切なものだったら、たとえ体を失くしても、忘れられない」

　だから、俺はタマちゃんの問いにそう答えた。ついでに、俺は忘れないと言ってやろうと思ったのだが、何となくそれは俺の言うべき言葉ではない気がして、喉のどの奥に飲み込んだ。

　と同時に、仲邑の沈ちん降こうは止まり、対岸では同じように羽黒の浮ふ上じようも止まっていた。

　地上には二人の顔だけが出ていて、羽黒と仲邑はそこで互たがいの顔を見つめると、笑った。

　そんな二人を横目に見ながら、俺はタマちゃんと共に改めて、秤はかりの目盛りを確かく認にんする。

　何周したのかはわからなかったが、目盛りは８００でピタリと止まっていた。

「羽黒、足は動くか？」

「あ、はいっ！　動きます！」

　顔色は悪かったが、羽黒は俺の問いに声だけは元気よく返してきて、その傍かたわらで桑田はほっと胸を撫なで下ろし、リュックの中から毛布に続いてタオルを出し始める。

　魔ま神じんの課題をクリアしたのを確信しながらすごろくマップを広げれば、マスと芸術公園を塗ぬりつぶしていた赤色は消え、代わりに天てん秤びんのマークが四つピカピカと光っていた。

「よし！　全部クリアだ！」

　俺が宣言すれば、誰だれともなく拍はく手しゆを始め、俺達はようやく緊きん張ちよう状態から解放されたのだった。

「じゃあ、もう花南ちゃんを引き上げていいわね？」

　一刻も早く温めてやりたいと、タオルを腕にかけながらそう言う桑田に俺は頷うなずいて、

「念ねんの為ため、一いつ緒しよに引き上げよう」

　タマちゃんを下に置くと、代わりに仲邑の手を取った。

『せぇーのっ』

　次いで、声を合わせて、俺と桑田は同じタイミングで仲邑と羽黒をそれぞれ地上へと引き上げる。

　体重の軽い仲邑を引き上げるのは容易で、力を入れすぎていた俺は逆に勢い余って、背中から倒たおれ、仲邑はその巻き添ぞえをくって、俺の肩かた口ぐちに頭から倒れ込んでしまった。

「イヒヒヒ、多加良、どじでやがります！　というか、これはラブハプニングですか？」

「……ただのハプニングだ」

　それを見てタマちゃんはくだらないからかいを口にしたが、俺は冷静に対応する。

「仲邑、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……え、あ、あああああっ、うん！」

　なるべく衝しよう撃げきが無いようにしたつもりだが、顔を上げた仲邑の頰がやけに赤いのはやはり強くぶつけたのだろうか。

「本当に？」

　下から覗のぞき込みながらもう一度聞き直せば、やはり仲邑は頷いてみせたが、頰の赤味は引かない。それでもまあ、痛みが無いのならば問題はないと判断して、

「じゃあ、どいてもらいたいんだが」

　俺はとにかくそう言った。

「……ええ、そうね。早く退どくべきだと思うわ」

「な、なな奈留ちゃん早くっ！　美名人ちゃんこれは事故ですよ！」

　俺の声に続き、仲邑を促うながしたのは桑田の声で、その声が妙みように冷えていることに疑問を抱いだけば、そこに羽黒の慌あわてた声が続いて。

「わ、わわっ、ごめん、重かったよねっ！　桑田さんも、これはアクシデントだから！」

　自分が俺の上に乗ったままだと気付いた仲邑は、即そく座ざに退いてくれた。なぜ桑田に弁解するのかはわからなかったが、仲邑が自分を「重い」と称しようしたのを俺は聞き逃のがさなかった。

　そして、俺も身体からだを起こすと、確信を持って仲邑の胸にその花を探した。

　見つけたその花は、アザレアに似た大輪の花で。羽黒が傍らに立てば、淡あわいミルク色の花は嬉うれしそうに揺ゆれて、水すい晶しようのように透すき通っていった。

　俺はそっと、掠かすめるようにその花を摘つみ取って、花はその指の触ふれたところからキラキラと形を失い、風の中に融とけていったのだった。

　その次の瞬しゆん間かん。さっきの小さな揺れよりも、やや振ふり幅はばの大きな震しん動どうが俺達の足あし下もとを揺らす。

　すわ、ギエナの組み替かえか、と思ったがそれにしては揺れが小さいと、俺は周囲に視線を巡めぐらせ、体勢を低くしながら、桑田達も辺りに目を配ったのだが、

「あ……多加良。あれ、でやがります」

　最初にその崩ほう壊かいに気付いたのは、俺の足に縋すがっていたタマちゃんだった。

　丸い爪つめが示す方向を見てみれば、人工池の中央の秤のオブジェが土台部分からがらがらと、崩くずれ始めて──〝ゴーストスケール〟は砂の城が崩れるようにあっさりと、ものの一分も経たたないうちに俺達の目の前で、単なる瓦が礫れきへと成り果てたのだった。

　それに伴ともない、羽黒と仲邑の沈しずんでいた穴も、池も消えてしまい、

「俺達がクリアしたから、か？」

「……錦にしき鯉ごいさんは無事に逃にげたのでしょうか？」

「いや、それよりもどうして自分の服が乾かわいているのかな、とかを気にしようよ、花南」

　羽黒が呟つぶやけば、仲邑は呆ぼう然ぜんとしながらも迷わずそこを指し摘てきした。そう聞いてみれば、確かに濡ぬれて羽黒の身体に張りついていたツナギは、いつの間にか乾いて鮮あざやかなオレンジ色を取り戻もどしていた。

「ホログラムだったとでもいうのか？」

「でも、確かに冷たい水の感かん触しよくがあったわ。それに、公園にはもともと池があったのよ？」

　何度も水をかき出していた桑田はそう言ったが、さっきまで濡れていた服の袖そでもやはり乾いていて、小さく首を傾かしげる。

「俺達の記き憶おく違いじゃないとすると、オブジェを壊こわしたりするついでにギエナは池まで消した……ん？」

　あの魔神が服のクリーニングをしてくれるような親切心を持っているはずはないと確信した上でそんな推測を口にしかけて、と、俺はそこで水の揺らめきを見た。

「あ……あんなところに小さな池が」

「つまり……本当の池はギエナの〝ゴーストスケール〟で隠かくれてたってわけか」

　次いで瓦礫の向こうに羽黒もそれを認めれば、俺は池の消失の仕掛けをそう判断した。

「とにかくもう危険は無さそうだな」

　そして、俺は残った瓦礫を検分してみることにした。万が一、そこにゲームの要素が転がっていたら困ると思って。

　だが、俺が一歩を踏ふみ出すよりも早く、現場に辿たどり着いている小さな影かげがあった。

　タマちゃんは、体の大きさからすれば小山に等しい瓦礫を見上げるように立っていて。

　俺達がその様子に気付いた次の刹せつ那な。

　タマちゃんの目は強く短い明めい滅めつを始めた。ぴっぴっ、ぴっぴっ、という光のリズムはどこか人を不安にさせる、いままでにないものだった。

「タマちゃん？　どうした？」

　明らかに異常を来きたしたタマちゃんに、近付きながら呼びかけたが、その声にも応こたえない。

「……瓦礫。瓦礫の山。壊れた家。壊れた町。片目のワタシ」

　代わりにぶつぶつと、限りなく単語に近く、また短い言葉を羅ら列れつし続ける。

「タマちゃん？」

　傍かたわらに膝ひざを着き、桑田がその光る目を覗き込んでも、タマちゃんは反応を見せず、ただ言葉だけは段々と明めい瞭りようになっていく。

「でも、太陽が昇のぼったら拾われて。ああ……ああ……そうです。ワタシは幸せ物でした。あの日、壊れてしまうまでは」

　それは、記憶遡そ行こうとかいう催さい眠みん術にかかった人間が、自分の忘れてしまった記憶を──時には前世にまで及およぶそれを思い出しているのに似ていて、

「何か、思い出しているのかもしれない……落ち着くまで、少し待とう」

　俺はみんなにそう声をかけひとまずタマちゃんを見守ることにした。

　タマちゃんのいままでの言動を顧かえりみれば、何かしらの記憶を取り戻す、というのは大いにあり得る話だったから。

　やがて、タマちゃんはその声を閉とざし、乳桃色ピンクの目からも黒色の目玉からも光は消えて。

　鳥の声すら今はしない公園は、沈ちん黙もくの帳とばりに包まれ、それでも俺達はタマちゃんが動きだし、口を開くのを黙だまって待った。

「ふぅ、頭がすっきりしました」

　そうして、待ちわびた第一声と共にタマちゃんは体ごとゆっくりと俺達の方に顔を向けると、

「……ついでに思い出しやがりました、よ」

　そう言ったのだった。
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　なんでも三つ願いを叶かなえてやろう。それがオレの仕事だから。

　ああ、また壊せと言うんだな。ああ、人間よ、叶えてやろう。

　知っているよ、本当は。オレが壊しているのが誰だれかの大切な場所だと、物だということを。

　でも、命じられればオレは壊す。

　瓦が礫れきの山を築き上げるしか能のない、自分の手にうんざりしても。

　壊して壊して壊し続けるオレは、だから大切なものなんて持ってはいけない。

　自分の手がアイツを壊してしまった時、オレはそれを思い知ったんだ。

　自分の手が何も生み出せないと知ったんだ。







「……思い出した？　何をだ？」

　振ふり向いたタマちゃんの目に聡そう明めいな光を見た気がして、俺は反射的にそう問いかけていた。

「そりゃあもう色々に決まってやがります！　多加良は察しが悪いですね、その眼鏡めがねはやっぱり伊達だてでやがりますか？」

　が、返ってきた台詞せりふは相変わらずのそれで、俺はいま見たと思ったものを即そつ刻こく見み間ま違ちがいと断じた。

「あの、色々と言われましてもわかりませんけど？」

「教えてあげたわよね？　急がば回れって」

　しかし、羽黒と桑田に揃そろって見つめられれば、タマちゃんも自分の非に気付いたか口を噤つぐんだ。

「……だから、タマちゃんが何モノで、誰のモノだったかとか、色々でやがります」

　そして一いつ瞬しゆんの沈黙の後、再び口を開いたタマちゃんが言ったのは、本当に記き憶おくを取り戻した人間のようなそれで、俺はほんの少し驚おどろいて瞬まばたきした。

「タマちゃんは今日生まれたばかりなのに？」

「そうです。でも思い出したんだから聞きやがれです。タマちゃんには使命があったんです……一つは、多加良達とこのすごろくゲームのゴールに辿たどり着くこと」

　俺の疑問を軽くいなすとタマちゃんはあくまでマイペースに話を始めた。

「もう一つは、エッグプラントの生命を飲んで少しでもあの方の求める、壊れない存在に近付くこと」

　そして俺は再三聞かされていたそのキーワードに悪お寒かんを覚えたが、タマちゃんは俺の顔色など気にせず、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ続けて。

「……タマちゃん、ってことは、お前の持ち主は」

「そうですよ。タマちゃんの持ち主は、ギエナ様です……正確に言うと、タマちゃんが壊こわれる前のご主人様でやがりますけど」

　その可能性を考えないわけではなかったが、あまりにもあっさりと告げられて、俺は軽い目め眩まいを覚える。

　だがその説明だけではまだ足りない。けれど聞いたら最後、更さらなる厄やつ介かい事ごとに巻き込まれそうな予感が物もの凄すごい速さで背筋をはい上がってきているが、だからといってここまで来て聞かずに済ませるのも無理な話で。

　俺はギエナに見み舞まう予定の拳こぶしを固めると同時に、話を聞く覚かく悟ごも固めた。

「ギエナは、卵の所有者だってことは言ってたかもしれないが……でも、タマちゃんが孵かえった時も、あくまで初めて見たって顔だっただろう？」

　タマちゃんの孵ふ化か──タマちゃんは生き物ではないが、便べん宜ぎ上じようこう表現する──に立ち会った俺の言葉に、タマちゃんは答えを探すように数秒黙り込む。

「……だから、壊れる前のタマちゃん、つまり別の名前、別の姿の玩具おもちやの時にタマちゃんはギエナ様の持ち物だったんです。ポケットの中の玩具の一つでやがったんです」

　記き憶おくを取り戻もどしたとはいうものの、まだ自分の中でもその整理がついていないのか、タマちゃんはゆっくりと語る。オッドアイもそれに合わせて緩ゆるいテンポで明めい滅めつを繰くり返す。

「どこに行くにもタマちゃんはポケットの中で、ギエナ様と一いつ緒しよでした。最初はワタシもしゃべれなかったけど、だんだんギエナ様の話し相手が出来るようになったです」

　話の前提となるタマちゃんの事情を完全には理解していないだろう羽黒と仲邑も、その静かな声に黙って耳を傾かたむける。

「でも、タマちゃんは……壊れてしまったんです」

　タマちゃんが声を絞しぼるようにしてそう言えば、女子三人は心臓に痛みが走ったかのように胸を押さえて、俺は奥歯を嚙かみしめた。

「そこからしばらくのことはよくわからんですが、気付けばタマちゃんは卵の中にいたんです……でもって呼ばれて飛び出て多加良を驚かせてやったんです。イヒヒ」

　俺達のそんな空気を感じ取ったのか、タマちゃんは少し茶化すようにそう言ったが、正直、それはあまり意味を成さなかった。

「ちょっとは笑いやがれです」

　拗すねた口調で言われれば、羽黒と仲邑は口くち許もとに笑えみを浮うかべてみせたが、タマちゃんはぎこちないそれを見るとため息を吐ついた。

「やっぱりタマちゃんが思い出したのは前世……壊れる前、のことなんだな」

　そうして、鎧よろい人形の時のタマちゃんが壊れることをあれ程ほど怖おそれていた理由がわかって、壊れる、という一言は妙みように喉のどにつかえたが、俺が改めて問い質ただせば、

「その辺のことはよくわかりやがりませんけど、このすごろくが進むにつれて……多加良達に運んで貰もらうにつれて、色々と思い出したのは確かでやがります」

　タマちゃんから返ってきた答えは、やはりそのあたりが曖あい昧まいで、タマちゃん自身も首を捻ひねる中、俺もまた同じように首を傾かしげていた。

　すごろくを進めていって、タマちゃんが知識を得ていくというならわかる。でもタマちゃんの感覚は思い出してきたというもので、その微び妙みような齟そ齬ごが腑ふに落ちないのだ。

「結局ギエナは……何をどうしたいんだ？」

　それは恐おそらくギエナの無意識に問いかけなければわからない問題だったが、思わず口から漏もれた思考に、

「それはもうわかってやがるでしょうが……タマちゃんを壊れないモノにすることです」

　タマちゃんは、どこか浮かない声でもう一度繰り返し──それは、俺が探している答えとは違っていたのだが、さっきよりも確信に満ちた口くち振ぶりで、

「あの……壊れないものって、何ですか？」

　けれど羽黒はそれが具体的にイメージ出来ないとストレートにタマちゃんに尋たずねた。

「どんな形になるのかはタマちゃんもまだわかりやがりません……ギエナ様の望まれるようになるだけで、タマちゃんは自分で形を選べません。ここの彫ちよう刻こくが、人間の望んだ形であるように」

　すると自分には決定権はなく、あくまで受動的な、変化を受け入れるしかない存在だとタマちゃんは言って。

　でも、たとえその魂たましいが人と比べて仮かり初そめに等しいものだとしても、タマちゃんに意志がないとは俺には思えない。

　そして、その釈しやく然ぜんとしない思いのままタマちゃんに問いかける。

「だけどタマちゃんは考えられるだろう？」

「……はい。タマちゃんは考えられますよ。どんな形になればいいのか。どんな姿が望まれているのか……どんな物になりたいのか」

　そうすれば、タマちゃんは目に灯ともる光を揺ゆらめかせながら俺を見上げて、最後の一言にだけ自分の意志を込こめた。

「……奈留。奈留の卵は？」

　だが、タマちゃんが俺の顔を見ていたのは束つかの間のことで、まるで突とつ然ぜん遊びに飽あきた猫ねこのように、ふいにタマちゃんは体ごと仲邑の方へ向け、俺に背を向けた。

「え？　あ……うん」

　唐とう突とつな要求に仲邑はそれこそ人形のような黒目がちの目を瞬しばたたかせたが、結局はタマちゃんの求めるままポケットから件くだんの卵ことエッグプラントことアトマイザーを取り出す。

　仲邑がそれを持つ手つきは、最初に比べて随ずい分ぶんと丁てい寧ねいで、少し大きくなった気がする卵と共に俺は違い和わ感かんを覚える。まあ、嫌いやな感じではないが。

「あの、タマちゃん……これ欲しいんだよね。でも、そのやっぱりあげるのはちょっと勘かん弁べんしてもらいたいんだけど」

　アトマイザーをタマちゃんが真しん剣けんに見ているのに気付くと、仲邑は少々言いにくそうに告げた。

「わかってやがりますよ。タマちゃんに必要なのはこの中身だけですから、安心しやがれ。というかこれは奈留にとっても大切な物になりやがりましたか？」

「まあ、その……元々は花南の誕生日プレゼントだったから」

　頷うなずきつつも、タマちゃんがその真意を問えば、仲邑は約一月前のことを話題に上げ、恥はずかしそうに目を伏ふせた。一方、突然そうと聞かされた羽黒は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような表情でもって、仲邑とアトマイザーを交こう互ごに見比べ、

「わたしに、ですか？」

　自分を指さしながら尋ねた。すると仲邑は照れた顔で頷いて、羽黒はそれに目を潤うるませる。

「わたしの誕生日、知ってたんですね」

「うん……その日には渡わたしそびれたけど、受け取ってくれる？　あとで、だけど」

「はいっ！」

「よかったわね、花南ちゃん」

「みなさんが下さった例のアレ共々大切にします！」

　桑田が優やさしく微笑ほほえみながら羽黒の肩かたに手を置けば、羽黒は誕生日に俺達が渡した物共々大切にすると約束した。

「ああ……アレも大切にしてくれ」

　俺は一つ頷きを返し、そのまま視線をタマちゃんへと向ける。

「あ……」

　と、その瞬しゆん間かん、仲邑の手から卵形のアトマイザーは離はなれ、吸い寄せられるようにタマちゃんの手に収まって。

　タマちゃんは自分の手の中に飛び込んできた卵を抱かかえ直すと、じっと眼まな差ざしを注ぎ、

「では、コレはこの先、奈留にとっても花南にとっても大切なモノになるんですね」

　どこか切ない響ひびきで呟つぶやいて。

「な……奈留ちゃん!?」

　それと同時に仲邑の動きは、温と同じように、そして町の人々と同じように停止してしまい、羽黒は慌あわてた声を上げ、仲邑の腕うでを摑つかみその体を揺さぶる。

「花南ちゃん、大だい丈じよう夫ぶよ。ここでの仲邑さんの役目が終わったから止まっただけで……このすごろくが終われば他ほかの人と同じようにまた動き始めるんだから」

　青ざめる羽黒を落ち着かせる為ために、桑田が極きわめて静かな声で説明して聞かせれば、羽黒はその言葉を確かめるように、俺の目を下から覗のぞき込んでくる。

「ああ、このゲームは必ず俺がクリアする」

　俺もまた力強く答えれば、羽黒は頷いたが、仲邑の腕から手を離すことはなかった。

　それでもひとまず落ち着いたと見て、俺はタマちゃんに視線を戻もどすと、

「……飲まないのか？」

　それを飲めば完成品に近付くはずだというのに、卵を手にしたまま躊ちゆう躇ちよしているタマちゃんに俺は問いかけた。

「前世の記き憶おくを取り戻したら、もうゴールには興味が無くなったのかしら？　それとも魔ま神じんの許もとには帰りたくなくなった？」

　ギエナへの感情は、正直悪印象の方が強いのだろう、桑田はしゃがみ込みタマちゃんに視線を合わせるとそう尋ねた。

　タマちゃんはその問いに、間かん髪はつ容いれず首を振ふった。可能な限り大きく。

「タマちゃんは、ゴールに着きたいです！　もう一度ギエナ様の物になりたいんです！　でも……ゴールに着いたら……ソレにならねばいかんのです」

　桑田に答えるタマちゃんの声も最初は強く勢いがあったが、けれど次し第だいに弱く小さくなっていって、やはりそこにあるのは迷いだった。

「壊こわれたら、ギエナ様に捨てられるのはわかってやがるんです。だからタマちゃんも確かに壊れない物になりたかった」

　そう聞けば、前世の記憶がタマちゃんにそんな迷いを生じさせているのかと俺は思った。だから、取り戻した記憶を俺達に聞かせるのかと。

「でも、壊れなければ大切にされるわけでもないと……多加良達といる内に、タマちゃんはわかりやがったんです」

　けれど、それだけではないと、俺達と過ごした時間もまたタマちゃんを揺ゆらしているのだと聞かされ、俺の胸には静かな喜びが湧わき、

「タマちゃんは、どんな存在ものになりたい？」

　その静けさを胸に、ピカピカと光るその目を見つめ、俺は真しん摯しに問いかけた。

　俺の眼まな差ざしと問いを受け止めて、タマちゃんは目の明めい滅めつを止め、口を閉とざした。

　そのまま、束つかの間とは言えない時間が過ぎたが、この場の誰だれもがその沈ちん黙もくを受け入れ、タマちゃんが答えを導き出すのを待った。

「……ギエナ様が持っていないのは、壊れない物じゃなくて、大切なモノなんです。だから、タマちゃんはギエナ様の大切なモノになりたい。だって、それなら……」

　そうして、タマちゃんはやっと答えを口にしたけれど、俺達が全すべてを聞くことは出来なかった。

　タマちゃんの声を搔かき消した音は、秤はかりのオブジェの残ざん骸がいから。瓦が礫れきの山がガラガラと更さらに崩くずれていく音に誰ともなく目を向ければ、次に響いたのはバキューム音。巨きよ大だいな掃そう除じ機きが稼か働どうしているような吸引音に伴ともなって、崩れた瓦礫が減っていく。

「え、え？　減ってくのはいいですけど、どこに吸い込まれていってるんですか？」

　その現象に思わず声を上げたのは羽黒で、驚おどろきに目を瞠みはりながらも桑田はその腕を引き、後方へ下がらせる。

　そして俺はタマちゃんを抱だき上げ、桑田より一歩前へ出た。

　その間にも瓦礫の山は小さくなっていき、やがて俺達はその瓦礫が空中の一点に──まさしく穴のように空気が渦うずを巻いているその一点に吸い込まれていることに気付いた。

　きゅるすぽんっ──最後の一欠片かけらもそんな音と共にその穴に吸い込まれていくのを俺達が呆ぼう然ぜんと見送ってしまった、その次の瞬間。

　同じ穴から飛び出してきて、空中に身を躍おどらせていたのは、ギエナだった。正直これまでで最悪のタイミングの登場だ。

「イーシシシっ！　驚いたかぁ？　ってか、ひょうたんから駒こまって、こんな感じじゃん？」

　やはりギエナには場の空気を読もうという気が皆かい無むだった。故ゆえに漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを楽しげな色に染めて笑っていても、誰もその笑え顔がおにつられたりしない。

「んん？　反応悪いじゃん？　演出が地味だったとか？　でも、派手な演出よりもゴミをきっちり片付ける方を優先したオレサマって、褒ほめ称たたえられて然しかるべきじゃん？　あ……もしかして、オレサマが居い眠ねむりしてたのばれてる？」

　ギエナの口からは次々と言葉が出てくるが、実の感じられる言葉はまったく出てこない。

　タマちゃんはいったいこいつの何が良くて戻りたいなどと考えているんだろう。それこそ刷り込みとしか思えない。

「あ、人間って軟なん弱じやくだからもう声も出ない程ほどお疲つかれとか？　よーし、わかった！　ここはオレサマから元気の出るガムのプレゼントだぜ!!」

　俺達がもはや呆あきれているのだということにも気付かず、ギエナは勝手にそう決めつけると、ツナギのポケットからガムを取り出した。次に俺達の顔を順に見回して、

「んじゃ、まずは可愛かわいい花南からどうぞ！」

　羽黒に白羽の矢を立てた。その時点で、ギエナの口くち許もとには魔神ひとの悪い笑みが浮うかんでいたというのに、羽黒は何の疑いもなく差し出されたガムに手を伸のばす。

「ええと。ではご厚こう意いに甘えていただきます」

「羽黒、ちょっと待っ」

「い、いたたたた！　何ですか!?」

　あまりにもべたな展開に俺の忠告は一いつ拍ぱく遅おくれ、恐おそらく同じ理由で制止する桑田の手は届かず、羽黒の指先は、ガム型のいたずらオモチャに挟はさまれていた。

「イーシシシシシ！　ひっかかったひっかかったじゃん！」

　痛みで涙なみだ目めになった羽黒を見て、魔神は床ゆかならぬ空中に転がり、腹を抱かかえて笑い出し、俺達もその迂う闊かつさにフォローというか、かける言葉も見つからない。

「ど、どうやって取ったらいいんですか？　も、もしかして呪じゆ具ぐですかっ！」

「花南、落ち着けば自分でとれるですよ……ギエナ様、まだそれ持ってやがったんですか」

　指を挟まれ続けている羽黒に、タマちゃんは呆れながらもそう教えてやり、ついでにぼそりと呟つぶやいた。

「んん？　なんでタマちゃんが、このいたずらオモチャのこと知ってるんだ？　卵の時にもこの話は聞かせてねぇけど……ま、いっか！」

　ギエナは小さなその声を聞き逃のがさず、ちらりとタマちゃんを見て首を捻ひねったが、それを重く捉とらえることはなく、ギエナは羽黒に視線を戻もどすと再び笑い出す。

　一方視線を向けられたタマちゃんは、一いつ瞬しゆん期待するように目をピカピカと光らせたが、相変わらずタマちゃんのことはタマちゃんとしてしか捉えていないギエナの言動に落らく胆たんし、その光を消した。

　前世の自分と今の自分が違ちがうのはわかっていても、それでも気付いてほしかったのだろうが、それは叶かなわなかった。

　というか、ギエナが俺達の様子を逐ちく一いち観察していれば、最低でも情報としてそれを捉えていたと思うのだが、

「……本当に居眠りしていたみたいですね」

　少し尖とがった声で羽黒が言う通りなのだろう。その羽黒はといえば、結局玩具おもちやは桑田に外して貰もらい、怪け我がは無いようだが、赤くなった指先をふーふーと吹ふいている横顔は、どこか拗すねた子どものようだった。

「イシシ！　いやー、こんなにも素す直なおにひっかかってくれたのって、あいつ以来じゃ……」

　そして、ようやく笑いを収めたギエナは、けれどまだ声に笑いを滲にじませたまま喋しやべり、なぜか途と中ちゆうで声を飲み込んだ。

　代わりに、願いの植物が咲さいている胸ポケットの辺りを押さえ、ほんの束の間、何か苦い物を口に入れてしまったように唇くちびるを歪ゆがめ俯うつむいて。

「……ギエナ様？」

　そんなギエナに心配そうな声でタマちゃんが呼びかければ、ギエナは弾はじかれたように顔を上げ、まず空のポケットを、それから俺の腕うでの中のタマちゃんを見た。

　声の主がタマちゃんとわかると、ギエナは明らかに今までとは種類の違う、自じ嘲ちようの笑みを浮かべて首を振ふった。そうすることで、らしくない笑顔も振り払はらってしまうと、

「何でもないじゃん！　っていうかタマちゃんこそ何でまだ生命を飲んでないわけ？　生命は新しん鮮せんな内に飲んだ方がいいんだぜ？」

　緩ゆるんだターバンをうるさそうにはね除のけながら、見慣れた明るい笑みと共にタマちゃんに水を向けた。

「……はい。わかってるです。でも……ギエナ様。タマちゃんは壊こわれない物じゃなくて、もっと別のモノになりたいような、気がしやがるんです」

　そうすれば、タマちゃんはギエナに頷うなずき返したものの、おずおずとだが自分の意志を主張しようと言葉を続ける。

「別のモノ？　何言ってんの？　卵の時にお前には散々聞かせたじゃん」

　だが、その台詞せりふにギエナは僅わずかに眉まゆを寄せ、不ふ機き嫌げんな声で応じ、そうしながら、どこか落ち着かないように、またもごそごそとポケットを探さぐり始める。

「……オレサマが欲しいのは壊れないモノだ。壊れない玩具だ。まぁ、この世の全すべてはオレサマの玩具だけどな？　でも、一つくらいは壊れないモノがあってもいいと思ったわけじゃん」

　声の調子は変わらないが、ギエナの身体からだから放たれる空気は、周囲のそれまでも重くするものへと変じていき、俺はタマちゃんをしっかりと抱え直す。

　桑田と羽黒もまた、互たがいに寄り添そい、わずかに身を固くして。

「でもって、壊れないモノ、っていったら神様族オレサマじゃん。だからオレサマは神を創つくってる。だからさ……お前は神様になるんだぜ。それ以外は不可だ！」

　そんな中、ギエナはタマちゃんだけを見つめて、言い放った。

　その口から飛び出した衝しよう撃げきの事実に、俺達三人は驚おどろきのあまり声を失い、タマちゃんとギエナを交こう互ごに見比べた。

　ギエナの宣告に、タマちゃんは息を吞のむ代わりに動きを止めて、その両りよう眼めを悲しそうに鈍にぶく光らせた。でも、言葉を発することはなく、ただぎこちなく頷く。

　以前の記き憶おくを思い出したこともまだ、ギエナに伝えていないのに、タマちゃんには既すでに諦あきらめの気配が漂ただよっていて、

「……タマちゃん、さっき俺達に言ったこと、ギエナにも言ってやれ」

　ギエナの台詞の衝撃からなんとか立ち直り、俺はタマちゃんに囁ささやいた。

「いいんです。あれはやっぱり前の記憶だから……タマちゃんは、ギエナ様の望む姿になるのが一番なんです。だから下ろしやがれです」

　でもタマちゃんは首を振り、そう言うと、俺の腕を軽く叩たたいて俺がその要求を叶えることだけを望む。

　仕方なく俺が従えば、タマちゃんはそこからもう一度ギエナを見上げた。

　タマちゃんの視線の先には、ぺたんこのポケットと願いの植物。

　自分に向けられる眼まな差ざしに気付いたギエナも見つめ返すが、黒い双そう眸ぼうに宿る光は頑かたくななまま。

　二人の間で葉を繁しげらせた願いの植物は虚むなしく、悲しげに揺ゆれる。

　それを見て俺は、二人の間に割って入ろうと思わず一歩を踏ふみ出した。

「……そのポケット、タマちゃんが戻るまで空けておいてください」

　でも、それより早くタマちゃんは一言告げると、卵にストローを突つき立てて、ちゅちゅちゅちゅーじゅじゅー──と、勢いよく生命を飲み干していた。

「ぷはぁ！　卵はやっぱり新鮮なのに限りやがります！　やっぱりギエナ様の言う通りですっ！　だから、タマちゃんはギエナ様の望むモノになれるように、頑がん張ばります！　イヒ、イヒヒ」

　タマちゃんは、そう言うと怪かい獣じゆうとしては精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおをギエナに向け、またあの銀色の竜たつ巻まきの中に包まれていったのだった。

　どこか無理をしたようなその笑顔に、ギエナは僅かに目を瞠みはり、竜巻の中に消えていくタマちゃんに手を伸のばす──否いな、伸ばしかけて、やめた。

「ああ……頑張れよ。でも、今度は羽なんて危ないもんはつけてくんなよ？」

　代わりにそんな言葉を投げかけると、銀色の竜巻から目を逸そらした。

「……よしっと。これでタマちゃんが出てきたら後はゴールで仕上げだぞ、っと！」

　そして、俺達に向けられたギエナの表情と声は一転、全すべての憂うれいを忘れたかのような屈くつ託たくのない笑顔だった。

「やっぱり、お前の目的はすごろくそのものじゃない……タマちゃんを完成させることなんだな」

　ギエナのタマちゃんに対する態度が気に入らなかったのはもちろんだが、今回のゲームへ巻きこんだ動機を隠かくされていたのにも苛いら立だちながら、俺は、声にも顔にも不機嫌さを隠さず、ギエナの正面に立った。

「……イシシシ。さすがにこれでわからない程ほど鈍くないよな。そうそうその通り！　大正解！　よっ、副会長!!」

　そうすればギエナは開き直りの体ていで、ぱちぱちと拍はく手しゆをし、最後に余計な一言を付け加えるのも忘れなかった。

　ゴールまで取っておくつもりの拳こぶしを、俺は反射的に繰くり出しそうになったが、奥歯を嚙かみしめて何とかその衝動を抑おさえ込む。

「〝神様族〟っていう単語が聞こえたのも、気のせいじゃないのね」

　問題の単語に桑田も内心では動どう揺ようしているはずだが、ひやりと冷たい声でギエナに問う。

「気のせいじゃないんじゃん。だから美名人、ゴールまでタマちゃんを運んでよ。そうしたら、大事な叶野市は無事解放、その上、神の誕生に立ち会えるんだぜ！」

　ギエナは、桑田の声の冷たさもくるりと意味もなく身を翻ひるがえすついでに受け流し、あくまで軽く楽しげに言葉を返す。

　でも、底の知れない漆しつ黒こくの双眸が黒光りすれば、桑田と羽黒はその強い光と言葉のインパクトにもう一度息を吞む。

「神の誕生……」

　俺もまた、自ら繰り返したその言葉に、一いつ瞬しゆん飲まれそうになる。でも、視界の端はしにタマちゃんの竜巻を捉とらえると、ぐっと足に力を込こめた。

「神の誕生……道理で仕し掛かけが大がかりなはずだ」

　そうして、俺がもう一度繰り返せば、ギエナはにやりと頰ほおだけで笑ってみせて。

「まぁね。けど、叶野市はいい場所だから、やることは割と少なくて済んだんじゃん」

　わざとらしく肩かたを回しながら、それでも疲ひ労ろうの類たぐいはまったく窺うかがわせず、ギエナはどこか含ふくみのある台詞せりふを口にした。

「それは、かのう様がいらっしゃる土地だからですか？」

　羽黒が、恐おそらく自分の中で最も説得力があると思えたのだろう理由を、問いの形にしてギエナに向ければ、俺もまた、その可能性は高いと、羽黒と共に答えを求めてギエナを見み据すえた。

「さ・て・ね？　そこは企き業ぎよう秘密ってやつじゃん？　オレサマが特許を取って、でもってタマちゃんが無事に神様になったら教えてやってもいいかも。ただし花南のキッスと引き替かえだぜ」

　けれどギエナはそこではぐらかし、ふざけて羽黒に投げキッスを贈おくる。

　当然、羽黒も誰だれもそんなものは受けとらなければ、ギエナはわざわざ地上に降りて、膝ひざを抱かかえて拗すねてみせる。

　羽黒と桑田はそれを見ると顔を見合わせ、疲つかれたようなため息を吐ついたが、決して慰なぐさめたりはしなかった。俺も呆あきれてギエナを視界の外に追い出すと、タマちゃんを内包する銀色の竜巻に目を向けた。

　あの中でタマちゃんは今も姿を変えているのだろう。ギエナの為ために。ギエナの望む姿に近付こうとしている。

　でも、俺の中にはまだ疑問がわだかまっていた。

　ギエナがすごろくゲームを通してタマちゃんを壊こわれない存在として完成させようとしていることは理解した。

　だが、魔ま神じんならばわざわざ俺達の手を煩わずらわせずとも、卵まで準備したなら一人で神を誕生させることも出来そうなものだ。それはギエナを買いかぶり過ぎというものか？

「ギエナ……なぜ、タマちゃんを自分の手で運ばない？」

　結局、一度抱いだいた疑問をそのままにしておけず、俺はギエナの背中に問いかけた。

　拗ねたまま放ほうって置かれ、地面に落書きを始めていたギエナは俺の声に一瞬嬉うれしそうにしたものの、問いの内容を理解すると顔から喜色を消した。

「オレサマの手は、壊す手だから、作ろうとしても上手うまくいかなかったんじゃん。だから、人間の作る手に預けて、完成するところまで運んで貰もらうことにしたってわけ……つまり、オレサマはカッコウだ！　カッコーカッコー」

　そうして、ゆっくりと立ち上がりながら淡たん々たんと説明をして、やがてその口調が自分らしくないと気付いたか、七色の髪かみをぐしゃりとかき混ぜると、郭かつ公こうの真似まねを始めて茶化す。

「ギエナさんの言っているのはつまり、託たく卵らんですね」

　郭公が他ほかの鳥の巣に卵を預けることになぞらえたギエナの説明に羽黒が言えば、桑田もまた納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　でも、ギエナが俺に預けた卵から孵かえったのは郭公の雛ひなではなくタマちゃんなのだ。

　そしてギエナは、本人がそれに気付いてないにしろ、かつて壊れた記き憶おくを持つタマちゃんを壊れない物として作り上げようとしている。

　神創づくり──その壮そう大だいな言葉に、こんがらがった紐ひもの結び目が隠かくれている気がしてならない。

　何よりもタマちゃんの願いとギエナが口にする願いの違ちがいがどうしても胸にひっかかって。

「……タマちゃんがその壊れない神になったら、それはつまりお前の大切なものになるってことか？」

　気付けば俺はギエナに尋たずねていて、ギエナは俺の問いからも、眼まな差ざしからも逃にげなかった。

　僅わずかに目め許もとを歪ゆがめると共に斜しやに構え、ゆっくりと口を開き、

「オレサマは……大切なモノなんていらない。オレサマが欲しいのはただ、壊れないモノだけだぜ」

　ギエナはきっぱりと俺に告げた。

　けれど、言いながらギエナの手は無意識にか、何かを手に乗せるような、受け止めるような形で胸の前で組まれていて。

　それは、大切なものを受け止める形だと、俺は思う。

　今はその手の上に何も無くても。否、何も無いからこそ、ギエナの胸には植物がある──それだけは、確信した。

　ただ、根こん拠きよの無いままそれをギエナに告げても認めないだろう。少なくともこのすごろくゲームをクリアして、〝神創り〟という言葉に隠れているものを白日の下もとにさらしてみせなければ。

「じゃあ……その壊れない神は、どんな形、どんな姿になるんだ？」

　だから今は、ギエナに軽い揺ゆさぶりをかけるに留とどめておく。

「そ……れは」

　俺の問いに、案の定ギエナは戸と惑まどいを見せ、あれ程ほど饒じよう舌ぜつだった魔神は初めて口ごもった。

「あなたと同じ？　それとも、もっと別の姿なのかしら？」

「重たいですか？　軽いですか？」

　更さらに桑田と羽黒も畳たたみかけるように問うと、ギエナは答えを探すようにタマちゃんが包まれている竜たつ巻まきの方を見た。だが、その銀の帳とばりの向こうを透すかし見ることは出来ず、舌打ちをする。

「……いいんだよ。それは最後の楽しみにとってあるんだからさ！　最後に壊れない神になってればそれでいい！」

　そして、かんしゃくを起こした子どものように叫さけぶと同時に、ギエナは竜巻の様にくるくると回転を始める。

「だから、タマちゃんの変態メタモルフオーゼが終わり次し第だい、お前らはとっととゴールを目指せばいいんじゃん！　次のサイコロをスペシャルゲストが振ふるまで、せいぜい休んでおけよっ！」

　どんどん回転を加速させながらギエナはそれだけ言い置くと、現れた時とは反対に渦うずの中へと姿を消したのだった。

「……逃げたか」

　もとより追うつもりも術すべも無かったから、俺はギエナの姿が消えても一言そう呟つぶやくだけだった。

「魔神は結局答えられなかったわね」

　ギエナの消えた空中を見上げながら、桑田は俺の隣となりに並ぶとそう言って、

「ああ……でも、だからこそタマちゃんが変化することには、その形には意味があるはずだけどな」

　俺はその横顔に頷くと、そう続けた。そのまま視線をスライドさせて、銀色の竜巻の向こうにいるはずのタマちゃんに意識を向ける。

　羽黒は羽黒で、安全距きよ離りぎりぎりまで竜巻に近付くと、しばらくじっと見つめていた。

「あの、タマちゃんは本当に神様になってしまうのでしょうか？」

　やがて振り向くと、羽黒は不安げな表情で俺に問いかけた。

　かつて神を欲ほつした羽黒だが、今は純じゆん粋すいにタマちゃんの身の上を心配している。

「それは、一度ゴールしてみないことにはわからないけどな……でも、多分ギエナ次第だ」

　それはつまりギエナの願い次第ということなのだが、俺達はその願いも含ふくめて、魔神について十分に知っているとはいえない。

「そうですか……」

　俺の答えに羽黒はより不安げに瞳ひとみを曇くもらせ、桑田も心配そうにタマちゃんの竜巻を見つめる。

　でも、俺達には、偶ぐう然ぜんにせよ必然にせよ、幸いなことにギエナの記き憶おくを取り戻もどしているタマちゃんがいるのだ。

　そう考えれば、タマちゃんの姿の変化も含め、状じよう況きようは逆にタマちゃん次第なのかもしれないと俺は思い直す。

「大だい丈じよう夫ぶだ……タマちゃんが神様になりたくないって言うなら、俺がそうさせない」

　だから俺は自信を持って羽黒にそう言ってやった。

「秋庭君がそう言うならきっと大丈夫よ、花南ちゃん」

「はい。秋庭さんは有言実行、ですもんね」

　俺の言葉を受けて、桑田は羽黒の肩かたを勇気づけるようにそっと叩たたき、羽黒は俺と桑田の顔を交こう互ごに見て頷うなずいた。

「とにかく今はタマちゃんが竜巻の中から出てくるのを待とう。その後はタマちゃんからギエナの話を聞きながら、ゴールを目指す」

　そして俺達は目的を定め直すと、タマちゃんの変化が終わるのを静かに見守ることにしたのだった。
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　慌あわただしく地上を後にして、己おのれの空間に戻るとギエナはどさりと椅い子すに腰こしを下ろした。

　それから、机の上に置いてあったラムネの瓶びんを取り、一口含む。

　けれど再び温ぬるくなってしまった液体が喉のどを過ぎても、落ち着かない気分は消えず、ギエナは足を行ぎよう儀ぎ悪く机の上に投げ出した。

　するとその拍ひよう子しに拾っておいたミニカーの残ざん骸がいがバラバラと透とう明めいな床ゆかに落ちてしまう。

　ギエナはビー玉の入ったラムネ瓶を揺ゆらしながら数秒その残骸を見つめ、結局は椅子から立ち上がり、欠片かけらを拾い集め始めた。

　以前のギエナならばするはずのない行動だった。自分でもなぜこんなことをするのかよくわからない。でもそうせずにはいられないのだ。

　その間も頭の中ではついさっき問われた言葉がぐるぐると回っていた。

　壊れない神とはどんな姿なのかと訊きかれて、すぐに答えられない自分に戸と惑まどって。

　でも、何よりもその瞬しゆん間かん、己の脳のう裏りを掠かすめた姿に、混乱していた。

　もう、ギエナのポケットに戻ってくるはずのない、あの壊れた玩具おもちやの姿がよぎったことに。

　自分は壊れた物に興味は無いし、壊れた物に心を残すことなど、いままでもこれからも無く、あってはならないというのに。

「オレサマは……神を創つくってるんだ。壊れない神を」

　だからギエナは残像を振ふり払はらい、タマちゃんが完成した姿を改めて思い描えがいてみる。

　角があったら、多少の相手には負けないだろう。尖とがった爪つめがあれば、きっとどんな断だん崖がいからも落ちたりはしないだろう。でも、あまり大きかったらポケットに入らないから、やっぱり大きさはアイツと同じくらいがいい。

　なのに、気付けばまたその姿が瞼まぶたの裏に甦よみがえってきて、ギエナはかぶりを振った。

「アイツは……あの日落ちて、壊れたんだ」

　そして、自分自身に言い聞かせる為に呟つぶやいて、現実を嚙かみしめる。

　タマちゃんの目がアイツと同じなのは、残った目をたまたま卵の中に入れて、材料の一部に使ったからに過ぎないはずだ。

　だから、壊れない神の姿がアイツと同じになるはずはない。

　そんな風に色々と考え、イライラとしながらも、ギエナがミニカーの破は片へん全すべてを集め終えたその時だった。ふいに背後に気配を感じ取って振り向けば、

「すごろくげーむの調子はいかがですかの？」

　そこには予想通り、金きん瞳とう銀ぎん髪ぱつの美しい女がいたが、今度はギエナは笑え顔がおで迎むかえることをしなかった。

「……問題ないじゃん。知っての通り、視界はすこぶる悪いけど」

　憮ぶ然ぜんとした表情のまま声を返し、そこに忘れず皮ひ肉にくを混ぜて。

「おや……それは難なん儀ぎなことですのう？」

　だが、かのうと呼ばれる女は、そんな皮肉などどこ吹ふく風で、あくまで微笑ほほえみを崩くずさずとぼけてみせる。

　これだから油断するわけにはいかないと、ギエナはひとまず混乱の原因となっている言葉を頭の隅すみに追いやり、女と対たい峙じした。

「かのうちゃんが、多加良達にヒントをあげてからなんだけど？　おかげでしばらく下の様子も声も届かなくなって、オレサマ出で遅おくれたわけじゃん？」

　ギエナはそう言いながら、透明なはずの床に曇くもりガラスのような紗しやがかかっているのを示し、今度はストレートに文句をぶつけた。

「ほほう……それは偶ぐう然ぜんですのう」

　しかし、それにも真面目まじめに答えようとしない女に、ギエナは先さき程ほどからの苛いら立だちもあって、険のある眼まな差ざしを向ける。

「おや、怖こわい。なれど、何をもって妾わらわの行こう為いと断ずるのですかのう？　この叶野の地の力がギエナ殿どのにも作用したとは思われませぬかの？」

　ギエナのきつい目にかのうは着物の袖そでで横顔を隠かくし怯おびえてみせたが、語る声から余よ裕ゆうは少しも失われていない。

　恐おそらく、微笑みも損そこなわれていないことを確信して、ギエナは肩かたから力を抜ぬいた。この女の相手を真面目にしても、疲つかれるのは自分だけだと早々に悟さとり、

「……なら、そういうことにしておこうじゃん」

　ならば、これも貸しとしておく方がいいと判断してギエナが告げれば、女は顔を現し、その白い面おもてには案の定、満足げな笑みが浮うかんでいた。

　妖よう艶えんとも言えるその笑顔に、ギエナは自分が既すでに女の術中に嵌はまっている危き惧ぐを覚えたが、それを顔に出しはしない。

　女もまた、内心を一いつ切さい窺うかがわせず、対峙したまま二人はしばし互たがいに口を閉とざし。

　お世辞にも心地ここち良よいとは言えない沈ちん黙もくを先に破ったのはギエナだった。

「で、かのうちゃんは陣じん中ちゆう見み舞まいに来てくれたわけ？」

　中のビー玉を転がすようにラムネ瓶を揺らしながら、あくまで軽い調子で声を向ければ、女は一つ頷うなずいた。

「それも一つですがのう。げーむも佳か境きようのようですし……ここらが妾が賽さいを振る頃ころ合あいかと思いましてのう」

　けれど、その美しい金色の双そう眸ぼうは眼下の町に据すえられたまま、ギエナの方に向けられることはなかった。

　だが、己の心の奥底を見み透すかすようなその金瞳を向けられるよりも気が楽で、ギエナは文句も言わず、ただその視線を追った。

　するとそこでは、確かに佳境というべき事象が起きていた。

「あ、そうだ。オレサマも、次はかのうちゃんにサイコロを……」

　銀色の竜たつ巻まきが晴れて行くのを見つめながら、ギエナはそう言って、でもその声は途と中ちゆうで途切れてしまう。

　竜巻の中から現れたタマちゃんの新たな形状に、ただただ呆ぼう然ぜんとしてしまったが為ために。

「これはまた……何とも言えぬ姿になりましたのう」

　一方、同じものを目にしながら女の声にはそれを楽しむ響ひびきがあって、

「どうして……どうしてタマちゃんは、あんな姿になった？　アレが壊こわれない神の姿か？　少なくともオレはあんな姿を思い描えがいたりしていない！」

　ギエナは感じた苛立ちのまま、声を荒あららげ、女を睨ねめつけたが、ギエナの眼差しを受け止める金色の瞳ひとみは静かで、銀糸の髪かみはそよとも揺ゆれず。

「それが人に託卵たくすことの醍だい醐ご味みですからのう」

　ギエナの問いに、ままならぬことこそ、この世の理ことわりと答える声もまた、澄すんだまま、微かすかに掠かすれることさえしなかった。

　そしてそのまま、女の裸足はだしの足は、眼下の町を踏ふむように透とう明めいな床ゆかの上を滑すべっていく。足首に嵌った連環かせをしゃらしゃらとさやかに鳴らし。

「鶏にわとりの卵からは鶏が、育て親は違ちがえどかっこうの卵からはかっこうが孵かえりましょう。ならばギエナ殿……人が運んだあなたの卵からは何が孵るのでしょうの？」

　楽しげに歌うように、ゆっくりと歩を進めながら、思わせ振ぶりな眼差しと共に、女はそう問うたが、ギエナはそれに答えることが出来なかった。

　言葉は違えど多加良と同じ内容ことを問われて、それにさっきと同じように、壊れない神という答えを返せない己おのれを知って、ギエナは唇くちびるを嚙む。

「なれど妾は、正直に申しまして、なぜギエナ殿が壊れぬ物など欲ほつしたか……そちらの方に興味がありますのう」

　しかし、女はギエナが答えずとも構わず、一人言葉を紡つむぎ、一足一足、ゆっくりとギエナの方へと近付いてきて。

「なぜなら……我が叶野の地は強き願いが集まり、また願いが叶う地ですからのう」

　そうして、女はギエナの前で歩みを止めると、腕うでを伸のばし、その指先でとん、とギエナの胸に──空のポケットに触ふれた。

　まるでそこに、ギエナの願いがあるというように。

　だからギエナは、もう随ずい分ぶんと空のままのポケットをじっと見つめてみたけれど、そこにはやはり何もない。

　ただ一いつ瞬しゆん、かつてその場所にあった存在の姿が幻まぼろしのようによぎっただけで。

　ギエナは結局何一つ、女に言葉を返すことが出来なかった。

　そして女は、一つも答えを聞かぬまま、

「では……妾も賽をふりましょうかのう」

　唐とう突とつに話を自分に都合の良い場所に戻もどしてしまう。

　この叶野という場所に囚とらわれているも同然なのに、自分よりも自由で気ままなありように、ギエナは呆あつ気けにとられ。

　次いで多加良と同じ様に、ギエナの心を波立たせるだけ波立たせてくれた言動に怒いかりを覚える。

　けれど、ここで感情のままに動いては相手の思う壺つぼだと怒りを抑おさえ込んで、代わりにギエナは背中のポケットから金色のダイスを取り出し、女に突つきつけた。

「んじゃ、オレサマの為に、サイコロ振ふってくれるかな、かのうちゃん」

　あえてからりと笑いながらギエナが言えば、

「ええ、喜んで……妾わらわは妾の為に賽を振りましょう」

　女は赤い唇に深く笑みを刻み、優ゆう雅がな仕種でサイコロを手に取って。

　そのままふわりと空中に浮うかび上がれば、女は、まるで種を蒔まくように手首をかえし、そこでサイコロを放った。

　投げられた賽の目は、４。

「ほほ……幸せの４ですのう」

　良いとも悪いとも言い切れぬ目を、あえてそう称しようすると、現れた時同様、辞去の挨あい拶さつもせずに女はその場から姿を消したのだった。

　だが元よりその程度のことを無礼と思うほどギエナは口うるさくないし、女が去ればわずかに気が楽になったのも事実で、

「幸せの４ねぇ……ま、ポジティブでいいんじゃん？」

　ギエナはそう感想を呟つぶやくと同時に椅い子すに腰こしを下ろした。

　一度かけてしまうと、下に転がったダイスを拾い上げるのも億おつ劫くうになり、そのままギエナは静かに目を閉じた。

　でも、静せい寂じやくがギエナを癒いやしてくれたのはほんの束つかの間で、空間に満ちた静けさは再び多加良が投げかけた問いを、思い出させる。

　自分はどんな姿の神を欲ほつしているのか。

「強くて、壊れなくて……よく喋しやべる」

　思いつくままに声にしてみれば、またソレの姿が瞼まぶたの裏に甦よみがえる。

「だから、アイツは違うはずじゃん……」

　そう呟きながらも、ギエナは目を開けずその姿を追い続け、胸のポケットを押さえる。

　やはり、その場所には何の感かん触しよくもない。

「でも……ここに願いはあるっていうのか？」

　問うたところで、答えはどこからも返ってこない。

「オレサマの願いは……なんだ？」

　もしも己に願いがあるとしたら、それは壊れない神の完成であるはずなのに、気付けばギエナは、瞼の裏で跳はね回るその姿に問いかけていた。

　いまはもう、どんなに期待してもそれが答えを返すことはないのだと知っていたけれど。

　ギエナはしばらくそうして、答えを待ち続け、やがてゆっくりと目を開いた。

　そして、開いた目がまず捉とらえたのはラムネ瓶びんの中のビー玉だった。

　瓶を揺らせばかろんかろんと音をたてるビー玉がギエナはふいに欲しくなって、瓶を床に叩たたきつけようとした。それが、中のビー玉を手に入れる唯ゆい一いつの方法だと思って。

　けれど、結局ギエナがそれを実行することはなかった。かつての魔ま神じんならば決して躊躇ためらわなかったはずなのに。

「……壊こわれたら、もう戻らないじゃん」

　代わりにギエナは、再び目を閉じて、その姿を思い浮かべたのだった。
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　この世の全すべては我が玩がん具ぐ。

　ならば、人よ遊べ。人よ作れ。

　オレには作れない玩具を手に遊べ。作れ。

　オレはその手に憧あこがれる。

　自分の為ための、誰だれかの為の、大切なモノを作り上げるその手に。

　大切なモノを包み込むその手に憧れる。

　そして、その手の中のモノに憧れる。ただ憧れる。

　決してこの手には欲ほつしないから、だから、見つめることは許せ。




　　　　１




　銀色の竜たつ巻まきが徐じよ々じよに回転を弱め、やがて霧きりが晴れるように霧む散さんした時。

　俺達は最初、そこにタマちゃんの姿を見つけることが出来なかった。

　それは鎧よろい人形の時もガラスのドラゴンの時も、タマちゃんの体高は30センチ強だった為、俺達が知らず視点をその高さに置いていたからなのだが。

「……あれ？　タマちゃん？　どこだ？」

　故ゆえに俺はどこか間の抜ぬけた声で呼びかけることとなり、

「どこを見てやがります？　足あし下もとですよ、真下」

　答える声があったことに逆に若じやつ干かんの驚おどろきを覚えながら、鈴すずを転がすようなタマちゃんの声に従って、自分の足下を見て俺は絶句した。

「タマ……ちゃん？　タマちゃんなんですか!?」

　同じように俺の足下を見た羽黒は、反射的にしゃがみ込んで、新たな物体と化したタマちゃんに叫さけんでいた。

「はい、随ずい分ぶん視点が低くなりやがりましたが、タマちゃんですよ」

　驚きよう愕がくに見み舞まわれている羽黒に対して、タマちゃんは随分と冷静だった。

「声帯とか、どうなっているのかしら？」

　桑田も冷静に問いを投げかけていたが、頰ほおに手を当てたままその場から微び動どうだにしないところをみると、動どう揺ようしているようだ。

　確かに、それだけのインパクトが今のタマちゃんにはあった。

　新たなタマちゃんの体の色はエメラルドグリーン。目は変わらずピンクと黒のオッドアイ。その二つだけを見ればまあ、問題はない。問題は、その体が形といえる形を保っていないこと。

「……ほとんどゼリーというか、スライムだな。どうやってゴールまで運べばいいんだ？」

　まるでタマちゃんの、そして魔神の迷いそのままのような姿を前に、俺はようやく声を取り戻もどすと同時に深く息を吐ついた。

　だが、タマちゃんはそんな自分の姿に対する感想を何一つ口にしない。多分、この形状が自分の迷い故ということをタマちゃんも悟さとっているのだろう。

「ちょっとずつなら自分でも進めやがります」

　だからタマちゃんは俺の問いにそう答えると、カタツムリのように前進してみせた──が、正直亀かめより遅おそい。

「……そのスピードじゃゴールに着くのは早くて明後日あさつてだな」

　驚きから醒さめた俺はその速度から冷静に予測を立て、それからなおも進むタマちゃんを横目に見つつすごろくマップを広げた。

　上がりまで残り９マス。でも現在黄色に変じたマス目はない。ということは、まだサイコロは振ふられておらず、俺達はもう少し待たされるというわけだ。

　ならば、いま考える問題はタマちゃんだ。

「タマちゃん……ちょっと失礼します」

　タマちゃんの進行を遮さえぎり、一言断ると羽黒は両手をタマちゃんの体の下に差し入れて、持ち上げようと試みた。

「す、すべるっ！　花南離はなしやがれです！」

「わわっ、すみません！」

　それはあえなく失敗に終わり、俺と桑田は予想通りの展開に顔を見合わせ、ため息を吐いた。

　ギエナの植物のことがあるにしろ、叶野市を元の状態に戻すために一刻も早くゴールに向かわなければならないのは変わらない。その急ぐ道中で、抱かかえることも出来ないタマちゃんのこの体は少々ネックになる。

「抱だいて運べないなら、どうしたもんかな」

「……タマちゃん、多少窮きゆう屈くつでも我が慢まんしてくれるわよね？」

　思案を巡めぐらせながら呟つぶやく俺の隣となりで、桑田はそんな風にタマちゃんに問いかけながら四次元リュックの中を探さぐり始めた。

「窮屈？　美名人、何を出しやがるつもりです？」

「水すい筒とうですか？」

「いや、さすがに水筒には入りきらないだろ」

　タマちゃんはどこか不安そうに目を点てん滅めつさせながら、羽黒は確実にリュックに入っている物をあげて尋たずねたが、俺は羽黒の予想を否定した。

　それは半分以上、あの四次元リュックからいったい何が出てくるのだろうかという好こう奇き心しんからだったのだが、

「ビニール袋ぶくろよ。この中に入って貰もらって運ぶしかないと思うの」

　桑田が取り出したのは何の変へん哲てつもない、至って普ふ通つうのビニール袋だった。

　俺はほんの少しがっかりしたものの、確かに今この場では、タマちゃんを運ぶのにこれ以上の物はないと理解すると、桑田に一つ頷うなずいてみせた。

「うううー、まさかこんな袋ふくろでお持ち運びされる日がこようとはっ」

　タマちゃんは屈くつ辱じよくを嚙かみしめるように、ゼリー状のその体を震ふるわせたが、拒きよ否ひはしなかった。それはつまり、ゴールに向かう意志はいまだタマちゃんにあるということに他ほかならない。

「タマちゃん、お前をゴールに連れて行っていいんだな？」

　でも俺は、その意志をタマちゃんの口から聞きたくて、芝生しばふに膝ひざを着き、視線を合わせるとそう尋ねた。

「……はい。そこで、ギエナ様の望むモノにならねばならんとしても、タマちゃんはやっぱりもう一度、ギエナ様のところに戻りたいんです。戻らねばならん気がするんです」

　どんな形になればいいのか、そこで迷っていても、ギエナの許もとへ戻りたいというその気持ちは揺ゆらいでいないとタマちゃんは答えて。

「わかった。なら、一いつ緒しよにゴールを目指そう。でもタマちゃん、お前はそこでちゃんと、自分はどんなものになりたいのか、言え。神様になりたくないなら、ギエナにちゃんと言うんだ」

　だから俺はそれだけはタマちゃんに伝えておく。

　タマちゃんは俺の言葉を咀そ嚼しやくするように沈ちん黙もくし、ゆっくりと両りよう眼めを点滅させた後、

「タマちゃんは、ずっとギエナ様の大切なものになりたかった。でも、わからんのです。どうすればギエナ様の大切なものになれるのか……でも、だから、ゴールまで、もう一度ギエナ様の分も、タマちゃんは考えてみやがるです。今はそれで勘かん弁べんしやがれ」

　静かな声を返したのだった。

「それなら俺はなるべく丁てい寧ねいに、壊こわれないようにゴールまで運んでやる」

　結論は出せないまでも考えるというその答えに俺はひとまず納なつ得とくして、そこはしっかりと請うけ合ってやった。

「よろしく頼たのんでやるですよ」

　そしてタマちゃんは頷く代わりに体を震わせたのだった。

「……あ、マスの色が変わったわ」

　と、そこで桑田が、芝生の上に広げられていたすごろくマップを指さして、俺も慌あわててそれを覗のぞき込む。

　新たにそこで黄色に変じていたマスは４つ。日本人がどうも不ふ吉きつに感じる数字を前に、俺はなんとなくこのサイコロを振ったのがかのうのような気がした。

「……いかにも、あいつが出しそうだな」

　俺が呟けば、桑田も頷いて俺達は揃そろって沈黙した。

「よ、四つ葉のクローバーの４ですよ」

　そんな俺達を勇気づけるように羽黒が幸運の象徴シンボルとこじつけて、

「なんか違ちがいやがりますが……そういうことにしておいてやるです」

　タマちゃんはなぜか偉えらそうにそれを受け入れて。羽黒がそれに破顔すれば、桑田も微かすかに微笑ほほえんだ。

　俺もそんな三人を前に気を取り直すと、自分に気合を入れるべく頰ほおを叩たたいた。

　ゴールにはギエナという大問題が待ちかまえているが、すごろくに勝つのも、願いの植物を摘つむのも俺だと決めて、

「よし、とにかくゴールまで近付いてるんだ。あと少し、行くぞ！」

　自分を、みんなを鼓こ舞ぶする声を上げると、次のマス目へ向けて第一歩を踏ふみ出したのだった。
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　走って辿たどり着いた４マス目は、本来ならそこにあるはずのない、叶野学園図書館別館──通つう称しよう別館だった。

　貴人の別べつ荘そうのような洋館は、元は和家の別宅だったそうだが、いまでは叶野学園の多すぎる蔵書を保管する書庫になっている。

　それでも未まだ瀟しよう洒しやな風ふ情ぜいをそのままにしている洋館は、冬よりも青さを増した竹林に囲まれて今日も静かに佇たたずんでいた。

「別館は相変わらず和洋折せつ衷ちゆう、ですね」

　どうやら俺達の知らぬ間に羽黒は別館を訪おとずれたことがあるようで、竹林と洋館の組み合わせをそう称した。

「み、見えんです……空しか見えやがりません。早くここから出しやがれです」

　一方、俺の手て許もとのバケツの中に入っているタマちゃんは、そんな苦情の声を上げた。

　なぜ、いまタマちゃんがバケツの中に入っているかと言えば、途と中ちゆうで溶とけ出して水になった──からではなく、途中で吐はき気けを訴うつたえたからだ。

　俺としては丁寧にかつ軽快にタマちゃんを運んでいたのだが、２マス目をほぼ通過したところでタマちゃんはビニール袋の揺れに耐たえきれず、吐き気を訴えた。

　新しい体でもやはりその三半規管の存在の有う無むが俺には大いに謎なぞだったが、

「いまのタマちゃんは軟なん体たい動物も同然でやがります。だから渦うず巻まき管がぐるぐるでやがるのです……玩具おもちやだけど……うえっぷ」

　タマちゃんは意味不明の説明でとにかく不調を訴え続けた。

　それでは先を急ぐわけにもいかなくなって、俺達はビニール袋よりも安定感のありそうな入れ物を周囲に求め、そこで目に入ったのが叶野市の中では最も広大かつ壮そう大だいな建物──和邸ていだった。

　門一つとっても存在感溢あふれるその屋や敷しきになら、タマちゃんが入る容器もたくさんあるはずだと俺は当たりをつけたわけだが、問題はその門が閉とざされていることだった。

　通常ならば、友人の一人である和家嫡ちやく子し、和彩いろ波はの名を告げて開門を頼めばいいのだが、今日はそれが出来ない。

　だが逆に今日ならば、すごい装置と人材による二つのセキュリティも作動しないことに気付くと、俺は厳いかめしいその門を乗り越こえると決めた。

　そして、運良く庭──その規模は森に近いが──にバケツを見つけるとそれを拝借し、ついでに和家の建物に向けて一礼しておいたのだった。

　その時、庭からは大分離はなれた建物から笑い声が聞こえたような気がしたのだが、多分それは気のせいだろう。

　とにかくそういうわけでタマちゃんはいま、バケツの中にいるのだった。

　ビニール袋よりは格段に居い心地ごこちがいいはずだったが、窮きゆう屈くつな上、視界が限られるのはいかんともしがたいようで、

「わかった。中に入ったらバケツから出してやるから」

　俺はバケツの中のタマちゃんにそう言うと、改めて別館に視線を戻もどした。

　すごろくマップに既すでに浮うき上がっている課題は〈王子の写真集を探し出して、王子語録をタマちゃんが五つ暗唱する〉という、これまでで一番意味のわからないものだったが、探す場所は別館と俺が断定していた。

「鍵かぎは開いているのかしら？」

「開いていれば、俺の推理に間ま違ちがいはないってことだな」

　一歩後ろで桑田が小さく首を傾かしげてみせるのに、肩かた越ごしに振ふり向いてそう言いながら、俺は別館の扉とびら、その真しん鍮ちゆうのノブに手をかけた。

　そうすれば、ノブはいとも簡単に回り、俺達は館の中へと足を踏み入れたのだった。







　人の出入りの少ない別館は今日も少々埃ほこりっぽく、奥の部屋へと向かう廊ろう下かもうっすらと白い。

　元が洋館だった名残なごりなのか、別館が土足で上がって良いことになっているのは俺達にとっては救いだった。ツナギが汚よごれるのはどうでもいいが、靴くつ下したは自前なのだから。

「多加良、早く下ろしやがれです！」

　そんなことを考えていると、バケツの中から再び催さい促そくの声がして、俺はタマちゃんを放つべく、その場にしゃがみこんだ。けれど廊下に積もった埃に俺はある危き惧ぐを抱いだいた。

「ここで這はったら、タマちゃんはモップ状態にならないか？」

「タマちゃんに自由を！」

　しかし、当事者が構わないと叫さけんだので、俺はタマちゃんをバケツからゆっくりと出してやった。

「ふぃー、やっぱり世界は広くていいです」

　バケツの外に出たタマちゃんはわかったようなことを言って、さっそく床ゆかを進んでいく。

「タマちゃんの通った後を歩くといいわよ」

　そして、タマちゃんは予想通りの役目を果たし、桑田はワックスがかかったようになった廊下を歩き出した。

　桑田のアドバイスに羽黒は一いつ瞬しゆん悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、結局桑田のアドバイスに従って歩を進めていく。

「……むぅ、ならタマちゃんは、この足あし跡あとのところを進むです」

　バケツ等の容器に入っていない状態だとタマちゃんの視界は３６０度に近いようで、後から着いてくる二人に気付くと、対たい抗こうするようにそう言った。

「足跡？」

　いつの間にか最さい後こう尾びになっていた俺はタマちゃんの言葉に首を捻ひねり、まだタマちゃんが通過していない廊下の先に目を凝こらした。

　すると確かにそこには一人分の足跡があって、俺は首を捻る。

　別館は学園から遠い二に葉よう地区にある為ため、清せい掃そうは外部の業者に委い託たくされている。でもそれは月に二度だけだからこのように埃が積もるのだが、その足跡は明らかにまだ新しい。

　それに別館の利用は本来許可制で、鍵がなければ入れないはずで──もしやこの先には泥どろ棒ぼうがいるかもしれないと、ふいにそんな考えが脳のう裏りをよぎった。

　そこで俺は先を行く二人とタマちゃんを追い抜ぬくと、第一資料室の扉に手をかけた。

　結果、その推測は幸いにも杞き憂ゆうに終わったのだけれど、第一資料室には思いがけない姿があって、扉を開けたはいいがその場から動かない俺の背後から、

「秋庭君？　何かあったの？」

「また魔ま神じんさんか、かのう様でもいらっしゃいましたか？」

　桑田と羽黒はそれぞれ尋たずねてきたが、俺は二、三度首を振ると二人に道を譲ゆずった。

「なぜかわからないが……尾田がいる」

　二人が中に入ったところで、俺はそう告げて、丁度その姿を確かく認にんした二人もまた驚おどろきに目を瞠みはる。

　元は民家の別館は、書しよ架かの数があまり多くない代わりに四方の壁かべに本を収納出来るように改装されていて、そして、尾田はその本の壁に囲まれて、部屋のほぼ中央に立っていた。

　今日のウォークラリーのコースに別館は入っていない。尾田の性格からしてサボりというのは絶対に無いし、叶野市の時間が止められたところから逆算しても、その時間で別館に辿たどり着いているのは不可能だ。

　尾田との邂かい逅こう自体は喜ばしいのだが、状じよう況きようの不自然さに俺達は首を傾げずにいられない。

「本物の尾田君よね？」

「間違いなく、尾田さんですね」

　一方、桑田と羽黒は尾田を挟はさむように見上げると、互たがいに頷うなずき合い、偽にせ者ものの可能性を否定した。

　しかし、それでも尾田がここにいる理由はやはりわからず、俺達はまるで彫ちよう刻こくを鑑かん賞しようするように尾田の周りを取り囲み、首を捻る。

「多加良……タマちゃんをぶっちぎっていくとは……いい度胸でやがります」

　と、そこに亀かめならぬ軟なん体たい動物の歩みで、ようやくタマちゃんも到とう着ちやくした。モップの役割を果たしながらも、自分の体はほとんど汚れていないという不思議スライムに、

「掃そう除じご苦労……」

　労ねぎらいの言葉をかけつつ足あし下もとに視線を落として、俺はそこにタマちゃんの姿の他ほかに見覚えのある靴くつを認めた。

「こ……れは」

　足下から上へともう一度視線を動かしていけば、その靴を履はいているのは尾田で、けれど尾田が自分の意志でこの靴を履いたとは到とう底てい思えず、俺は言葉に詰つまる。

「おや？　これはマイマイシューズとやらでありやがります」

　そう、タマちゃんが言う通り、尾田が履いていたのは、鈴木が用意していた例のマイマイシューズだったのだから。

「マイマイシューズ？」

　この存在を初めて知った羽黒は、鸚鵡おうむ返がえしに繰り返したが、俺と桑田は揃そろって渋じゆう面めんとなった。

　つまり、ここに尾田がいるのは鈴木の仕し業わざ、というわけだ。その行動の理由に意味があるのか──俺としては意味が無い方に賭かけたいが──わからないが、とにかく尾田がここにいる理由には説明が付いた。

「で、偶然尾田を見つけたってことは、仲間にしていいんだよな？　でもまた、例のアレをやらなきゃならないんだな……」

　そして俺は尾田の合流を喜ぶと同時に、仲間にする為の条件を思い出して、憂ゆう鬱うつになる。

　ゴールまではあと少し、ならばやはりゴールに向けて万ばん全ぜんの態勢で臨みたい──俺は覚かく悟ごを決めると口を開こうとした。

「あの、秋庭君、ちょっと待って」

　でも、そこで俺に制止をかける声があった。

「なんだ？」

　声に応じて、俺は桑田の方に首を巡めぐらせたのだが、そうして見つめても桑田は中々次の言葉を発せずに、口を開きかけては声を飲み込む。

　こんな桑田を見るのは珍めずらしく、これは相当に言い難にくいことなのだろうという見当がついて、俺は胸むな騒さわぎを覚えながら次の言葉を待った。

「……あの、多分言わなくてもいいと思うわ」

　ようやく桑田は口を開いたのだが、幾いく分ぶん省略された言葉に俺だけでなく羽黒も首を傾かしげ、タマちゃんがふるふると震ふるえれば、

「だからその、ナンパしなくても、秋庭君が尾田君の身体からだに触さわるだけでいいと思うの」

　今度は滑かつ舌ぜつ良く、綺き麗れいなアルトの声で衝しよう撃げき的事実を伝えてくれた。

　それでも、俺がその言葉を理解するまでには十数秒を要したわけだが。

「……私の時はよくわからないけど、でも花南ちゃんの時は、秋庭君が花南ちゃんの肩かたに手を置いた時点で花南ちゃん、瞬きをしたわ。だからきっと、言葉は重要じゃないと思うの」

　その間にも、桑田は理路整然と推理を展開してくれて。

「確かに……誰だれかの手が触ったな、と思った後に声が聞こえました、ね」

　それにこくこくと頷きながら桑田の意見に賛成票を投じた後、羽黒はなぜか申し訳なさそうに俺を見て。

　ああ、そうか羽黒、お前も俺のあの恥はずかしい台詞せりふを聞いてしまったんだったな。

　そして、桑田の推理が正しければ、あの台詞は不要なもので、俺に羞しゆう恥ちを味わわさせるだけの、ギエナの策略だったということになる。

「……なら、試ためして、みるか」

　羞恥と怒いかりに少々混乱したまま呟つぶやくと、俺はふらりと幽ゆう鬼きのように尾田に歩み寄り。

　無言で尾田の肩に手をかけて、待つこと一秒。

「……この問題の答えは菊きく衛え門もん商店街だよね、ってあれ？　ええと、これはどんなトリック？」

　寝ね起おきとは違ちがい、尾田は随ずい分ぶんとスムーズに動き出し、驚おどろきながら周囲に目を走らせた。

「……ここは、別館だよね。でも、どうして僕も多加良達もこんなところにいるわけ？」

　尾田は意外と早く自分がいる場所を理解して、至し極ごく当然な質問を俺に向ける。

　だが、俺に答える元気はない。桑田と羽黒に告げた台詞が頭を回り、羞恥でどうにかなってしまいそうだった。あれは意味ある行こう為いだと理解していたから何とか耐たえられたんだっ！

「……多加良？　あの、どうして多加良はこんなに赤面しながら、うちひしがれてるのかな？」

「後ろ姿を見てナンパしたらそれが自分の身内だった……みたいな感じでありやがりますかね」

　頭を抱かかえてうずくまる俺に代わって、確かに羞恥レベルでは近いたとえをタマちゃんがするのが聞こえて、

「…………最近のスライムは凄すごいね」

「尾田君……とりあえず私が説明するわ」

　冷静にタマちゃんに驚く尾田に桑田が説明を買って出る。

　そして、尾田が桑田から事情説明を受けている間中、俺は羞恥を嚙かみしめ、ギエナに拳こぶしを見み舞まう数と理由を一から数え直したのだった。







「……多加良のナンパ、見たかったなぁ」

　桑田はそこをぼかして話してくれたのだが、タマちゃんと羽黒がうっかり漏もらしてくれた為ため、結局それは尾田の知るところとなった。

　故ゆえに、これまでの経けい緯いと事情を聞き終えた尾田は人の悪い笑えみを浮うかべながら、まずそう言い、肩を震わせた。

「尾田、忘れろ。全員忘れろ。俺も忘れる」

　俺はこめかみをひきつらせながら、尾田から順に全員の顔を睨ねめつけ、そう宣告したのだった。

　忘れる──俺の導き出したシンプルな解決法に、尾田達から反対の声は上がらなかったのだが、

「……タマちゃんだったらあんな面おも白しろいもの忘れられんですけど」

　約一名、問題発言をしてくれて。

「わ・す・れ・ろ」

　しかし、もう一度、全身に殺気を漲みなぎらせて言えば、ぶるぶるとそのゼリー状の体を震わせ、タマちゃんも俺の言葉を十分理解してくれた。

「……命が惜おしかったら忘れるべきだね」

　そうすれば、一度は頷うなずいたはずの尾田までも掠かすれた声で呟き、それに桑田と羽黒まで頷き返すのが見えたのだが──俺は、みんなを信じていいんだよな？

　俺が僅わずかな疑問を込こめてその顔を見れば、尾田はなぜか目を逸そらし、

「それで、僕もやっぱりそのツナギを着なきゃいけないのかな？」

　話題を変えた。下手につつけば藪やぶから蛇へびが出てきそうな気がして、俺はその方向転てん換かんに従うことにする。

「こっちもギエナの悪ふざけっていう可能性は高いけどな」

「ギエナ様、そういう冗じよう談だん好きでやがりますからね」

　俺が首を傾かしげると、タマちゃんもそんなことを言って、尾田はどうしたものかと困こん惑わくの表情を浮かべた。

「けど、ツナギの方は否定する理由が無いから、着き替がえた方が無難じゃないかしら」

　けれど、桑田がそう言えば、尾田は少し思案した後、それに頷いたのだった。

「ということは、タマちゃんに出していただかなければいけないということですよね……でも、今度はどこから出すんですか？」

　恐おそらく羽黒はずっとタマちゃんの口の在あり処かを知りたいと思っていたのだろう、尋たずねるその瞳ひとみは無む邪じや気きかつ好こう奇き心しんに溢あふれている。

「どこから出すって？」

　さすがにそこは説明を受けていなかった尾田は、不思議そうに首を傾げたが、俺もその問いには答えられない。

「秋庭君、滑すべり止めつきの軍手ならあるわよ」

　だが、桑田がリュックから出した軍手を受け取ると、俺は考えを決めた。

「なら……実じつ践せんあるのみだな、タマちゃん」

「なるべく低空で……慎しん重ちようにやりやがれです」

　俺が言えば、タマちゃんは既すでに覚かく悟ごを決めていて、鈍にぶく目を光らせながらそう答えた。

「じゃあ、いくぞ」

「おうっ！　かかってきやがれですっ！」

「だから、何なの？」

　そして、戸と惑まどう尾田の前で俺は手て袋ぶくろを嵌はめると同時にむんずとタマちゃんを摑つかみ、上下に振ふったのだった。







「……どこにお口があるのか見えませんでしたね」

「ああ、うん。でもどうでもいいんじゃない」

　着替えを終えて部屋に戻もどってきた尾田は、羽黒の呟つぶやきになおざりな、どこか不ふ機き嫌げんな声で返した。見れば声だけでなく表情も心なしか機嫌が悪そうなそれで、俺はいったい何があったのかと眼まな差ざしで問う。

「ジャージのポケットにさ、こんな物が入ってたんだよ」

　すると尾田は手に握にぎっていた請求書かみを俺達の前に突つき出して見せてくれた。

　手書きの請求書の宛あて名なは〈叶野学園高校生徒会〉、そして請求者は〈マイマイ人力車タクシー・鈴木朔〉。金額は７００円。

　そこで俺は瞬しゆん間かん的に、鈴木の一連の行動と最終目的を理解した──小こ遣づかい稼かせぎの不法請求、であったと。

「……鈴木、次に会ったら必ず仕留める」

「うん、その時には僕も全力で加勢するから」

　拳を握り締しめながら俺が誓ちかえば、尾田は声だけは穏おだやかに、でも少しも笑っていない目でそう言った。

「……実は一番怒おこらせたらいかんタイプでやがります」

　それを見たタマちゃんはかなり的確に、尾田の性格を見み抜ぬき、俺はその台詞せりふにこっそり頷くと、

「……じゃあ、とにかく王子とやらの写真集を探すとするか」

　今度は俺が話題を変えて、みんなを促うながす。

「あ、それなんだけど、その王子は多分……」

「はい、じゃあまずは動物の本のところですよね」

　と、尾田と羽黒はほぼ同時に口を開いたのだが、尾田の声は羽黒の謎なぞの台詞の前に殆ほとんど俺の耳に入らなかった。

　王子の写真集で、どうして動物の本に話が繫つながるのだろう──その特とく殊しゆな思考回路を前に、俺だけでなく桑田も理解出来ずに困惑を浮うかべ、タマちゃんもまた黙だまって目を点てん滅めつさせる中、

「いや……いやいやいや羽黒さん。これは高度過ぎて万ばん人にんには理解されないボケだよ。王子＝白馬の王子、うん、ここまではまだオッケー。でもそれを実際に白馬＝動物って結びつけるのは、ボケの神は許しても突っ込みの神が許さないから」

　尾田だけがそれを理解し、冷静な解説をしてくれれば、ようやく俺達にも伝わった。

「そ、そうですか。すみません」

　そして、尾田の背後に突っ込みの神を見たように羽黒は目を伏ふせ、素す直なおに謝罪する。

　そんな二人を交こう互ごに見ながら桑田はごく微かすかに笑えみ、俺はやはり羽黒の突っ込み役は尾田に限ると、その存在に感謝して、それから、改めて尾田に水を向けた。

「……それで、尾田は何を言おうとしたんだ？」

「ああ、うん。探すのは王子語録のある王子写真集なんだよね？」

　逆に確かめるような問いを寄よ越こされて、俺が頷けば、

「それなら、心当たりがある」

　尾田はため息混じりにそう言った。

　俺達にとってそれは朗報に他ほかならないというのに、尾田の表情はどうも芳かんばしくなく、俺は首を傾げた。

「なんだ？　何か問題のある本なのか？」

「いや、そうじゃなくって……その本に見当がついた自分が悲しくなっただけだから」

　ギエナのことだからそんな可能性もあると思って俺が言うと、尾田はどこか遠い目をして首を振る。

「……とにかく僕は第二資料室に心当たりを探しに行くから、みんなも一応王子ってタイトルのつく本を集めておいてよ」

　そのまま、それ以上の追つい及きゆうを避さけるように尾田が踵きびすを返せば、俺もその背中を追うわけにはいかず、ひとまず尾田に従うことにする。

「じゃあ……俺とタマちゃんは補修室を見てくるから、桑田と羽黒はこの部屋を頼たのむ」

　すぐにそう割わり振りを決めると、俺は早さつ速そくタマちゃんを伴ともなって、補修室へと足を向けたのだった。







　別館の補修室はその名の通り、ページの剝はく落らく等、傷いたんだ図書を修復する為ための一室だ。

　修復は時間を見ては図書委員が行う他、資料的価値が高いものは本職のボランティアに頼たよっていると聞く。この部屋の机の上に載のっている本も殆どが修復待ちなのだろう、たくさんの人の手を経た風ふ情ぜいが漂ただよっていた。

　でも四方の壁かべはやはり本の収納にあてられていて、

「あの部屋も、この部屋も、ここは本だらけでやがりますねぇ」

　机の上に放たれたタマちゃんは、実際の数以上に見える本に、感かん嘆たんの声を上げる。

「こんなに本を見るのは初めてか？」

　本の壁の一画に向かい、タイトルを追いながら、俺はタマちゃんに声だけで尋たずねた。

「ん？　初めてではありやがりませんよ。確か前にギエナ様と、どっかのばかでかい図書館に潜せん入にゆうしたことがありやがります」

「図書館に潜入？　何の為に？」

「そんなの、ギエナ様が本を読む為に決まってやがります」

　ギエナと読書という行こう為いが結びつかなくて俺はそう尋ねたのだが、タマちゃんは至し極ごく当然といった口調でそう答えてくれた。

「本を持ち歩かれるのは嫌きらいなので、一度図書館に立ち寄ると長かったですよ。だから、あのばかでかい図書館で迷子になった時はやばかったです。タマちゃんは三日も彷徨さまよったです……」

　タマちゃんはそのまま語り続け、その口調は前世の記き憶おくというより、自分のことを語っているようだった。

　俺は読書するギエナ像よりもそっちに違い和わ感かんを覚えたのだが、タマちゃんの声は嬉うれしそうで、話に水を差すことは出来なかった。

「そりゃ大変だったな」

「はい。でも、ちゃんとギエナ様はタマちゃんを見つけてくれやがったですよ」

　代わりに相づちのような言葉を向ければ、やはりタマちゃんは嬉しそうに答えて、肩かた越ごしに振ふり返って見たその目はピカピカと光っていた。

「そうか……そういえばタマちゃんとギエナはどこで出会ったんだ？」

　一方が玩具おもちやであることを考えると、少しおかしな言い回しかもしれないが、次いで俺はタマちゃんにそれを訊きいてみる。

　ギエナのことを知りたいと思ったら、タマちゃんの前世の記憶に依よるのが一番良さそうで、そして今がその好機だと思ったから。

「……瓦が礫れきの山でやがります」

「瓦礫の、山？」

　そうして、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後返された言葉は、何だか暗い響ひびきを持っていて、俺はその台詞せりふをそのまま繰くり返しながら、タマちゃんの方へと体ごと顔を向けた。

「瓦礫の山で……朝日の中で、タマちゃんはギエナ様に拾われたんです。この目の色が左右で違ちがうのは、片方はその時ギエナ様に貰もらったからでやがります。タマちゃんはその時、再び物としての命を得たんです」

　そうすればタマちゃんはゆっくりと、ワルツのリズムで両りよう眼めを点てん滅めつさせながら、どこか夢の中にいるようなとても幸せそうな声で、その出会いを語ってくれて。

「再び命を、か」

　俺はその言葉を嚙かみしめるように繰り返してみた。

　それは俺達人間にとっては不可能なことだが、タマちゃんのような玩具であれば言い得て妙みような台詞だった。

　ここにある本のように人の手で修復されて、また人の手に戻もどっていく……そうして新たに読まれることは、本にとって蘇よみがえり、息を吹ふき返すことと言っていいだろう。

　と、そこまで考えて、俺は何となく頭にひっかかるものを覚える。

「でもギエナは……壊こわれた物はいらないっていう主義じゃなかったか？」

　タマちゃんの両眼の色が、話に語られる前世と同じように色違いであるのも気にかかっていたが、俺はまずそこを尋ねた。

「そうでやがりますよ。壊れたら捨てられます。でも、壊れなければギエナ様のポケットにいられます。だからタマちゃんは長い間ギエナ様と一いつ緒しよにいました……それでもタマちゃんは大切なものにはなれんまま、壊れてしまいやがったんですよ」

　するとタマちゃんはふるふると体を揺ゆらしながらまず肯こう定ていし、更さらに続ける声はやがて沈しずんでいったけれど。

「……俺はタマちゃんは十分ギエナに大切にされていたと思う」

　今の話を聞いて感じたままをタマちゃんに伝えた。

「多加良は何も知らんのに何を根こん拠きよに言いやがります？」

　でも、確信を持って俺が告げた台詞に、タマちゃんは声を尖とがらせて、けれどどこか期待するような声こわ音ねで聞き返す。

「壊れるその日まで、タマちゃんはギエナと一緒だったんだろ。つまり……タマちゃんの体が少しくらい壊れても直してくれたってことだろう？　他ほかの玩具はどうだった？」

　直してまでも使いたい物、傍そばに置いておきたい物、それはもうその存在に代わる物がないからで、大切な存在だからに違いないと思って、俺は問う。

「確かに……他の玩具は少し壊れたらポケットから出されたり、どっかのお子様にあげたりでした、けど」

「ほら……タマちゃんはどこにもやれない、大切な存在だったんだ」

　俺は子どもに言い聞かせるように、タマちゃんに繰り返したけれど、

「でも……あの日、タマちゃんはギエナ様がつけてくれた羽で飛べると思って……ギエナ様が空を飛んでいる時に、ポケットから出て飛ぼうとして……壊れました。それでギエナ様とはお別れでした。ギエナ様はワタシを忘れてしまった」

　タマちゃんは悲しい声で自分の最後を語ると、その時のことを思い出し、ぶるぶると声と体を震ふるわせた。

　そうして、その嫌いやな記憶を振り払はらいたいというように、タマちゃんはテーブルの上を移動し始める。

　俺はそんなタマちゃんを無言で見つめながら思案する。

　タマちゃんが自分を大切なものだと認められないのはギエナからそう言って貰った記き憶おくが無いからとして、でも、ギエナはきっとタマちゃんを大切に思っていたはずだ。

　けれど、タマちゃんは壊れてしまった。ギエナの手の中にもポケットの中にもいない。

　だからギエナは壊れないものが欲しいと言う──大切なものを持って、失ったことのある奴やつでなければ、そんなことは思わないはずだ。

　でも、そうして一から作ったところで、新しく手に入る玩具はギエナが大切にしていたものとは違うというのに。ギエナはどこか無意識にその二つをイコールで結んでいる気がする。

　その一方で、タマちゃんには前世の記憶がある。ギエナが前世のタマちゃんを取り戻そうとしているのならともかく、神を創造している、のならば何かがおかしい。

「ん？　この絵、ギエナ様に似てやがります」

　と、俺の思考が袋ふくろ小こう路じに入ったところで、タイミング良く声が上がり、見ればタマちゃんは一冊の本の上で動きを止めていた。

　タマちゃんが一生懸けん命めいに見ている本は千夜一夜物語を現代風にアレンジした娯ご楽らく小説で、その表紙にはどちらかというと漫まん画が風の、褐かつ色しよくの肌はだの青年が描えがかれていた。

　これは多分主人公であっても魔ま神じんではないと思うのだが、

「読んでやろうか？」

　先さき程ほど思い出した辛つらい記憶の気分転てん換かんになるかと思って俺は問いかけた。

「……見るだけでいいです。どうせ、本当のギエナ様の姿は書かれてないんですから」

「……それはまあ、創作だからな」

　しかし、タマちゃんから返ってきた声はむすっとした、どこか怒おこっているようなもので、俺は少々戸と惑まどいながらそう言った。

「本に書いてありやがる魔神の仕事はお金を出したりお城を建てたりそんなんでしょう」

「ああ、確かに。あとはお姫ひめ様を連れてきたり？」

　昔読んだおとぎ話と、いつか見た映画の魔神の姿を思い出しながら、俺はタマちゃんの言葉に言い足した。

「そんなことをギエナ様に頼たのむ人間はいなかったです。人間は色々な物を壊せと言いやがったですよ。誰だれかの家や国……大切にしているものを。それを叶かなえるのがギエナ様の仕事ですから、やりました。でも……ギエナ様はいつも悲しそうでした」

　タマちゃんは自身の言葉も俺の言葉も即そく座ざに否定すると、タマちゃんの知る魔神の仕事について語ってくれた。

　俺は今更ながら、魔神は本来人間に呼び出される存在だということを思い出し、束つかの間その姿をかのうに重ねてしまった。そうすれば、身体からだのどこかがちくりと痛んだ気がしたけれど、気付かない振ふりをして。

「……だからギエナ様は、自分で何かを作るということをしなかったですよ。自分の手は壊すの専門だと言ってやがりました。タマちゃんを抱だいてくれた手は……とっても大きくて優やさしい手でやがりますのに」

　タマちゃんの言葉に俺は静かに耳を傾かたむけた。涙なみだこそ無いけれど泣いているその声に。

　俺はギエナが大切なものを──自分がそれを有することを認めない気持ちがほんの少しだけわかったような気がした。

　それと同時に、俺はギエナの手が大切なものを抱くようにしていた瞬しゆん間かんを思い出して、

「なあ、前世のタマちゃんはどんな姿だったんだ？」

　思いつくままにそう問うていた。

「姿……形、でやがりますか？」

　するとタマちゃんは多少呆あつ気けにとられたように、瞬まばたきの代わりにピカピカと目を光らせた。

　そして俺が頷うなずけば、タマちゃんは考えるようにスライム状の体の輪りん郭かくを震わせた。

「確か耳があって、まるい尻尾しつぽもあって……」

　記憶を探さぐるように呟つぶやきながら、タマちゃんは更に体を震わせ──やがてその輪郭が揺ゆらぎ始めて、俺は目を瞠みはる。

　ゼリーの様なタマちゃんの体が、一瞬まるで別物のぬいぐるみのような形をとったことに驚おどろいて。

「なっ……タマちゃん、お前」

　だが、俺が声を上げた途と端たん、びっくりした所為せいかその形は崩くずれて元に戻もどってしまう。

「なっ、なんでやがります？」

「いや……いま一瞬、タマちゃん、スライムじゃなくなってたぞ」

「ええっ？　ほ、本当でやがりますか？」

　俺が言えば、タマちゃんは無意識だったらしく、同じように驚きで返す。

　俺はあの竜たつ巻まきの中でのみ、タマちゃんの姿は変化すると思っていたからそこにまず驚いたのだが、落ち着いてみると、その変化が記憶を探りながらだったという点の方に、次し第だいにひっかかりを感じ始めていた。

「……多加良、タマちゃん。王子の写真集見つかったんだけど」

　だが、その見えない何かを自分の方へと引き寄せようとした瞬間、部屋の扉とびらを開けて、尾田が顔を出したのだった。

　尾田に罪は無いのだが、その瞬間、何かがまた遠くに行ってしまった気がして、俺は小さくため息を吐ついた。

「ごめん……何か邪じや魔ました？」

　尾田はそれで察したらしく、申し訳なさそうな顔でこちらを見たが、俺は首を振っておく。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。それで、どんな写真集なんだ？」

「……落語界の王子の写真集だけど」

「これで間ま違ちがいないように、思います」

　俺が問えば、尾田の後ろから桑田と羽黒も顔を出し、代わる代わるそう言ったけれど、どうも複雑な表情をしている。

「落語？」

　そんな二人の様子を怪け訝げんに思いながら、俺がその単語を繰くり返すと、

「うん……悠ゆう久きゆう亭てい騎き馬ばっていう名人の若い頃ころの写真集なんだ」

　尾田は白黒の、少々表紙のすり切れている写真集をテーブルの上に置いた。

　斜ななめ左からアップで撮とられた壮そう年ねんの男性が表紙の写真集には『落語界の王子　悠久亭騎馬　紳しん士し語録』というタイトルが勘かん亭てい流文字で記されていた。タイトルだけ見れば、これはかなり課題に則していると思われる。

　ただ問題をあげるとしたら、件くだんの落語家が王子と言うより、馬に近い顔をしていることで、恐らくそれが桑田達の浮うかない表情の理由だろう。

「ある意味、花南は正しかったですかね？」

　タマちゃんが写真集の上に乗りながら、なんのてらいもなくそう言ってくれたが、他ほかの誰もそれに答えなかった。

「とにかく、タマちゃんにこの紳士語録を暗唱させるのよね」

「ああ。選ぶ五つはこっちの判断でいいんだろうし」

　すごろくマップに特に注文が記されていないのを確かく認にんすると、俺はタマちゃんを脇わきに寄せて、ぱらぱらと本を開くと適当なページで指を挟はさんだ。

「じゃあ、一つ目だ。タマちゃんよく聞けよ」

「わかってやがりますよ」

　俺が声をかければタマちゃんの目は既すでに俺を見ていて、俺は早さつ速そくそれを読み上げた。

「『男なら百万本のバラよりも、愛しているの一言で女を堕おとしてみせろ、俺のように』」

「男なら百万本のバラよりも、愛しているの一言で……女を堕としてみせろ、俺のように」

　含がん蓄ちくがあるようで無い言葉を俺が読み上げれば、タマちゃんは素す直なおにそれを繰り返した。それから、暗記するためにそれをそのまま何度か呟き繰り返す。

「……こんな写真集がなんで別館にあるのかしら？」

「聞いていて、恥はずかしいだけですね」

　案の定、桑田と羽黒、二人の女子に語録は不評で、尾田は肩かたを竦すくめると、

「昔は大人気だったんだよ、騎馬師し匠しよう……未いまだにかっこいいって言う人も一人いるし」

　前半は呆あきれた様な声で、後半はわずかに険のある声でそう言って。

　俺は、この写真集の存在をなぜ尾田が知っていたのか問うのはやはり止やめておこうと決めた。

「タマちゃん、次いいか？」

「おうですよ！」

　その代わりに俺は、タマちゃんに暗唱させることに専念したのだった。







　そうして、思ったよりも順調にタマちゃんは四つ目までを暗記していって、残る一つを俺は読み上げた。

「『この世の全すべては神の玩がん具ぐだ。けれど神よ悲しかろう。その玩具であなたは遊べない。あなたには心が無いのだから』」

　それは、今までのどこかふざけた、軽けい薄はくな語録とは一線を画していた。

　見れば隅すみに但ただし書きがあって、そこには「魔ま神じんが爪つめ痕あとを残したような戦場を見て」と書いてある。

「……ふざけんじゃないです。ギエナ様に心が無いわけがありやがりません！」

　そして、次の瞬しゆん間かんタマちゃんは怒いかりを露あらわにして叫さけんでいた。

　その声の強さと大きさに、羽黒と尾田は思わず肩を震ふるわせた。

「タマちゃん、落ち着け」

「落ち着けませんっ！　だってギエナ様には心がありますよ！　楽しいこととふざけることが好きで寂さびしがり屋で、それから多分人間も好きでやがります。でも壊こわすのは……嫌きらいです。だからギエナ様は……作る手に憧あこがれてやがりました」

　ギエナを名指しているわけではないのに、タマちゃんは烈れつ火かのごとく怒いかり叫び、やがて泣きそうな声になって、ようやく言葉を途と切ぎれさせた。

　そして俺はやっぱり、と思う。

　こんなにもギエナの為ために怒り、ギエナの為に悲しむ存在が、大切にされていなかったわけがないと。

　たとえ形は失われてしまっても、忘れようとしても忘れられないはずだ──胸の中に、その姿はきっと記き憶おくという形で刻まれてしまうのだから。

「タマちゃん……お前はどんな姿になりたい？」

　タマちゃんの体をそっと撫なでながら、俺はさっきとは少し違う形で問いかけてみる。

　タマちゃんはもうそれをわかっている気がした。

　多分、タマちゃんの願いはギエナのそれなのだから。

「……タマちゃんは、戻もどりたいです。ギエナ様のポケットにいた時のあの形に。ギエナ様は寂しがり屋だから、タマちゃんはいつでも胸のポケットにいてあげたいんです」

　訥とつ々とつと答えるタマちゃんの声に俺達は耳を傾かたむけ、じっと見つめていた。

　そうすれば、つい先さき程ほどと同じようにタマちゃんの体の輪りん郭かくは震え始め、何か別の形を形成しようというように、うねり縦横へと伸しん縮しゆくを始める。

　尾田も羽黒も桑田もその様子に思わず息を吞のむが、誰だれも目を逸そらさなかった。

　タマちゃんが一生懸けん命めいにその形を取り戻そうとしているのがわかって、でも俺達には見守ることしか出来ないとわかっていたから。

　そうして、タマちゃんはその形をとる。小さな、掌てのひらに乗る大きさのソレの形を。

「ああ……この姿は、前のタマちゃんと同じです。やっと、戻れた感じがしやがるです」

　タマちゃんは左右色違いの目でその体を確かめると、どこか惚ほうけたような、安あん堵どの声で呟つぶやいた。

　その姿を見て俺は、タマちゃんがこの姿になった理由を改めて推測してみようと思ったのだが、

「なんか今の……スローモーションっていうか巻き戻しの映像を見てるみたいだったね」

　その前に、そんな尾田の声が耳に届いて。穏おだやかにタマちゃんを見つめるその横顔を振ふり返ると同時に、俺はようやく理解した。

「そうか……巻き戻し、か」

　どうしてタマちゃんが段々と記憶を取り戻してきたのか、なぜいま、以前の姿を取り戻したのかが、その一言で納なつ得とくできた。

　俺はギエナの言葉通り、タマちゃんは成長し、姿を変えているのだとばかり思っていた。そしてギエナは、以前のタマちゃんの代わりとなる、壊れないものを求めているのだと。

　でも、それはやっぱりタマちゃんにはならないとギエナも無意識に気付いていたのかもしれない。

　ならば、ギエナが真に求めたのは、新しいタマちゃんではなく、以前のままのタマちゃん。

　卵の中で、竜たつ巻まきの中でタマちゃんは成長しようとしていたのではなく、元に戻ろうとしていたのだ。

　つまり、ギエナの望みは壊れない神の創造、などではなく、大切なものを再生すること──壊れた形と心を徐じよ々じよに取り戻していくことだった。

　ようやく納得する答えに行き着いて、俺はパンと手を打った。

　するとタマちゃんはさっきと同じように驚おどろいたのか、またスライム状に戻ってしまい、

「……やっぱりまだ、完成してないから、戻ってしまいやがりましたか？　それとも……ギエナ様の望む姿とは違ちがうからですか？」

　俺の表情が晴れたのとは逆にタマちゃんは体を震わせて、不安げに声を曇くもらせる。

「完成というか……再生を終えるにはやっぱりゴールに入る必要があるんだろうな。でも……ギエナの望みは間違いなく、いまのタマちゃんの姿だ」

　細かい説明は後回しにして、俺はとにかくタマちゃんにそう告げた。

「……本当、でやがりますか？」

　俺が見下ろせば、半信半疑で、でもその半分の可能性に縋すがろうとするような声で、タマちゃんは俺を見上げて。

「ああ。タマちゃんはきっと、ギエナの願いそのものだからな」

　俺がそれに頷うなずけば、

「魔神の願いがわかったの？」

　桑田を始めとして、三人は揃そろって俺に問う眼まな差ざしを向けた。でも、その目はタマちゃんとは対照的な確信に満ちていたけれど。

「ああ……タマちゃんはギエナの大切なものになりたいんだよな？　もう一度あの姿で、ギエナに大切だって言って欲しいか？」

　俺は三人に一いち瞥べつをくれてから、もう一度タマちゃんの意思を確かめる。

「……はい、です」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、タマちゃんは静かな、でも強い声を俺に返して。

「だったら、それが魔ま神じんの願いだ。タマちゃんだけが叶かなえられる、な」

　だから俺は、真っ直すぐにタマちゃんを見つめ、それを伝えることが出来た。

「巻き戻しって……そういうことか」

「そして、タマちゃんの願いを裏返して考えればいいのね」

「だったら、あとはゴールで魔神さんに会うだけですね」

　尾田達は、それで俺の考えを概おおむね理解してくれて、俺は自分の大切な存在を改めて感じて、そこにいてくれることを嬉うれしく思った。

「多加良……もし、ギエナ様の願いが叶わなくて、願いの植物とやらが咲さかないと……どうなりやがります？」

　でも、その大切な奴やつが素す直なおじゃない上に、傍そばにもいないタマちゃんが不安になって尋たずねてくるのも無理はなかった。

「眠ねむり続けることになる。死にはしないけれど……それは、目覚めることのない眠りだ」

　それを告げるのはいつも気分が重く、たった一人、眠り続けるあの女ひとのことを思い出してしまうけれど、俺はタマちゃんにきちんと告げた。ギエナは魔神という人外だから、その眠りに堕おちるまで人に比べれば猶ゆう予よはあるかもしれないが、その成長速度を見ると絶対とは言い切れない。

「それは、絶対にいやです。でも……タマちゃんに本当にギエナ様の願いを叶えられますか？」

　タマちゃんは首を振る代わりに全身を横に揺ゆらして、ギエナが眠り続けるという結末を拒きよ否ひする。でも、それでも自信が無いと俺に問うて。

　だったら、ほんの少し足りないその自信を補ってやるのが俺の仕事だろう。

　タマちゃんがどれ程ほど慕したっていても、俺とギエナは仲良くなれないだろうが、それでも、俺は願いの植物を摘つむのだから。

「だったらタマちゃん、いまから少しの間、ギエナよりも俺を信じろ。そうしたら、絶対にタマちゃんはギエナの願いを叶えられるから」

　俺は強い声でタマちゃんにそう告げた。

「相変わらずの自信だね」

　そうすれば、ことの成り行きを見守っていた尾田は苦く笑しようして。

「でも、信じるに値あたいするわよ」

　桑田もまた僅わずかに口元を緩ゆるめながらタマちゃんに大きく頷いてみせて。

「タマちゃん、わたしも秋庭さんを信じますから、タマちゃんも信じましょう！」

　羽黒が無理矢理タマちゃんの手──とは限らない体の一部──を握にぎってそう言えば。

「……わかりやがりましたよ。仕方がないからタマちゃんは多加良と……愉ゆ快かいな仲間達を信じてやるです」

　タマちゃんはいつもの口調で言いながら、ピカピカとその目を光らせたのだった。
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『大切なものっていうのは、無くして初めてそうだったと、気付くのさ。でも、そうやって気付けた時は、案外まだそれは自分の手の中にあるのかもしれんよ』

　タマちゃんが改めて選び、暗唱した五つ目の言葉は俺の胸にも深く刻まれた。

　そして、課題は見事クリアとなり、俺は渾こん身しんの力を込こめて通算９投目となるサイコロを振ふった。

　そこで出た目は６。けれど、残るマスは５。

　余る１マスをどう処理するのか、或あるいはさせるのか、考えながら俺達はゴールの叶野学園へと全力で疾しつ走そうした。

　最後の難関は隆りゆう起きしてしまった叶野学園までの道みち程のりを上ることだと途と中ちゆうまで俺達は考えていたが、ギエナがスロープを用意してくれていた為ため、それは杞き憂ゆうに終わった。ただし、かなり傾けい斜しやのきつい坂道スロープだったが。

　前のめりになりながら、俺達が懸けん命めいに上る間、バケツの中のタマちゃんはかなり揺れたはずだが、もう弱音を吐はいたりしなかった。

　そうしてやっと見えてきた叶野学園の門の上では、七色の髪かみに褐かつ色しよくの肌はだの魔神が既すでに俺達の到とう着ちやくを待ちかまえていた。

「さあさあ、走れ走れ！　オレサマの為に！」

　最前の遣やり取りなどすっかり忘れた様子でギエナは腕うでを大きく、ぐるぐると回しながら俺達を煽あおる。

「ギエナ様……元気そうでやがります」

「そうね。でも願いが叶ったら、もっと楽しそうに笑うんじゃないかしら」

　タマちゃんがバケツからはみ出しながらその姿を確かめれば、桑田はそう言い、

「だと、いいです」

　タマちゃんは短く応じると、再びバケツの中に身を沈しずめた。

「あれが魔神か……ほんとに多加良やタマちゃんから聞いた通りだね」

　尾田は自分の着ているツナギとギエナのそれを見比べながら、納なつ得とくした顔でそう言って、羽黒はそんな尾田に苦く笑しようで応こたえた。

　その間にも俺達は確実にゴールに近付き、ギエナの姿は大きくなっていく。

　ギエナの目的はタマちゃんの再生だと当たりはついたが、ギエナ本人が無自覚なままで俺達が上がりの叶野学園内に入れば、タマちゃんに何が起こるかわからない。だから、タマちゃんはひとまず安全圏けん内ないに置いてギエナと話をさせようと、ここまでで決めていた。

「あと少しでゴールだ。とにかく、ぎりぎりまでタマちゃんは学園内に入れない方向で頼たのむ」

　それをもう一度告げれば、皆みなしっかりと頷うなずき返してくれた。

「イシシシ！　ほーら、ゴールはここじゃん！　早く来いよ！　でもってオレサマは壊こわれないモノを手に入れるっと」

　けれどギエナは俺達のそんな算段は知らない様子で、魔ま神じんというより道どう化け師しのように、門柱の上で逆立ちをしたりして、いまかいまかと俺達を待ち構えている。

「こんなにでかいゴールが、見えてないわけないだろっ！」

　そして俺はギエナに大声で叫さけび返すと、タマちゃんの入ったバケツを桑田に預け、一人学園内に足を踏ふみ入れた。

「イシシシ！　ゴールイン、おめでと……うぅぅ？」

　ギエナは俺の足が門を越こえたと見ると同時に、門柱から身を躍おどらせ空中でくるりと回転しながら着地を決めたが、その祝いの言葉は肩かたすかしを食くらったように途中で途切れた。

　ついでに本当に肩すかしを受けたようにギエナはその場でたたらを踏んだが、さすがにみっともなく転ぶことは避さけた。

　そして、体勢を立て直すと同時にギエナは、再び門の外に出た俺のつま先から頭までを睨ねめつける。

「多加良、どういうつもり？　説明次し第だいでは、オレサマかなりご立腹じゃん？」

　顎あごの辺りを撫なでながら問いかけるギエナのつま先は、ダンダンと地面を叩たたいて、俺はギエナの中に先さき程ほどの怒いかりは苛いら立だちとなって残っていることに気付いた。

　だが、俺はそれに気け圧おされず正面からギエナを見返してやった。俺に疚やましいところはないし、何より怯ひるんでいる時間は無いとギエナと対たい峙じした瞬しゆん間かんに悟さとっていたから。

　ギエナの植物はもう蕾つぼみをつけていた。それも小さくはない大きさの蕾を。

　この急成長の理由が、ギエナが神であることによるのか、もっと別の要因によるものなのかはわからない。ただ何にせよ、ギエナの植物を開花させる機会は、今、なのだろう。

　自分や仲間をそれと見立てたくはないが──いまこの時、駒こまは揃そろっているのだから。

「俺達はすごろくのルールに従っただけだ」

「すごろくのルール？　お前らがさっき出した目は６じゃん。んで、この５マス目で上がりじゃん」

　そして俺がそう告げると、ギエナは首を傾かしげ、やはり想定内の理り屈くつと胡う乱ろんな目を向けてきた。

「確かに出た目は６だ。でも俺達はまだ５マスしか進んでいない」

「こういう、賽さいの目め通りに上がりにならない場合は、余り目の分だけ戻もどるのがルールです」

　そこで俺はギエナに厳然たる事実を告げ、尾田が補足を加えれば、ギエナは、目め許もとを歪ゆがめ、俺と尾田を交こう互ごに見た。
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　実際もっと厳しいルールだと、すごろくは賽の目通りに上がりにならない場合、振り出しに戻るらしいのだが、ここは叶野市ローカル仕様ルールを採用してギエナに伝える。

「いいじゃん、そんなの無視で。オレサマのすごろくなんだから、オレサマが上がりって言えば上がりじゃん？」

　しかしギエナは軽く肩を竦すくめるとそう言い、自分勝手なルールを通そうとする。だが、ギエナがそう主張するだろうこともまた予想の範はん囲い内だったから、

「ルール違い反はんは無しと最初に言ったのはお前だろ。だから俺達はもう一回サイコロを振ふる」

　ギエナ自身の言葉を盾たてにこちらも譲ゆずるつもりは無いと俺が言えば、後ろで尾田達も頷いて、ギエナの表情はより一層、不ふ機き嫌げんなものに変わる。

「多数決だったらオレサマ圧あつ倒とう的に不利じゃん。だって多加良はいつの間にか仲間を増やしちゃってるんだからさぁ」

　そうして、門の内側なか、右へ左へ行ったり来たりしながら、ギエナは次第に声こわ音ねを下げていき──その足をふいに止めた。

「オレサマは準備万ばん端たんで待ってたっていうのに、ひどいんじゃん？」

　そしてギエナは回転するように身を翻ひるがえすと、そこで腕を伸のばし、何もないはずの空間から、ばさりと何かをはぎ取った。

「……椅い子す？」

　次の瞬間、その場所には羽黒が呟つぶやいたように、一見椅子でしかない物体が現れていた。

　背もたれもハンドレストも柔やわらかそうで、内側に丸みを帯びているそれは、いつか雑誌で見たエッグチェアという椅子によく似ていた──更さらに言うならば、乳白色の色と相まって卵のようだった。

「イシシシ、確かに椅子に見えちゃうかもな。で・も・ね、花南ちゃん。これはエッグカプセルじゃん」

　俺達が何もない場所から現れたそれに驚きよう愕がくすると、ギエナはわずかに気をよくした様子で、ちらちらとタマちゃんの入ったバケツに視線をやりながらもそう口を開く。

「で、このエッグカプセルに、タマちゃんを置けば、あーら不思議……タマちゃんは、壊こわれない神として完成するって寸法じゃん」

　そうして、俺達には椅子にしか見えないそれを、エッグカプセルという装置だと説明し、ギエナはくるりと回した。

　回転が加わると、より卵のように見えてくるそれを見つめ、俺はしばし黙もつ考こうする。

　魔神の用意した物とは言え、正直椅子にしか見えない物を前に、本当に神を創つくれる装置などあるのか、俺は半信半疑になっていた。

　みんなはどうかと表情を窺うかがえば、やはりどこか怪け訝げんそうにエッグカプセルを見ている。

　でも、もしも本当にこれが神を完成させる装置だとすれば、やはりそれはタマちゃんの願いからも、ギエナの願いからも外れた存在を作りあげてしまうだけだ。

「……壊れない神、か。そう言うからには、そいつがどんな形をしているのか、もう俺達に教えてくれるよな？」

　だから俺は門の中に入らないまま、若じやつ干かん挑ちよう発はつ的な視線と声を魔ま神じんに送った。

「そんなの……わからなくても大だい丈じよう夫ぶだって言ってるじゃん」

　案の定、魔神は面おも白しろくなさそうに、わからないという答えを返して寄よ越こしたが、その胸の植物は不安に揺ゆれる。

「それがわからないままじゃ、タマちゃんだって不安だろ？　なあ？」

　そして俺がバケツの中のタマちゃんに視線と声を向ければ、ギエナもまた俺を追いかけるようにタマちゃんに視線を向けて。

「はい……タマちゃんは、わけのわからんまま、ゴールするのは嫌いやです」

　バケツの中でその眼まな差ざしを受け止めたタマちゃんは、一度体を震ふるわせ、けれどきっぱりとギエナに拒きよ絶ぜつの意思を伝えた。

「わけがわからない？　それはオレサマの台詞せりふだっ！　オレサマは壊れない、強い神が欲しいのに、お前はどうしてそんな弱そうな、形さえ持たないものになってるんだよっ!!」

　そうすれば、ギエナは声を荒あららげ、抑おさえ込んでいた不満を口にすると、そこから一歩踏ふみ出した。

「それは、タマちゃんがお前の願いそのものだからだろ」

　その瞬しゆん間かんを突ついた俺の言葉は、ギエナには自身の迷いを指し摘てきするように聞こえたのだろう。聞いた途と端たん、ギエナは眦まなじりを決して、再び俺を睨にらんだ。

　でも、俺は構わずギエナに背を向けると、タマちゃんの入ったバケツを桑田から受け取る。

「タマちゃん、大丈夫ね？」

「……はい。頑がん張ばりやがります」

　俺に手て渡わたされたタマちゃんを見つめ、桑田が心配と励はげましの入り混じった声を向ければ、タマちゃんはピカリと一度目を光らせてそう言った。

「いざという時には微び力りよくながら手を貸すから」

「タマちゃん、ファイトです」

　そうして、尾田と羽黒の声に送られて、タマちゃんは俺と共にギエナと向かい合う。

「多加良……バケツから出しやがれです」

「……わかった」

　そこで、タマちゃんはそれではギエナの顔が見えないと言い、俺はその要求に従った。

「門は越こえるなよ？」

「わかってやがります」

　短い会話の後、タマちゃんは地面に降りると、改めてギエナと対たい峙じした。

「ギエナ様……」

「本当に、どうしてそんな姿になってるんだよ」

　下からタマちゃんが呼びかければ、ギエナはそれを見下ろし、どこか冷たい声で応じた。

　その声に、タマちゃんは悲しげに目を曇くもらせ、寂さびしそうに体を震わせて。

「だったら、どんな姿がいいか言ってみろ」

「……ああ、そうだな。オレサマは最初の鎧よろい人形の姿が気に入ってたんじゃん」

　タマちゃんに加勢するつもりで俺がもう一度そんな風に問えば、ギエナは最初のタマちゃんの姿を持ち出して、答えられない自分を誤ご魔ま化かした。

「でも……鎧よろい越ごしでは、ギエナ様に触さわってもらえませんし、ポケットにも入れんです」

　けれど、タマちゃんはその誤魔化しを許さず、オッドアイをゆっくりと点てん滅めつさせながら、それは自分の望みとは違ちがうと静かに告げた。

　そして、真っ直すぐなオッドアイに見み据すえられたギエナは、返す言葉を無くし、立ち竦すくむ。

「オレサマは……壊れない神が欲しいんだ」

　そのまま、それが自分を保つたった一つの呪じゆ文もんであるかのようにギエナは呟つぶやいて。

「なら……この姿なら、どうですか？」

　どこか途と方ほうにくれた子どものような魔神にそう問いかけると同時に、タマちゃんはそのスライム状の体をぶるぶると震わせ、縦横に伸のび縮みして、再びその姿をとった。

　長い耳に丸い尻尾しつぽ。デフォルメされた手足は胴どう体たいに比べて少し短く、毛皮の色はごく淡あわいブルーで──そこにいるのは掌てのひらに収まりそうな大きさのウサギのぬいぐるみだった。

　それがタマちゃんだと俺達が見分ける方法は左右で違ちがう色の目。

　そして、その姿を目にした瞬間から、ギエナは目を見開き、呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。

「ギエナ様……どう、ですか？」

　小さな鈴すずを転がすような可愛かわいらしい声で再び問われても、ギエナはすぐに声を返さなかった。その足あし下もとに立つ、小さな小さなウサギのぬいぐるみをギエナは漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに映したまま、唇くちびるをわななかせて。

「……なんで、お前がいるんだ。お前は壊れたじゃ、ないか。あの日壊れたじゃないかっ！」

　けれど、ようやく口を開いたギエナがタマちゃんに向けたのは怒ど声せいだった。その声にタマちゃんは本物のウサギのように震え、身を縮める。

「……ああ、らしいな。ギエナ、でもこうして戻もどってきたんだから、話くらい聞いてやれ」

　俺はタマちゃんの傍かたわらにしゃがみ込み、二人の間に半分割って入ると、ギエナの顔を見上げてそう言った。

「戻ってきた？　なにそれ？　オレサマを担かつごうってわけかっ？」

　だが、ギエナは動どう揺ようと怒いかりに流されるまま、ダンダンッとその場で足を踏みならし、俺とタマちゃんをきつく見据える。

「そんな気はさらさら無いわ。あなたを担いだところで私達に何かメリットがあると思う？」

　そこで桑田が冷えた声を向ければ、それに幾いく分ぶん頭を冷やされたのか、魔神は深く息を吐はき出して。

「……そんなら、どういうわけ？」

　そうして、双眸を黒光りさせながらギエナは改めて俺とタマちゃんに焦しよう点てんを合わせると低く問うた。

「初めに言っただろ。タマちゃんはお前の願いそのものだって。だから、タマちゃんはすごろくゲームを通して、次し第だいに再生していったと考えられる……壊こわれない神として創造されたんじゃなく、な」

「……再、生？」

　ギエナより先に辿たどり着いた真実を俺が伝えれば、魔ま神じんは何度も瞬まばたきを繰くり返しながら、タマちゃんを見て、タマちゃんは黙だまって眼まな差ざしを返す。

「確かに、オレサマも願いの原石たねとやらを飲んだ……けど、オレサマに願いなんてあるわけないじゃん」

「俺にはお前の胸に咲さいている願いの植物が見えてる」

　タマちゃんから目を逸そらせないまま、ギエナはそう言ったけれど、俺はその事実も余さずギエナに伝える。

「でも、こんなウサギのぬいぐるみ、どこにだってある。これがアイツだって証しよう拠こがどこにある？」

　だが、ギエナは無理矢理タマちゃんから目線を外すと俺を見ながら首を振ふり、タマちゃんがかつて自分の物だったという事実を受け入れようとしない。

「……ワタシのこの右目はギエナ様に貰もらったものでやがります。だから、この目を持っているウサギはワタシだけです」

　でも、タマちゃんが両りよう眼めを光らせて、小さな声で言えば、ギエナはそれを聞き流すことは出来ず、黙って唇を嚙かんだ。

「確かにワタシは一度壊れました。でも……多加良の言う通り、記き憶おくを取り戻して、ここまで来ました」

　タマちゃんは俺達に対するのとは明らかに口調を変え、精せい一いつ杯ぱいに頭を上げ、ギエナだけを見つめ、ゆっくりと語り始める。

「だけど。もし、もしもお前があいつなら……壊れないモノになりたいはずだろ」

「はい。最初はワタシもそう思っていたです。壊れるのは、とても怖こわくて悲しかったですから」

　ギエナが言葉を挟はさめば、タマちゃんはそれに頷うなずき、またその折のことを思い出したのか、長い耳は力なく下に垂れた。

　ギエナはそんなタマちゃんを慰なぐさめるでも労いたわるでもなく、斜しやに構え見下ろしているだけ。

「でも、ギエナ様。人間は、大切なものを持っている人間は……壊れやすいから大切にしろと言いました。壊れやすいからそれを大切にすると言いました」

　それでもタマちゃんはギエナからその丸い目を逸らさず、懸けん命めいに言葉を連ね続ける。

「……だから、何？」

　ギエナはタマちゃんの目が光ると、落ち着かない様子で目を動かし、ポケットに手を入れた。でも意地になっているように、声だけは冷然と返す。

「ワタシはずっと、ギエナ様のポケットにいる時からずっとギエナ様の大切なものになりたいと思っていたです。そして……ワタシは今も、ギエナ様の大切なものになりたいです」

　反対にタマちゃんは熱の籠こもった声でギエナに訴うつたえる。ずっと前から胸に抱いだき、秘ひめていた想おもいをようやくギエナに伝える。

「……なら、壊れない神になればいいじゃん。そうしたら、ずっと傍そばに置いてやる」

　それでもギエナは論点をずらし、その想いに向き合おうとしない。受け止めようとしない。

「わかっています……ギエナ様が、それを望んでいるのはわかっています。でも、壊れない物を本当に大切にしてくれますか？　壊れない神になったら、それはもうワタシではないと思いませんか？」

　タマちゃんはそう言いながら、自分で自分の姿を確かめるように見て、

「ワタシは……ワタシのまま、大切なものになりたい。だから……壊れない神にはやっぱりなりたくないんです」

　それから、ギエナにそっと手を伸のばした。どうか、このままの自分を受け入れてくれるようにと。

　ギエナの黒い瞳ひとみはひたすら真っ直すぐに、タマちゃんだけを捉とらえていた。でも、ギエナの手はポケットに入ったまま、そこから伸ばされることはなくて。

　差し出されたタマちゃんの両手はギエナを待ち続け、空中で虚むなしく静止を続ける。

「ギエナ……壊れないのは最初から壊れているものだ。でも、俺達は壊れていないものを求めて、どうか壊れないでくれと愛いとおしむ、それが大切にするっていうことなら……壊れないとわかっているものをお前は大切に出来るか？」

　待ち続けるタマちゃんの代わりに、俺はギエナに問いかけた。だが、ギエナはタマちゃんを見つめ続けるだけで答えない。

「僕だったら、乱暴に扱あつかう気がする」

「わたしもそうです」

　その態度に焦じれたように尾田と羽黒が先回りして答えを口にすれば、ギエナはそこでようやくわずかに視線を動かし、唇くちびるを歪ゆがめた。

「だから……何？　オレサマは大切なモノが欲しいなんて一言も言ってないじゃん」

　でも、その口から出た言葉は、やはり頑かたくななままで。

「百万歩譲ゆずって、俺が再生なんてしようとしてたとしても……オレサマは壊こわれない神が欲しいんだっ！　それが嫌いやなら、お前なんていらない。オレサマには大切なモノなんていらねぇんだよっ！」

　ふいに声を荒あららげ、ギエナはタマちゃんにそう言い放った。

　その残ざん酷こくな言葉にタマちゃんは腕うでを下ろし、目から光を消して項うな垂だれた。

「……わかり、ました。ギエナ様の為ために、ワタシは大切なものになりたかったけど……いらない、ならしょうがないで、す」

　タマちゃんは悲しい声で呟つぶやくと、まるで電池の切れた人形のように膝ひざから崩くずれ、そのままうずくまるように、どろりとスライム状の体に戻もどる。

「……タマちゃん、わかったなら、ほらこっちに」

　ギエナはタマちゃんのその言葉と姿を諦あきらめと見て、安あん堵どと言うには少々ぎこちない笑えみと共に、門の内側からタマちゃんを招いた。

　だが、タマちゃんがそれに応じることはなかった。

　なぜならタマちゃんは、再生も創造もそのどちらも拒こばむように、或あるいは望む姿で存在することを拒まれた故ゆえに──卵へと還かえっていたのだから。

「……タマちゃん」

　ダチョウの卵と同じサイズのそれは、殻からも同じように硬かたいからなのか、俺の呼びかけにも答えは返らない。

「なん、で……スライムの次は卵ってどういうことだよ、おいっ！」

　同じく卵を目にしたギエナも、慌あわててタマちゃんが入っている卵に声を向ける。

　でも、やはり何一つ反応は無く、ギエナはだんっ、と苛いら立だたしげに地面を踏ふみならす。

　すると、その震しん動どうで卵はぐらぐらと揺ゆれて、途と端たんにギエナは顔色を失った。俺達も息を吞のむ中、卵は何とかその場に留とどまってくれたが。

「この上、タマちゃんを壊す気か？」

　背中に桑田達の安堵の息を聞くと、俺は一歩踏み出し、卵になった──否いな、戻ってしまったというべきかもしれない──タマちゃんに近付きながら、ギエナに低く問いかけた。

「そんなわけ、あるか。オレサマは……もう二度と壊れるところなんて、見たくない」

　オレの問いに、ギエナは卵を見つめながら、初めて弱音と言える内心をさらす。

「……だから、お前は壊れないものを求めたんだな。でも、お前が本当に欲しかったのは、取り戻したかったのは、タマちゃんだ。お前がそうだと声にしなくても、タマちゃんはお前の大切なものだったんだろう？」

「違ちがう……オレサマは大切なモノなんて持っていないし、今も昔もいらないんだよっ！」

　でも、それでもギエナは首を振ふり、それを認めない。その視線の先にはずっと卵があるというのに。

「失ってから大切だったって気付くのは、よくあることだわ。でも、このままじゃ、あなたはまた失う。それでいいの？」

　そんなギエナに焦れたように、俺とギエナの間にぽつんと置かれた卵を見つめながら、桑田は問いかけた。

　俺もまた卵に視線を落とし、きっとこの厚い殻を割れるのはギエナだけなのだろうと思う。魔ま神じんの本当の願いだけがこの卵を温め、孵かえすことが出来るのだろうと。

　タマちゃんの願いは、ギエナの願い──だとすれば、この姿はタマちゃんの最後の賭かけだ。

　ギエナが本当に望んだ姿で再生すうまれるための。

「だったら……だったらもう卵のままでいい！　また失う前に、オレはこいつを壊れない神モノにする！」

　だが、ギエナはそれに気付かず、そう叫さけぶと、門の外に踏み出し、卵に手を伸ばそうとした。

　それは、やっぱりかつて大切なものを──大切な存在としてタマちゃんを持っていた者の叫びで。

　壊れたことを悲しみ、もう喪うしないたくないと思うのは、その存在が大切だからなのに。

　でも喪うことを怖おそれるばかりで、そこにあるタマちゃんの思いに向き会おうとしない弱虫に、この卵を渡わたすわけにはいかない。

　俺はそう決めると、ぎりぎりのところで、ギエナよりも先に卵を奪だつ取しゆした。そして、胸に抱かかえるとすぐさま走り出す。

「なっにを、多加良、ふざけんなよっ！」

　走り出した背中にギエナの怒ど声せいが飛ぶが、俺は構わず、卵を抱えたままゴールから逆走を始めた。

「卵を返せ、多加良っ！　ゴールしないなら叶野市がどうなってもしらねぇぞっ！」

　すると、ギエナは俺の背中に脅おどしの言葉を向けてきて、実際にそれを行使する力がギエナにはあるとわかっていたが、それでも俺は足を止めなかった。

　タマちゃんの想おもいに応こたえる為に。ギエナの願いを叶える為に──ギエナにそれを認めさせる為に俺は走り続けた。

　そうすれば、ギエナは俺を追いかけてくる。追いかける、その行こう為い自体が既すでにタマちゃんを何物にも代え難がたいと、認めているに等しいというのに。

　これがただの鶏にわとりの卵だったら追いかけるはずがない。タマちゃんの卵だから追いかけずにいられないのだと気付かないまま、必死の形相で魔神は駆かけてくる。

　フィールドを地上にしてもさすが魔神と言うべきか、ギエナの足は速かった。その足音はすぐに俺の背後に迫せまり、横に並んで。

　そして、並走したまま、ギエナは俺の腕うでから強ごう引いんに卵を奪うばおうとした。

　俺はギエナに奪われるその寸前で、左後方について来ていた桑田へと卵を投げた。

　必ず、受け取ってくれると信じて。

　それを見たギエナは青ざめて、一いつ瞬しゆんその足が止まる。

　その間に、卵はしっかりと桑田の胸に抱だきとめられ、桑田はそのまま踵きびすを返し走りだす。

「何てことしやがるっ！」

　俺達の連れん系けいプレーに呆ぼう然ぜんとしていたギエナは、我に返るとそう言って俺を睨にらんだが、

「タマちゃんが大切なものじゃないなら、この卵を俺達がどんな風に扱あつかおうと、お前に文句を言う資格はない」

　結局俺の反論を全すべて聞かずに、ギエナは方向転てん換かんすると桑田の背中を追っていった。

　ギエナは桑田の背中にもすぐに肉にく薄はくし、桑田はそこで左右を確かめて、右前方から走ってきていた──つまり、先を行く俺達に追い付こうと走っていた──尾田に卵を渡した。それから少しでも尾田が先へ逃にげられるよう、魔神の進路を塞ふさぐように斜ななめに走る。

　けれどギエナはするりと妨ぼう害がいをかわし、程ほどなく尾田を追い詰つめた。追い詰められた尾田は、それに備えて並走していた羽黒に卵を投げた。

　羽黒は一瞬それを取りこぼすかに見えたが、上手うまく体勢を立て直すと、半身を返し、その低い体勢のまま、再び俺の方へと駆けてくる。常にない引き締しまった表情でもって。

　一方ギエナは汗あせこそかいていないが、苦しげに眉まゆを寄せて、それでも羽黒を、そしてタマちゃんの卵を懸けん命めいに追い続けていた。

　それが、大切な存在ものを追い求め、取り戻もどそうとする顔でなければなんだというのか。

　鏡があったら、見せてやりたいと思いながら、

「秋庭さんっ！」

　俺は羽黒から再びタマちゃんの卵を受け取った。逆走に次ぐ逆走で俺は一瞬自分の走っている場所も方向もわからなくなったが、前方に急な傾けい斜しやが見えてくれば、ゴールから遠ざかっていることは確かく認にんできた。

「くそっ、ふざけんなよっ！　返せっ！」

「ふざけてるわけないだろっ！　お前がこの卵を、タマちゃんを大切なものだって認めるなら、返してやるけどなっ！」

　再び肉薄したギエナに叫び返しながらも俺は足を止めなかった。

「……だれが、認める、か。オレの手は壊こわす手だ。人間共から大切なモノを奪うんだ。何一つ作り出せやしない、この手に……大切なモノなんてあったらおかしいだろうがっ！」

　言いながら、ギエナは突とつ進しんしてきて、俺の腕から卵を奪い去ろうとする。

　俺は素す早ばやく左右に目をやって、羽黒に卵を送ろうとしたが、

「いい加減もう……させるかよっ」

　魔神の低い呟つぶやきが耳じ朶だを打ったかと思うと、俺はタックルを喰くらって、気付けばその場からごろごろと転がっていた。

　それでも卵は胸の中に抱き、決して離はなさなかった。これがタマちゃんとギエナの願いだと知っているから。ギエナの胸にある植物を咲さかす為ために決して離してはいけないものだとわかっていたから。

　だが、回転が止まったと思った次の瞬しゆん間かん、全身が浮うき上がるのを感じれば俺も慌あわてないわけにいかなかった。

「初めから、こうすればよかったんだ……人間は飛べないじゃん」

　そう、ギエナはまるで鷲わしが獲え物ものを摑つかむような要領で、卵と一いつ緒しよに俺を抱え上げ空中を飛んでいた。

　ツナギの背中の生き地じを摑まれて、抵てい抗こうもままならず、俺は地面からどんどん離されていく。

「くそっ、卑ひ怯きようだろっ」

「そんなのお互たがい、今いま更さらじゃん」

「秋庭君っ！」

「多加良っ！」

　地上で桑田達が叫さけぶのが見えたが、ギエナは全てを無視して、空中を滑すべっていき、やがて俺を下ろしたのは学校の屋上だった。

　正直、下ろしたというような丁てい寧ねいなものではなく、タマちゃんを胸の中に抱えたままの俺を──ギエナはそれでも俺が卵を離さないと踏ふんでいたのだろう──硬かたいコンクリートの上に放ほうり出した。

　卵への衝しよう撃げきを和やわらげる為に、俺は背中を打って、一瞬呼吸が止まる。

　そこを狙ねらって、ギエナは卵を奪おうと手を伸のばしてきて、俺はタマちゃんの卵を抱きかかえたまま身体からだを丸めた。

「いい加減に、しろよ……オレサマはタマちゃんを殺そうってんじゃない。むしろ、絶対に壊れないようにするって言ってるだけじゃねぇかっ！」

　苛いら立だった声と共に、ギエナは遠えん慮りよ無く俺の背中に蹴けりを入れてくれた。さっき打ち付けられた上に更に痛めつけられて俺は顔をしかめたがそれでもタマちゃんを離さなかった。

　ギエナは俺の襟えり首くびを摑むとそのまま立たせて、次に頰ほおを殴なぐった。それに俺の口の中は切れて、血が伝う。

「ほら……人間なんて弱いじゃねぇか。牙きばも爪つめもなくて、もろいんだよ。なのにすぐに大切なモノを作りたがる。大切なモノを守れるほど強くもねぇくせに……だから、オレは弱いものは嫌きらいなんだ」

　血を見たからなのか、ギエナは襟えりを摑む手を僅わずかに緩ゆるめ、殴っておいてなぜか俺より痛そうに顔を歪ゆがめた。その言葉は半分は俺ではない誰かに向けられたように思えたが、

「……ああ、そうだな。人間は確かに弱いし簡単に傷つく。でも、俺はお前よりは強い、よっ！」

　その好機を逃のがすことなく、俺はギエナの腕うでを振ふりきると、バックステップで間合いを空けた。そして口くち許もとの血を拭ぬぐうと、両りよう腕うでに卵を抱かかえ直し、正面からギエナと対たい峙じした。

「オレサマより、強い？　どの面つら下げて言ってんの？」

　ギエナは俺の言葉に口許を歪めて笑った。

「……俺には大切なものがある。大切な友達がいる」

「だから、オレサマより強いっていう理り屈くつ？」

「違ちがう……俺はお前みたいに、大切だって言うことを怖こわがらない分、お前より強いってことだ」

　言葉を発する度たびに口内が痛み、背中を中心に体は軋きしみを上げたが、俺は構わず続けた。

「何それ……」

　そうすれば、ギエナは俺の台詞せりふに眉を寄せ、再び拳こぶしを握にぎる。

　でも、そんな物で俺が怯ひるむはずがなかった。俺が、痛みに負けて誰だれかにひれ伏ふすことなどないのだから。

　そして、ギエナの胸に植物が蕾つぼみのままである限り、絶対に退ひくわけにはいかない。

「……お前は。大切って、言うのが怖いだけだ」

「違う……オレサマには大切なモノなんてない。オレサマが欲しいのは壊れないモノだけだ」

「まだ、言うか。本当にそうなら、タマちゃんのことなんて、とっとと諦あきらめたらよかったじゃないか。大切でなきゃ、失うことなんて怖くないだろ」

「……怖く、ないさ。けど、オレサマの手は壊こわす手なんだ。誰かの大切なモノを壊すのがオレの仕事だ。だから……オレは大切なモノなんて持ったらいけないんだ」

　ギエナが頑かたくなに首を振る理由はもう、わかっていた。それは、大切だと認めたら、壊せなくなるからだ。

　愚おろかな人の願いを、叶かなえてきたが故ゆえに、魔ま神じんは認められない。ギエナがその肩かたに人の業ごうを背負うが故に。

　自分が、大切なものを有することを。自分が人から奪うばってきたものを手にすることは出来ないと言うのだ。

　でも、いまギエナが見つめるべきは、その手ではなくて、自分の願いだ。

「怖がってる。お前は……大切なものを知ってるからこそ、大切だって言うのが怖いだけだ」

　だから俺はギエナを真っ直すぐに見つめて、もう一度繰くり返して聞かせた。

「違う……怖くなんて、ない」

「ギエナ……怖くて当たり前だ。怖くていいんだ。みんな怖い。だって、壊れないものなんて、無いんだ。全すべてのものは壊れやすくて、人の身体も命も簡単に失われる。でも、だからこそ、愛いとおしい。だから大切にする」

　そして、ギエナが怖おそれるそれは、誰しも抱いだく感情なのだと、その怖れにこそ意味があるのだと伝えれば、ギエナはゆっくりと顔を上げて漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを俺に向けた。

「だけど……壊れたらそれまでだ。どれほど大切にしていても、失われたものは戻もどって、こない。だったら大切にすることに意味はあるのか？」

　でも、魔神は失われたものは戻らないというもう一つの真理をかざし、なおも俺に問う。

「ああ、そうだな、壊れたものは戻らない……でも、それでも大切な記き憶おくは残る。この手にその感かん触しよくは……絆きずなは残る。きっと残る」

　俺はそれを信じて、魔神の漆黒の瞳ひとみを見つめ、それからその胸でざわめき揺ゆれる願いの植物を見た。

「だから、言え。大切なものの存在を認めろよ。いま言えば、お前はまだ間に合うんだ」

　そうして、普ふ通つうならば望めぬ奇き跡せきとして、俺の腕の中にある卵を見つめながら、ギエナに語りかけた。

「だけど……オレはもう、あんな思いはしたくないっ！　失なくしたくないんだっ！　失くして初めて大切だったって気付いたって……遅おそい！　だからオレはこいつを壊れないモノにするんだっ！」

　けれど、それでもギエナはそう言って、今度こそ俺の手からタマちゃんを奪おうとした。

　だが、ギエナがそう言い続ける限り、俺はその手にタマちゃんを渡わたすわけにはいかず、また卵の奪い合いになり、ついにギエナの手が卵に触ふれた──その瞬しゆん間かん。

　流れ込んでくる。

　それは、感情おもい。卵の中のタマちゃんの夢のような映像。

　その奔ほん流りゆうに、ギエナは熱い物に触れたように、卵から手を離はなそうとした。

　だが、俺はそれを許さず、ギエナの褐かつ色しよくの手の上から自分のそれを重ねて、そこに留とどめた。

　そうすれば、ギエナはもう抗あらがわず、俺と共に、その渦うずに身を任せ、目を閉じた。
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　遠い遠い砂さ漠ばくの国で。瓦が礫れきの中で。ある日ワタシは夜空を見ていました。

　遠い遠い夜空では星が瞬またたいて、でもその星の声が聞こえそうに、世界は静かでした。

　おもちゃ箱の奥底で眠ねむっていた時もこれほど静かではありませんでした。

　でも、上に広がるのが天てん井じようではなく空であることにも、誰の声もしないことにもすぐに慣れました。

　ワタシは片目で、夜が明けて、空が白んでいくのをただただ見つめていました。だってワタシは自分では動けなかったのです。

　そして、ワタシはあなたに出会いました。

　あなたは笑いながらワタシを拾い上げて、抱き上げて、それから片目では不自由だろうと黒い目をくれました。

　あなたと同じ黒い目で。ワタシは初めて朝日を見ました。

　瓦礫の間から生まれてくる太陽は、まるであなたのようでした。

　そうして、ワタシの新しい場所いえはあなたのポケットになりました。

　ワタシはいつもあなたの顔を見上げていました。目で追いかけていました。あなたの見つめている物になりたかった。あなたに手を伸のばしたかった。

　動けるようになりたいと、強く強く毎日願っていたら、やがてそれは叶って、ワタシは手足を耳を自由に動かせるようになりました。

　あなたはそんなワタシを見て喜んだから、ワタシは今度は声が欲しいと強く強く願いました。そうしたら、今度は話せるようになりました。

　ワタシはあなたとたくさん話をしました。あなたが悲しい顔をしている日は特に。

　瓦礫の山を築く度たびに。悲しくてたまらない顔をするあなたが、少しでも楽しい気持ちになってくれればいいと思って。

　ワタシはいつもあなたと一いつ緒しよにいたいと思っていました。ずっとあなたと一緒にいたいと思っていました。あなたの胸も手もいつも暖かかったから。

　でも、あの日。

　せっかくあなたがワタシに羽をつけてくれたのに、ワタシは上手うまく羽ばたけずに、あなたのポケットから下に落ちてしまいました。

　あまりに高いところから墜おちたので。

　耳はもげて、尾おはどこかへ。右手は海に沈しずんだのでしょうか？　左足は鳥がさらっていったのでしょうか？

　ワタシはばらばらに壊れてしまいました。

　最後に残ったのは二つの目だけでした。

　薄うすれていく意識の中で、残された二つの目に何か温かい水が落ちたのが、気のせいだといいのですが。

　ワタシがいなくなって、あなたが悲しい顔をしなければいいのですが。

　ワタシがいなくなっても、時々思い出してくれたらいいのですが。

　でも、もしも。あなたが寂さびしくて悲しくてたまらないと言うのなら、ワタシはきっとあなたの許もとへ戻もどります。

　そして、もう一度あなたがワタシを呼んでくれるのなら、ワタシはあなたの大切なものになれたと思ってもいいですか？

　ギエナ様。

　大切なあなたの為ために。ワタシはあなたの大切な存在ものになりたいのです。

　そうして、あなたの手に贈おくり物をしたいのです。
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　卵の中から手を通して、頭の中に響ひびいてくるその声は、タマちゃんの声に他ほかならず。

　手を伝わって瞼まぶたの裏に見えるのはギエナの姿ばかりで。

　俺はそっと卵から手を離した。

　そうしても、卵が下に落ちることは無いとわかっていたから。

　大切に大切に。何よりも大切にギエナのその腕うではタマちゃんの卵を抱だきかかえていて。

　その頰ほおを温かな卵に押しつけて。

　タマちゃんには太陽のように見えた、ギエナの漆しつ黒こくの瞳ひとみは、涙なみだに濡ぬれていた。

「オレサマが太陽？　……バカだな、タマちゃん、見み間ま違ちがいだ。それにオレは、気まぐれでお前を拾ったんだ、ぞ」

　魔ま神じんの掠かすれ声はますます掠れて。卵の上を涙は伝う。

　願いの植物はその卵も透とう過かして俺の目に映り、それはまるで卵から願いの植物が生じているようにも見えて。

　更さらに強くギエナが卵を抱きしめれば、その植物は膨ふくらんだ蕾つぼみを綻ほころばせ始める。

「多加良……どうしたら、アイツはこの卵の中から出てくるんだろう？」

　そして、ギエナはどこか子どものような顔で俺に問い──魔神はまだ、自分の手にはたった一つの役割しかないと思ったままなのだと、俺は気付いた。

　だから、植物は途と中ちゆうで開花を止めていて。

　俺はもう一度、ギエナに伝え直す。

「卵は割れなきゃ生まれない……殻からが壊された後に、命は現れるんだ。だから、ギエナ、お前の手は新しい世界を創つくる為にある」

　俺が言えば、ギエナは卵を抱かかえている自分の手をじっと見つめて、

「……それ、は。オレの手で、この卵を孵かえせるってこと、か？」

　どこか祈いのるように俺に問うた。

　それに俺が深く、大きく頷うなずけば、ギエナは確かめるように、まずはそっと卵の殻をノックして。

「……ああ。ありがとう、多加良。オレの手に意味を与あたえてくれて。ウカルル……ありがとう、オレのことを大切だって言ってくれて」

　厚い殻に入ったひびを見て、ギエナはまた少し泣いた。

「……オレはずっと大切なものが欲しかった。でもそれが自分の手にあることに気付かなかった。認められなかった。でもウカルル、もしもまだ間に合うなら、オレはお前を今度こそ大切に……大切な存在ものにしたい」

　そしてギエナは卵に、その向こう側にいる大切な存在に声を送る。

「……ギエナ様……ワタシはギエナ様が壊こわれないから大切なんじゃありません。ギエナ様がギエナ様だから、大切なんです」

　ひび割れ始めた卵からは、今度は鈴すずのような声が返ってきて、

「うん、わかった……ありがとう」

　ギエナはそれに頷いた。そうして、もう一度、卵の殻を叩たたく。すると殻が一いつ片ぺん落ちて、そこからはウサギの片耳が現れて。
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「でもって、ギエナ様が大切にしてくれた体だから、ワタシはこの体を愛します。だからこの体がいいんです。ギエナ様、それでも……やがて壊れる日が来ても、その日まで、ワタシを大切にしてくれますか？」

「……ああ、ウカルル。約束する」

　ウサギの問いに、ギエナはしっかりと頷いて、俺もまたその言葉に頷いていた。

　人の命と、物としてのタマちゃんの存在を等しく並べることはやはり出来ない。

　でも、それでも一つ言えるのは。

　どちらも永遠ではないからこそ、失われるその日まで大切に愛いとおしみたいということ。

　だから、この世の全すべてには限りがある。

「だったら、壊れたって大だい丈じよう夫ぶです。いつかその日が来ても。ワタシの重さはあなたの手に、胸に、心に残って。きっときっといつまでもギエナ様を笑わせてやるです」

　やがて、卵の中からはウサギの耳がもう一つ、続いて腕が足が尻尾しつぽが現れて。

　ギエナはその小さな体をそっと包み込み。

　その胸で植物は大きく花開く。

　ラナンキュラスに似たその花は、タマちゃんの──ウカルルの左目と同じ乳桃色ピンクで。

　気付けば、ウカルルの胸には同じ花が飾かざりとして着いていた。

　透すき通り結けつ晶しよう化かしていくギエナの花と違ちがいそれは、変じていくことなく。

　いつか来るその日まで、ウカルルの胸で咲さき続けるのだろう。

　そして、俺がギエナの花を摘つみ取れば、それは風に乗って、煌きらめきながら消えていったのだった。
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　タマちゃんを──俺が呼ぶ分には馴な染じんだ方でいいだろう──胸ポケットに収めると、ギエナはさっきまでの涙など忘れ、けろりとした顔で、ひらりと宙に身を躍おどらせた。

「……ちょっと待て」

　何の心残りもなくそのまま去ろうとしているギエナに、俺は手を前に突つき出し制止をかけた。

「ん？　何だよ多加良っち？　まぁ、迷めい惑わくかけたけど、オレサマが幸せならもちろん許してくれんじゃん？」

　そうすればギエナはその場に留とどまりはしたものの、タマちゃんの頭を撫なでているその顔に満足感はあっても謝罪や反省の色は皆かい無む。

「いや、いくら次期生徒会長の俺が寛かん大だいだと言ってもな……ここは何発か殴なぐらせろ。それで許してやる」

　ギエナの拳こぶしが入った頰が痛むのはもちろんのこと、したたかに打った背中もまだ痛い。それ以外にもギエナに対する怒いかりは簡単にチャラに出来るようなものではない──そこを拳の何発かで解決してやろうというのは、俺の温情に他ほかならない。

「えー？　オレサマ痛いの嫌いやなんだけど。ねぇ、ウカルルどう思うよ？」

　だが、ギエナは俺の寛かん容ようさに感謝するどころか、そんなことを言い、タマちゃんに意見を求める。そして問われたタマちゃんは、思案するようにちかちかとその両りよう眼めを点てん滅めつさせた後、

「ここは多加良が譲ゆずりやがれです」

　実にギエナよりのジャッジを下してくれた。

「タマちゃん？　大切にすることと甘やかすことは違ちがうぞ？」

　俺はタマちゃんの今後も考え、あえて苦言を呈ていしてやる。

「そんなことはわかってやがります。でも、タマちゃんはギエナ様の味方でやがります」

　しかしタマちゃんはそれを聞き入れず、長い耳をぴくぴくと動かしながら、言い切ってくれた。

　そうかそうか、ある意味育ての親となった俺への恩は既すでに忘れたか。お前は本当にギエナにそっくりだ。

　俺はこの際タマちゃんにも鉄てつ拳けん制裁をすべきだろうかと、真しん剣けんに考えながら拳を握にぎりこむ。

「ありゃ、ウカルル、ちょっと言こと葉ば遣づかい悪くなったんじゃん？」

「いかんですか？」

「ま、いっか。それはそれでウカルルっぽいじゃん。だから万ばん事じオーケーと！」

　しかし、魔ま神じんとウサギはそんな俺を無視して、二人で吞のん気きな会話を重ねて──この大団円が誰だれの努力の元に成り立っているのか全く理解していない、約二名だった。

「んじゃ、そういうことで、多加良、じゃあなっ！」

　そしてギエナは全すべてを自分本位に曖あい昧まいにしたまま、今度こそ去ろうと、徐じよ々じよに身体からだに回転をかけ始める。

「待てっ！　俺はなに一つ納なつ得とくしていないぞ！」

「イシシシ。まあまあ、後片付けはちゃんとやるからちょこっとだけ待ってろよ！」

　俺は懸けん命めいに拳を振ふり上げたのだが、まさに徒と手しゆ空くう拳けん、俺の拳がギエナに当たることはなかった。

「イシシシ。当たらないじゃん」

「イヒヒヒ。多加良、世話になりやがりました！　美名人達にもよろしくしやがれ！　でもって、ありがとうです！」

　ギエナが笑えばタマちゃんも笑い──俺は今いま更さらながらその笑いがギエナの真似まねであることに気付いて。

　生意気なウサギが、幸せそうに上げる声に、毒気を抜ぬかれて、俺は拳を下ろすと、一人の魔神と一羽わのウサギのぬいぐるみを六月の澄すんだ空に見送ったのだった。

　その姿が消えてしまうと、思い出したように全身にどっぷりと疲つかれが押し寄せてきて、俺は屋上のフェンスに前のめりに身体を預けた。

　そのまま、校庭を見下ろせば、ギエナが去ったとはいえ、まだ時間は動き出していない様子で、校庭にぽつぽつと見える停止した人ひと影かげは全て教師陣じんだった。

　と、そんな時間が止まった場所に、動く物が飛び込んできたと思って目を凝こらすと、それは桑田を先頭に駆かけてくる三人の姿だった。

　俺は三人に向けて手を振り、すると尾田がまず気付いて足を止めた。続いて羽黒、桑田と順次その場に停止する。

　全員の目が俺の方を見たと確かく認にんすると、さすがに大声を出す元気はなくて、俺は両手で大きな○まるを作って、万事上手うまく行ったことを身み振ぶりで伝えた。

　尾田と桑田にはその合図はきちんと伝わり、二人は頷うなずくと同じジェスチャーで返してくれた。

　ただ、羽黒だけは案の定首を傾かしげて「目玉のおやじさんが……」などという声がわずかに俺に届いたのと同時に、尾田に思い切り首を振られていたが。

　とにかく、これでやっと今回の厄介事ゲームは終わったと、俺は安あん堵どの息を吐ついたのだが、なぜか桑田は再び猛もう然ぜんと、昇しよう降こう口ぐち目指して駆け出して。

「桑田……？」

　だが、その行動の意味が理解できず、俺は再び叶野市へと視線を投げた。

　どのくらい隆りゆう起きしているのかわからないが、いつもより高いところから見み渡わたす町は小さく見えて、まるでジオラマを見ているような気分になった。

「……まるで、箱庭だのう」

　そうすれば、隣となりからしゃらんという鈴すずに似た音と共に風に乗り流れてきたのは同じ感想こえで。

　俺は思わずそちらに顔を向けてから、ようやく桑田が走り出した理由を理解した。

　そこにはフェンスの上に腰こしを下ろし、子どものように素す足あしをぶらぶらとさせているかのうの姿があった。

　けれどかのうは、俺の眼まな差ざしに気付く素そ振ぶりもなく、風に流れる銀糸の髪かみを細い指先で押さえながら、眼下に見える町にその黄金色の眼差しを注ぎ続ける。

　陽ひの光に煌きらめき、風に吹ふかれる柔やわらかな髪は俺の目の前まで流れてきて、本当にそこに存在いるとしか思えない。

　手を伸のばせば、髪だけでなくきっとその肩かたにも頰ほおにも届く距きよ離りなのに。

　俺の手は決してかのうに触ふれることがない。

　人は目だけでなく、手で、皮ひ膚ふで、身体で記き憶おくするのに、俺がかのうを記憶する術すべは視覚ひとみ、それだけだとふと気付いた。ギエナとタマちゃんとは違い、たったそれだけなのだと。

　ならば、願いの植物を百本摘つみ取って、かのうとのゲームを終わらせた時──かのうとの繫つながりが消えて、その姿が見えなくなった時、俺はどれだけかのうのことを記憶しておけるのかと、ふいに思って。

　身体のどこかが軋きしんだ気がした。

「妾わらわも多加良も……まだしばらくはこの小さな箱庭から出ることは叶わぬのう」

「え……？」

　そんな思考に捉とらわれていたからか、ふいに寄よ越こされた、どこか歌うようなかのうの言葉に、俺は惚ほうけたような声と表情しか返せなかった。

「おや、反応が鈍にぶいのう。まあ……此こ度たびは厄介な客人だったからのう」

　するとかのうは、俺の態度を疲ひ労ろうの為ためと見たのか、気き遣づかうようにわずかに眉まゆを寄せた。

「ああ、お前の借金と厄介な客のせいで、俺は疲労困こん憊ぱいだ。だから、今日はもう俺のことは放ほうっておいてくれ」

　そして俺は、そもそもの原因を作ったのは自分だということを忘れている約一名に思い出させてやろうとそう言ったのだが、

「ほほ。おかげで借金ちゃらだのう」

　かのうは殊しゆ勝しような言葉の一つも返さず、そう言うところころと笑ってくれた。

　当然俺は腹立ちを覚えたわけだが、ここで怒いかりに使うのは残量の少ないエネルギーの無む駄だ遣づかいと判断して、止やめた。

　その判断に従って、俺が言葉を飲み込めば、さすがに拍ひよう子し抜ぬけだったのか、かのうは小さく首を傾げると、覗のぞき込むようにして俺の顔色を窺うかがってくる。

「おや、多加良、怪け我がをしたのかの？」

　そして俺の頰の腫はれに気付くと、つい、と指先を伸ばしてきた。

　一いつ瞬しゆん、その細い指先は確かに俺の頰を掠かすめたけれど、実体ではないかのうの体温も何も伝わることなく、ただ俺の頰の痛みだけが癒いえていた。

「これでよいのう。妾も多加良も箱庭から出られぬ者同士……いましばらく共に遊ゆう戯ぎを楽しみたいからのう。くれぐれも身をいとうておくれ」

　そうして、かのうは、ゆっくりと撫なでるように俺から指先を離はなしたけれど、なぜか俺は最後までその手を払はらいのけることが出来なかった。

「さて……ほんに疲つかれているようだし、今日はこれにて暇いとましようかのう。何やら美名人も怖こわいしの」

　そして、俺がそんな自分にわずかに戸と惑まどっている間に、かのうは宣言通り空中に身を躍おどらせると、後方へと視線を投げた。

　反射的にそちらを向けば、丁度桑田が屋上の扉とびらを開けて現れたところで、確かにその眉はわずかながらつり上がっている。

　そうして、俺が桑田の方に気を取られている間に、かのうは姿を消していて、しゃらんという残ざん響きようだけが漂ただよう空間を、俺はしばらく見つめていたのだった。

「秋庭君。かのう様に何かされなかった？」

　桑田にそう声をかけられるまで、俺はそうしていて、桑田の方へ首を巡めぐらせれば、そこにはどこか心配そうな顔が待っていた。

「いや、特には。今日はかのうにしてはあっさりしてた……痛いたっ」

　俺の言葉に桑田は頰を緩ゆるめたが、首を傾げた際に俺が痛みを訴うつたえれば、

「首が痛むの？　どうして？」

　さっきよりも厳しい顔で問いかけてきて。

「痛いのは首から背中にかけてだな……原因はギエナだ」

　俺は正直に答え、頰の傷しか治していかなかった、実にかのうらしい所行にただただ呆あきれて、深く息を吐ついた。

　だが、桑田はそれをギエナへと向けたものと勘かん違ちがいしたらしく、既すでに手の届かぬところへ帰った相手に、桑田が用意していた拳こぶしは行き場を失い、空を切った。

　もしかしたら俺の為に怒ってくれているのかとも思ったが、桑田も散々走り回されたのにギエナは挨あい拶さつもしていかなかったから、きっと気持ちが収まらないのだろうと俺は判断した。

「まあ、今日はウォークラリーが終わったら帰れるんだか……ら？」

　頰は痛むが、俺はあえて明るくそう言って、だが途と中ちゆうで声を詰つまらせた。

　ちょっと、待て。もしかして、止まっていた時間が動き出すってことは、他ほかの生徒はまさにウォークラリーを始めたところで。

　俺は既にハーフマラソンに等しい距離を走ったというのに、この上再度ウォークラリーで歩き回らなければならないって、ことか？

「……今日は長い一日になりそうね」

　俺が沈ちん黙もくしている間に、同じ結論に至ったか、ほぼ俺と同じ距離を消化している桑田もうんざりとしたため息を吐いた。

「歩こう歩こう、鈴木は元気！　歩くの大好きどんどん行こう！」

　そんな俺の耳に最悪のタイミングで届いたのは、最悪に耳みみ障ざわりな音の連続で。

　俺はその声がした方向を反射的に殺意をもって見み据すえた。

　思った通り、そこにいたのは時の運だけで生徒会長になった男、鈴木朔。

　あの真っ青なツナギは校庭のどこにいようと見み間ま違ちがえようがない。

　その上、鈴木が引いているのは人力車ならぬリヤカーで。そのリヤカーには「マイマイ人力車」という文字がなんの疑いも躊躇ためらいもない筆ひつ跡せきで書かれていた。

「だけどなんだか疲れたら、マイマイ人力車どうですかー？　おーい、多加良っち！　乗らない？　１メーター８００円だよっ！」

「……鈴木さん鈴木さん、さっきより１００円上がってるのはなぜですか？　っていうかリヤカーはタクシーじゃないだろっ！」

　疲れているのも忘れて、俺は思わず鈴木に叫さけんでいた。

「んー？　尾田っちは開業記念で７００円だったんだよね。だから通常は８００円！　で、乗る？」

「高い！　タクシーより高いっ！　誰だれが乗るか！　俺は自分の足で歩く！」

「そう言うと思った！」

　俺が当然の答えを返せば鈴木は見上げながらなぜか破顔して、俺はその笑え顔がおのあまりの吞のん気きさに脱だつ力りよくする。

「鈴木君、特別な理由が無い限り校則でアルバイトは禁止って知っているかしら？」

　そんな俺の代わりに桑田は全身に冷気を漂わせながら、静かに問いかける。

「初耳だよ、美名人っち。うーん、じゃあぼくのはアルバイトじゃなくて、アンモナイトとかにしておくよ。でもって美名人っちは秘書とかどう？」

　しかしその冷気も鈴木の許もとまでは届かないらしく、意味の通らない言い訳と共に鈴木は桑田を勧かん誘ゆうするという暴挙を犯おかした。

「……鈴木、いっそ化石になるか？」

　火に油ではなく、氷に液体窒ちつ素そとでもいうべき冷気を隣となりから感じながら、俺はいっそその方が鈴木にとっては良いと思われる提案をしてみた。

「鈴木君……今日は私が許さないわ」

　だが、時既に遅おそく。桑田は多分に八つ当たりの入った拳を握にぎりしめて走り出していた。

「……桑田、頼たのんだぞ！」

　俺はしばしの逡しゆん巡じゆんの後、そう言って、その背中を見送った。

　そして、俺は空を見上げて、束つかの間の休息を味わうことにしたのだった。
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　どこに果てがあるのかわからない茫ぼう漠ばくとした虚こ空くう。そこを占しめる漆しつ黒こくに身を沈しずめ、女は静かに目を閉じていた。

　女が動かなければ、ひたすら静せい寂じやくに満たされるそこは、湖よりも海よりも静かな、常とこ闇やみの溜たまり。

　もはやそれが澄すんでいるのか澱よどんでいるのか、女にもわからなくなって久しいのだがふいにその水み際ぎわが揺ゆれれば──女はゆるゆると目を開けた。

　距きよ離りの概がい念ねんなど無きに等しい場所故ゆえに、金の双そう眸ぼうを開けば、目前には漆黒のそれがあって。

「……我が住すみ処かへようこそ、ギエナ殿どの。それと、タマちゃん、いえ、ウカルル様とお呼びしましょうか？」

　だが女はまったく驚おどろきもせず、丁てい重ちように二人を迎むかえた。

「此こ度たびは叶野の地をお貸し頂き、ありがとうございました」

　ギエナはそんな女の態度に喉のどで嗤わらいながらもまずはそう言い、慇いん懃ぎんに腰こしを折った。

「ありがとうございましたです。タマちゃんでいいです」

　遅おくれて可愛かわいらしいウサギの声こわ音ねがすれば、女は目を細め、微笑ほほえんだ。

「願いが叶われて、結構なことですのう。それに……悪くないげーむでありましたよ、ギエナ殿」

「お褒ほめいただき光栄です……と、堅かたっ苦しいのはこの辺でいいか、かのうちゃん」

　女がそう言うと、ギエナは再び腰を折ったもののすぐに顔を上げ、慇懃な構えを解いた。

「妾わらわは一向に構いませぬよ」

　そうしたところで女は言葉通り、機き嫌げんを損そこなうことはなく、ギエナよりも胸ポケットのウサギがほっとしたように力を抜ぬいた。

「とにかく、万ばん事じ元に戻もどしたぜ。だから、かのうちゃんの後々の計画に影えい響きようはないはずじゃん」

　訳知り顔で言うギエナに、女は頷うなずくと、唇くちびるに深い笑えみを刻み、無言で頷いてみせる。

「わ、忘れ物もないです。ささ、ギエナ様、ご挨あい拶さつが済んだならとっとと行くです」

　何も知らないウサギはその艶えん冶やな笑みをどう勘かん違ちがいしたのか、魔ま神じんを急せかす。

「ああ、わかったわかった。積もる話もあることだしな。でも、もうちょっと待てよ」

　魔神はその勘違いを承知した上で苦く笑しようを漏もらし、もう一度、女に眼まな差ざしを向ける。

「で、かのうちゃん、このエッグカプセルいる？」

　そして、魔神が手品のように背後に出した代しろ物ものを示して見せれば、

「いいえ。ここは、願いが叶う場所ですからの……妾にかような装置おもちやはいりませぬのう」

　神を創つくると言ったその機械を、女は玩具おもちやに過ぎぬと切って捨てた。

「ま、そう言うと思ったぜ。まったく……結局今回ゲームを仕し掛かけたのは誰だったんだか」

　女の言葉にギエナは肩かたを竦すくめ、ぼやいたが、女はそれにもただ微笑みで応じるだけだった。

「まあ、いいじゃん。オレサマのところにはウカルルが戻ってきた。……だからお礼に忠告だ。封ふう印いんを解くのはいいけど、それで出来た綻ほころびから入ってくるのは、オレサマみたいな素す敵てきな奴やつばっかりじゃないぜ。性質たちの悪い奴や、何か企たくらんでる奴もいる……気をつけな」

　感謝とギエナにしては珍めずらしく老ろう婆ば心しんから告げれば、女はわずかに目を瞠みはり、一つ頷くと、

「お言葉、ありがたく受け取りました」

　今度は丁てい寧ねいに腰を折り、ギエナに礼を言った。

　けれど、再び顔を上げた時には、その白い面おもてに浮うかんでいたのは楽しげな笑みで。

　ギエナは、自分に比べれば若じやく輩はいの神に、底の知れない虞おそれを改めて抱いだいた。

「で、忠告のついでにアイツ……鈴木くんに伝言頼んでもいい？」

　けれど、魔神の矜きよう持じでそれを面には出さず、逆に使いを頼んでもいいかと持ちかける。

「喜んで承うけたまわりましょう。妾もちょうど鈴木殿どのに用があることですしのう」

　女はそれを断ることなく、ただその名を出しながら思わせ振ぶりに微笑んで。

「じゃあ、よろしく……人間に角だの牙きばだのが無い理由、今なら少しだけわかった振ふりをしてやれるぜ。角だのなんだのついてたら、誰だれかを傷つけちまうかもだ。そうならないように、互たがいが互いを傷つけないように、大切にする為ために、だ。何よりアレだ、物ぶつ騒そうなもんがついてたら、抱きあえないからだろ……って伝えておいて」

「一言一句違たがえずにお伝えしましょう」

　口頭で伝えるにはいささか長い伝言だったが、女はそう約束すると一つ頷いた。

　でも、その面からいつしか笑みは消えていて、ギエナは背筋に寒気を覚え、早々に退散しようと決めた。

「んじゃ、オレサマは行くから……縁えんがあったらまた会おうぜ」

「さよならでやがります」

　叶野市に残る鈴木や多加良達のことが気にかかりはしたが、まあ、いざという時には鈴木と名乗る神がどうにかすると踏ふんで。

　そうしてギエナ達は今度こそ、叶野の地を後にしたのだった。







　一人の神とその玩具が去れば、虚こ空くうには再び静せい寂じやくが訪おとずれて、そこで女は小さく吐と息いきをつき、着物の袂たもとから三つの綺石かくを取り出すと、その中から粒つぶの大きな一つを選よって指先で摘つまみ上げた。

　そのまま頭上に掲かかげて見れば、それは漆しつ黒こくの中に金銀の星が散らされた様な、見事な代しろ物ものだった。

　女は紅あかい唇に満足げな笑みを刻むと、胸むな元もとから取り出した蒔まき絵えの小箱に他の二つの綺石と共に大切に仕し舞まい込んだ。

「……ほんに、神とは生なま温ぬるいのう。いかさま博ばく打ちにも気付かず、たかが玩具を手に入れただけで、かような綺石を残すのだからのう」

　だが、その後に女が呟つぶやいた声にはどこか嘲あざけりの響ひびきがあった。けれど、それを咎とがめる者は当然のようにこの虚空にはいない。

「その上……人が人を傷つけぬように弱いとは、ほんにほんに生温いのう」

　女はなおも一人で言葉を続け、その横顔には常ならば笑顔に隠かくされている怒いかりとも言うべき表情が、一いつ瞬しゆんだけよぎる。

　でもそれは本当に刹せつ那なのことで、すぐに女は思考を切り替かえた様子で、それと同時に表情もころりと変える。

「うむ……だが此こ度たびのげーむはほんに、中々のものであったのう。妾わらわは玩具になど興味はないが……なれど、玩具が可能であったなら、他ほかも十分可能であるということだのう」

　そうして、胸の内の算段に、女は口くち許もとに再び楽しげな笑みを刻むと、

「玩具など妾にはもういらぬ。だから、の……願え願えこの世の者はすべからく。さすれば叶かなえてやらぬこともない」

　いつものように女は歌い、くるくるりと舞まい踊おどり、漆黒の世界をかき混ぜて、そのまま融とけようとした、ほんの一瞬前。

「かのう様、かのう様」

　今度は可愛かわいらしい少女の声が、闇やみの帳とばりを揺ゆらし、女はたった一人のその円舞まいを止めた。

「彩波、何用かのう？」

　そして、声のした方向へ女が意識を向ければ、そこには髪かみを二つに結ゆった、声と同じく可愛らしい少女立っていた。

「あのね……御ご用ようっていうかね。今日はかのう様がお外は危ないって言うから、学校もお休みしてみんなで遊んでるんだけどね」

　女の顔を見上げながら、少女はもじもじとしていて、そこから先を中々言わない。

「うむ。きちんと言いつけを守ったは妾も承知しておるがのう？　何か褒ほう美びが欲しいのかのう？」

　そこで女が水を向けてみれば、少女は小さく頷うなずいて、

「あのね、かのう様もちょっとだけ一いつ緒しよに遊んでくれる？」

　本当にささやかな願いを口にした。

　願えばいくらでも女にそれを叶かなえさせられるというのに、それは最初はじめの──少女がいまよりもまだ小さく幼おさなかった頃ころの──願いと変わらぬかわいいもので。

　巣から落ちた卵を孵かえして欲しい、というその願いをふと思い出すと、

「もちろん、構わぬよ……彩波の願いはほんに稚いとけなく愛らしいからのう」

　女は微笑ほほえみと共に頷き、少女の手を取ったのだった。
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　真っ暗な真っ暗な、どこにあるかもわからないその場所に。

　今日も灯ともるは小さな小さな赤い光のみ。

　そしてその点の明めい滅めつ毎ごとに、真っ暗な真っ暗な部屋には煙草たばこの煙けむりが満ちていく。

　でも、灰色の煙は広がっていくだけで、何の形も成さないし、その場所に存在する何一つ明らかにしない。

「……うーん、今回もなかなか面おも白しろいことが起こったサ。間近で見られなかったのは残念だったけどサ」

　故ゆえに、煙草をくゆらし、独りごちる者の姿は、今日もその声と同じく中性的はいいろなまま、誰だれの目にも触ふれることがない。

　そもそも、誰も見ようとしていないし、誰もこの場所のことを知らないのだから、それに不満を漏もらす者もいないのだけれど。

「神の創造……って聞いた時にはちょっと驚おどろいたけどサ。結局可愛い玩具おもちやの再生なら、報告はいらないから、楽でいいサ。それに……ちゃんと天に戻もどって行ったしサ」

　だから呟く声に怠たい惰だな言葉が混ざろうと、影かげが気にすることはなく、心の赴おもむくままに声を紡つむぐだけだ。

「いや、でも今回ちょっとあれも積極的でおもしろかったサ」

　何よりもそれに満足した様子で、影は一ひと際きわ強く煙を吐はき出し、また強く吸い込んだ。

「次はどう出るか、お花の御お姫ひめ様がそれを黙だまって見ているか気になるし、楽しみサ。でもまだまだ時間はありそうサ」

　そうすれば、煙草は一気に短くなって、声とは逆にこちらの時間は残り少なくなっていた。

「でもサ、いつまでも忘れたふりはできないサ……神は天に人は地に、その狭はざ間まにある者は泡うた沫かたに過ぎないってことをサ」

　そうして、煙草の火が消える寸前、影はこの世の理ことわりだけは言い終えて。

　小さな火は消え、それと同時に、真っ暗な真っ暗などこにあるかも定さだかでない、でもどこかに存在しているその場所は、静かに息を潜ひそめたのだった。




















君を見つけた。

君を見つけた。

ああ、この手の中にあったんだ。












でも、大切にしなければ、きっとまた失われてしまうだろう。











わたしは限りある生命です。

あなたは限りある生命です。

だから、わたしは君の中にいます。















著者紹介




宮みや﨑ざき柊羽しゆう

第８回角川学園小説大賞〈奨励賞〉受賞。６月26日着火。現在も長野県で燃焼中。

いまは昔、幼稚園の頃、鶏の卵を温めたことがあります。もちろん人肌で。小さな袋に入れ、首から下げていたのですが、一つは割れて、一つはこたつの中でゆで卵となり、孵りませんでした。でも今、あの日の卵が別の形で孵った気がしています。







　あとがき




　皆みな様さま、こんにちは。宮﨑柊羽です。

　たいっっっへんお待たせしましたが、『神様ゲーム』第６巻をお届けします。お待たせした分、色々とサービスして、ちょっといい和牛ステーキ並みの厚みになっております!!　お待たせした時間がスパイスとなり、より楽しんでいただければ幸いです。




　さて、今回、著者紹しよう介かいでは「卵を温めた思い出」について書きました。まず、噓うそじゃないです。幼よう稚ち園えん時代の宮﨑とその友達は本気で雛ひなを孵かえす気でした。その証しよう拠こに、某ぼう夏休み子ども電話相談に電話をして、卵が孵る可能性を訊ききました。返ってきたのは「一いつ生しよう懸けん命めい温めれば孵るかもしれない」という、とっても優しいものでした。まあ、結局ひと肌はだでは（うん、途と中ちゆうでこたつに入れちゃったりもしましたが）無理だったのですが、あれからうん十年経たっても覚えている、色々な意味でよい思い出です。

　そして今回、タマちゃんというキャラクターが生まれました。個人的にとても気に入っています（もちろんギエナも気に入ってます）。ついつい喋しやべらせ過ぎて、泣く泣く台詞せりふを削けずった程ほどです。

　……と、ここから少しだけ本作の内容に触ふれますので、勘かんのいい方は、この先は本編読どく了りよう後に読んでくださいませ。

　そんなお気に入りのタマちゃんですが、あくまで「無機物おもちや」として書きました。心はあるけれど、でも、最後まで無機物というスタンスを貫つらぬきました。その理由は、本編を読んでいただけば、きっとわかって貰もらえると信じています。それでも、あえて言うなら、命は一度だけだから、です。




　では、ここからは謝辞を述べさせていただきます。

　担当の山口女史。『神様ゲーム』第６巻、やっと出ます。へたれな宮﨑に根気強く付き合い、また、たくさん励はげましてくださり、本当にありがとうございました。

　イラストの七草様。６巻も七草さんとお仕事が出来て本当に嬉うれしいです。これからもよろしくお願いいたします。でも、くれぐれもご自愛ください。

　また、この本を出す為ためにご尽じん力りよくくださった全すべての皆様に、最大級の感謝を捧ささげます。

　そして、『神様ゲーム』のファンで、尾田オダファンラーだった、作家・野の村むら佳けいさん、ありがとうございました。ノムさんの『骨王ボーンキング』、素晴らしい一冊でした。ノムさんの分まで、宮﨑はこれからも小説を書いていきます。心からご冥めい福ふくをお祈いのり申し上げます。

　そしてそして、『神様ゲーム』を読んで、応おう援えんしてくださる読者の皆様、本当にありがとうございます。いつも少しでも前より面おも白しろい小説を、と思って書いております。これからも同じ気持ちで、時にもがきながらも書いていきますので、どうぞよろしくお願いします！

















カバー・口絵・本文イラスト／七草

カバー・口絵・本文デザイン／アフターグロウ












神かみ様さまゲーム６




カミハナニヲイダクベキ？








宮みや﨑ざき柊羽しゆう





[image: ]





平成26年8月1日　発行





(C) Syu MIYAZAKI 2007





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『神様ゲーム６　カミハナニヲイダクベキ？』

平成19年9月1日初版発行

平成20年10月25日3版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p009m.jpg
H:n..u{.v.r .






item/image/p178m.jpg
NEPTIV-L

—T\/‘/nwu/{






item/image/p356m.jpg
sauesg
NENIV-L

A onr NN






item/image/p283.jpg
)‘\

//J; "

W/ =¥






item/image/cover.jpg





item/image/p157.jpg





item/image/p397.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p426m.jpg
epilogue
H Y o —





item/image/p442m.jpg
NERIV-L

AADDO—IK S NS






item/image/p030m.jpg
SHCHGlr

\;\

\‘\/&ﬁv\/np






item/image/p346.jpg
Q
Q
s
25
LT
=
Z

Hi LULRLIDSDANB I L<SHSH

< SHh LR -0 10 Qi R0 IV D N 48 484

Stbten®

BRI LSHUEUSDHOR SR S S BSOSO SH8049°

{FRDSI O LUNRRI VD
SVOUHDK KGRV B QU S ENRULBIN NSV ®
DANEHV . CROIDVON O St D4L°
DN USSR R’
B PNV SO
LBNIO-VBINN St D4

RUSHHHIMRRSHEQ






item/image/p423.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		game1：マジン×スゴロク＝？



		save1：キミノオンド



		game2：マジン×ポケット＝？



		auto1：テンノサイハイ



		save2：キミノオモサ



		game3：マジン×タマゴ＝カミ？



		auto2：カミノサイハイ



		save3：キミノテ



		epilogue



		now loading



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p152m.jpg
gamea
NEPIV-L

£ .Ua





item/image/p177.jpg
Q
Q
s
25
L
=
Z

SSHIVUNUNLER WD AN RO S 04U3°

NN RS AWBINN S 6 D40°

NOMBRQIB SR DL S VB S O4U°

HIOHX 484 LN R L

HINER SR LE SVITN LR/ NV RS SVBNIGQN

LD NSV IS UL UE KMIKIN R QU D4°

DANDRRULESOLCHPAUON

DEP DR LI KN U NN VD H K R QU D4L°

NN B8 R 5 < o i 0. KL o S R OMNNVKF e RUIIN NSt
DOANEIS LS THOH N 2NN DN °

101 XU LVUBE SRV S SHINLL°

4P <ESNNOMNVURHED SR O RN N LTI S DHiIN°






item/image/logo-sneaker.png





item/image/p347m.jpg
NERIN-L

R N+~ L~






item/image/kuchie-001.jpg
DN

-n:l\-r.wf#m\ﬂ





item/image/p323m.jpg
-
- L

AN

TN AN

hmea
e (A
PINDAXADPT = R mr oo SEEESR






item/image/p053.jpg





item/image/p185m.jpg
e
NESPIV-L

Ao N W F






item/image/p003.jpg
game: 7%y xXIQA="7..."
" sauE RSO RYE...
gamea: 7°7Y X R =T ...

aukar: Sy PPN

sauea: =S HES ..
| m— -

1 4

games: 7'/ XFIT=N=7 -sea






item/image/kuchie-002.jpg
EERIR A N B B LRI MR 0, R

N—2QR LA ORI 5 000 QB EDG@sQr )il v, HHIRER st S Qe





item/image/p005.jpg
-

(710)73&)

ﬁﬁﬁwkﬁwﬁt@o
ARFBOLTS ﬁm_'—_
87 B8+ 21— EOL]

ZOEIBHR. 1_
T

-

me"“'ﬂﬁhep
game e

| i s, G

| UL i, Uit





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p004.jpg
PR

7

]2 v D
WEpk2 il 28 q‘ﬁiﬁ%’z\;& I‘”t
BEZMEL — BEAYN %’Lﬂi
(BER-1=H5) (3TE-BLS) (BFE-HFP)
POSH ICBEMISNIIH, EDTH. ZOBW ETH PWOEEDSOBMRORE,
BEPOPVLIC AMORBERBBL TS, BEBT7AR—2ABERBIES,
BEAFNTLD, HEBRICWDESTES YyIZOPNKBEERRF,

ZENBINEBDICESE, AN D8EE,

%&ﬂ%ﬁ)\

(KO- H13L) (B<B-D3A)
BRESRFNIFED —BSTFORBOIUELT
J—lEa—51, HBBRICEAUTEL,
ARBBEICHEDT BROBZERB/NLZAT—D

ZEHERDOBRAZHEDD, FOBEDLE,

game players
R





item/image/p209.jpg





